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それぞれの週末　四月二十三日（金）







　東ひがし本ほん願がん家は代々宮ぐう司じとして、東本願神社を守ってきた。その歴史は古く、分社である東本願神社だけでも五百年以上の歴史を持つ。そして本社である本願神社は、記録が残っていないほどに長い歴史を誇ほこる。

　東本願家はそういう長い歴史を持つ家なので、広大な土地と莫ばく大だいな資産を有する、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市でも指折りの名士だった。おかげでその敷しき地ちは野球のドーム球場を思わせる程ほどの広さを持ち、屋や敷しきは高級感溢あふれる日本家屋で、庭は四季の移り変わりが最大限楽しめるように工く夫ふうされた華か麗れいな庭園となっている。

「ど、どえらいところへ来てしまった………」

　客間に通されたゆりかは、落ち着かない様子で周囲を見回していた。普ふ段だんのゆりかは狭せまい六畳じよう間、しかもその押おし入いれの中で生活している。そんなゆりかにとってこの場所は別世界。一人きりで客間に座すわっていると、全くくつろげない。むしろ反対に緊きん張ちようする一方だった。

　―――ああっ、助けて里さと見みさんっ！

　ゆりかは思わず胸の中で同居人に助けを求める。この客間もやはり高級感溢れる造りになっている。金きん箔ぱくが貼はられているような金持ち趣しゆ味みの造りではないのだが、黒こく檀たんを丁てい寧ねいに磨みがき上あげた柱や、漆うるし塗ぬりの家具、壁かべに掛かけられた水すい墨ぼく画がなど、全体が過不足なく調和した品の良い雰ふん囲い気きを作り出だしている。この雰囲気を作る為ためにかけられた金額は、金箔どころではない事はゆりかにも分かる。そんな場所にひとりぼっちで座っていると、ゆりかは金持ちに取り囲まれて、罵ののしられているような気持ちになってくる。ここはお前のような貧びん乏ぼう人にんが来る場所ではない、さっさと相応ふさわしい場所へ帰れ―――もちろんそれは、ゆりかの一方的なコンプレックスだ。実際のところは、この屋敷の住人はゆりかの来訪を歓かん迎げいしていた。罵るどころか、最大限の歓迎をしていると言って良いだろう。

「呼び立ててしまって御ご免めんなさいね、ゆりかちゃん」

　その証しよう拠こに、客間へやってきた屋敷の住人は実に明るい笑え顔がおを浮うかべていた。

　東本願佳か苗なえ。

　彼かの女じよは現在の東本願家の当主・東本願早そう太た郎ろうの妻で、ゆりかの友人である早さ苗なえの母親にあたる人物だった。

「あなたとは一度ゆっくりとお話がしてみたかったの。奈な々なちゃんの事とか、ね」

　そしてゆりかと佳苗には、共通の知人がいるのだった。










　ある金曜日の放課後、ゆりかは一人で東本願家を訪ねていた。これは以前、ティア達たちと一いつ緒しよに東本願家を訪ねた時に、佳苗から別の日に二人だけで話が出来ないかと打だ診しんを受けての事だった。そこでゆりかは時間を作って―――時間を作ると言うほど忙いそがしい訳でもないのだが―――東本願家へやってきた、という訳なのだった。

「ゆりかちゃん、ちょっと立って、その衣装をぐるっと一周見せてくれないかしら」

「あ、はいぃっ！　………こうですかぁ？」

　ゆりかは佳苗の求めに応じてその場に立ち上がると、両りよう腕うでを軽く左右に広げた格好で、ゆっくりとコマのように横に回転する。佳苗はそんなゆりかを眺ながめて、懐なつかしそうにその両目を細めた。

「ありがとう、ゆりかちゃん。細かい所が少し変わっているけれど、やっぱり奈々ちゃんと同じ服ね」

「はい。これはナナさんの服を仕立て直したものなんです。その………わたしはちょっとだけナナさんより身体が大きくて………そのままでは入らなかったというか………」

「そうね、奈々ちゃんは小こ柄がらだったから………ありがとう、ゆりかちゃん」

　恥はずかしそうにしているゆりかに、佳苗は優やさしく笑いかける。ゆりかが恥ずかしそうにしているのは、仕立て直した部分に問題があったからだ。ナナは非常に華きや奢しやな身体つきをしていたので、衣装の腰こしやお尻しりの周りを太くするように手直ししない事には、ゆりかでは着られなかったのだ。ゆりかが誇れる手直しは胸ぐらいだろう。

「それで………奈々ちゃんは元気？」

　佳苗はゆりかが座るのを待ち、再び話しかける。この時の佳苗の表情には、幾いくらか緊張感がにじんでいた。佳苗がゆりかを招いたのは、この質問がしたかったからなのだ。

「はい。でも去年の春はる頃ごろに大おお怪け我がをして、魔ま法ほうが使えなくなってしまって………だから弟で子しのわたしが役目を引ひき継ついだんです」

「そうだったの………」

　佳苗はナナが無事であるという話を聞いて、緊張気味だった表情を緩ゆるめた。ゆりかはそれを見て、佳苗とナナの関係を悟さとった。

「佳苗さんは、ナナさんの『協力者』だったんですね？」

　この『協力者』というのは、フォルサリアの魔ま法ほう使つかいが日本で活動する時に、手助けをしてくれる日本人の事だった。

　魔法使いは異世界フォルサリアからやってくるので、基本的に不法入国者だ。その為、彼かれらは戸こ籍せきや住居を持っていない。すると日本で活動する時に、どうしてもそうしたものを支し援えんする地元の人間が必要になってくる。それがいわゆる『協力者』なのだ。

「ええ………真ま耶やを、ダークネイビーを倒たおした少し後ぐらいまで、ね」

　真耶は真ま希きの師し匠しようで、先代のダークネイビーだった。そしてナナと佳苗は協力して真耶を倒した。それをきっかけに真耶は一線を退き、弟子の真希をダークネイビーの後任に据すえた。それは数年前の出来事だった。

「あの後、奈々ちゃんは何も言わずにいなくなってしまって………だから少し心配していたの。彼女が無事だって分かって、嬉うれしかったわ、ゆりかちゃん」

「佳苗さん、ナナさんは、その………」

「分かってるわ。私達の生活を脅おびやかさないように、気を遣つかってくれたんでしょう？」

「はい」

「早苗の身体の事もあったから、なるべく早く私を『協力者』の役目から解放したかったんでしょうね」

「そうだと思います。ナナさんはいつも私に、危ないからもう会いに来るなって言っていましたから………」

　十一年前、ナナは完全には早苗を救う事が出来なかった。彼女の魔法では魂たましいの不完全な融ゆう合ごうしか出来なかった為に、いずれは早苗の命が尽つきてしまう事が予想されていた。だからそれまでの時間を家族で最大限に活用して貰もらう為に、ナナは黙だまって去った―――ゆりかと佳苗はそんな風に考えていた。

「その早苗の事なんだけど………あの子が元気になったのは、もしかしてゆりかちゃんの仕し業わざ？」

　ナナの安否の他ほかに、もう一つ佳苗が気になっていた事があった。それは早苗が突とつ然ぜん回復した理由だった。

　佳苗はナナから、早苗は長生き出来ないと知らされていた。実際、早苗は年々弱っていた。しかし佳苗が早苗の死を覚かく悟ごした、まさにそのタイミングで早苗は回復した。そしてその直後、早苗は友人としてゆりかを家に連れてきた。ゆりかの持ち物を見てその正体に気付いた佳苗はこう考えた。ゆりかが魔法で早苗を癒いやしてくれたのではないか、と。

「確かに私もお手伝いしましたけれど、魔法だけでは救えなかったので………ええと、大体四分の一ぐらいが私の仕業です」

　ゆりかの魔法の技術はナナに劣おとるので、単独では早苗を救えなかった。実際に治ち療りようを行ったのはキリハで、ゆりかはそのサポートに回った。そしてゆりかは、早苗が回復した理由の大半は、早苗と周囲の人間の間にある絆きずなのおかげだと思っている。だから自分の手て柄がらは半分の半分、四分の一程度だろうと考えていた。

「割合なんて関係ないわ。ありがとう、ゆりかちゃん、早苗を助けてくれて」

「え、えと………」

　佳苗に真正面から礼を言われ、ゆりかは顔を赤らめて困こん惑わくしてしまう。

　―――な、なんだか、最近、変ですぅ………。

　最近ゆりかは、他人から礼を言われたり、信用されたり、必要とされたりという場面が多くなっていた。これまでからすると考えられない事なので、ゆりかはこの状じよう況きように困ってしまっていた。これは彼女が、自身の成長に気付いていないせいだ。ゆりかは自分が成長した自覚がないので、逆に周囲が急に変化したように感じていたのだ。

　―――でも………なんか、すごく嬉しい感じが………。

　そして周囲の変化を奇き妙みように思うのと同じくらい、それが嬉しくもある。自分でも誰だれかの力になれるのだという実感は、ゆりかを前向きにさせる。まだナナのようには出来なくても、自分の出来る範はん囲いで頑がん張ばれば、早苗の時のように誰かを救えるかもしれない。そうしたいと思うし、それが本来の目的でもある。つまりゆりかは早苗の一件を経験した事で、魔法少女として完成したと言えるだろう。また、精神面の成熟により、実力も上向いている。今はかつてのナナには及およばなくても、将来的には分からない。今のゆりかは、後ろ向きな考えから抜ぬけ出して、自身の未来を信じ始めていた。

「それに、あなた達と一緒にいる時の早苗は、昔のあの子に戻もどったみたいで………親としては嬉しい限りよ。こっちの意味でも、お礼を言わないといけないわね。ありがとう、ゆりかちゃん」

　ゆりか達の頑張りのおかげで、二つに分ぶん裂れつして成長した早苗は、一つの姿に戻った。しかしまだ二つの早苗は完全に一人になったとは言い難がたい状況にあった。

　今の早苗は通常、身体の方に根付いていた、控ひかえ目めな性格が表面に出ている。早苗は闘とう病びよう中には自分を抑おさえ込まなければならなかったので、病気にならずに成長した場合よりも大人しい性格が形作られた。

　しかしゆりかや孝こう太た郎ろう達たちと一緒にいる場合には、魂の方に刻み込まれている幽ゆう霊れいであった早苗の性格が表出する。こちらの性格は分裂した頃ころのままで、仮に分裂せずに普ふ通つうに成長した場合よりも活発な性格―――よりはっきり言ってしまうと、子供のような性格をしている。

　無事に融合を果たした早苗だが、性格の統合はまだうまく進んでおらず、これら二つの性格がスイッチを切きり替かえるように現れる。ゆりか達と一緒なら明るく元気、そうでない時には大人しく内向的。おかげで一見、内うち弁べん慶けいや二重人格のように見える。だが記き憶おくは共有しているし、好すき嫌きらいが変わる訳ではないので、それが一つの早苗である事は間ま違ちがいなかった。

　また佳苗や家族にとっては、早苗がゆりか達と一緒にいる時の姿は、健康であった時の早苗そのものに見える。佳苗達は早苗が入院以降、内向的になってしまった事を気にしていたから、それを歓迎する事はあっても否定的には考えていなかった。

　キリハの説明によると、将来的に早苗の二つの性格は一つに統合されていくらしい。入院により内向的に成長した早苗と、幽霊になって活発なままの早苗なので、統合された場合にはその中間に落ち着く。キリハの見立てでは、入院も幽霊も経験せずに普通に育った場合の早苗の性格に近いものとなるだろう、との事だった。

　そしてその変化は既すでに始まっている。ゆりかや孝太郎達が傍そばにいない時でも、早苗は少しだけ明るくなり始めていたのだ。

「でも………本当に私の力だけじゃないんです。早苗ちゃんがみんなの事が大好きで、みんなも早苗ちゃんの事が大好きだったから、何もかもうまくいったんです」

　ゆりかは軽く首を横に振ふると自分の胸むな元もとに手を当て、軽く首を傾かしげながらにっこりと微ほほ笑えんだ。

「だから佳苗さん、できれば早苗ちゃんとみんなの間にある気持ちに対して、感謝してあげて下さい。それが早苗ちゃんを救ったんですから………」

「ゆりかちゃん………」

　佳苗はゆりかの答えに目を丸くする。しかしすぐに佳苗は目を細め、ゆりかに笑いかけた。この時の佳苗の顔は、本当に嬉しそうだった。まるで懐かしいものを見付けた時のようだった。

「………あなたは、本当に奈々ちゃんのお弟子さんなのね？」

「えっ？」

　今度はゆりかが目を丸くする番だった。

「正しい事をしようという真まっ直すぐな心、何事にも負けない強い意志、そして全すべてを包つつみ込む深い愛………あなたは、奈々ちゃんにそっくりだわ」

　この時、佳苗が口にした言葉は、ゆりかを驚おどろかせるのに十分な力を持っていた。

「佳苗さん………」

　ナナを目標としているゆりかだから、この時の佳苗の言葉は最高の褒ほめ言こと葉ばだった。感謝の言葉としては、これ以上ないというほどに。

「はいっ、ありがとうございますっ！」

「ふふふ………うちの子も、あなたのように育ってくれればいいけれど………」

「お勧すすめしませんよ。私、学校では成績が良くなくって………」

「あらあら、そうなの？」

「恥ずかしながら………」

　そうして笑顔になった二人は、自分達の事や共通の友人について、お喋しやべりを始めた。その姿は十年ぶりに出会った友人同士のようで。だから日が暮れるまでずっと、客間からは明るい笑い声が絶えなかった。










　お喋りを続ける中で、ゆりかは簡単に自分達の状況を紹しよう介かいしつつ、早苗にまつわる話を伝えていった。佳苗なら秘密にしてくれると信じていたので、ゆりかは世間話や愚ぐ痴ちぐらいの感覚で話していた。佳苗の方もそうで、ゆりかの話をずっと楽しそうに聞いていた。しかし地底人のキリハが霊れい力りよくを操あやつる機械を使ったという話が出た時に、佳苗は軽く眉まゆをひそめた。そして佳苗はゆりかを連れて夜の街へ向かった。

「ここよ、ゆりかちゃん」

「随ずい分ぶん暗いですね………」

「待って、すぐに明かりを―――」

「コンティニュアルライト」

「そっか、ゆりかちゃんは魔法使いだったわよね」

「はいぃ」

　佳苗がゆりかを案内したのは、とあるビルの地下だった。そこはずっと前に利用されなくなった廃はいビルだったから、ゆりかが使った明かりの魔法で照らし出されたのは、不法投とう棄きされた家電や自動車、そしてひび割れだらけの壁や天てん井じようだった。

「この廃はい墟きよがどうかしたんですかぁ？」

　ゆりかには特に問題があるようには感じられない。そこはただの廃墟のようにしか見えなかった。

「ちょっと待って………確かこの辺に………」

　ゆりかの魔法の明かりを頼たよりに、佳苗は辺りを調べていく。そして数分が過ぎ、ゆりかが廃墟の暗がりに恐きよう怖ふを感じ始めた頃、佳苗はようやく目的のものを見付け出した。

「あったっ!!」

「きゃあっ!?」

「どうしたのゆりかちゃん」

「い、いえ、なんでも………」

　一応魔法少女である手前、暗がりが怖こわかったとは言えず、ゆりかは顔を赤らめる。佳苗はそんなゆりかの事情に気付く事はなく、ゆりかに手招きをした。

「ゆりかちゃん、こっちへ来てくれないかしら」

「はいぃ」

　ゆりかは首を傾げながら佳苗に近付いていく。佳苗の表情は真しん剣けんで、さっきまでの彼女とは雰囲気が違ちがう。ゆりかはそこが少し気になっていた。

「これなんだけど」

「これは………」

　そこには破は壊かいされた機械の残ざん骸がいが散乱していた。その機械は乱暴な攻こう撃げきによって破壊されたらしく、大小様々な破は片へんに分かれていた。そして破片は腐ふ食しよくし、埃ほこりにまみれていた事から、破壊されたのが何年も前である事が窺うかがわれた。

「あれっ!?　これって!?」

　元々ゆりかは機械には強い方ではないので、最初はただ壊こわれた機械だな、というぐらいの感想しか持たなかった。しかししばらくそれを眺めていると、見覚えのある印やデザインが幾つか目に留まった。

「これって、キリハさんの機械!?」

　この場所に転がっている機械の破片は、キリハの持ち物にそっくりだった。カラマやコラマ、そして早苗を治療した時の装置。その独特な雰囲気には、機械に疎うといゆりかでも、はっきりとそれと分かる類るい似じ点てんがあった。

「霊力の機械は地底の人の装置………それがどうしてこんな場所に？」

「これはダークネイビー………ええと、さっきゆりかちゃんは代だい替がわりしたって言ってたから、正確には先代のダークネイビーの事なんだけど、彼女が使っていたものなの。足元をよく見て、ゆりかちゃん」

「あっ!?」

　ゆりかの足元には何かの模様が刻まれていた。それは完全に魔ま力りよくを失っていたが、儀ぎ式しき魔ま法ほう用の魔ま法ほう陣じんだった。そしてその魔法陣は、バラバラになった機械を陣の一部分として取り込むように描えがかれている。魔法使いのゆりかだから、それがどういう事なのかはすぐに分かった。

「佳苗さんっ、先代のダークネイビーは、魔法に地底の人達の機械を組み込んで使っていたんですかっ!?」

「これが地底の人達の機械だというのなら、それで間違いない筈はずよ。奈々ちゃんは、真耶はこの装置で生いけ贄にえの霊力を溜ためて、儀ぎ式しきの魔法に利用していたって言っていたわ」

　佳苗はゆりかの話を聞いてこの場所の事を思い出した。そしてゆりかに見て貰もらった方がいいと判断して、ここへ彼女を案内したのだ。

「………という事は、ダークネスレインボゥは最低でも十年前から地底世界と接せつ触しよくして、互たがいに協力し合っていたって事に………」

　ゆりかは表情を強こわ張ばらせ、背筋に寒気を感じていた。

　―――こっ、これは早いうちにキリハさんに相談しないと！

　早苗を助けた時の事を思えば、魔法と霊力装置を組み合わせた時、どれだけ大きな力になるのかは想像もつかない。そして十年前からダークネスレインボゥが地底世界と―――恐おそらくはキリハと敵対する勢力と―――接触して、ゆりかの所属するレインボゥハートと戦う準備を進めているのだとしたら。そしてその反対に、キリハと敵対する勢力が魔法の力を得ているのだとしたら。

　―――このままでは、レインボゥハートは負ける！　キリハさん達も！

　当然、小こ競ぜり合あいの内は、敵は切り札を明かさない。そして大規模な決戦の時に、その切り札を使う。

　そうなった時の、レインボゥハートやキリハ達の運命。

　ゆりかには、それが明るいものになるとは、思えないのだった。










　この日の放課後には、編み物研究会の活動はなかった。研究会の会長である晴はる海みには明日、病院で身体の検査があった。だからこの日は検査に備えて安静にしていた方がよく、研究会活動は休みとなったのだ。

　急にスケジュールが空いた孝太郎は、その暇を利用してクランを訪ねた。孝太郎は最近あまりクランと話をしていなかったし、しかし大事な局面では度たび々たび世話になっている。この辺で面めん倒どう事抜きで会いに行くのも悪くないだろうという、それだけの理由だった。

「クラン、お前また閉とじ篭こもってるのか？」

「閉じ篭もっていないと、研究になりませんもの」

　孝太郎が『揺ゆり籠かご』を訪ねると、クランは研究室でコンピューターに向かっていた。シグナルティンや時空間など、今の彼女には扱あつかいたい研究テーマが山ほどあった。

　孝太郎はそんなクランを見て少し心配になった。日の光に当たらず、運動も控え目な為に、クランの顔色は少し悪かった。それが気になった孝太郎は、彼女を外へ連れ出そうと考えていた。

「そうだろうけどな、お前は一応皇女様なんだ。閉じ篭もりきりで顔色が悪いと、国民が心配するぞ？」

「あらベルトリオン、まるで家臣のような言い方ですわね？　………遂ついにわたくしに仕える気になりまして？」

「不健康な奴やつに仕える気はないぞ。将来の心配もあるしな」

「しょっ、将来っ!?」

　クランはその言葉を聞くと、顔を真っ赤にして慌あわて始める。おかげで血の気の悪さなど吹ふき飛とんでいた。

「そんなこと言われなくてもぉっ、結けつ婚こんする頃にはっ、体調くらいきちんと整えてみせますわっ！」

「ん？　結婚？　何の話だ？」

　この時、孝太郎は雇こ用よう主ぬしが倒れたら生活できないだろうと考えていたのだが、クランはそれとは違う事を考えていたようだった。

「お前、誰かと結婚するのか？」

「きゃーきゃーきゃーっ！　ちがっ、ちがいますわっ！　誰かと結婚だなんてっ、とんでもないっ!!」

　クランは耳まで赤くして、激しく首を横に振る。そのあまりの勢いに、眼鏡の位置がずれた程だった。

「ふぅん、お前、結婚願望ないのか。もったいないな」

「………こ、ころす………このおとこ、いつかころす………」

　クランは顔を赤くしたまま下を向いて、ぷるぷると肩かたを震ふるわせる。クランは孝太郎に言ってやりたかった。『だったらあなたが結婚して下さいませんこと』と。

　かつてのクランは、他人を遠ざけて一人きりで研究に打ち込んでいたので、独り善がりでわがままだった。そんな彼女には過去から現在に至るまで、孝太郎ほど気を許した他人は他にはいない。だから自分の将来―――結婚をイメージすると、自然と相手の顔が孝太郎になる。けれどそれを告げる勇気もない。クランは見た目よりも遥はるかに、純情な少女なのだった。

「まあそれはともかくだな、れっきとした国民のルースさんもいるんだから、あまり情けない姿を見せるもんじゃないぞ」

「とっ、ともかくって………このおとこ、わたくしのきもちを、ともかくってゆった………ころす………やっぱりころすぅ………」

　もどかしさと怒いかりに衝つき動かされ、クランは赤い顔のまま肩を震わせる。すると近くにいたルースが、クランにだけ聞こえるように、小さな声で囁ささやいた。

「………お気持ちはお察しします、クラン殿でん下か」

　ルースはそう言いながら苦く笑しよう気味に微笑んでいた。

　孝太郎はルースを伴ともなってクランを訪問していた。孝太郎がクランの所へ行くと知ると、ルースの方から同行を申し出たのだ。ルースとクランは孝太郎の秘密を共有しているおかげで、その関係が良好なものへと変化していた。

「あなた、いつもこんなのの傍で、よく平気ですわね？」

「わたくしはもう、おやかたさまに気持ちをお伝えしましたから………」

　クランとルースは、そのまま二人で密談を始める。孝太郎はクランの研究室を物もの珍めずらしそうに見回していたので、この二人のやりとりは聞いていなかった。

「それで何か起こりまして？」

「目立った事は特になにも。でも、毎日幸せです」

「それはわたくしには出来そうにないですわ。わたくしにも意地がありますもの」

「意地？」

「いずれベルトリオンに、泣きながら言わせてやろうと思っていますの。お願いですからずっと傍に置いて下さい、と」

　クランは憮ぶ然ぜんとした顔でそう言い切った。

「クラン殿下………」

　そんな彼女の言葉を聞いて、ルースは声を殺して笑い始めた。軽く顔を俯うつむかせ、その肩を小さく上下に震わせる。

「どうしましたの、パルドムシーハ？」

「い、いえ、別に………ふふ、ふふふふっ」

　ルースが笑ったのは、クランが口にした言葉に込められた意味が、ティアとまるで同じであったからだ。しかしクランとティアの関係にはまだしこりが残っている。だからルースは、おかしくて仕方がなかったのだが、その理由は明かさなかった。










　孝太郎はクランとルースを連れて『揺り籠』の外へ出た。これはクランを日の光に当てるという意味もあったが、孝太郎にはもう一つ別の理由があった。実は孝太郎にはクランに相談したい事があり、その過程でクランに見て貰いたい事があったのだ。

「行きますよルースさん」

「はい。先さき程ほどと同じでよろしいのですね？」

「お願いします」

　孝太郎とルースは、互いに武器と防具に身を固めて向かい合っていた。

　孝太郎は宇宙戦せん艦かんである『青騎き士し』の操縦装置を兼かねた、青い鎧よろいを身に着けている。そしてその左右の手には、一本ずつの騎き士し剣けんが握にぎられていた。だが、どちらとも刃はを潰つぶした練習用の騎士剣で、防ぼう御ぎよ用のバリアーを使っているルースを傷付ける心配はなかった。

　ルースも戦せん闘とう用の甲かつ冑ちゆうを身に着けている。これも孝太郎の鎧と同じように動力を備えていて、ルースの力を拡大、強化してくれる。その状態で彼女は右手に細身の剣けんを構えている。この剣は彼女が普段使っているものよりも、若じやつ干かん重くて大きい。鎧の腕わん力りよくや重量のバランスに合わせてあるのだ。もちろん、この剣も刃が潰された練習用だった。

　そしてこの状態で、孝太郎とルースは少し前から戦い続けていた。孝太郎がクランに見せたかったのは、戦う二人の姿だったのだ。

「よしっ」

　ジャッ

　孝太郎の足が地面を蹴ける。その力は青い鎧によって増ぞう幅ふくされ、鎧自体の重さを感じさせない速度で、孝太郎の身体を前に押し出した。そして孝太郎は右の剣を振り被かぶり、左の剣を前に出した状態でルースに向かって突っ込んでいった。

「きたっ」

　ルースは接近する孝太郎に向けて剣を構える。この時のルースの構えは守備的なものだった。元々温和で慎しん重ちようなルースは、構えが守備的になる。防御からのカウンターが彼女のスタイルなのだ。だがこの時は普段よりも更さらに防御を意識している。孝太郎に堅かたい防御をと頼たのまれていたのだ。

「ヒュッ」

　孝太郎は短く息を吐はくのと同時に、左の剣でルースの剣を払はらう。

　キィンッ

　その甲かん高だかい音が消えないうちに、右の剣がルースに向かって振り下おろされた。しかしこれはルースが身体を捻ひねった事で無事に回かい避ひされる。

「ハァッ！」

　ルースの動きはそれだけでは終わらず、細身の剣の取り回しの良さを最大限に利用して孝太郎に斬きりかかる。孝太郎の剣を掻かい潜くぐって繰くり出されたその切っ先は、鞭むちのように大きくしなって、鋭するどい風切り音を生み出していた。

　ヒュヒュンッ

「うわっとぉっ!?」

　ドガッ

　孝太郎は思い切り地面を蹴り付つけ、その反動で強ごう引いんにルースの攻撃を回避する。

「チャンスッ！」

　だが無理な回避がたたり、孝太郎の体勢には大きな乱れがあった。ルースはそこに連続攻撃を繰り出していく。真ま面じ目めで勤勉、しかも孝太郎にいい所を見せようと延々と練習を繰り返かえしたルースなので、その連続攻撃は全く無む駄だのない華麗なものだった。孝太郎は左右の剣を引っ張り上げ、それを盾たてにするようにして防御するので精せい一いつ杯ぱいだった。

「うっ、腕うでを上げましたねっ、ルースさんっ！」

「先生の教え方が良かったですからっ！」

　孝太郎とルースはそのまましばらく剣の打ち合いを続ける。戦いは終始ルースが押し気味に展開していた。ルースが素す早ばやい動きで攻撃をして、孝太郎がそれを防ぐという形だ。守備的な彼女が攻こう勢せいに回っている点からすると、ルースが終始孝太郎を圧倒していると言えるだろう。

「えいっ」

　余よ裕ゆうのルースは、楽しそうな笑顔で孝太郎の右の剣を弾はじく。そしてそのまま間合いを詰つめ、左の拳こぶしを突つき出してくる。その拳は、赤い光に包まれている。鎧がルースの意図を汲くんで、攻撃用のエネルギーを拳にまとわりつかせていたのだ。

「くっ」

　―――このままでは間に合わないっ！

　そこで孝太郎は左の剣を放ほう棄きし、自らも左の拳を繰り出した。タイミング的に剣では間に合わなかったからだった。すると孝太郎の拳は電気を帯び、火花を散らし始める。この電でん撃げきは、鎧の左手に内蔵されている、キリハの籠こ手てによるものだった。

　ガキィンッ

　二人の拳が激げき突とつし、互いの攻撃を相そう殺さいする。おかげでこの一いち撃げきでは戦いの決着は付かなかったのだが、そこで二人とも動きを止めていた。

「本当に腕を上げましたね、ルースさん」

「ふふふ、わたくしは、おやかたさまの指導は一言たりとも聞きき漏もらしませんから」

「妙みような事は言わないようにします」

「あは、わたくしはおやかたさまの不都合な事はすぐに忘れますから、大だい丈じよう夫ぶです」

　二人は間近で笑い合うと、互いの武器を下ろした。戦いの決着は付かなかったが、必要な事は済んでいたのだ。

「………とまあ、こんな感じなんだ。どう思う、クラン？」

　孝太郎は右の剣を鞘さやに納めると、先程手放したもう一方の剣を拾い上げる。そしてその剣も鞘に納めながら、クランに近付いていった。

「はっきり言って、このままの状態で二本の剣を同時に使うのはお勧めしませんわね」

　クランは腕うで輪わを操作しながら、首を横に振った。すると彼女の周囲に腕輪が投とう影えいした立体映像が幾つも浮かび上がる。それらはクランが『揺り籠』の観測装置で孝太郎達の戦いを記録した映像や音声、そして観測を元に計算したデータだった。

「剣を一本だけ使って戦う場合、二本を左右の手に持って一本だけを使って戦う場合、そして二本を同時に使う場合と、三通りを記録致いたしましたけど………実用に耐たえるのは始めの二つだけ。接近戦に限れば、剣を二本持つだけでも危険ですわよ」

「やっぱりそうか」

　クランの答えに、孝太郎は納なつ得とくした様子で首を縦に振った。

　孝太郎がクランに相談したかったのは、今後の剣の使い方についてだった。魔法を帯びたシグナルティンと、早苗が霊力を込めた時のサグラティンは、それぞれに違う特性を備えている。それをどう使うかを、考えておかねばならなかったのだ。

　孝太郎が思い付く範囲では、使い方は三通り。

　一つ目はこれまで通り、一本の剣を両手で構えて使うというもの。そして状況に応じて剣を持もち替える。持ち替えの手間はあるが、戦い方を変える必要がないのが魅み力りよく的てきな方法だった。

　二つ目は先日早苗と一緒に化け物と戦った時のように、左右の手で別の剣を持ちながらも、同時には使わずに一本ずつ扱うというもの。あの時は慣れないが故ゆえの苦肉の策ではあったのだが、持ち替えの手間が省ける分、このやり方にも理はあった。

　三つ目はいわゆる二刀流だ。二本の剣をそれぞれの手に一本ずつ構え、同時に使う。剣を扱う難易度が極きよく端たんに高くなるが、同時に扱えるなら一番便利なのがこれだった。この場合、あらゆる状況に柔じゆう軟なんに対応できるだろう。

　孝太郎としての理想は、もちろん二刀流だった。しかしその困難さは薄うす々うす分かっていたので、クランに相談しに来た、という訳なのだった。

「鎧を着ていれば剣の重さは感じないんだが、何な故ぜか振り回まわされてしまうんだよな」

　鎧なしで騎士剣の二刀流は現実的ではなかった。騎士剣は片手用の剣としては若干大きめなのが災わざわいし、身体が振り回されてしまうのだ。そこで孝太郎は、鎧を着れば大だい丈じよう夫ぶかと思って試ためしてみたのだが、結果は思わしくなかった。この辺りの理由も、訊きいておきたい部分だった。

「問題はあなたが感じる重さではなく、質量の方ですわ。鎧は身体への負担を軽くしてくれますけれど、剣の質量は変わりませんから、遠心力や慣性はそのままですの。むしろ鎧の力で剣を振る速度が強化されている分、それらの影えい響きようは増えている筈ですわ」

「クラン殿下、つまり二刀による同時攻撃の場合、騎士剣自体の間合いも含ふくめて、剣けん術じゆつの質自体が変わってしまうという事でしょうか？」

「測定結果からすると、そうなりますわ。騎士剣二本を同時に扱うという事は、新しい剣術を自ら生み出すのと同義。とても現実的とは思えませんわね」

　両手でそれぞれに長い剣を構えると、互いの動きを邪じや魔ましてしまう。これに加えて剣の質量に身体が振り回されてしまうから、孝太郎はこれまで通りの感覚で剣を扱う事が出来なくなってしまう。それ専用の技が必要となってくるのだ。

「単純に攻こう撃げき力りよくが必要なら、先程あなた方が最後にやっていたように、左ひだり腕うでの内蔵兵装を利用する方が遥かにマシですわよ？」

　剣を二本同時に使うのは現実的ではない。それぐらいなら、時折左腕を剣から放して、鎧に内蔵されている武器を使った方がいい。それがデータから導き出だした、クランの結論だった。

「そうか。お前が無理だっていうなら、間違いないな」

　クランの結論は、孝太郎の感覚と同じだった。自身の感覚にきちんとした裏付けが取れたので、孝太郎はこの結果に概おおむね満足していた。

「剣の使い方については、こっちで工く夫ふうしてみるよ」

「………引っ掛かかりますわね、その言葉」

　孝太郎は満足していたのだが、対するクランは不満そうだった。クランは愛用しているアンティークの眼鏡の向こう側で瞳ひとみに苛いら立だちを湛たたえ、口を軽く尖とがらせている。その姿はまるで、駄だ々だをこねる幼い少女のようだった。

「何を怒おこってるんだ、お前？」

「わたくしに不可能などありませんわっ！　訂てい正せいなさいっ！」

　クランは、孝太郎がクランにも出来ない事はあると考えている事が許せなかった。

『お前が無理だっていうなら』

　その言葉はクランにとって、信用していないと言われたも同然なのだった。

「でもお前今、現実的ではないって………」

「それはあくまで一いつ般ぱん論ろんですわっ！」

　そしてクランは孝太郎に歩み寄ると手を伸のばし、苛いら立だたしげに孝太郎の胸を指先でつつき始めた。

「わたくしはあなたの主人になろうという者ですわよっ!?　そのわたくしに、不可能などあってたまるものですかっ!!」

　クランは孝太郎を伝説の青騎士と認めている。その主人になろうとしている以上、クランには得意な科学の分野においては、青騎士の伝説を超こえる覚悟がある。今の彼かの女じよは名実共に、孝太郎の主人を目指しているのだった。

「じゃあ、出来るのか？」

「愚ぐ問もんですわっ！　あなたはただ、わたくしに願えば良いのですわっ！　クラリオーサ皇女殿下、どうかお力をお貸し下さいとっ！　あなたにはそれだけの権利があるのですからっ!!」

「クラン………」

　孝太郎は腕うで組ぐみをしてふんぞり返っているクランを見て、自分の失敗に気付いた。

　―――これも、仲の良い人間には、未来を期待しろって事なんだろうな………。

　この問題の解決は、先日クランに頼んだ練習用の装置の作成と比べると、桁けた違ちがいに難易度が高い。だから孝太郎は無む茶ちやは言うまいと思った。

　だがそれは、間違いだったのかもしれない。

　侵しん略りやく者しやの少女達たちのおかげで、孝太郎は自分が他人に対して、期待をしない傾けい向こうがある事を知った。つまり孝太郎は、相手が実際に出来る事、やりたい事よりも、狭せまい範囲しか求めないようなのだ。

　この時のクランの様子からすると、今回もそこが問題であったのだろう。孝太郎は彼女に、問題の解決を期待しても良かったのだ。

「悪かった。お前の言う通りだ」

「存分に反省なさい」

「だがクラン」

「なんですの？」

「俺おれはクラリオーサ皇女殿下ではなく、クラン、お前に頼みたい。やってくれるか、クラン？」

「そ………」

　その瞬しゆん間かん、クランの表情が固まる。

　クラリオーサ皇女もクランも、両方とも同じ人間を指す言葉だ。だが孝太郎はクランに願う。青騎士がクラリオーサ皇女に願うのではない。それは苦労を共にした相棒に、これからも相棒であって欲ほしいと願う言葉だった。

　そしてクランにもこの言葉の意味は正しく伝わった。だから彼女はすぐに表情を緩ゆるめ、孝太郎に笑いかけた。

「そんなこと、当然ですわ。わたくしを誰だと思っていますの？」

「ちょっと陰いん険けんで頭が固いけれど、いつも頼りになる女の子だ」

「それが分かっているなら十分ですわ。お任せなさい、コータロー」

「ああ、頼むよ、クラン」

「でしたら、早さつ速そく始めましょうか………ふふ、ふふふふ………」

　孝太郎は陰険だと言ったが、最近のクランの表情からは、陰険さは感じられない。特に今は、踊おどり出しそうな程ほどの明るい笑え顔がおが、刻まれているのだった。










　クランの考えは、鎧の重力慣性制せい御ぎよを利用して、剣の質量を必要に応じてコントロールするというものだった。これに成功すれば、孝太郎はこれまでに培つちかった感覚のままに、二本の剣を同時に扱えるようになる筈だった。

　しかしもちろんこれには困難が付きまとう。孝太郎の動きのデータから剣の質量をどうコントロールするのかを割り出さなければならない上、二本の剣同士が干かん渉しようする問題も考こう慮りよにいれなくてはならない。一つ一つは他ほかの人間でも出来るかもしれないが、複数の絡からみ合った有機的な問題を同時に解決するのは、クランでなければ出来ない極きわめて高度な課題だった。

　クランは孝太郎とルースを連れて研究室へ戻ると、孝太郎と鎧について、幾いくつかの測定を行った。加えてルースから鎧の運用データを受け取る。この後は、それらをコンピューターに放ほうり込み、必要なパラメーターを算出していく事になっていた。

「しかしまあ、流石さすがに今日明日には無理ですわよ？」

「分かってるって。俺もそこまで無茶じゃない」

「調整も必要ですし、しばらくしたらまたおいでなさいな」

「ああ」

「よろしくお願い致します」

　だがパラメーターの割り出しには膨ぼう大だいな時間がかかる。そこでこの先はクランに任せ、孝太郎とルースは家に帰る事になっていた。

「んじゃまたな、クラン」

「おいとまいたします、クラン殿下」

　孝太郎は軽くクランに手を振り、ルースは深々と頭を下げる。するとクランは、頭を下げているルースに、不思議そうな視線を向けた。

「………ねぇ、パルドムシーハ、『青騎士』へのアクセス許可までわたくしに与あたえてしまって、それでわたくしが何かしでかすとは思いませんの？」

　孝太郎の鎧は、本来『青騎士』の操縦装置の一部だ。そのためクランは、正規の利用者である孝太郎かルースが傍に居て許可を出さない限り、鎧に手を加える事が出来ない。クランが過去のフォルトーゼにおいて、鎧の修理を行う事が出来たのは、孝太郎が一いつ緒しよに居て許可を出していたからなのだ。

　しかし今の孝太郎達には生活があるから、ずっとクランの傍にいる訳にはいかない。そこでルースはクランが鎧を改造できるように、彼女の事を『青騎士』の乗組員として登録した。

　そしてクランは、ルースがその事にまるで危機感を持っていない事を、不思議に思っていたのだ。

「もしかして『青騎士』全体のメンテナンスをして頂けるのですかっ!?」

　ルースは瞳を輝かがやかせる。クランが悪事を働くとは微み塵じんも思っていないので、彼女は呑のん気きだった。

「違いますわっ！　あなたやティアミリスさんが知らない間に、システムにバックドアを仕し掛かけたり、艦かん内ないに細工をしたりって事ですわっ！」

　クランはその呑気さが不思議でならない。彼女は少し前まで、ティアとルースの敵であった人間だったから。

「はぁ………それはまた、何の為ために？　びっくりパーティか何かでしょうか？」

　そんなクランの意図が伝わらず、ルースは何度も瞬まばたきを繰り返す。ルースは不思議そうな視線をクランに向けていた。

「違いますわっ！　もぉっ！　わたくしが皇位継けい承しよう権けんの順位を上げる為に、ティアミリスさんを亡なき者ものとしようと企たくらむとは思わないのかって言っていますのっ！」

　やがてクランはルースの危機感のなさに苛立ち始める。結果的に、遠回しに話していた事を直接訴うつたえる事になった。それでルースはようやくクランの言いたい事が分かった。

「いえ、別に思いませんが」

　ルースは首を横に振る。短めに揃そろえられた髪かみが、ぱたぱたと揺れる。

「どうしてですの？」

「今のクラン殿下は、そんな方法で皇こう帝ていになる事など、望んでおられないからです」

　そしてルースは自身の胸に手を当て、クランに向かってにっこりと微笑みかける。

「パルドムシーハ………」

　アライアの姿を間近で見てきたクランだから、皇女である事、そして皇帝である事の意味はよく分かっている。最低限、青騎士に―――孝太郎に認められる皇女でない事には、皇帝には相応ふさわしくない。だからクランは、かつての彼女とは違い、堂々とティアに勝つつもりでいる。ティアの邪魔はせず、必要なら正面から勝負を挑いどむ。そうでなければ、アライアを上回る事など出来ないのだから。

　そしてルースはその事に気付いている。クランの言動や、孝太郎との関係からそうした事が見えてくるのだ。言動に関して読よみ違いがあったとしても、孝太郎との関係まで読み違う筈はない。ルースは自分の判断に大きな自信を持っていた。

「クラン、お前はさ、難しく考え過ぎるんだよ。いつも言ってるだろう？」

　孝太郎もルースの隣となりで微ほほ笑えむ。

「コータロー………」

　するとクランは軽く頬ほおを赤らめる。親しい男性に好意的な言葉をかけられる事に、クランはあまり慣れていない。

「陰険なお前が、他人にバレるような悪事をする訳がないだろう？　お前はな、悪い事はバレないように、華か麗れいに上う手まくやる。正規の利用者なんて証しよう拠こが残り易やすい立場でやるもんか。もっと自分を信用してやれ」

　しかしこの孝太郎の言葉に、クランの感情の針が一気に振ふり切きれる。クランはその表情に怒りを湛え、より一層顔を赤くして、孝太郎を怒ど鳴なり付けた。

「ふざけるんじゃありませんわっ！　フォルトーゼの皇帝に成ろうという者が、他人を陥おとしいれるなど！　決して―――」

「そうだな。お前の言う通りだ」

　ぽす、ぽすぽす

　しかしクランの怒鳴り声ごえが終わる前に、孝太郎の手が彼女の頭の上に乗る。そしてまるで子供を褒めるかのように、何度か彼女の頭を叩たたいた。

「あっ………」

「大丈夫だ、心配するな。俺もルースさんも、お前を信じている。他のみんなはまだだけど、いずれきっと信じてくれる。ティアだってそうだ」

　孝太郎は笑いながらクランの顔を覗のぞき込む。ルースも孝太郎の隣で微笑んでいる。

「あ、あうぅぅ………」

　するとクランはこれまで以上に顔を赤らめ、逃にげるように目を伏ふせた。

　クランがルースに質問したのは、かつては敵であった自分が本当に信用して貰もらえているのかどうかが心配だったからだ。しかし結局、その心配は杞き憂ゆうだった。そして孝太郎が陰険だと言ったのは、クランを怒らせてその本音を引き出す為だった。それらを悟さとったクランは、安あん堵どと羞しゆう恥ちで顔が上げられなくなっていた。

「クラン、もっと自分を信用してやれ」

「………ころすのはまってあげますわ、コータロー………」

　クランは小声でそう呟つぶやくと、自分の胸に手を当てる。すると高めの体温と、早はや鐘がねのように打ち鳴らされる鼓こ動どうが、その手に伝わってくる。

　―――この感情の為になら、命を懸かけられる………でもまさか、わたくしの中に、こんな感情が眠ねむっていただなんて………。

　かつてのクランは、他人など使い捨ての消しよう耗もう品ひんぐらいにしか思っていなかった。しかし成り行きから研究室の外へ出た事で、彼女はその大切さを知った。クラン自身奇き妙みように思っているが、今の彼女は他人や世界を愛している。そしてクランは、その事が嬉うれしくて、幸せだと思っていた。

「うん？　なんだって？」

「なんでもありませんわ」

　クランはくるりと背を向けると、研究室の棚たなに近付いていく。

「………パルドムシーハ、いいものを差し上げますわ」

「殿下？」

「あった、これをお持ちなさいな」

　そしてクランは棚から何かを取り出すと、ルースの所へやってくる。

　クランが手にしていたのは金属製の二本の棒で、ちょうどリレーのバトンのような大きさと形をしていた。

「これは………ビームソードでございますね？」

　その棒は先せん端たんからビーム生成する事で剣となる、いわゆるビームソードだった。それは分かるのだが、ルースはそれらを手て渡わたされた意味が分からず、不思議そうに二本のソードを眺ながめていた。

「ええ。友好の証あかしに、それを差し上げますわ」

　クランが頷うなずいて微笑んだ時、孝太郎が再びクランの頭を叩いた。

「へぇ………クラン、お前いいところあるじゃないか」

　孝太郎には、クランのこのプレゼントの意味が良く分かっていたのだ。

「あうぅ………」

　再びクランは顔を赤らめ、孝太郎から顔を背そむける。クランはやはり、親しい人間に褒ほめられる事に慣れてない少女だった。

「どういう事でしょうか、おやかたさま？」

　ルースは黙だまり込んでしまったクランではなく、孝太郎に質問する。彼女にはまだ、このプレゼントの意味が分からなかった。

「実はこの剣、フレアラーン殿が使っていたものなんです。ホラ、伝説に出てくる『光の剣』です」

「これがっ!?　それはまことでございますかっ!?」

　孝太郎の説明を聞いた瞬間、ルースはその目を大きく見開いて驚きよう愕がくする。彼女が手にしている二本のビームソードは、パルドムシーハ家にとって非常に大きな意味がある。フォルトーゼに伝わる青騎士伝説の登場人物、フレアラーン・パルドムシーハが、クーデター軍との最後の決戦に用いたと言われる伝説の武器なのだ。

「ええ、俺が保証しますよ」

「まさか、実在していたとは………」

　ルースはソードを固く握り締しめ、瞳を潤うるませる。

　何でも切り裂さく二本の光の剣。伝説においてはそうやって魔ま法ほうの剣のように描びよう写しやされていたので、歴史学者達はその実在を疑っていた。しかしそれは現実に存在していて、今はルースの手の中にある。もっとも偉い大だいな先祖の武器を手にしたルースは、感動の涙なみだをその目ににじませていた。

「ま、まぁ、公表できるようなものではありませんし、わたくしが持っていてもあまり意味がありませんわ。あなたがお持ちなさいな」

「ありがとうございますっ、クラン殿下！　大切に致します！」

「た、たかだかビームソードぐらいで大おお袈げ裟さな………」

　クランは深々と頭を下げるルースから逃げるように、自分の研究用のデスクへ戻もどっていく。その姿には、悪戯いたずらをして逃げていくかのような雰ふん囲い気きがあった。

「………なぁ、クラン、一つお前に教えておいてやる」

　そんなクランの姿を眺めていた孝太郎が、クスリと小さく微笑む。

「………なん、ですの？」

　クランは目だけを動かし、孝太郎を見る。恥はずかしくて、顔は向けられない。
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「今のお前にはもう、悪役は無理だ。自分の善人ぶりを、少しは自覚しろ」

「………おっ、大きなお世話ですわっ！　いつも陰険だとか言うくせにぃっ！」

「そう言ってないと、お前を皇女様みたいに扱わなければならなくなるだろう？」

「扱いなさいっ!!」

「それは本気で言ってるのか？」

「ううっ………べつに、そういう訳では………」

　クランはしどろもどろになりながら、眼鏡の位置を直したり、スカートの裾すそを弄いじったりする。

「そのぉ、わたくしはあなたの相棒ですしぃ、共犯者ですしぃ、あとはそのぉ………えっとぉ………」

「クラン」

「なっ、なんですのっ？」

「いつもありがとう。助かってる」

「にゃっ!?」

　孝太郎の口から飛び出した感謝の言葉に、クランは目を丸くする。

「これからもよろしく頼む」

「………う、あう………」

　クランは咄とつ嗟さに何かを言い返そうとしたが、すぐには言葉が出なかった。その少し後、クランは眼鏡越ごしに恨うらみがましい視線を孝太郎に向ける。そうして彼女はようやく、絞しぼり出すように呟いた。

「………もぉっ………やっぱり、いつかころしますわ、ぜったい………」

　そんなクランの瞳を見ながら、孝太郎は思う。

「ああ。いつでも殺しに来い。ルースさんがお菓か子しを用意した日にでもな」

「ばかぁっ………」

　クランと和解出来て、本当によかった、と。










　藍あい華か真希という少女が住んでいる部屋は、初めはとても殺風景だった。

　彼女にとってこの街へやってきた事は、目的を達するまでの一時的なものでしかなかった。だから最初、部屋には必要最低限のものしか置かれていなかった。それは会社勤めの人間がビジネスホテルを使う時の感覚に近い。そして部屋にはビジネスホテル以上に飾かざり気けがなかったから、そこはとてもではないが十代の少女が住む部屋には見えなかった。

　だが年が明けて以降、真希の部屋は少しずつ明るくなり始めた。

　衣装掛けには色いろ鮮あざやかな服が幾つも並び、ベッドの横には昨年には無かった鏡台が置かれている。鏡台には数は少ないが化け粧しようの為の道具も用意されていた。また、無機質だったテーブルにはチェック柄がらのテーブルクロスがかけられ、その傍には大き目のクッションが二つ。コンクリートが剥むき出しだった壁かべにも壁かべ紙がみが貼はられている。他にも小さな変化は多く、数えればきりがなかった。

　そこはもう、殺風景な部屋ではなかった。部屋は数すうヶか月げつの時間を経へて、まだ多少シンプルながらも、十代の少女らしい部屋へと変へん貌ぼうを遂とげていたのだった。

「次はどれを着てみようかな………露ろ出しゆつが多いのも恥ずかしいし、こっちの白かな………でもフリルが多くて子供っぽく見えないかしら………」

　そして真希は、その色しき彩さい溢あふれる部屋の真ん中で、一人ファッションショーを繰り広ひろげていた。新しく買った服や、お気に入りの服を順番に身に着けて鏡台の前に立ち、今度の週末にどの服を着て行こうかと試し行こう錯さく誤ごを繰り返していた。

「こっちの白いリボンと合わせたら可か愛わいいだろうから、多少子供っぽくても………でも乗り物に乗るんだから、色々と飾りが付いている服だと邪魔かなぁ………」

　服、小物、鞄かばん、アクセサリー、化粧。

　真希には個々の選せん択たく肢しが多い訳ではないが、それらの組み合わせは膨大な数に及およぶ。彼女はその中から、最良の組み合わせを見付け出そうとしていた。おかげで家に帰って来てからずっと、この作業にかかりきりだった。

「だけど………里見君の周りの女の子は、みんな印象が強いから、私も少し派手にした方が………いやいや、無理はしない方が………身みの丈たけってあるだろうしぃ………」

　実は真希には明日、遊びに出で掛かける予定があった。仲の良いクラスメイト達と連れ立って、海の方にあるテーマパークへ遊びに行く事になっていたのだ。そしてそれに参加するメンバーには、真希の最愛の人物も含まれている。先程から繰り返している一人ファッションショーは、その人物に一番可愛い姿を見せたいという、真希の少女らしい願望がさせている事だった。その人物の気を惹ひきたいのではない。ただ、褒めて欲しかったのだ。

「下着………下着は、普ふ段だん通りでいいよね………流石に下着姿を見られる事はないだろうし………いや、アトラクションによっては、その可能性も………じゃあ………こっちの派手な感じの………ああっ、はやいっ、これははやすぎるぅっ！」

　必要以上に恥ずかしい想像をしてしまった真希は、近くにあったクッションを手に取って、顔を押おし付けるようにして思い切り抱だき締める。真希が最愛の人物に何を求めているのかは明らかなのだが、恋れん愛あい初心者の彼女には、その結果を導く為の最良の方法が分からない。だから真希はクッションを抱き抱かかえて身み悶もだえ続ける。彼女の悩なやみは深かった。

「………何やってるんだろうな、私………」

　そんな事をしばらく続けたところで、真希の動きが止まる。そして真希はクッションを抱き抱えたまま、天てん井じようを見上げた。

「………こんな、普ふ通つうの女の子みたいな感情が、私の中にもあったなんて………」

　真希は不思議でならなかった。

　彼女は幼い頃ころからずっと、厳しい生活や、激しい戦いの中に身を置いてきた。その中では、他人とは出し抜ぬき、利用するものだった。だから人を愛するという感情とはずっと無む縁えんだった。そんな感情は、自分の中には無いのだろうと思っていた程だった。

　しかしある一人の少年との出会いが、そんな真希の人生を変えた。

　―――あの人となら、互たがいの孤こ独どくを埋うめ合える。互いを救う事が出来る………。

　その少年との交流は、真希にそんな感情を芽生えさせた。そして真希がその感情を自覚した時から、周囲にあるもの全すべてが一変した。周りにあるもの全てが、輝いているように見えた。何をしていても楽しかった。誰だれかを支え、誰かに支えられる事が、真希の世界を明るく照らしていた。それは恐おそらく、彼女が初めて見み出いだした希望であったのだろう。

「………私………里見君の為なら、死ねるな………他人の為に死ぬなんて、馬ば鹿かのする事だと思っていたけど………」

　真希は生まれて初めて、自分の人生に価値を見出していた。このままの毎日がずっと続いてくれればいいと、初めてそう思った。もちろん、常に戦いの中に身を置いてきた彼女だから、その感情を素す直なおに認めて受け入れるまでには時間がかかった。様々な言い訳で誤ご魔ま化かしたりもした。任務の為に必要な事だから、とか。けれど今はもう、誤魔化し切れないところまで、その感情は膨ふくれ上あがってしまっていた。

　だがそれは彼女の所属するダークネスレインボゥの目的からは外れている。魔法の力を使って、自らの欲望を叶かなえるのがダークネスレインボゥ。現状維い持じを望まないから、彼かの女じよ達たちは闇やみの魔法少女となった。だが今の真希は、これ以上の魔法の行使を望んでいない。今のままの日々が続く事を望んでいる。それはダークネイビーとしての彼女自身を、失いつつあるという事を意味しているだろう。しかし彼女にはまだ、その自覚はなかった。

「よしっ、頑がん張ばろう。何とか、里見君に気に入って貰えるようにしないと！」

　真希は起き上がると、クッションを手放した。そして再び数々の服と向かい合う。

　こうして真希は、自分の行動が本当は何を意味するのかを理解しないまま、ごく当たり前の少女としての毎日を過ごしているのだった。

「………どうやらうまく溶とけ込んでいるようね、真希」

　だが、そんな毎日にも終わりの時がやってくる。それは始まった時と同じくらい唐とう突とつだった。そして真希に終わりを告げたのは、彼女がよく知る人物の声。

「それと、しばらく見ない間に、少しは女らしくなったみたいね」

　その声を耳にして慌あわてて振り返った真希の視界に飛び込んできたもの。それは真希の魔法少女の衣装とよく似た、暗い藍あい色いろのローブを身に着けた女性の姿。

「真耶様っ!?」

　真希の師し匠しよう、先代のダークネイビーだった。










　真耶―――真希の師匠である先代のダークネイビーは、数年前にナナとの戦せん闘とうで重傷を負い、ダークネイビーの称しよう号ごうを弟で子しの真希に引ひき継ついだ。

　その時に真耶の負った傷は致ち命めい傷しようでこそなかったが、身体の幾つかの部分を失うほどの重傷だった。おかげで真耶は戦闘はおろか、歩く事もままならない生活を余よ儀ぎなくされていた。もちろん身体の欠損に伴ともなって、魔ま力りよくも大きく損そこなっている。だから戦士としての真耶は、その時に終わった筈はずだった。

「真耶様っ、お身体は大丈夫なのですかっ!?」

「ええ。いい医者が見付かったのよ」

　その真耶が自らの両足で立って目の前にいる。しかも間近まで接近するまで真希が気付かなかった程に完全に気配を消して。それはつまり、真耶の戦士としての復調を意味している。だから真希は、驚おどろきのあまり絶句して立たち尽つくしていた。

「とはいえまだ完全ではないから、リハビリも兼かねて君の応おう援えんに来てみた訳」

　キュンッ

　真耶は話をしながら、真希の顔の前で右手の拳を握にぎり締めてみせる。

　―――すごい………こんな精せい巧こうな義手、一体何ど処こで………？

　真希は真耶の右手を見ながら息を呑のんだ。

　真耶の本来の右みぎ腕うでは、ナナとの決戦で吹ふき飛とんでいたので、この右腕は義手である筈だった。しかしこの義手の出来は見事で、一見しただけではそれが義手とは分からない。質感はほぼ完全に生身の身体と同じで、肌はだの表面に僅わずかに走るラインやマーキングだけが、それが人工物であると主張している。だがそれとてタトゥーだと言われればそうかと納得する程度のものでしかない。そしてその動きもごく自然で、まるで本物の腕としか思えない。機械にはない生物特有の無む駄だな動きまで、その義手には備わっていたのだ。

　これほど精巧な義手はフォルサリアでは作れない。現代日本の科学でもそうだろう。だから真希はこの時、真耶にはかなり特とく殊しゆな『協力者』がいるらしいと気付いた。

「ついでに若返った姿を、君に自じ慢まんしに来たの」

「真耶様………」

　真耶は義手と同じ技術で作った人工の身体で、欠損した部分を埋めた。そして広こう範はん囲いに火傷やけどを負っていた皮ひ膚ふも、人工物に入いれ替かえられている。おかげで真耶の外見は、十年以上は若返っていた。真耶は真希よりも十歳さい以上年上の筈だが、今は真希の姉妹ぐらいにしか見えなかった。

「でも心配しなくていいわよ。君からダークネイビーの称号を返して貰うつもりはないから。残念ながら、魔ま法ほうは苦手なままなのよ」

　人工の身体の唯ゆい一いつの弱点は、魔力を生み出さないという事だろう。魔法使いは身体全体から湧わき出す魔力を一点に集めて、それを魔法に転用する。だが、この人工の身体には魔力を生み出す力が備わっていない。失った身体を補う事は出来ても、失った魔力を補う事は出来ないのだ。その為、今の真耶の魔力は、標準的な魔法使いと大差ないレベルにまで落ち込んでいた。これはダークネスレインボゥの最高幹部を名乗るには、いささか魔力不足だった。

「いえ、心配だなんて………お元気そうで何よりです、真耶様」

　真耶は真希の師匠。その元気そうな姿を見る事が出来て、真希は嬉しくなっていた。自然とその顔が綻ほころぶ。

「………変わったわね、真希。前の君なら、もう少し危機感を露あらわにしたのに………これも実力が付いた余よ裕ゆうかしらね？」

　真耶はそんな真希を見て、楽しそうに口元を歪ゆがめる。真希はそんな師匠の顔を見て、反対に背筋を凍こおり付つかせた。

　―――いけないっ、つい里見君と一緒のつもりで………！

　最愛の男性を見出した時から、真希は心安らかな、充じゆう実じつした毎日を送っていた。他人を傷付ける事はなく、相手の言動の裏を疑う事もない。敵意ではなく、友情や愛情を基本とした毎日だった。

　しかし本来、ダークネイビーはそうではなかった。敵対するレインボーハートの魔法少女との戦いだけでなく、ダークネスレインボゥの中でも権力争いが絶えない。毎日が悪意と敵意に満ちた生活だった。そんな中で過ごせば、心は尖とがり、ささくれ立つ。かつての真希は、魔法少女ダークネイビーとは、そういう荒すさんだ心の持ち主だったのだ。

　―――怪あやしまれないようにしないと、里見君が危険な目に遭あう！

　自分の心の変化を悟った真希は、慌てて自分の中の負の感情を掻かき集あつめる。真希の心の中にはもう悪意は殆ほとんど残っていなかったが、幸か不幸か危機感や不安はあった。最愛の人間の危機を想像すれば、それらは大きく膨れ上がり、彼女の胸を埋めてくれた。

「………私がダークネイビーを名乗るようになってから、もう随ずい分ぶんになります。いつまでも不出来な弟子のままではありません」

　そうやって集めた負の感情は、辛かろうじて真希にダークネイビーとしての仮面を与えてくれた。今の真希は、半年前のダークネイビーの顔で笑っていた。

「そうね。悪かったわ、ダークネイビー」

　幸いな事に、真耶はそんな真希を不ふ審しんには思わなかった。

　元々ダークネスレインボゥは他人の事に無む頓とん着ちやくな者達の集まりだし、仮に変化があっても任務や謀ぼう略りやくを疑うのが自然だ。真耶も真希の多少の変化には気付いていたが、この地での任務の為だろうとしか考えなかった。もしくは真耶を利用した謀略か。どちらにしろ、彼女らにとって日常的なものだと考えていた。

　ダークネスレインボゥでは、他人とは利用し、利用されるもの。師し弟てい間の繋つながりも、それ以上のものではないのだった。

「いいえ、謝あやまって頂くほどのものでは………」

　真希は何食わぬ顔で微笑んでいたが、その実、内心では大きく動どう揺ようしていた。

　―――私………しばらく前は、こんな風だったんだ………。

　真希は、真耶の姿にかつての自分自身の姿を見出していた。他人との繋がりを持とうとせず、利用する事や、利用されない事ばかりを考えていた、かつての真希。それとよく似たものが目の前に現れると、今の真希は恐きよう怖ふを感じずにはいられない。かつての自分がしたように、最愛の人が真耶に襲おそわれる。その想像は、真希の心の深い部分を大きく揺ゆさぶっていた。

　―――守らないと………私の闇から、里見君を守らないと………。

　この街で真希は大きく変化したが、彼女がまとっていた闇と過去は、真耶に形を変えて姿を現した。そして真希の最愛の人物は、未いまだその脅きよう威いに晒さらされている。自分の存在が、最愛の人物を脅おびやかしている。それは真希にとって、耐たえ難がたい苦痛だった。










　フォルサリアから真希を訪ねてきた者は、師匠の真耶だけではなかった。真希と真耶の挨あい拶さつが済んだ頃、残りの二人も真希の部屋に姿を現した。この二人も真希のものとよく似たデザインの魔法少女の衣装を身に着けていたが、その色は違ちがっていた。それぞれ暗い赤と、暗いグリーン。彼女達はダーククリムゾンとダークグリーンの二つ名を持つ、真希の仲間達だった。

「真希、しばらく見ない間に大分女の子ぶりが板についてきたじゃない」

　赤い衣装を身にまとった少女―――ダーククリムゾンは、部屋中に散らばっている真希の服を見て、口くちの端はしを持ち上げた。

　ダーククリムゾンは活発で勝ち気な性格をしており、強くなる事や、強敵と戦う事が、彼女の求める全てだった。その考え方は格かく闘とう家かのそれに近いものだ。彼女は魔法使いの中で最強を目指して、日夜修しゆ行ぎように励はげんでいる。また、彼女を強くしてくれる魔法の品の収集にも余念がない。得意な魔法は、エネルギー系の攻こう撃げき魔法。強さが全ての彼女は、その扱あつかいに特化していた。

　そんな彼女だから、いわゆる女の子的な部分には無頓着だ。ダーククリムゾンには全く化粧っ気がなく、髪はほったらかしでまるで炎ほのおのようだった。また着ている衣装も、動きにくい部分を取り除いてしまっているので、デザインが変わってしまっている。清潔感はあるが、女の子らしくはない。ダーククリムゾンはそんな少女だった。

　そしてダーククリムゾンは、自分に次いで女の子らしさが欠けていた真希に、親近感を持っていた。真希は自身を偽いつわるのを嫌きらい、化粧もファッションも遠ざけていた。その真希が今、実に女の子らしい一面を見せている。ダーククリムゾンにとっては、真希をからかって遊ぶには良い材料だった。

「必要だからやっているまでよ」

　真希は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪め、そう言ってのける。嘘うそが嫌いな真希なので、ここでも彼女は嘘は言わなかった。今の真希には、女の子らしさが必要だった。

「まっ、そうでしょうね。真希が望んでこんな事をする筈がないし………けど、想像するだけで笑えるわねっ」

　しかしダーククリムゾンは真希の本心とは違う解かい釈しやくをする。真希が自分から女の子らしさを欲ほつするとは思えなかったから、任務の為に嫌いや々いややっていると考えた。そしてダーククリムゾンは身体を折り曲げ、実に楽しそうに笑い始める。

「笑いたければ笑えばいいわ」

「そっ、そうさせてもらうわっ、アハハハハハハハッ！」

　もちろん真希は、その勘かん違ちがいを訂てい正せいしたりはしない。わざわざ真実を明かして、立場を悪くする必要はない。それに嫌々やっているのでもないので、別に悔くやしくもなかった。

　―――同感だわ、クリムゾン………私もおかしくて仕方がないんだから………。

　むしろダーククリムゾンが素直に勘違いしてくれた事に、真希は感謝していた。そして不機嫌そうな顔を維持したまま、ダーククリムゾンが危険な話題から離はなれてくれた事に胸を撫なで下おろした。

「ところでグリーン、あなた達までやってきたのはどういう風の吹き回まわし？」

　真希は笑い続けているダーククリムゾンをそのままにして、隣にいたダークグリーンに目を向けた。

　このダークグリーンの衣装を身に着けた少女は、現在のダークネスレインボゥの最高幹部七人の中では最も背が低い。隣にいるのが最も背が高いダーククリムゾンなので、頭一つ以上違っていた。

「………私達の手が空いたのと、真耶さんの回復が同時だったので、こちらの様子見も兼ねてやってきました」

　ダークグリーンは眼鏡の位置を直しながら、とても丁てい寧ねいな口調で答えた。彼かの女じよはその身長だけでなく、性格までダーククリムゾンとは正反対だった。ちなみにその能力も正反対で、得意とする魔法は占せん術じゆつと幻げん術じゆつ。情報収集と撹かく乱らんを得意とする魔法使いだった。

「私は一人で大だい丈じよう夫ぶだって言ったのよ？」

　ダークグリーンの言葉に真耶は肩かたを竦すくめる。プライドが高く、自信家の真耶だから、病やみ上がりとはいえお守が必要だと言われるとあまり嬉しくはなかった。

「私も真耶さんの実力は信用していますけれど、その新しい身体まで信用できるかどうかは分かりませんから」

「そこは確かに同感だわね」

　真耶そのものはともかく、その身体を構成している技術には、信しん頼らいが置けるかどうかが分からない。真耶自身もそう思っていたので、それ以上文句は言わなかった。

「………という訳で、私達たち三人が先行してやってきた次し第だいです。総そう攻こう撃げきに備えて、魔ま力りよく溜だまりの周辺を強行偵てい察さつ、あわよくば奪だつ取しゆ。それが今回の狙ねらいです」

　ダークネスレインボゥは、一〇六号室に溜たまっている魔力を狙っている。彼女らは一〇六号室の魔力溜まりの奪取を最優先と考えているが、厳密には彼女達の目的を達する為の手段の一つとして欲しているに過ぎない。彼女達の目的はあくまで、敵対するレインボーハートを破る事だ。

　その為、クリムゾンもグリーンも、これまでは別の任務にあたっていた。たまたまその任務を終えた時に、真耶が新たな身体を得て現場に復帰したので、一緒に吉祥春風市にやってきたのだ。

　彼女達の本当の戦い、レインボーハートとの決戦はこの先に控ひかえている。魔力溜まりの奪取が出来れば、その戦いをより有利に進められるだろう。真希の援えん軍ぐんにやってきたのは、そういった事情からなのだった。

「他の四人は？」

「パープルさんはレインボーハートの牽けん制せいにあたっています。イエローさんは決戦に備えて武器を作っています。ブルーさんはまだ後進の育成に手間取っていて、オレンジさんがそれを手伝っています」

「………いよいよなのね………」

　ダークネスレインボゥは、一年ほど前にあったレインボーナナとの戦いにおいて、七人のうち五人が重傷を負った。その結果、クリムゾンとオレンジ、イエローの三人は長期の治ち療りようが必要となり、ブルーとグリーンは引退して弟子を昇しよう格かくさせる事となった。だから今真希の目の前にいるグリーンは、一年前のグリーンとは別の人間だった。

　だがこの一年で状じよう況きようは改善し、それぞれに行動を再開している。真希が言うように、レインボーハートとの決戦が近付いていた。そしてその前ぜん哨しよう戦せんとなるのが、一〇六号室の魔力を奪取するという、この戦いなのだった。

「あの魔力溜まりを握っている陣じん営えいが、決戦において有利になるのは明らか。まずはここから、ということね」

　状況を理解した真希は、厳しい顔でそう呟く。

　―――里見君を、なんとかこの戦いから遠ざけないと………。

　一〇六号室に溜まっている魔力は、膨大な量に及ぶ。これまでに真希達たちが収集してきたアーティファクト―――強力な魔法の品―――と比べても、群を抜いている。それらはシグナルティンとエンサイクロペディアに関連したものと思われるのだが、真希はそれだけとは言い切れない何かを感じていた。そしてその中心に、彼女の最愛の人物がいる。このまま放置すれば、その人物が戦いの中心になる事は明らか。だから真希は、それを避さけるべく頭を働かせ始めた。

「今回私達で奪取できれば理想的な展開だけど、最悪でも決戦までには封ふう印いんしておきたいわね」

　真耶が真希の言葉を補足する。ダークネスレインボゥとして最優先で避けなければならないのは、レインボーハートが決戦において魔力溜まりを利用する事。魔力溜まりの奪取はその次の狙いだった。

「それじゃあ、まずは魔力溜まりの周りにある建物をふっとばしましょ。更さら地ちにすれば、向こうも目立つのを嫌って利用できなくなるから」

　真耶の言葉を受け、クリムゾンが作戦を提案する。彼女の提案は少々荒あらっぽい。ころな荘そうを破は壊かいしてしまう事で、双そう方ほうの陣営が魔力溜まりを利用できなくしよう、というものだった。魔法使いは地球の社会に対して魔法を隠かくすのが不文律。建物がなくなれば秘ひ密みつ裏りに利用するのは不可能になるので、クリムゾンの提案は単純で荒っぽいものの、実に効果的だった。

「駄だ目めよ」

　だが真希はこの提案を即そく座ざに却きやつ下かした。

「どうして？」

　自身の作戦に自信があっただけに、クリムゾンは不満げだった。真希はそんな彼女を説得しようと、言葉を続ける。

「それじゃあこっちも魔力溜まりを利用できなくなってしまうでしょう？　それに再建されても困るから、建物の破壊を狙うのはもっと後でいいのよ」

　仮に建物を破壊しても、レインボーハートとの決戦前に再建されては意味がない。これは魔力溜まりを封印する場合も同じだ。やるなら決戦直前。そうでない場合は、奪取して占せん有ゆうを続ける必要があった。

「悠ゆう長ちような事を………」

　クリムゾンは真希の言葉を聞いて、渋じゆう面めんを作る。彼女は面めん倒どうが嫌いなのだ。しかし真希の言っている事の意味も分かるので、それ以上は何も言わなかった。

「グリーン、あんたはどう思うの？」

　その代わりに、クリムゾンはグリーンに意見を求める。グリーンは真希の部屋にいる顔かお触ぶれの中では、一番冷静で知性派だ。だからクリムゾンはグリーンが支持した意見に従うつもりでいた。

「そうですね………今日までのネイビーさんの頑張りを無駄にしない為ためにも、今回は建物の破壊は避けましょう」

　グリーンは軽く首を傾かしげると、部屋に散乱している衣装の数々を示した。

「ま、いいでしょ」

　クリムゾンはグリーンが真希を支持した時点で、あっさりと持論を放ほう棄きしてしまった。元々議論は苦手だし、彼女としては強敵と戦えれば満足だった。

　―――助かったわ、グリーン………。

　今ころな荘が吹き飛ばされれば、その住人はただでは済まない。真希は住人の一人を守りたかったから、グリーンが支持してくれたのはありがたかった。

「………それで真希、問題の男の子とはその後どうなの？」

　気の早いクリムゾンは、そのまま話を先へ進める。真希は内心で胸を撫で下ろしつつ、クリムゾンの質問に答えた。

「関係は良好よ。仲の良い友人としては、認めて貰えている筈だわ」

「ふぅん、人付き合いが苦手なあんたにしては頑張ったじゃない」

「………それはどうも」

「真希、その子だけを何ど処こかへ連れ出だせるかしら？」

　そこで真耶が口を挟はさむ。彼女も強力なアーティファクトを操あやつる危険な少年の報告は聞いている。仲間に引き入れる事が出来ればベストだが、それが無理なら攻こう撃げき時に彼かれを魔力溜まりから引き離す必要があった。戦いにおいては、もっとも厄やつ介かいな戦力を引き離すのは常じよう套とう手しゆ段だんなのだ。

　また、これまでの状況から、彼のアーティファクトが魔力溜まりのエネルギーを利用している事が推測されている。魔力溜まりの制せい御ぎよを奪うばうまで、遠ざけておくのは必然だろうと思われた。

「私が計画した訳ではありませんが、実は明日、彼と一いつ緒しよに出掛ける予定があります」

「なら、出来る限りそこで足止めを。ちょっと気になる子だから、本当なら私がお相手したいところなんだけど、もっと大事な用件があってね」

　真耶は意味ありげに笑う。

　―――真耶様は、ゆりかに仕し掛かけるのね………。

　真耶は真希が少年を引き止めている間に、魔力溜まりを占有しているレインボーハートのアークウィザード―――レインボーゆりかを排はい除じよするつもりでいる。

　師匠の笑え顔がおを見てその意図を悟った真希は、しっかりと頷いた。

「分かりました」

　真希に異論はない。話は彼女にとって理想的な方向で展開していた。

　―――明日なら、里見君を守れる………。

　真希が守りたい人物と、真耶が危険視する敵は同一人物だ。実は真希が彼を守りたいと思うのは、物理的な意味には留とどまらない。真希はその少年を、悪意そのものから引き離しておきたかったのだ。

　―――あの人は本来、戦いをする人じゃない。戦わせちゃいけない………。

　少年には戦いの才能があるし、使っている武器も強い。だがそれと、本人が戦いに向いているかはイコールではない。ある種の人間は、敵を傷付ける度たびに、自らの心をも傷付けていく。そしてやがて、その痛みに耐えかね、悲しい末路を辿たどる。真希はその少年を、そういう種類の人間だと考えていた。

　だから真希は少年を戦いから遠ざけ、守ろうとする。彼女は今のままの少年を愛している。それは戦士でも英えい雄ゆうでもない、少し惚とぼけたどこにでもいるような少年だ。しかし真希は、自身と同じく孤独を抱えているその少年を、誰よりも愛しているのだった。

「ネイビーさん一人では危険ではありませんか？　問題の人物が保有しているアーティファクトは、とても強力だという話ですし………」

　グリーンが眉まゆをひそめる。真希がこれまで攻こう勢せいに出なかったのは、問題の人物が強いからに他ほかならない。だから明日の攻撃に際して、真希がその人物に一人で立ち向かうのは大きなリスクが伴う筈だった。

「平気よ、グリーン。その為に、今日まで工作を続けて来たんだもの」

　真希には少年と戦うつもりなどない。また、少年が真希を攻撃するとも思えない。真希には一人でも危険だとは思わなかった。しかし平気だという言葉だけでは、グリーンは納なつ得とくしなかった。

「しかしもし戦いになったらネイビーさん一人では抑おさえ切れ―――あら？」

　だがグリーンは話の途と中ちゆうで何かに気付き、驚きの表情を作った。そしてしばらくじっと真希を見つめた後、彼女はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「………なるほど、そういう事でしたか」

「えっ？」

　真希にはグリーンの言葉の意味が分からない。真希は反対に戸と惑まどいの表情を浮うかべ、グリーンに訊きき返していた。

「ネイビーさん、魔ま神じんか何かと契けい約やくを結んでいたんですね。だから一人でも大丈夫だとおっしゃった………。ようやく理由が分かりました」

　戸惑う真希とは対照的に、グリーンは納得した様子で頷いていた。

　魔法使いは、基本的に他人が帯びている魔力を見る事が出来る。だが、グリーンは予知や情報収集の魔法が得意なので、その能力が飛び抜けて高くなっている。そのため普通の魔法使いでは見えないような、隠いん蔽ぺいされている魔法や、微び弱じやくな魔法まで全てを見通す事が出来る。

　そんなグリーンが、真希の体内に特殊な魔法を見付けた。それは二人の知的生命体の間で、互いへの助力を強制する効果を持つ魔法だった。

　これは魔法使い達が契約やエンゲージと呼ぶ魔法で、これを使う場合には主に二種類の用よう途とが考えられる。一つは魔法使いの手足となって働く魔ま物もの、使い魔を作る場合。もう一つは、魔法使いよりも高位の存在と取り引きをして、特定の条件下で助力が得られるように契約を結ぶ場合だ。

　契約の魔法は、強力な相手と交かわすほど、複雑な条件が付加される傾けい向こうにある。グリーンは真希の体内に、魔法で構築された複雑な契約を見付けた。だからグリーンは、真希が魔神―――非常に高位の魔物―――と契約を交わしたのだろうと考えたのだ。

「なっ………」

　真希はグリーンの言葉に絶句する。

　―――契約？　そんな筈は………そもそも、誰と？　いつ？

　真希には誰かと契約を交わした覚えなどなかったから、グリーンの指し摘てきに混乱していた。グリーンの悪戯かと疑った程ほどだった。

「んでグリーン、それはどんな契約なの？」

　真希が戸惑っている間に、クリムゾンが話に割り込んでくる。

　真希が何者かと契約を交わしたという事は、彼女の大きなパワーアップを意味する。力が全てと考えるクリムゾンは、その部分に興味があった。

「精神接続を伴う、等価永続契約………しかも相そう互ごの援えん助じよには制限がかけられていないんですね。これでは、ほぼ一心同体。随ずい分ぶん思い切った契約ですけれど………」

「真希………あんたその魔神と結けつ婚こんでもする気なの？」

　グリーンから真希の中にある契約の内容を聞かされると、クリムゾンは呆あきれ顔がおで笑い始める。契約はクリムゾンが想像していたものよりも遥はるかに強力で複雑なものだった。それは簡単に言うと、心を繋げて互いの魂たましいをさらけ出し、死が二人を分かつまで、無制限に互いを守り合うという契約だった。それはクリムゾンが結婚を引き合いに出して笑うのも無理はないくらい、複雑な契約だった。そしてそれは、その複雑さを必要とするような、強大な何かとの契約である事を意味する。そこからクリムゾンは真希がどの程度のパワーアップを果たしたのかを想像して、その意味でも笑う他はなかった。

　―――結婚………？

　クリムゾンの口からその言葉が飛び出してきた時、真希の脳のう裏りにある一人の少年の姿が浮かぶ。

「あっ………」

　その瞬しゆん間かん、真希はグリーンの言う契約に、一つだけ心当たりがある事に気が付いた。だが、その事が真希を大きく動揺させる。

　―――まさか………そんな事が………ばか、な………。

　その心当たりが事実であるのなら、これまで真希が信じてきたもの全てが、偽にせ物ものであったのかもしれないのだ。

「どんな奴やつなの？　真希、教えなさいよ」

　動揺する真希を面おも白しろがり、クリムゾンは真希との距きよ離りを詰つめ、更さらに追及する。クリムゾンは単純に真希がパワーアップしたとしか考えていないので、その行こう為いには深い意味はなかった。

「そ、それは………」

「もうその辺にしておきなさい、クリムゾン。幾いくら仲間とはいえ、手の内を探さぐるのはルール違い反はんでしょう？」

　真希が蒼そう白はくな顔のまま答えられずにいると、師匠の真耶が助け船を出した。ダークネスレインボゥは、それぞれの行動に口を出さないのがルール。そこに照らせば、契約を明かせと迫せまるのはルール違反だった。

「………はぁ………折せつ角かく面白いネタだったのに………」

　クリムゾンはすぐに引き下がった。残念そうに溜め息いきをついていたが、それ以外はあっさりとしたものだった。クリムゾンには真希の契約相手の顔が見てみたいぐらいの意図しかなかったが、それが真希の不利益に繋がるのも事実。クリムゾンは真耶の言葉はもっともだと思っていた。

「グリーン、君もよ」

「はい、真耶さん。それと申し訳ありませんでした、ネイビーさん………」

　グリーンは丁寧に頭を下げ、真希の契約を勝手に明かしてしまった事を詫わびる。

「………ううん、いいのよ別に、そのぐらい………」

　真希はグリーンを許したが、その心は別の場所にあった。

　―――さっ、里見君、私………わたしぃ………。

　身体が震ふるえる。胸の奥おくから、不安が次から次へと湧き出してくる。

　ほんの少し前まで、真希は明日の予定に胸を躍おどらせ、着ていく服を楽しそうに選んでいた。生きる喜びの中にあった。

　―――私は………一体………この気持ちは………。

　しかし今の彼女には、喜びの欠かけ片らもない。どこかへ消え去った筈の孤独と絶望が、再び彼女を侵しん食しよくし始めていた。
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　ルースの腕うでが孝こう太た郎ろうの腕に絡からみついていた。歩いている時にそうしていると、自然と二人の身体の間には隙すき間まがなくなる。二人はぴったりと寄より添そって、夕ゆう闇やみに包まれた住宅街を歩いていく。二人はクランの宇宙船から、ころな荘そうへ帰る途中だった。

「おやかたさま、大分暖かくなってまいりましたね？」

　ルースは孝太郎の肩に頬ほおを寄せたまま、軽く目を細める。その視線の先には、初夏の夜空。輝かがやく一番星。暦こよみは春を過ぎ、夜でも過ごし易やすい時期がやってきていた。

「暑いなら離れれば良いんじゃないですか？」

「もぉ………おやかたさまはすぐにそうやって離れたがる………」

「………すみません。慣れないもので………」

　二人だけになると、ルースは孝太郎の事を『おやかたさま』と呼ぶ。そして最近これに腕を組む事がプラスされた。これはルースのたっての希望によるものだった。

「わたくしにも、時々くっつく権利はあると思います」

「ルースさんは真ま面じ目めだし、本気だから、その………照てれ臭くさいというか………」

「ふふふ、慣れて下さいませ。本来おやかたさまには、わたくしの心身を自由にする権利があるのですから………」

　ルースは以前から、自分だけ孝太郎とのスキンシップが少ないと感じていた。

　早さ苗なえは幽ゆう霊れいの頃ころから孝太郎にくっついていたし、身体を取とり戻もどした今もそれは変わらない。ティアは今も昔も孝太郎との関係は激しい。ゆりかは生活がだらしない分、常に孝太郎のフォローが入る。そしてキリハは孝太郎に悪戯いたずらをするのが生いき甲が斐いだった。

　こうしてみると、ルースは真面目な分だけ、孝太郎との接点が少なかった。それが気になっていた彼女は、二人きりの時ぐらいはくっつかせて欲ほしいと願い出た。これを断ると彼女だけ理由もなく拒きよ絶ぜつする事になるので、孝太郎はその要求を受け入れていた。

「ただ、もし………本当にお嫌いやでしたら………その時は仰おつしやって下さい………それはわたくしの本意ではありませんから………」

　ルースはこの言葉を口にする時だけ、笑顔を消していた。彼女は本当の意味で孝太郎を困らせたい訳ではないのだ。

「本当に嫌だったら、むしろ困らないんですよ」

　孝太郎は逆に、この言葉を口にする時だけ笑っていた。

　―――多分、普ふ通つうの人間はこういうのを、何の抵てい抗こうもなくやってられなきゃ駄目なんだろうな………。

　周囲にいる少女達のおかげで、孝太郎は自分の心理的な欠点を自覚するに至った。

　孝太郎は他の人間に期待しなさすぎる。だから無意識のうちに、ルースと腕を組むという行為を遠ざけようとしてしまう。つまり、より深い繋がりを期待しないという事だ。

　だが今の孝太郎は、それでは駄目だと感じている。すぐに性格を改善するのは難しいだろうが、少しずつでも変えていくべきだと思っていた。

「だったら………待ちます」

「えっ？」

「わたくしとティア殿でん下かは、いつまででも待ちます。おやかたさまが無理をせず、わたくし達を受け入れて下さる日を………」

　ルースは孝太郎に身体を預けたままそう言うと、腕を抱だき締しめる力を強める。ルースの顔は見えなかったが、その腕の力と彼女の身体のぬくもりが、孝太郎にその言葉へ込められた気持ちの深さを伝えてくれていた。

「どうしてそこまで………」

「それは………あなた様をお救いし、わたくし達が幸せになる為です」

　孝太郎がただ、伝説の青騎き士しであれば、ルースもここまでは愛さなかっただろう。

　彼女が孝太郎を愛したのは、孝太郎が不完全であったからだ。ただ守られているだけではなく、守りたい相手であったからなのだ。

「………愛って、そういう事だと思うんです」

　ルースは孝太郎の顔を見上げ、目を細める。するとその瞳ひとみに宿る優やさしい光が、孝太郎の胸の中に飛び込んでくる。するとその光は、孝太郎の心の中にある頑かたくなな何かを、また一つ突つき崩くずした。

「………ルースさん」

　そんな少しだけ軽くなった心で、孝太郎はルースに語りかける。

「みんなには絶対に黙だまっていて欲しいんですけど………」

「はい、おやかたさま」

　ルースは表情を変えず、そっと頷うなずいた。

「その、時々………ルースさん達みんなが、天使か何かのように思える時があります」

　それは今の孝太郎の偽らざる想おもい。欠点だらけの自分に好意を向けてくれる少女達への、最大級の感謝の言葉だった。

「違いますよ、おやかたさま」

　しかしこの言葉に、ルースは首を横に振ふった。しかしその瞳はこれまで通り優しい。

「わたくし達はただの人間です。だって………もし本当に天使なら、誰だれかに愛されたいだなんて、思わないじゃありませんか？」

「ルー………」

　孝太郎はこの時のルースの言葉に言葉を失う。

「………わたくし達は、あなた様を愛し、愛されたい、ただの人間です」

「………」

　結局、孝太郎は何も言い返せなかった。

　―――そういうところが、かえって天使みたいなんだけど………。

　確信に満ちた優しげな光をたたえるルースの瞳を見ながらでは、そうやって胸の中で呟つぶやくぐらいが精せい一いつ杯ぱいだった。










　孝太郎とルースがころな荘まで戻ってきた時、異様な光景が二人を出で迎むかえた。それを見た二人は驚おどろきに目を見張った。

「きゃああっ!?」

「早苗っ!?」

　それは一〇六号室の前に倒たおれている早苗の姿だった。彼女は顔を玄げん関かんの扉とびらに押おし当あてるようにして倒れている。まるで顔で玄関の扉を突き破やぶろうとしたかのようだった。

「大丈夫ですよ、ルースさん。いつものアレです」

　孝太郎は悲鳴を上げて腕にしがみついているルースの頭に軽く触ふれる。するとルースは恐おそる恐る顔を上げる。彼女は目を涙なみだでにじませていた。

「………な、何度見ても慣れませんね、これは………」

「まったく早苗の奴………いつも言ってるのに………」

　事情を悟さとったルースは胸を撫で下ろし、孝太郎の腕を解放する。すると孝太郎はぶつぶつとぼやきながら、倒れている早苗に近付いていった。

「よいせっ」

　孝太郎は倒れている早苗を抱き上あげる。早苗には意識はなく、その身体は完全に脱だつ力りよくしていた。おかげで孝太郎は、抱かかえ上げるのに大分苦労させられていた。

「おやかたさま」

　そんな孝太郎の為に、ルースが玄関の扉を開けてくれる。

「ありがとうございます」

　孝太郎は早苗を抱えて一〇六号室へ入って行く。すると孝太郎の耳に、テレビの音が届く。先に部屋へ戻っていた人物は、テレビを見ているようだった。

「あいつはもう………」

　孝太郎は軽く脱力しながら、六畳じよう間へ向かう。するとそんな孝太郎を、テレビに映る魔ま法ほう少女の華か麗れいな変身シーンと、それを興奮気味に見守る一人の幽霊の背中が出迎えた。

『愛と勇気の魔法少女！　只ただ今いま参上、ラブラブハートッ！』

『やっときたー！』

「やっときたー、じゃないっ！」

　ぺちっ

　孝太郎はその幽霊―――早苗の後頭部を叩たたく。

『あうっ………あっ、おかえり、孝太郎』
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　幽霊の方の早苗は、近くにあったリモコンの停止ボタンを押すと、孝太郎の方を向く。するとテレビからは魔法少女の姿が消きえ失うせた。早苗が見ていたのは、これまで彼女が見み逃のがした分を、ゆりかが録画しておいたものなのだ。

「こら早苗、いつも言ってるだろう？　身体をその辺に脱ぬぎ散ちらかすなって」

『あっ、ほんとだ』

　幽霊の早苗は、そこでようやく自分が幽ゆう体たい離り脱だつしている事に気付き、軽く頬を赤らめて孝太郎に詫びた。

『ごめん、孝太郎。いつもの癖くせでつい………』

　早苗は生身の身体を取り戻したのだが、幽霊であった時のように玄関の扉を通とおり抜ぬけようとして、身体だけが扉を抜けられずにそのまま外に残ってしまっていたのだ。

「近所の人が見たら、大おお騒さわぎになるぞ」

『分かった、気を付ける』

　早苗は別にわざとやった訳ではないので、素す直なおに反省する。騒そう動どうになって部屋にいられなくなると困るのは、早苗の方なのだ。

「ならいい。………ほれ、身体」

　孝太郎はここまで担かついできた早苗の身体を、幽霊の早苗に差し出す。すると幽霊の早苗は首を横に振り、窓まど際ぎわを指さした。

『今はいらない。その辺に置いといて。後で着る』

「ちゃんと着てろよ。二人分スペースを取って邪じや魔まなんだよ」

『もおっ、この愛らしさ爆ばく発はつ、らぶらぶ早苗ちゃんに邪魔ってどういう事よっ!?　二人もいてお得でしょおっ!?』

「一人でいいんだ、一人で。狭せまいんだから」

『だってさぁ、今着ると絶対おでこ痛いもん』

　幽霊の早苗は、身体の方の額を指さす。そこは赤く腫はれ上がっていて、見るからに痛そうだった。

「………まったくもー」

　それは孝太郎にも痛そうに見えたので、ぶつぶつと文句を言いながらも、早苗の身体を窓際まで運んでいった。

『そうだっ！』

　早苗は良い事を思い付き、両手をぱちんと打ち鳴らす。

『お礼と言ってはなんだけど、胸触さわってもいいよ！　孝太郎なら許す』

「触るかっ！」

　早苗は名案だと思っていたのだが、孝太郎は即座にそれを否定する。

『うそぉん。本当は触りたいくせにぃ～、孝太郎ちゃんは～。我が慢まんせんとぉ～』

「中身が抜けてるのを触って、何が面白いんだ？」

『………そういうもの？』

「他は知らんが、俺おれはそうだ。お前か早苗さんが着てなきゃな、人形と大差ない」

　早苗の性格はまだまだ統合が不完全で、孝太郎達たちと一緒の時は幽霊だった『早苗』が表出し、そうでない時は病院に入院していた『早苗さん』が表出する。そのどちらかが入っていなければ、早苗の身体は人形と大して変わらない―――孝太郎の言葉は、そういう意味だった。

『ふぅん………勉強になります』

「だったら着てろよ」

『ヤダ。おでこ痛いもん』

「わかったわかった」

　孝太郎は苦く笑しよう交じりに早苗の身体を窓の下に座すわらせる。そして孝太郎はついでに、乱れていた衣服を整えてやった。

『アリガト、孝太郎』

「少ししたらちゃんと着るんだぞ？」

『うんっ』

　早苗は元気に頷くと、テレビの前へ戻りアニメの続きを見始めた。

「やれやれ………」

　孝太郎は窓際に座っている早苗の身体と、アニメを見ている中身を交こう互ごに見て軽く肩を落とすと、部屋の中央にあるちゃぶ台へ近付いていく。するとその時、そこに座っている少女と目が合った。

「どうした、ティア。変な顔して」

「あ、いや、そのぉ………な………」

　ティアは両手を自分の胸に押し当てた格好で、孝太郎の事をじっと見つめていた。しかし孝太郎と目が合うと、彼女は顔を真っ赤にして目を伏ふせてしまう。そのままティアは口をつぐんで何も言わなかった。孝太郎はそんなティアを不思議に思いつつ、彼女の隣となりに腰こしを降ろした。

「殿下、思っているだけでは伝わりませんよ？」

「う、うむ………」

　だが一緒にいたルースに言われ、ティアは隣に座っている孝太郎にちらりと視線を送る。その後一度自身の胸むな元もとに目を落としてから、ティアは重い口を開いた。

「………のう、ぐみん」

「なんだ？」

「その、先さき程ほどのそなたとサナエの話を聞いていて、思い出した事があるのじゃが」

　ティアはそこで一いつ旦たん言葉を切り、孝太郎の顔を見つめる。そしてその顔が笑ったりしていない事を確かく認にんした上で、言葉を続けた。

「そなたとわらわが出会った時に、そなたは言ったな？　『俺にだって触る胸を選ぶ権利がある』と………」

「ああ………」

　ティアの言葉を聞き、孝太郎もその時の事を思い出した。孝太郎はその時、予期せず姿を現したティアの胸に偶ぐう然ぜん触ふれてしまった。それを非難したティアに、孝太郎が言い返したのが、その言葉だった。

「………そんな事もあったな」

　孝太郎は懐なつかしい気持ちになり、『青騎士』との通路がある六畳間の一番奥の壁かべに目を向ける。ティアはあの日、そこから飛び出してきたのだ。

　あの時の孝太郎は、ティアとこうして穏おだやかに言葉を交わすようになるとは夢にも思っていなかった。お互たがいに幼かったのだろう、孝太郎はそんな風に感じ、かつての自分達たちを微笑ましく思っていた。

「だから………そのぉ、笑わずに聞いて欲しいのじゃが………」

　その言葉が耳に届くと、孝太郎は視線を声の方に戻した。そこには一年前よりも少しだけ大きくなった、ティアの姿があった。そして彼かの女じよは恥はずかしそうに目を伏せたまま、絞しぼり出すように言葉を紡つむいだ。

「い、今も………そうなのかな、と………」

　孝太郎はティアの胸をどう思っているのか。

　早苗と孝太郎のやりとりを聞いて、彼女はそれが気になり始めたのだ。

「それは確かにっ、わらわの胸はそのっ、去年と比べても殆ほとんど変化がないっ！　じゃがそれでもっ、ちょ、ちょっとは大きくなったのじゃっ！」

　あるかどうかも分からないような貧弱な胸。

　かつての孝太郎はそう言ったが、ティアにもその自覚はあった。だが時間を経へて孝太郎を愛するようになったティアだから、今の孝太郎が自分の胸をどう思っているのかが気になった。出会った時と同じく、今も触りたくないと思っているのか。それとも少しは大きくなった事を評価してくれているのか。それは他人には馬ば鹿かげて聞こえるのだろうが、ティアにとっては大問題だった。

「今はっ、そなたが思うほどっ、不格好ではない筈はずじゃっ！　きっとっ！」

　ティアは必死だった。ティアには信念があるし、それを守る限り孝太郎は傍にいてくれると信じている。しかしそれとは全く別に、孝太郎に女性として愛されたいという、女の子なら当たり前の願望があった。そして孝太郎が今もティアの胸に触れたくないと思っているなら、つまり胸は愛されていないという事。それは女の子としての立場を揺ゆるがす、大問題なのだった。

「………ティア………」

　ティアの一連の言葉は、孝太郎に真正面から思い切り好意を叩き付つけるものだ。おかげで孝太郎はこの時、胸の奥を鷲わし掴づかみにされたかのように感じていた。それは気を抜けば、そのまま目の前のティアを抱き寄せてしまいそうなくらいの衝しよう撃げきだった。

　―――待て、落ち着け、それはまずいだろうっ！

　だが孝太郎は腕が僅わずかに動きかけたところで何とか思おもい留まった。六畳間を取り巻く諸問題を思い出したおかげだった。そして孝太郎は何度か深呼吸を繰くり返かえして気持ちを落ち着けると、ティアに笑いかけた。

「実はさ………触りたいかどうかは、胸の大きさとはあまり関係ないんだ」

　冷静さを取り戻しても、女性の胸の話は孝太郎にも照れ臭い話題だった。おかげでその頬が紅潮するのは避さけられなかった。

「しかし………あの時はそういう風には言わなかったであろう………？」

　孝太郎は本音を口にしていたが、ティアはすぐには納得しなかった。かつて孝太郎が口にした言葉とは、正反対の内容であったから。だからティアは探るような視線で孝太郎を見上げてくる。そこで孝太郎はもう少し説明をする事にした。

「売り言葉に買い言葉ってあるだろう？」

「………うむ………」

「あの時は、お前が嫌な奴だったから、元々あまり気にしていなかった胸の大きさを引き合いに出したんだ」

　あの時の孝太郎は身の潔白を証明したかったので、胸の小ささを指摘して触る価値がない事にしたかったのだ。

「では、胸は小さくても構わぬと？」

　ティアは軽く身を乗り出し、表情を僅かに明るくする。

「胸の大小よりも、その中身が問題だろう？」

　孝太郎はそう言いながら、テレビの方に目を向ける。するとそこには、アニメに一いつ喜き一いち憂ゆうする早苗の姿があった。

「………そうか。よく分かった」

　ティアは早苗の方に目を向け、一つ大きく頷く。

　―――触れ合あいたい相手だから触れる。胸が大きいから触れるというのでは、確かに寂さびしい関係じゃな………。

　身体が重要だったなら、早苗は帰ってこれなかっただろう。だが、そうではなかった。ならば容姿も同じ事。顔の良よし悪あし、胸の大小、背せ丈たけの高低。それらが重要であるなら、元々まともな関係ではない。関係がしっかりしていれば、容姿など問題にならない。外見が問題になるのは、関係がしっかりしていないからなのだ。

　―――そして剣けんが折れたかどうかより、誓ちかいが折れたかどうかが重要。胸の大きさに拘こだわったわらわが、未熟であったという事じゃな………。

　実際、容姿や地位に拘るなら、ティアは孝太郎を選ばなかっただろう。そして孝太郎もまたそうだった。そういう男だから好きになったのに、ティアは胸に拘るあまりそこを見落としていた。それを理解したティアは、いつも通りの笑顔で孝太郎に笑いかけた。

「だとしたら………問題は、そなたがわらわを好きかどうか、じゃな？」

　ティアは孝太郎が自分達を大好きである事は知っている。ここで彼女が問題にしているのはそれではなく、男女としての意味だった。お喋しやべりをしながら笑い合うだけでなく、抱き寄せて体温を感じたいかどうか。孝太郎がティアの胸に触れるかどうかは、そこにかかっている筈だった。

「どう思う？」

「わからぬ。じゃがのう、こうして触れていても逃にげぬ事は分かる」

「おお？」

　孝太郎が気付かないでいる間に、ティアの手が孝太郎の手に重ねられていた。それに気付いた孝太郎だが、その手を振り解ほどこうとは思わない。不快にも感じていなかった。

「これを許すくらいには、そなたはわらわが好きじゃ。だとしたら、胸に関しては時間の問題じゃな………」

　ティアは軽く目を細め、孝太郎の手を握にぎる。

「ふふふ、無む駄だな抵抗はよせ、サトミ・コータロー」

「勝手な事を………」

　孝太郎はティアの言葉を非難する。しかし心の中では、逆の事を考えていた。

　―――無駄な抵抗か………確かに、そうかもしれないな………。

　先程、孝太郎はティアを抱き締めそうになった。寸前で踏ふみ止とどまったが、それこそがティアの指摘している事だった。その自覚はあったし、必要以上に拒絶するのもおかしい。だから孝太郎は、口での非難とは裏腹に、ティアの手を軽く握り返した。するとティアはそれに応こたえるようにして、自身の指と孝太郎の指を絡み合わせてしまう。

「うむ。わらわは勝手なのじゃ。侵しん略りやく者しやじゃからの」

　ティアの侵しん略りやくは、順調に進んでいる。

　だからこの時の彼女の笑顔は、自信に満みち溢あふれているのだった。










　ルースがお茶を用意している間、手て持もち無ぶ沙さ汰たな孝太郎は、隣にいるティアの手元を覗のぞき込んだ。ティアは先程から熱心に、大きな紙にペンで何かを書き込んでいた。

「ところでお前、さっきから何をやってるんだ？」

「ちょっとそなたの鎧よろいのパワーアップを考えておってな」

　するとティアは大きな笑顔を作り、その紙を孝太郎に向かって差し出す。

「なになに………『わらわのかんがえたすーぱーこーたろー』？」

　紙の一番上にはそう書かれている。この紙には、孝太郎の鎧を強化する為ためのアイデアが大量に書き込まれていた。しかしそのタイトルがタイトルだったので、孝太郎は眉をひそめた。

「おい、俺で遊ぶなよ、ティア」

「失敬な、至って真面目じゃ。………このところ厄やつ介かいな事件が多いじゃろう？　トラブルに備えておくに越した事はないと思うてな」

「それは確かに………」

　タイトルはともかく、トラブルに備えようというのは孝太郎にも分かる。六畳間の平和は、部屋に出入りする人間が等しく求めるものなのだ。

「だったらティア、この図面はどういう意味なんだ？　ごちゃごちゃしていて、よく分からないんだが」

　タイトルから下の部分は、線が絡み合っている複雑な図形が書き込まれており、一目見ただけではティアの言うパワーアップがどういうものなのかが分からない。だから少し解説して貰もらう必要があった。

「追加装備を考えておった。じゃが、それでそなたの動きを妨さまたげては意味がないから、周囲に用途の違ちがう複数の小型無人戦せん闘とう機きを配置しようと考えておる。そのフォーメーションによって、そなたの戦いをサポートする訳じゃな」

「ふぅん………それで、この図の中だと俺はどの辺にいるんだ？　線が多くて分からないんだが」

「ええと、このへんじゃな」

　ティアは手にしていたペンで、図面の中央付近に丸を付ける。

「………お前、馬鹿だろう？」

　すると孝太郎は思い切り呆れる。

「馬鹿とはなんじゃ、馬鹿とは！」

　孝太郎の反応に納なつ得とくできず、ティアの頬が膨ふくれ、口が尖とがる。

「追加装備の群れの中に、俺が完全に埋うまってるじゃないかっ！　これは追加装備のレベルじゃないぞっ！」

　ティアが図面に付けた丸印は、とても小さかった。これでは孝太郎が自分の姿を見付けられないのも当たり前だ。図面はその九十九パーセント以上が、追加装備で埋め尽つくされていたのだ。

「これならそなたは絶対に負けん！　どんな敵が来ても大だい丈じよう夫ぶじゃっ！」

「この状態で、俺が真ん中にいる意味がどこにあるんだー！」

「そなたが勝つ！」

「最初から『青騎士』を使えー！」

　孝太郎の周囲数十メートルを、無人戦闘機の群れが取り囲んでいる。この状態では孝太郎が戦う意味は全くないし、こんな事をするぐらいなら宇宙戦せん艦かんの『青騎士』を使って攻こう撃げきすればいい。このパワーアップ案はまるっきり無駄以外の何物でもなかった。

「それでは嫌なのじゃあっ！　あくまでそなたが強いのがいいのじゃっ！　スーパーコータローがいいのじゃあっ！」

「………サトミ様は何も分かっておりません。これにはわたくしと殿下の、夢とロマンが詰まっているのです」

　駄だ々だをこねるティア。その隣でお茶を注ぎつつ、ロマンを語るルース。

　二人はこのパワーアップ案に絶対の自信を持っていた。

「これでわらわとルースのピンチに颯さつ爽そうと駆かけ付けるのじゃっ！　そしてそなたの大だい活かつ躍やくで、敵を殲せん滅めつするのじゃあっ！」

「これじゃあ活かつ躍やくするのは無人戦闘機だろうがっ！」

「いいえ、あくまでサトミ様です」

「うーそーだー！」

　効率よく六畳間の平和と安全を守りたい孝太郎と、あくまで孝太郎を活躍させたいティアとルース。議論はまるっきり平行線を辿たどっていた。

「………何を騒さわいでいるのだ？」

　そんな時、六畳間にキリハが顔を出だした。キリハは静しず香かと二人で夕食の買い出しに出ていたのだが、それが済んで帰ってきたところだった。

「ティアがアホな事を考えてるんだ」

「アホとはなんじゃ、アホとは！　それが愛してやまない主人に対する言葉か！」

「主人だろうが何だろうが、アホはアホだっ！」

「殿下、ここはキリハ様に御ご意い見けんを頂くのが宜よろしいかと」

「うむ！　これを見てくれキリハ！　コータローはこれを見て、わらわ達をアホだというのじゃっ！」

　ティアは孝太郎の手から図面を奪うばい取ると、キリハに押し付ける。図面を受け取ったキリハは、じっくりとその内容を確かめていく。

「………ふむ『わらわのかんがえたすーぱーこーたろー』か………」

　複雑な図面を解読したキリハは、軽く眉まゆをひそめる。

「言ってやれキリハさんっ！　このアホにズバッと現実を教えてやってくれっ！」

　孝太郎はいつも冷静なキリハなら、ティアを説得してくれるだろうと期待していた。

「ティア殿どの、このプランには幾つか大きな穴がある」

「そうそう」

　期待通りのキリハの言葉を聞きながら、孝太郎は満足そうに頷く。

「なんじゃとぉっ!?」

　反対にティアは、興奮してキリハに詰め寄る。

「その穴を埋めるべく、我はこの武装プランに、量産型の埴はに輪わを追加する必要性を認めるのだが」

「そうじゃろ、そうじゃろ！　流石さすがはキリハ！　そなたはよく分かっておる！」

　だが、結局孝太郎の期待したようにはならなかった。キリハの援えん護ごを得て、ティアは更に勢い付いてしまう。

「キリハさんも同類かっ！」

　期待を裏切られ、孝太郎は思い切り脱力した。

「絶対安全、完全勝利っ！　やはりこれじゃなっ！」

「見事なプランです、殿下」

　興奮して目を輝かせるティアと、その横で拍はく手しゆを贈おくるルースを横目に、孝太郎はキリハに抗こう議ぎする。

「………君までどういうつもりなんだ？」

「ふむ。確かに、戦力的には無駄だろうな」

「だったら―――」

「だが、あれなら汝なんじを戦わせずに済む」

「えっ？」

「汝は強いが………我らの為に手を汚よごして欲しくはない。まあ、そういう意味では非常に有用なプランなのだ」

　キリハにはティアとはまた別の視点があった。彼女は孝太郎をなるべく戦わせたくはなかった。キリハは剣を振って戦っている孝太郎よりも、包丁を握って料理をしている孝太郎の方が好きだったから。

「それは俺にも分かるが………それにしたって、もっとやりようがあるだろう？」

　孝太郎が、キリハ達の戦う姿を見たくないのと同じだ。

　少女達たちの個々の問題を解決する為には、彼かの女じよ達は戦う必要がある。しかし孝太郎は、戦いの時の彼女らよりも、普通にしている彼女らの方が好きなのだ。だからキリハの言葉はよく分かるのだが、孝太郎だけを強化しようという発想だけは分からなかった。

「ふふ………心配しなくとも、あのプランは実現しない」

「そうなのか？」

「ああ。幾いくらティア殿達たちが凄すさまじい技術を持っていても、限度はある。自然と現実的なところへ落ち着くだろう」

　人の気持ちに敏びん感かんなキリハだから、孝太郎が困こん惑わくするのも分かっている。少女達が孝太郎を強くしたいのは、多分に乙おと女めとしての願望が混じっているからなのだ。

　彼女達は孝太郎のように効率よくみんなを守ろうとは考えず、孝太郎が一歩も動かずに敵を殲滅できるようにして、その上でみんなを守って貰おうとしている。いわば、危険のない無敵の白馬の王子様を作ろうとしているのだ。

　しかしそれを孝太郎に告げても理解はできないだろう。キリハはそう思うから、現実的ではないと告げ、説得の方向性を変えたのだった。

「ならいいか」

「うむ、汝は笑って見ていて大丈夫だ」

『何がいいの？』

「ちゃんと説明してやるから、先に身体を着て来い」

『あい』

「現実的には、我らが徒党を組む以上に有効な武装はないだろうな」

「そんな事はないぞ。わらわはいつか、コータローを絶対安全なまま、宇宙最強にしてみせる」

「………いずれ、壮そう大だいなヤラセが始まるのか………」

「サトミ様、そこは演出と言って下さい」

「そなたは伝説級皇女であるわらわの騎士なのじゃ。いずれは星の一つぐらい、まっぷたつに出来るようになって貰わんと話にならん」

「なってたまるかー!!」

　孝太郎と少女達は他た愛あいもない議論を続けていた。正確には議論というより、これも遊びの一つでしかない。議論の内容自体には、それほど大きな意味はないのだ。

　そしてそんな孝太郎達を部屋の外から見守る一組の瞳があった。それは家に帰って来てからずっと、六畳間に入っていけないでいるゆりかだった。

　―――さとみさん………。

　ゆりかは六畳間の入り口の角の陰かげに身体を隠かくし、廊ろう下か側がわから室内を見つめていた。室内には和気あいあいとした空気が流れていたが、それを見つめるゆりかの胸の内は室内の雰ふん囲い気きとは大きくかけ離はなれた状態にあった。

　―――どっ、どうしよう………。

　ゆりかの鼓こ動どうは早くなり、頭に血が昇のぼってくらくらしている。また、じっとしていても落ち着かず、だからといって遠くへ行きたい訳でもなかった。口の中はカラカラで、奇き妙みようなくらい呼吸が早い。

　最近、ゆりかはずっとこうだった。孝太郎が傍にいると落ち着かない。そして孝太郎を視界に収めると、気持ちが昂たかぶって何も考えられなくなってしまう。しかし離れたくはないし、目を逸そらしたくもない。ずっと近くでその気配を感じ、その姿を見ていたかった。けれど、近くにいて何をしたらいいのかが分からない。ゆりかにとって、他人に対してこんな気持ちになったのは、生まれて初めての事だった。

「わ、私ぃ、どうしてこんなにぃ………」

「何か見える？　ゆりかちゃん？」

「きゃうぅぅっ!?」

　そんな時、買い物の荷物を冷蔵庫にしまい終えた静香がゆりかの所へやってきた。そのまま静香はゆりかと一いつ緒しよに柱に張り付いて、部屋の中を覗き込む。ゆりかは部屋の中の様子に集中していた為、突とつ然ぜんの静香の登場に心臓が止まりそうになっていた。

「しっ、静香さんっ!?」

「んー、いつも通りに見えるけど………」

　驚くゆりかをそのままに、静香は部屋の中をまじまじと見つめている。しかし静香の目には部屋の中の様子に普ふ段だんとの違いが見み出いだせない。だからそこで静香は、おかしいのはゆりかの側だという事に気が付いた。

　―――そういえば、少し前からゆりかちゃんの様子がおかしいわよね………。

　六畳間での生活に慣れ、良くも悪くも図太くなっていたゆりか。それが早苗の一件を境にして、挙きよ動どう不ふ審しんになっていた。少し前のゆりかなら、こんな場所で覗き見みなどはせず、当然の権利とばかりに堂々と部屋へ入って行った。今のゆりかの姿は、いつも周囲におどおどとしていた、一〇六号室へやってきたばかりの頃ころの彼女のようだった。

「もしかして………誰かと喧けん嘩かでもした？」

　静香に思い付くのはそのぐらいだった。するとゆりかは慌あわてて首を横に振った。

「べつにっ、喧嘩をした訳ではっ」

　すると彼女のおさげが大きく左右に揺れる。それを見た静香は、おさげの根元を固定しているリボンが、いつもと違って少しだけ左右のバランスが悪い事に気付いた。

「里さと見み君と何かあったの？」

　このリボンはここしばらくは孝太郎が結んでやっていた。孝太郎は編み物研究会に所属している上、性格が真ま面じ目めなので、リボンの見み栄ばえには気を遣つかう。だからそのバランスが崩れているなら、孝太郎ではなくゆりか自身の手によるものという事なのだ。

「めっ、めっそうもないっ！　そのような事は決してっ！」

　真相に近い部分を指し摘てきされ、ゆりかは大おお慌あわてで首を横に振る。その顔はリンゴのように真っ赤だった。

「ああ！」

　ぽむ

　そのゆりかのリアクションで事情を察した静香は笑え顔がおで軽く両手を打ち鳴らす。

「なんだ、そういうことかぁ………」

　そして静香は、にやりと意地悪な笑顔を作った。

「はっ!?」

　そんな静香の笑顔に、ゆりかが悪い予感を感じたその時の事だった。

「えいっ！」

「きゃあああぁぁあぁぁぁぁっ!?」

　静香が素す早ばやくゆりかの片足を払はらい、同時にその上半身を軽く押してやる。するとゆりかは大きくバランスを崩して六畳間へ入っていく。運動が苦手なゆりかなので、最終的には身体のバランスを守り切れず、孝太郎の真横で尻しりもちをついた。

「あいたたたぁ………」

「大だい丈じよう夫ぶか、ゆりか？」

　部屋へ入ってくるなり尻もちをついたゆりかに、孝太郎が心配そうな視線を向ける。

「あう、ああ、あうあぁ………」

　ゆりかはまるで生まれたての小鳥のように、その場でじたばたともがきながら、羞しゆう恥ちに震ふるえる。これまでは見られてもなんともなかった、無様でだらしない姿。今のゆりかには、それを孝太郎に見られる事が恥ずかしくてたまらない。

「だっ、だいじょうぶですっ、だいじょぶっ！」

　ざざざざざっ

　ゆりかは畳を這はうようにして孝太郎から逃げていく。しかし六畳間は狭く、逃げるにも限界があった。彼女の逃げ場ばは、ちゃぶ台を挟はさんだ反対側ぐらいだった。

「変な奴やつだな」

　孝太郎は軽く首を傾かしげたが、ゆりかの奇き行こうは今に始まった事ではないので、取り立てて奇妙には思わず、すぐに少女達との会話へ戻もどっていった。

「はぁ………」

　孝太郎の視線が外れた事で、ゆりかはようやく一息つく事ができた。するとそんな彼女の隣に、静香が腰を降ろす。

「駄だ目めじゃない、ゆりかちゃん。もっと頑がん張ばらないと」

「静香さん！　も、もっとやり方は工く夫ふうして下さいっ！」

「そんな事言ったって、ゆりかちゃんは逃げ癖があるから、ああでもしないと頑張らないじゃない」

「そ、それは………そう、ですけどぉ………」

「………仲良くしたいんでしょう？　里見君と………」

　静香は俯うつむいたゆりかの耳に、そっと囁ささやきかける。

「………」

　その瞬しゆん間かん、ゆりかは顔を赤く染めて、言葉を失った。そのまま彼女は何も答えない。しかしそんな彼女の姿が、ゆりかの本音を雄ゆう弁べんに語っていた。

「………せめて普段通りに振ふる舞まわないと、里見君が寂しがるわよ？」

「………普段通りって、どうやればいいんですかぁ？」

「………ゆりかちゃんのやりたいように、よ」

「………だって、それって………」

　ゆりかの顔がどんどん赤くなり、声も細くなっていく。元々囁き合いだったのだが、今では蚊かの鳴くような、更さらに小さな声になっていた。

「………毎朝、里見さんに変な寝ね顔がおを見られてっ、ぼさぼさの髪かみに優やさしくブラシをかけて貰ってっ、遅ち刻こくしそうになってもっと早く寝ねろって叱しかられてっ………いやですぅ、そんなのぉっ、恥ずかしくて私死にますぅ！」

　これまで当たり前だった事が、恥ずかしくて仕方がない。自分を大切に思ってくれている人に、情けない姿を見せたくない。素す敵てきな、可か愛わいい自分を見て貰いたい。ゆりかはここへきてようやく、女の子としての部分が大きく成長し始めていた。

「………ゆりかちゃん、もしかして………初はつ恋こい？」

「………」

　再び無言。ゆりかはもう何も言えず、顔も上げられなかった。

「………そっかぁ………いいなぁ………」

　静香は軽く目を細め、ゆりかに笑いかける。

「………私の初恋はゆりかちゃんみたいな、素敵な大だい恋れん愛あいじゃなかったもの………羨うらやましいな………」

　静香の初恋はもっとずっと前、小学生の頃だった。それはどこにでもある子供の恋れん愛あいで、特に何も起こらないまま疎そ遠えんになって終わった。そんな静香自身の経験に比べると、ゆりかがこの六畳じよう間で経験している初恋は、きらきらと美しく輝かがやいて見えた。

「………私は、そっちの方が良いです………」

　対するゆりかは、正反対の意見だった。

　この一年、ゆりかは孝太郎に恥ずかしい姿をこれでもかと見せ続けてきた。それは恋愛感情を自覚した今のゆりかにとって、絶望的なまでの負の遺産といって良かった。そんな姿ばかり見せてきた自分が、今いま更さら孝太郎に好きだと告げても、恋愛対象としては見て貰えないのではないか。居い候そうろうや妹という見方が関の山なのではないか。ゆりかにはそう思えてならないのだった。










　夕食とゲームが済んだ後も、孝太郎達はそのままお喋りを続けていた。侵略者の少女達五人に加え、孝太郎と静香の二人で、合わせて七人。家具の置かれた六畳の部屋に七人もいるととても窮きゆう屈くつなのだが、誰だれもその事には文句を言わない。代わりに彼かれらの口から出てくるのは、特に重要ではない、他愛もないお喋り。そしてその他愛もないお喋りが作り出す穏やかな空気を、七人は愛しているのだった。

「孝太郎、だんだんあったかくなってきたね」

　早苗は実体を取とり戻してからも、これまでと同じように孝太郎の背中がお気に入りだった。今も孝太郎の背中に抱だき付いて、のんびりと時間を過ごしていた。

「もうすぐ夏だからな。そうやって背中にくっついていられるのも今のうちだけだぞ」

　早苗の身体は軽いから、重さはさほど大きな問題ではない。問題は彼女の体温だ。夏になれば、孝太郎と早苗の間に熱が篭こもって大変な事になる筈だった。

「そうなったら身体脱ぬぐから大丈夫だよ」

「脱ぐな脱ぐな」

　早苗には幽ゆう体たい離り脱だつはお手の物。今の早苗は、実体と幽ゆう霊れいとを使い分けながら、楽しい毎日を送っていた。

「コータロー、このせんべいはことのほか美味じゃぞ」

　そんな孝太郎達の隣で、ティアがせんべいを食べている。彼女は一枚を食べ切ると、新たな一枚を袋ふくろから取り出して口に咥くわえた。

「俺にもくれ」

　孝太郎は自分では動かず、ティアにせんべいを取って貰おうとする。これまでとは違って、早苗を乗せたままでは動きにくいのだ。

「ん」

　するとティアは袋に手を伸のばそうとはせず、孝太郎の方に顔を向けて、口に咥えたせんべいを差し出した。ティアはそのまま孝太郎に食べさせるつもりだった。

「食べかけは要いらん」

　しかし孝太郎がティアの咥えているせんべいを食べる事はなかった。するとティアはせんべいを手に持ち直し、軽く溜ため息いきをついた。

「………ほんに根こん性じようなしじゃの、そなたは………ルース」

「はい」

　ティアの隣に座っていたルースは、袋から一枚せんべいを取り出すと、孝太郎に向かって差し出した。すると早苗がそれを受け取り、半分に割る。そして半分を自分の口に、残りの半分を孝太郎の口に押おし込んだ。

　ぼりぼり

「おっ、確かに美う味まい」

「ほんとだ！　………孝太郎の方の味はどんな感じ？」

　早苗は自分の口で味わった後、軽く霊れい力りよくを高めて孝太郎の味覚を読み取る。

「………これは孝太郎で食べた方が美お味いしいな」

　早苗は自分で食べるのを止めると、孝太郎の味覚を読み取る事に集中する。

　味の感じ方には個人差があるので、早苗自身が感じる味よりも、孝太郎が感じる味の方がいい場合がある。その場合は幽霊時代と同じように、孝太郎に食べさせて、早苗はそれを読み取るという方法を取る。

「後は任せた、よきにはからえ」

　そして早苗は霊れい能のう力りよくでせんべいの袋を軽く引き寄せる。

　ザラッ

　すると袋は、孝太郎からでも届くようになった。

「便利だなぁ、お前………」

　孝太郎は袋に手を入れてせんべいを取り出しながら苦く笑しようする。するとその時、押し入いれの前で洗せん濯たく物ものを畳たたんでいたキリハが孝太郎を呼んだ。

「孝太郎、そろそろ風ふ呂ろが沸わいた筈だ。入ってくるといい」

「ん、ああ、ありがとう。そうするよ」

　孝太郎は新しいせんべいを口に押し込むと、首に絡からんでいる早苗の手を解く。

「せんべいはもうおしまい？」

「ああ。悪いが自分で食え」

「ぶぅ」

　孝太郎は膨れる早苗をその場に残し、キリハに近付いていく。するとキリハは着き替がえとタオルを孝太郎に手て渡わたした。それらは綺き麗れいに洗せん濯たくされ、丁てい寧ねいに折おり畳まれていた。

「そっちの畳んでないのでいいぞ」

「いいや、よくない」

　キリハは軽く微ほほ笑えむと、洗濯物を畳むのを再開する。

「でも、すぐに着るんだぞ？」

「そうだな。でも、畳んだものを持っていってくれ」

　そしてキリハは一つ一つ丁寧に洗濯物を畳んでいく。何気ない行こう為いだが、そこには深い愛情と思い遣やりが込められている。そんな彼女を前にすると、孝太郎は少々照てれ臭くさい気持ちにさせられていた。

　―――結けつ婚こんすると、こんな感じなのかな………。

　これまで殆ど想像した事がなかった、誰かと一緒にいる未来。キリハの姿からその気配を感じて、孝太郎は嬉うれしいような恥ずかしいような気持ちにさせられる。洗濯物を畳んで積み上げるように、当たり前の日々が積み重なっていく。孝太郎にとって、それは初めての感覚だった。

　―――父さんも、これを感じて母さんと結婚したのかな………。

　孝太郎は転勤で遠くにいる父の姿を思い出す。そしていつか、父が何な故ぜ母との結婚に踏み切きったのか、そのあたりの事を訊きいてみたいと思った。

「孝太郎？」

　ぼんやりとしている孝太郎を不思議に思い、キリハは洗濯物を畳む手を止めて孝太郎を見上げる。

「ん？　ああ、すまん。風呂に入ってくる」

「ゆっくりしてくるといい」

「ああ」

　それで我に返った孝太郎は、笑顔のキリハに見送られ、脱だつ衣い所じよへと消えていった。するとそれをきっかけに、大きな安あん堵どの息をつく人物がいた。

「ふぃ～～～………」

　それはゆりかだった。ゆりかは息を吐はき出すのと同時に、ばったりとちゃぶ台に倒たおれ込む。長い緊きん張ちようから解放され、ゆりかは全身を弛し緩かんさせていた。

「どうしたのゆりか。あんた最近変だよ？　………って、変なのは前からだけどさ。前以上に変というか」

　ゆりかの近くでテレビを見ていた早苗は、不思議そうにその顔を覗き込む。霊れい波が見える早苗には、ゆりかの感情の乱れが分かる。しばらく前から始まったその乱れを、早苗は不思議に思っていた。

「変ってぇ………おかしいのはみんなの方ですよぉ。どうしてこの大変な状じよう況きようで平気なんですかぁ～？」

　ゆりかはちゃぶ台に身体を預けたまま答える。彼かの女じよは本当に、困り果てていた。

「大変な状況って？」

「里見さんとぉ、一つ屋根の下でぇ、暮らしてる事ですよぉっ！」

　ゆりかの問題はそこに尽きた。今のゆりかには、どうしてもそこがうまく受け入れられなかった。

「なになに、ゆりか、あんた孝太郎にヒドイ事でもされたの？」

「このあいだの罰ばつゲームの、鼻に肩かた凝こりの塗ぬり薬ぐすりを塗られた件じゃろうか？」

「ああ、あれは辛つらそうでございましたね………」

「まぁ………酷ひどくてプロレス技止まりだろう」

「それともまさか、どぎついえっちけしからんやつ？」

「ちがいますぅっ、ちがいますぅっ！　それならもっと気楽でしたよぉ！」

　ゆりかにとっては、罰ゲームや欲望まみれの行為を受ける方が、今の状態よりもずっと対応は楽だった。

「では、何が問題なのじゃ？」

　一同の不思議そうな視線がゆりかに注がれる。彼女らにとっては、ゆりかの行動の方が奇妙だった。

「………ほっ、本当にわたしを大事にしてくれる人がぁ、毎日毎日一緒に居てくれてぇ、しかもわたしを必要だって思ってくれててぇっ、そっ、それがっ、女の子じゃないんですよぉっ!?」

　ゆりかにも友達だちはいる。孝太郎はもちろん、六畳間の少女達や、晴はる海みや師し匠しようのナナなどがそうだ。

　しかし自身のだらしなさを薄うす々うす自覚しているゆりかにとって、相手も自分も間ま違ちがいなく必要としあっていると確信できたのは、これが初めてだった。そして相手が男の子であるという事も問題だった。これまでゆりかは女の子としか親しくしてこなかったから。

　ゆりかは生まれて初めて、自分にとって友達以上の特別な男性の存在に気付いてしまった。そしてそれが近過ぎる場所に居る事に、戸と惑まどっていたのだった。

「そなたは………馬ば鹿かか？」

　ティアは辛しん辣らつだった。

「言い過ぎでございますよ、殿でん下か。わたくしと殿下のように、下地があった訳ではないのですから」

「そうはいってものう………」

　ティアには長く信しん頼らい関係で結ばれたルースという他人が常に傍にいるので、そういう相手との付き合いはよく分かっていた。だからバレンタインデーに自身の気持ちに結論が出て以降は、大きな混乱はなかった。

　―――気持ちは分からないではないのじゃがのう………。

　ティアは、今のゆりかの混乱は、姿を消していた孝太郎が帰ってきた直後のティアと似たようなものだと考えている。あの時のティアは初めて自分の気持ちを自覚した上、その相手が消えたり戻ってきたりした事で、大きく動どう揺ようしていた。だからゆりかの気持ちは分からなくはなかった。

　しかしゆりかの現状は、ティアには既すでに『ティアにとってのバレンタインデー』が終わっているように見える。だからティアは、ゆりかにあまり同情出来なかった。

「そんなに孝太郎と一緒が嫌いやなら逃げれば良いのに。あんた、得意じゃない？」

　早苗は首を傾げている。

　好きなら好き、嫌きらいなら嫌いという、素す直なおで真まっ直すぐな性格の早苗には、ゆりかの感情は理解出来ないものだった。

「嫌だったらとっくに逃げてますよぉっ!!　嫌じゃないから困ってるんじゃないですかぁっ!!」

　今のゆりかは、孝太郎と一緒に居たいと思っていた。

　冷静にこれまでの日々を思い返してみると、この一年は幸せだった事に気付かされる。初めの数すうヶか月げつこそ混乱状態だったが、ここ数ヶ月はまるで穏おだやかな日ひ溜だまりの中で暮らしているかのようだった。その中心にいる孝太郎を、ゆりかが嫌う筈はずがない。むしろその逆に、孝太郎に嫌われたくないから困っていた。普段通りの自分では孝太郎を落らく胆たんさせまいか。けれど、もっとちゃんとした自分や、可愛い自分を見せるには、どうしたらいいのかが分からない。結果的にゆりかは、逃げたくないのに逃げたいという、拷ごう問もんのような状況に置かれていた。

「………ゆりかちゃんってさ、里見君と考え方が似てるのよね。自分が誰かに好きになって貰える筈がないって。そんな筈ないじゃない」

　先さき程ほど少し話をして事情を知っている静香は、楽しそうだった。静香が大好物なのは、こういう前向きなゴシップなのだ。静香はこういう幸せな話を、ずっと聞いていたかった。あるいは両親の不在が、彼女にそうさせるのかもしれなかった。
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「里見孝太郎は、普段の汝を必要としている。変に構えずに、普段通りにしていればいいのだ」

　孝太郎の性格を誰よりも正しく理解しているキリハにとっては、ゆりかの姿は微笑ましいものだった。必要のない事に一いつ喜き一いち憂ゆうし、より良い関係を求めて試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえす。キリハはそれが人の絆きずなの素す晴ばらしさだと思うから、ゆりかを優しく見守るだけで、過か剰じような介かい入にゆうは避さけていた。

「本当にぃっ、それで大丈夫なんですかぁっ!?　変な女の子だって思われませんかねぇっ!?」

　ゆりかには自信がない。

　普段の自分が必要とされているのは分かるが、女の子としての評価は下がりっぱなしなのではないかという危き惧ぐがあった。自分を必要としてくれる人には、女の子としても高く評価して欲ほしい。それがゆりかを困らせる最大の問題だった。

『自信を持つホー！　ゆりかちゃんの世話を焼くのは楽しいホー！』

『大丈夫だホー、ダメな子ほどかわいいって言うホー！』

「それじゃあ駄目なんですよぉっ!!　ああぁぁぁああぁぁぁっ………」

　ゆりかは埴はに輪わ達たちのフォローを聞くと、再びちゃぶ台に倒れ込む。問題は何も解決していない。このままでは何の対策もないままに、孝太郎が風呂から戻ってきてしまう。ゆりかは再び頭を悩なやませはじめた。

「まあその………なんだ。頑張れ。………行くぞ、ルース」

　そんなゆりかを尻しり目めに、ティアが席を立った。そして部屋の一番奥おく、『青騎き士し』へ繋つながるゲートへ向かう。

「もうよろしいのですか、殿下？」

　ルースはすぐにティアの後を追ったが、帰って寝るにはまだ少し早い時間だったから、ティアの意図が気になっていた。するとティアは声をひそめ、ルースにだけ聞こえるようにこう答えた。

「………人のぬくもりは多い方が良い。特にあやつの場合はの………」

　ティアはゆりかに時間を与あたえてやるつもりだった。一人で考える時間、そして孝太郎と二人の時間、その両方を。そしてそれが将来的には誰の為にもなると、ティアは考えていたのだ。

「なるほど。それは素晴らしいお考えです」

「当然じゃ。わらわは独裁者ではない」

「はい。それでは皆みな様さま、また明日」

「ああっ!?　待ってぇっ、ティアちゃんっ、ルースさんっ!!」

　そうして二人は一〇六号室を去っていった。呼び止めようとするゆりかの言葉には、一いつ切さい耳を貸さなかった。

「それじゃ、私も帰ろうかな」

「………大変って言うから、何事かと思えばもう………こっちはいちいち家まで身体を運ばなきゃいけないんだから………」

「カラマ、コラマ、今日はこの部屋の監かん視しはいい。二人だけにしてやれ。その分、外の監視を増やす」

『分かったホー』

『姐あねさんは粋いきだホー！』

　ティアの意図を悟さとり、他の少女達も次々と席を立つ。

「ああっ、みんないかないでーっ!!」

　このままではすぐに孝太郎と二人きりになる。だが、ゆりかには逃にげ場がない。押し入れに飛び込んで布ふ団とんを被かぶってしまう事も考えたが、それはそれで無様な気がして、ゆりかにはそれをする事が出来なかった。孝太郎が風呂に入れとふすまを開ける事は目に見えていたから。

「おねがいしますぅっ、私をひとりにしないでぇー!!」

　ゆりかは手近にいた静香の胴どう体たいにしがみついて、帰らせまいとする。一人きりで孝太郎と向き合うのは拷問のようなもの。ゆりかは必死だった。

「ゆりかちゃん、明日どうなったのか教えてね？」

「きゃあぁああぁぁぁっ!?」

　しかし静香は何気なく関節を極きめてゆりかを畳に転がすと、何事もなかったかのように部屋を出ていってしまう。ゆりかが慌てて起き上がった頃には、少女達は全員一〇六号室から姿を消してしまっていた。残ったのは六畳間にいるゆりか、そして風ふ呂ろ場ばにいる孝太郎の二人だけだった。

「うあぁ、ああ、はうあぁああぁぁぁ～～」

　ゆりかは玄げん関かんに向かって手を伸ばしたまま途と方ほうに暮れる。

　―――こっ、こんな事ならっ、もっとちゃんとした女の子になれるようにっ、日ひ頃ごろからもっと頑張っておくべきだったっ！

　どうせ自分なんか誰からも好かれないだろう、ゆりかはずっとそう思っていた。晴海やナナが親しくしてくれたのは、相手が特別に優しいからだと思っていた。だが、現実は違ちがった。六畳間の少女達はゆりかを好きになり、孝太郎もゆりかを必要としてくれた。

　何故そうなったのか、ゆりかには分からない。分からないからこそ、何か特別な事をしなければ嫌われてしまうと焦あせるのだ。だからゆりかは今、全く必要のない事を、際限なく繰り返している。少女達がさっさと帰ってしまったのは、どう転んでも状況が悪くならない事を知っていたからなのだった。

　―――逃げないとぉっ！　でもどこへっ!?　ここが一番心休まる場所なのにっ!?　じゃっ、じゃあせめて外見をもう少し………って洗面所は駄目ですぅっ、ガラス一枚向こうに里見さんがいるぅっ!!　だっ、だったらお茶でも入れておく………ってっ、お茶ってどう淹いれるんですかぁっ!?　教えてキリハさぁぁぁぁんっ!!　じゃあじゃあ、勉強してるふりとかぁ!?　こっ、これも駄目ですぅっ、間違いだらけの問題集はっ、里見さんには見せられないぃぃいぃっ!!

　ゆりかは畳の上を転がり回りながら、答えのない自問自答を繰り返す。そしてそんな事をしていれば、当然のように時間はあっという間に過ぎていってしまう。

「たっ、助けてぇっ、里見さぁんっ！　違った、問題は里見さんだったぁっ！　いやああぁぁぁっ、どうしたらいいのぉっ!?」

「………俺おれが何だって？」

　そんな時、頭をバスタオルで拭ふきながら、孝太郎が脱だつ衣い所から出て来た。ゆりかは相変わらず畳の上をごろごろと転がっていたが、孝太郎はさほど不自然には思わなかった。そのまま孝太郎はキッチンの冷蔵庫に近付くと、麦茶の入ったボトルを引っ張り出だし、コップに注ぎ始める。

「なっ、なんでもありませんっ、なんでもっ」

　ゆりかが慌てて首を横に振ふると、孝太郎は手にボトルとコップを持ったまま、六畳間に顔を出した。

「あれ？　みんなはもう帰ったのか？」

　孝太郎は自分だけが麦茶を飲むのはどうかと思ったので、部屋の人間を確かく認にんしてみたのだが、そこにはゆりかの姿しか見当たらなかった。

「はっ、はいっ、先程っ！」

「そっか」

　ゆりかだけなら確かめるまでもない。孝太郎はゆりかの分のコップを用意すると、そこに麦茶を注ぐ。食くいしん坊ぼうのゆりかだから、ノーという答えは無い筈だった。

「ゆりか、甘あまいのとそうじゃないのとどっちが良い？」

　続いて孝太郎はキッチンの戸と棚だなを開け、買い置きのお菓か子しを選び始める。

「あっ、甘いのとそうじゃないのですかぁっ!?」

　ゆりかの位置からでは、六畳間の外にいる孝太郎の姿が見えない。だから彼女は、孝太郎の言葉をお菓子の事とは受け止めなかった。

　―――甘いのとそうじゃないのってっ、どっ、どっ、どういう意味だろうっ!?　お風呂から出た男の子がそういうのを言う時って、それはつまりキ、キ、キ………。

　突然の孝太郎の登場で更に混乱していたゆりかは、完全に孝太郎の言葉を誤解した。だから彼女はこんな風に答えた。

「………はっ、激しいのよりは、そのぉっ、あっ、甘いのが、良いですぅ………は、初めてですからぁ………」

　ゆりかは顔から湯気が出そうな気分だった。その心臓は高鳴り爆ばく発はつ寸前。頭の中は真っ白で、もはや何が何やら訳が分からない。おかげでゆりかは自分の発想が飛ひ躍やくしている事にも、全く気付いていなかった。

「分かった、甘いのな」

「………」

　ゆりかは何も答えず、頭の中でこれから起こる事のシミュレーションを始める。

　強ごう引いんにされるパターン、逆に強引にするパターン。そっと目を閉じて受け身に回るパターン、目を閉じろと優しく囁かれるパターン。

　少女漫まん画がによる予習は完かん璧ぺきで、孝太郎が部屋にやってくるまでにゆりかが頭の中で行ったシミュレーションは実に十三パターンに及およんだ。おかげでゆりかの頭の中には、確固たるイメージが出来上がっていた。

　そのイメージとは、ゆりかと孝太郎が唇くちびるを合わせている姿。

　―――わ、私ぃっ、これから里見さんとキスするんだぁっ!!　うわあっ、うわあぁぁぁあああぁぁぁっ!!

　それはただの妄もう想そうであるにもかかわらず、ゆりかにとっては間近に迫せまったリアリティのある未来だった。そして今日がキスなら、明日は？　明後日は？　ゆりかの頭の中で、最近とみに過激になっている少女漫画的な将来像が次々と展開されていった。

「ほまえ、らにやってるんら？」

　そんなゆりかの妄想も露つゆ知らず、孝太郎は両手に一つずつコップを、口にはあんドーナツの袋を咥えて彼女のところへやってきた。

「あっ………」

　するとゆりかの視線が自然と孝太郎の口元に吸い寄せられ、そこに咥えられているあんドーナツの袋が目に入る。その瞬間、ゆりかは自分がとんでもない勘かん違ちがいをしていた事に気が付いた。

「そっ、そうですよねっ、そうに決まってますよねっ！　お菓子っ！　甘いお菓子っ！　ふっ、普ふ通つうはそうですよねぇっ！」

　ゆりかは真っ赤な顔のまま、誰にともなく言い訳を始める。自分の勘違いが恥はずかしくて仕方がない。穴があったら入りたいぐらいだが、不幸にしてこの部屋には穴なんて一つもなかった。

「何の話だ？」

　麦茶とあんドーナツをちゃぶ台に置き、孝太郎はゆりかを見る。

「あはっ、あはっ、あはははははははっ」

　孝太郎の視線の先で、ゆりかは何故か真っ赤な顔をして、必死に誤ご魔ま化かし笑いを続けていた。それを見た孝太郎は、次し第だいに不安を感じ始める。

「お前………本当に大丈夫か？」

「ふえっ？」

　ずっと赤いままの顔、続く奇妙な言動。孝太郎はゆりかが風か邪ぜを引いて、熱でもあるんじゃないかと考えた。そう考えると、これまでの彼女の奇妙な行動にも納なつ得とくがいった。

「ゆりか、ちょっと顔をこっちに」

　孝太郎はそう言うと、真しん剣けんな眼まな差ざしでゆりかに近付いていく。

　―――顔をこっちにって、そっ、それはまさかっ………ほんとうにぃっ!?

　一度は消きえ失うせた妄想が、再び首をもたげる。そんな筈はないのだが、動転したゆりかにはそうとしか思えなかった。

「あ、あの、あのあのぉ………優しく、して、下さいね………？」

　ゆりかは近付いてくる孝太郎の方に顔を向けると、そっと目を閉じる。

「心配するな、叩たたく訳じゃなし」

「ふぁい………」

　自分には当分訪おとずれる事はないだろうと思っていたファーストキス。

　―――やっぱり、ほんとうに………わたし………キス、しちゃうんだぁ………。

　ゆりかは夢見心地でその時を待っていた。

「ふぅむ、別に熱はないようだな」

「ふあぁあっ!?」

　だが、当然のように孝太郎の手がゆりかの額に押し当あてられ、彼女はまたしても自分の勘違いを悟った。

「いやあぁぁあぁぁっ、だめだめぇぇっ、もおだめぇっ、こんなの絶対に無理ですぅぅぅっ!!」

　ゆりかは全ぜん裸らに剥むかれたって、この時ほど恥ずかしくはなかっただろう。そんな一方的な泥どろ沼ぬま状態に耐たえかね、ゆりかは飛び上がるようにして立ち上がると、六畳間を飛び出していった。残された孝太郎は、ゆりかの突とつ然ぜんの行動に面食らい、立たち竦すくむ。

「ゆりかっ、お前本当にどうしたっ!?」

　この時のゆりかの動きはいつになく素早く、孝太郎に出来た事は飛び出していく彼女の背中に疑問の言葉を投げかける事ぐらいだった。

「お風呂っ、そうっ、寝る前にお風呂に入ってきますぅっ!!」

　こうしてゆりかは、彼女に残された唯ゆい一いつの聖域、お風呂へと逃げ込んだ。

　そして彼女はそこで、ようやく気が付いた。

　―――どうしようっ、どうしようっ、どうしようっ！　わっ、わたしぃっ、大好きな男の子とっ、同どう棲せいしてるんだぁっ!!

　それは一年前に気付いていい筈の、ごくごく当たり前の事実だった。










　気が付くと、ゆりかは六畳間の天てん井じようを見上げていた。

「あれぇ………？」

　ゆりかは直前まで何をしていたのかがすぐには思い出せず、呆ぼう然ぜんと天井の木目を眺ながめ続ける。そして時間の経過と共に、少しずつ周囲の様子が彼女の意識に届き始めた。

『続いて野球の話題です。開幕直後から早くも大混戦の様相を呈ていして………』

　最初に聞こえてきたのはテレビのニュース。女性のアナウンサーがニュースを読んでいる声が聞こえた。それでゆりかは、自分以外の誰かが部屋にいる事を知った。ゆりかはニュースを見ないのだ。

　ぱたぱたぱた

　続いて感じたのは風。あまり強くない優しい風だが、浴びていると火ほ照てった身体に心ここ地ち良よい。そのまましばらく風を浴びていたゆりかだったが、やがて何の気はなしに風の来る方向に目を向けた。

「………さとみさんらぁ………」

　視界の中には一人の少年の姿があった。その少年は団扇うちわを手にしている。ゆりかに送られてきていた風は、その少年が団扇であおいだものだった。

「………んふ、んふふ………」

　ゆりかはその少年が大好きだったから、その姿を見ているだけで嬉しくなる。ゆりかは起おき抜ぬけのぼんやりとした意識のまま、少年の姿を眺めて微笑んでいた。

「起きたのか、ゆりか」

　するとゆりかの小さな笑い声を耳にして、その少年が彼女の顔を覗のぞき込む。

「お前、大丈夫か？」

　どこか心配そうな、しかし優しい瞳ひとみ。

　―――しんぱい、してくれたんだな、さとみさん………。

　それを見たゆりかは申し訳ない気持ちにさせられる。しかしその反面、心配して貰もらえる事が嬉しくもあった。だからゆりかは、この少年を安心させてあげたいと思った。そこでゆりかは、自分がどういう状況にあるのかを考え始めた。

　―――ええとぉ、真ま希きちゃんと戦ったんだっけ？　それとも他ほかのダークネスレインボゥ？　ティアちゃんの敵が来た？　早苗ちゃんの身体だっけ？

　少年がゆりかを本気で心配してくれるのは、大半がそうした危機の中での事だった。そういう時には怪け我がをしている事も多い。しかし幸いな事に、ゆりかの身体にはおかしな部分は見当たらなかった。

「平気ですぅ、平気ぃ………なんともありませぇん………」

　ゆりかは自分の無事を確認すると、少年に笑いかける。

　―――大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから………心配しないで、私はずっと一いつ緒しよですから………。

　そんなゆりかの想おもいが通じたのか、少年の瞳からは心配そうな色が抜け、優しい光だけが残った。ゆりかはそれに満足すると、そのまま少年を見つめ続ける。ずっとこのままでいたいと願いながら。

「そうか………それはよかった。びっくりしたんだぞ？　お前にしては珍めずらしく長なが風ぶ呂ろだと思っていたら、風呂場から突とつ然ぜん凄すごい音が聞こえてきてさ」

「おふろ？　あ、あれ………？」

　その言葉をきっかけに、ゆりかの頭が急速に働き始める。寝ね起おきのぼんやりとした感覚が消え、普ふ段だんのはっきりとした思考へ切り替かわる。

「それで慌あわてて見に行ったら、お前が風呂場で倒れててさ………」

「あっ、そっ、そういえば………」

　そこでゆりかは自分に何が起きたのかを思い出した。

　目の前の少年―――孝太郎から逃げ出して風呂場へ飛び込んだゆりかだったが、いつまでも外に出る事が出来ず、そのままのぼせてしまった。これはまずいと急に立ち上がったのもまずかった。ゆりかは途と端たんに身体のバランスを崩くずした。

　ゆりかが覚えているのはそこまで。彼女は倒れた拍ひよう子しに意識を失ったのだった。

「………里見さんが運んでくれたんですね？」

「ああ。それで今、ようやくお前が起きてくれた訳さ」

「そうでしたか………すみません、御ご心しん配ぱいをおかけしました………」

「そのまましばらく寝てろよ。おでこに大きなこぶがあるからさ」

「はい………」

　ゆりかは手を動かし、額に触ふれてみる。するとそこには濡ぬれたタオルが乗っていた。そしてタオルに触れた時に、僅わずかに額が痛む。風呂場で倒れた拍子に、何ど処こかへぶつけて出来たこぶだった。

「気持ち悪かったりしたら、我が慢まんしないで言うんだぞ？」

「あはは、私ってちっとも我慢しないじゃないですかぁ」

「いいや。お前は一番大事な時だけは我慢しちまう奴やつだ」

　孝太郎はそう言いながらゆりかの額のタオルを取り替える。新しいタオルはひんやりと冷たい。しかしその感覚を忘れさせるほど、ゆりかは孝太郎の言葉から大きな衝しよう撃げきを受けていた。やがてその衝撃は、身み震ぶるいするような深い喜びへと変化していく。

　―――わ、私ぃ………この人と一緒なら、この人の為ためになら、きっと………何でも出来る………。

　孝太郎はゆりかの悪い部分を知っていてなお、こうした言葉をかけてくれる。ゆりかはこれまで、こういう人間に出会った事がなかった。あるいは、こういう人間は居ないと最初から決めつけていたのかもしれない。だが実際はそうではなく、悪い部分も良い部分も受け入れて貰えた。だからこの時ゆりかは、声を上げて泣き出したい気分だった。しかしそれをぐっとこらえ、彼女は孝太郎に笑いかけた。

「………そんなに、我が慢まん強づよく、見えますかぁ？」

「我慢強いというより、馬鹿なんだろう」

「馬鹿………」

　それはこれまでであれば、納得できずに抗こう議ぎした筈の言葉だった。しかしこの時のゆりかは、不思議なぐらいその言葉を素直に受け入れる事が出来た。ゆりかはそんな自分が不思議だったが、おかしいとは思わなかった。

「多分、そうなんだと思います。馬鹿は………自信が、あります、から………」

「どうした？　痛むのか？」

　ゆりかはもう、上う手まく感情を抑おさえ切れなかった。その一部が、涙なみだとなって零こぼれ落おちる。孝太郎はそれを見てゆりかが頭を打っている事を思い出し、僅かに身を乗り出した。

「いいえ」

　ゆりかは軽く首を振る。

「ただ………里見さんは、私の事をよく分かってるんだなって思って………それが、嬉しくなって………」

　そしてゆりかは、ごく自然に素直な気持ちを明かした。

　風呂へ向かう前までは、ゆりかは恥ずかしくて、話すどころか、まともに孝太郎の顔が見られなかった。だが、今は違う。ゆりかの胸の奥で、何かが切り替わっていた。それが何なのかははっきりとしない。しかし今、ゆりかの胸は高鳴っている。さっきまでの乱雑なそれとは違う。その鼓こ動どうはゆりかと孝太郎の気持ちを、彼女の身体全体に正しく行いき渡わたらせていた。

「そ、そうか………」

　この時、恥ずかしくなっていたのは、むしろ孝太郎の方だった。

　―――なんだろう………今日に限って、やたらとその………ゆりかが女の子に見える、というか、これは可か愛わいい………のか？

　微笑むゆりかを見ていると、孝太郎の心臓の鼓動が早くなっていく。これまで感じた事のない感情。重要な局面で、彼女へ向ける信頼の感情とは明らかに違っている。孝太郎の胸の奥でも、何かが切り替わった瞬しゆん間かんだった。

「………」

「………」

　不意に双そう方ほうの言葉が途と切ぎれる。だがこれまでとは違って、どちらもこの状況に困ってはいない。少しばかり照れ臭い気持ちを抱かかえてはいたが、双方共にこの沈ちん黙もくに安らいだ気持ちを感じていた。そのまま時間が過ぎ、額のタオルが僅かにぬるくなった頃ころ、ゆりかはそっと身体を起こした。

「あの………一つ、訊いてもいいですか？」

　ゆりかはそう言いながら、自分の身体を順番に眺めていく。ゆりかの身体は、彼女の愛用している柔やわらかな生き地じで作られたパジャマに包まれていた。

「ん？　ああ、いいぞ」

　孝太郎は頷うなずきながらゆりかからタオルを受け取り、洗面器の水で洗う。

「じゃあ………」

　ゆりかはそこで僅かに頬ほおを赤らめる。ゆりかが口にしようとしているのは、訊いてみたい事ではあったが、訊くには勇気のいる事だった。そしてゆりかは、気持ちが重なっていると感じられる今この瞬間しか、訊く機会はないと思った。だから彼女は、精せい一いつ杯ぱいの勇気を言葉に込める。

「里見さんが………私をお風呂からここへ………運んでくれた、んですよね？」

「そうだ」

　ぱしゃ

　孝太郎の手が止まる。

「それで………服を着せてくれたんですよね………？」

「………ああ」

　孝太郎の返事が僅かに遅おくれる。ここで孝太郎は、ゆりかが何を言わんとしているのかに気付いた。そしてその気配を察し、ゆりかは更さらに顔を赤く染める。

「じゃ、じゃあ………見ました………よね？　そのぉ、私の、はだ、か………」

　ゆりかは精一杯の勇気を込めたが、それでも最後の方は声が小さくなってしまう。そして同時に俯うつむく。ゆりかは目だけを上げて、孝太郎の様子を窺うかがっていた。

「悪かったよ。どうしても必要だったから………なるべく早く忘れるようにする」

　いくら性格的な欠点のある孝太郎でも、裸はだかを見られる事が女の子にとって恥ずかしい事であるのは理解している。だからここは素直に頭を下げた。荒あら立だてず、そっと通り過ぎるべき話題だと判断したのだ。

「いえ………そういうことじゃなくて………」

　ゆりかは小さく首を横に振る。

「えっ？」

　この時のゆりかの反応は、孝太郎の予想外のものだった。驚おどろいた孝太郎は、思わず目を丸くする。

「悪かった以外の感想は、ないのかな………なんて………思ってみたりして………」

「そ、そいつは………」

　続けてゆりかが口にした言葉は、孝太郎を更に驚かせた。孝太郎は言葉を失い、何も言う事が出来なかった。

　ゆりかにとって、孝太郎が善意でゆりかの裸を見てしまった事は承知の上だった。かつてのゆりかなら、それだけで良かっただろう。だが、今は違う。今はむしろそこに、一ひと握にぎりでいいから、別の感情が混じっていて欲しかった。恥ずかしいのは当然。穴があったら入りたい。しかしゆりかは孝太郎に、女の子としてのゆりかに、興味を持って欲しかったのだ。

「どう………ですか？　なんにも………その、感じませんでしたか？」

「俺は―――」

　特に何も感じなかった。

　自然とそう答えようとしたが、孝太郎はその寸前で一いつ旦たん口を閉じた。

　―――待った、この答えは本当に正解か？

　裸を見た女性に対して、特に何の感情も持たなかった。確かに一いつ般ぱん的てきにはそれで正解である筈だった。しかし今の孝太郎とゆりかの間でもそれは正解なのか？　孝太郎はそこに疑問を抱いだいた。

　孝太郎自身の性格上の問題は、侵しん略りやく者しやの少女達に指し摘てきされた通りだった。そしてそれが原因で、お見合いの時にはルースを悲しませ、早苗が記き憶おくを失った時には回復を望まなかった。それらと同じように、この答えはゆりかを拒きよ絶ぜつしていないだろうか？　正し過ぎる答えは、身近な人間には冷たい答えなのではないだろうか？

　そう思い至った孝太郎は、少しだけ、これまでとは違う答えを出した。

「その………綺き麗れいだったと、思うよ………」

　具体的な事を言うとやり過ぎに思えた。何も見ていないというのもおかしい。

　抽ちゆう象しよう的てきな表現に留とどまるが、これが今の孝太郎が口に出来る精一杯の感想だった。

「そ、そうでしたか………」

　するとゆりかの顔が持ち上がり、その羞しゆう恥ちの表情に僅かだが喜びの感情が混じる。それを見た孝太郎は、自分の判断が正しかった事を感じ取った。

　―――ゆりか達になら、少しは自分の感情を明かしても良いんだよな………。

　孝太郎はこの時、そんな当たり前の事に改めて気付かされていた。
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「あとはその、ノーコメントで………」

「自分から訊きいておいてなんですけどぉ………そうして貰えると助かりますぅ………」

　再び、二人の間に沈黙が訪れる。先程より更に恥ずかしいし、胸は高鳴るのだが、居い心ごこ地ちは決して悪くない。だから孝太郎とゆりかはその感覚に逆らわず、そのままただ流れていく時間に身を任せていた。

　ガタッ

「きゃあっ!?」

「おわっ!?」

　しかしある時、上の階―――静香の部屋から物音が聞こえて来た。それは静香が荷物を倒たおしてしまっただけのよくある音だったのだが、孝太郎とゆりかはまるで静香に突然間へ割って入られたかのような気分を味わっていた。

「あ、え、えと、それでなんでしたっけ」

「そっ、そうだっ、俺にもゆりかに話があったんだったっ」

　物音を聞いた瞬間から、二人の間にあった穏やかで優やさしい空気が、普段の二人のものへと変化していく。一いつ旦たん静香の存在を意識してしまうと、なかなか特別な空気には戻もどれなかった。

「ゆりか、ちょっとこれを見てくれ」

「なんですかぁ、これぇ………」

　孝太郎は少し早口に話しながら、ゆりかの前に数冊のパンフレットを並べていく。それらの表紙は、どれも角ばった大きな建物の写真が使われていた。

「大学のパンフレットだ。今日、先生から貰って来たんだ」

「だいがく………？」

　孝太郎が見せたパンフレットは、全すべて近きん隣りんの大学の入学案内だった。孝太郎はこれをゆりかに見せたくて、進学指導を担当する先生から貰ってきたのだ。

「実はこの間の研究会の時に、桜庭さくらば先せん輩ぱいの進学の話になったんだ。先輩って、もう三年生だろう？」

「そういえばそうですねぇ………」

　ゆりか達は二年生になった。その一年先輩の晴海は三年生だから、今年受験が控ひかえているのだ。

「それで進学についてああでもない、こうでもないって話しているうちにだな、段々お前の進路が心配になってな。それでこれを貰って来たんだ」

「私の、進路………」

　ゆりかは呆然とした様子で、パンフレットの表紙に触れる。

　―――そんなこと、考えた事もなかったな………。

　それは彼かの女じよが無計画だったからではない。魔ま法ほう少女として戦う彼女には、最初から大学へ行こうという発想が無かったのだ。一〇六号室の問題に決着がついたら、次の任務がこの街である可能性はさほど高くはない。だから任務の為にもぐりこんだ高校が終わるからといって、大学へ行こうという発想は出て来ないのだ。

「ゆりか、先生が言うには、お前の成績でも、今から二年間頑がん張ばれば、この辺りの大学までは射程距きよ離りらしい。お前はどこへ行きたい？」

　ゆりかの成績は常に、落第ギリギリを低空飛行し続けている。

　だが孝太郎がパンフレットを貰ってきた大学はどれも、そんなゆりかの学力でも、今から勉強を始めれば入学できる範はん囲いのものだった。もちろんこれまでがこれまでなので、大変な努力が必要になるのだが。

「きゅ、急にそんなことを言われても………」

　ゆりかには決められない。

　ゆりかが大学進学というものを明確に意識したのは、この時が初めてだった。そんなゆりかのヒントになるように、孝太郎は話を続けた。

「ちなみに桜庭先輩はこれだ。吉きつ祥しよう大学。先輩の学力だと鼻歌交じりらしいが、健康面の心配もあって吉祥大らしい。お前だと難関だぞ。だからもしお前が、桜庭先輩と同じ大学に行きたいなら、今から勉強を始めないと手て遅おくれになる」

　吉祥大は、吉祥市と春風市の合がつ併ぺい前から地元にある総合大学だった。入学の難易度は中の上といったところ。優等生の晴海にとっては、何の苦労もせずに入れる大学だ。だが彼女は生まれ付き身体が弱いので、かかりつけの病院が近いこの大学が最有力の選せん択たく肢しとなっていた。

　そして晴海とゆりかは親友同士なので、孝太郎はゆりかにとってもこの大学は魅み力りよく的てきな選択肢となるだろうと考えていた。

「桜庭先輩は吉祥大学………」

　ゆりかはそう呟つぶやきながら、吉祥大のパンフレットを手に取った。

　―――私が………大学へ行く………？

　ナナの代わりに魔法少女となった日から、ゆりかは自分がまともな人生を歩む事はないだろうと考えていた。春風高校に入ったのだって、孝太郎を一〇六号室から追い出す為の嫌いやがらせでしかなかった。そんな彼女の前に、突然まともな人生の選択肢が姿を現した。だからゆりかにはまだ、この事に対する実感が湧わかなかった。

「里見さんは、どの大学へ行くんですか？」

　もう少し考える手て掛がかりが欲しかったゆりかは、孝太郎に志望校を尋たずねた。

「俺は普通に地元の吉祥大か春風工大だな。お前と一緒で、入れるかどうかは微び妙みようなんだが」

　孝太郎の志望校は吉祥大と春風工大。だがこれまでの孝太郎の志望校は、そのどちらでもなかった。この街かどうかは関係なく、単純に自分の成績に合った大学に入るつもりでいたのだ。

　しかし最近になって、孝太郎は友達の住んでいる街に残る努力をしてみようと思うようになった。これは早苗の事件に絡からんで、呼び起こされた感情だった。

「頑張って吉祥大を目指して、それでも駄だ目めだったら少し落として春風工大って感じだ。春工は有名な野球部があるから、俺としてはどっちになっても損はないな」

　春風工大は旧春風市にある工業大学で、入学の難易度は中の中。スポーツが盛んな大学なので孝太郎には魅力的だが、吉祥大よりも幾いくらか遠い。その為、孝太郎にとっては吉祥大と春風工大は同じくらい魅力的だ。そして難しい吉祥大を目指して勉強しておけば、春風工大へは楽に入れるようになる。その為、今の孝太郎の志望校は吉祥大の方だった。

「里見さんも吉祥大へ………」

「お前はどうする？」

「………私は、その………考えた事もなかったです………」

　ゆりかは素す直なおに迷いを吐と露ろする。ゆりかにはまだ、自分の気持ちが分からなかった。

「じゃあ、少し考えてみるといい」

「はい………」

　孝太郎に促うながされ、ゆりかは再びパンフレットに目を向ける。その表紙に写る、白はく亜あの学舎。それを見つめながら、ゆりかはそこへ通う自分の姿を想像する。思おもい浮うかんだのは、ゆりかと晴海、そして孝太郎が三人で一緒に校門をくぐる姿。それはゆりかにとって、夢のような光景だった。

　しばらくそうして考え込んでいたゆりかだったが、やがて孝太郎に顔を向けた。

「あの、里見さん、一つ訊いても良いですか？」

「ああ」

「里見さんは………私はどうしたらいいと思ってますか？　志望校だけでなく、大学に行くかどうかも含ふくめて………」

　ゆりかはまだ踏ふん切ぎりがつかない。臆おく病びような彼女だから、新しい未来へ向かうには勇気がいる。しかもそれは、かつて手放した筈はずの未来。ゆりかには自分だけでは決められなかった。

「基本的にはお前が決める事だと思う」

　孝太郎の答えは、ルースに見合いの事を尋ねられた時と同じだった。これはあくまでゆりかの意思が尊重されるべき問題なのだ。だが、今回はそれだけでは終わらなかった。

「ただ、お前が自じ堕だ落らくに暮らすよりは、大学へ行くといいと思う。そしてどこか遠くへ行ってしまうよりは、顔の見える生活がいい。その方が楽しいだろうからな」

　一〇六号室に絡んだ騒そう動どうが終息しても、楽しい毎日が続く。これまではそうなる事を望んで来なかった。期待しても駄目だろうという思いがあった。けれどそれを望む人達がいる。そして、ゆりかもそうかもしれない。だとしたら、孝太郎もそれを望むべきではないか。その意思を示すべきではないか。この時孝太郎は、後ろ向きになりがちな考えを抑えて、ゆりかの未来に期待していたのだった。

「………さとみさん………」

　ゆりかは孝太郎の過去を知っている。そして、それに対してキリハが語った解かい釈しやくも。おかげでゆりかには、この時に孝太郎の胸の内で何が起こっているのかが分かっていた。

　―――守ってあげたい、な………。

　母親を失った事で未来を諦あきらめた魂たましいが、懸けん命めいに明るい未来を模も索さくしていた。だからゆりかは思う。この傷付いた小さな魂を、自分が守ってあげたいと。

　―――そしてさとみさんも、私の事を守ってくれるなら………。

　ゆりかは魔法が使えるが、万ばん能のうではない。どれだけ大きな力があろうとも、心は普通の女の子なのだ。ひとりぼっちで戦うのは辛い。そして寂さびしい。そんな時に、傍に誰だれかがいてくれれば。それがあたたかい人であれば、ゆりかはずっと頑張っていけるような気がしていた。

　そして何より、誰かと支え合う事は、素す晴ばらしい事だと思うから。

「私………吉祥大へ行きたいです。里見さんや桜庭先輩と一緒に………大学へ通いたいです」

　だからゆりかは大学へ行きたいと思った。孝太郎や晴海と支え合って、笑い合って、生きて行きたいと思った。もちろん、侵略者の少女達とも。今のゆりかには、そういう未来が、素晴らしいものだと思えた。

「だって私、里見さんや桜庭先輩、そしてみんなが、大好きだから………」

　それはゆりかにとって、生まれて初めての全力の求愛だった。

　ずっと楽しく暮らしていきたかった。孝太郎だけでなく、みんなも大好きだった。だから誰にだって、ずっと傍にいて欲ほしかった。

　それは彼女が関かかわる人々全てに対する、大きな愛情の表明だ。そしてそれは、一年前の彼女には決定的に不足していたもの。一年もの長い月日をかけて、ゆりかは魔法少女に必要な資質を、手に入れたのだった。

「そうか………それは良かった………」

　孝太郎は軽く目を細めると、ゆりかに頷く。孝太郎はゆりかの選せん択たくを嬉うれしいと思っていた。そして同じぐらい安あん堵どしていた。ゆりかは卒業しても居なくならないのだ。

「えへへ………」

　ゆりかはその大きな瞳を潤うるませ、照てれ臭くさそうに微ほほ笑えむ。

　一番大好きな人に、一緒に居て欲しいと言って貰えた。そして一緒に居たいという気持ちを告げたら、喜んで貰えた。ゆりかにとって、こんなに嬉しい事はなかった。生まれてきて良かったと、ここへやってきて良かったと、心の底から思う事ができた。

「だったらゆりか、こっちに来てくれ」

　孝太郎はパンフレットを片付け、ゆりかに手招きする。

「は、はいぃ………」

　ゆりかは頬を紅潮させ、瞳を潤ませたまま、這はうようにして孝太郎に近付いてく。

　―――さっきは、勘違いだったけど………今度は………こんどは、まちがい、ないよ、ね………？

　ゆりかを見つめる孝太郎の瞳は優しい。そして互たがいを大事に思っている事も知っている。その感情を直接確認する時が来た。つまり、キスをする時が。

　―――里見さんならいいよね？　じゃなかった………里見さんとがいい………この人じゃないと嫌なんだから………今、ここでキスしたって………いい、筈だよね………？

　ゆりかの頭の中はこの先の事でいっぱいだった。だが先さき程ほどとは違ちがって、それで取り乱したりはしない。気持ちが届いたと知っているから、ゆりかはもう逃にげなかった。

　―――私………この人が好きなんだ………愛してるんだ………。

　ゆりかの胸を占しめる、その確かな想い。ゆりかは想いの命ずるまま、孝太郎の目の前までやってきた。あとはその想いを、力ちから一いつ杯ぱい解放するだけだった。

「よし、すぐに始めるぞ」

　しかし。

「あれっ？」

　孝太郎はゆりかの手に鉛えん筆ぴつを握にぎらせ、目の前に一冊の本を置く。そしてその瞳に炎ほのおのような情熱を滾たぎらせ、高らかにこう宣言した。

「お前は掛かけ算ざん九九がうろ覚えだろう？　まずはここからだっ！」

　そして孝太郎は本の表紙を叩く。

　バンッ

〝小学二年生　たのしいさんすう〟

　ゆりかの前に置かれた本は、小学生向けの問題集だった。ゆりかの期待とは裏腹に、孝太郎は大学へ行くと決めた彼女に、早さつ速そく勉強をさせるつもりでいたのだ。

「さっ、里見さぁんっ、もっ、もうちょっと余よ韻いんを大事にしたりとかぁっ、気持ちの赴おもむくままに行動したりとかしませんかぁっ!?」

　幸福の絶頂から、一気に現実へと叩き落とされたゆりか。

　そのあまりに激しい衝撃に、ゆりかは泣きながら抗議を始めた。

「そういう自堕落な選択が、お前をここまで駄目にしたんだ」

　だが孝太郎は厳しい顔のまま首を横に振ふる。

　―――今日明日ぐらいで掛け算を覚えさせて、今週中には割り算と分数。しかし………これでもまだ遅おそいかもしれない。もっと他にも色々叩き込まないと！

　あらゆる手段を使って、ゆりかを吉祥大学へ送り込む。元々体育会系の孝太郎は、その事に激しい闘とう志しを燃やし始めていた。

「違いますぅっ！　普段はそうかも知れないけれどぉっ、今はっ、今だけはっ、絶対に私が正しい筈ですぅっ！」

　勉強しなければならないのはゆりかにも分かる。一刻も早い方が良いのも間ま違ちがいない。けれどそれは今、このタイミングではない。百人に訊けば、百人が同意してくれる。ゆりかはそう確信していた。

「ぐだぐだ言ってないで始めろっ！　俺おれも一緒にやってやるから」

　だが孝太郎は聞き入れない。何な故ぜなら、孝太郎は決めたのだ。ゆりかを吉祥大学へ入れると。一緒に大学へ通うと。孝太郎はその為の最短ルートを、突つっ走ぱしるつもりでいた。

「なんか違うっ！　これは絶対に何かが間違っていますぅっ！」

「間違ってる自覚があるのは良い事だな。さっさと始めろっ！」

「ひぃ～ん！」

　孝太郎の一いつ喝かつで、ゆりかは鉛筆を動かし始める。

　―――私っ、もしかしたら駄目な人を好きになったのかも………って、あぁぁあぁぁあぁぁっっ!?　そういえば一人じゃ駄目な人だったぁああぁぁぁぁぁっ!!

　そうしながらゆりかは自分の重大なミスを悟さとったが、全ては後の祭りだった。







魔法少女達の朝　四月二十四日（土）







　翌朝、いつものように一〇六号室を訪おとずれた侵略者の少女達が目にしたのは、目を赤く腫はらして泣きながら土下座をするゆりかの姿だった。

「もっ、もう許して下さい里さと見みさんっ！　九九は分かりますっ、分かりますからぁっ！　掛け算はもう嫌ですぅっ！　嫌なんですぅっ！」

「黙だまれゆりか。七かける九は？」

「六十三ですぅっ！　お願いですぅっ、許して下さい里見さんっ、もぉ頭がおかしくなりそうですぅっ！」

「八かける五は」

「よっ、よんじゅう………しくしくしくしく………」

　孝こう太た郎ろうは厳しい顔でゆりかと向かい合って正座し、手にした問題集から淡たん々たんと問題を出だし続けていた。対するゆりかは完全に疲つかれ切きっており、何とか孝太郎に勉強を終わりにして貰おうと必死に訴うつたえ続けていた。しかし孝太郎は決してそれには耳を貸さず、ひたすら問題を出し続ける。二人は昨晩からずっと、そんな事を繰くり返かえしていた。

　二人の雰ふん囲い気きは異様で、それだけでも驚きなのだが、一同を一番驚かせたのはその事ではなかった。

「二かける七は」

「じゅうよんっ………あう、あうあうあー」

「ゆ、ゆりかが掛け算を完全にマスターしてるっ!?　どうしてっ!?」

「あの後一体何があったのじゃっ!?」

　早さ苗なえにしろ、ティアにしろ、ゆりかの学力はよく知っている。一桁けたの掛け算も怪あやしいくらい、勉強は出来なかった。そのゆりかが掛け算九九を完全にマスターしている。早苗とティアは呆あつ気けに取られて成り行きを見守っていた。

「どうやったらあのゆりかちゃんに、一晩で掛け算を教えられたのかしら？　ううん、それ以前に、あの後何がどうして、こうなったのかしら………？」

「なにかこう、壮そう大だいなボタンの掛け違いがあったような雰囲気でございますが………」

　静しず香かやルースにとってもそれは同様だったのだが、二人はどちらかというと孝太郎とゆりかが勉強をしている事の方に疑問を持っていた。彼女らの事前の予想では、孝太郎とゆりかの関係が一歩進み、結果的にいつもの二人に戻っている筈だったのだ。

「たすけてくださいっ、たすけてくださいっ、さとみさんが、さとみさんがっ、さんすうドリルを持って迫せまってくるんですぅっ！」

　ゆりかはキリハに抱きついて、助けを乞こう。

「無理だ。里見孝太郎は一度決めたら必ずやり遂とげる男だ」

　だがキリハは薄うすく微笑みながら、首を横に振った。彼女には、ゆりかと孝太郎の間で起こった事がおぼろげに想像できていた。

　キリハは孝太郎とゆりかの関係が進んだ結果、ゆりかが勉強をする必要が出たのだろうと考えている。進級か進学、理由はいずれか。どちらにしろ孝太郎の未来に関わる事なので、孝太郎がそれを決心した意味は重い。するとキリハが何を言っても聞きはしない筈だった。

「そんなぁ～～～」

　ゆりかは泣きながら肩かたを落とす。

　―――ゆりかはこれがおにいちゃんの愛情表現だって、気付くべきなんだよ。もったいないなぁ………。

　するとキリハの中に潜ひそんでいる、キィの部分が不満を漏もらし始める。キィにしてみれば、孝太郎からの明確な愛情表現に気付いていないゆりかがもどかしく思えた。だからゆりかはそれに気付いて、もっと堪たん能のうすべきだと考えていた。

　このように少女達は孝太郎とゆりかの様子に様々な感想を抱いていたが、当人達はそれに気付かないまま、ひたすら計算の練習を続けていた。

「五かける四は」

「えと―――」

　だが徹てつ夜や明けの疲ひ労ろうと、侵略者の少女達がやってきた気の緩ゆるみで、ゆりかの答えがほんのワンテンポ遅れる。

「二十！　すぐ答えなさいよ、このぐらい」

　するとゆりかよりも先に、孝太郎の背中に陣じん取どった早苗が答えてしまう。十分な睡すい眠みんを取った早苗には、この程度の計算は朝飯前だった。

「早苗に負けたぞ、ゆりか」

「私っ、間違えてないですぅっ!!　間違えてないですぅぅぅぅぅぅっ!!」

「ゆりか、ペナルティで二十問追加だ」

「きゃああぁぁぁあぁぁぁっ、いやぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　もうすぐ終わるかと思った悪夢。しかし終わりは一向に訪れない。このように孝太郎は昨晩からずっと、ゆりかに希望を与あたえては奪うばうという事を繰り返してきた。

「泣くなよ。もうすぐ終わるって。たった二十問だぞ？」

「それは昨日から何度も聞きましたぁっ!!　でもどんなにやったって終わらないじゃないですかぁっ!!　もぉいやああぁあぁぁぁぁっ!!」

　何度も現れる見せかけの希望、そして同じだけ繰り返される絶望。おかげでゆりかの心には、深い心の傷として、掛け算九九が完かん璧ぺきに刻み込まれていた。

「ごっ、ごめんねぇ、ゆりかぁ」

「………ああやってゆりかちゃんに教え込んだのね………」

「生き地じ獄ごくというやつじゃな………」

「里見孝太郎は、やると決めたらとことんだからな」

「あの分だと、ユリカ様は明日の今いま頃ごろには二桁の暗算が出来るようになっているかもしれませんね………」

　少女達はゆりかの事を憐あわれむ反面、孝太郎がここまで熱意を傾かたむけている事が少しだけ羨うらやましくもあった。

「ホレゆりか、ボーっとしてるな、次の問題に行くぞ」

「お願いしますぅっ！　もう終わりにしてくださぁいっ！」

「『たろうくんはテニスボールのはこを六こもっています。ひとつのはこに四このボールがはいっているとき、ボールはぜんぶでなんこでしょう？』」

「に、にじゅうよんこ、ですぅっ………もぉむりっ、もぉむりぃっ！　頭がパンクしそうですぅっ!!」

「大だい丈じよう夫ぶだゆりか。お前はやればできる子だ。絶対に頑張れる」

「その優しい視線と信しん頼らいがっ、今はやたらと恨うらめしいですぅっ!!」

　ピリリリリリリッ

　そんな時だった。ゆりかの近くに置かれていた目覚まし時計が大きな音で鳴り始めた。時刻は朝の九時を回ったところだった。

「里見さんっ！　終わりっ！　終わりの時間ですよぅっ！」

　ゆりかは鳴り続ける目覚まし時計を手に取ると、孝太郎に向かって差し出す。

「時間切れか………」

　孝太郎は表示されている時刻を確かく認にんしながら、目覚まし時計のアラームを切った。

　実はこの日、孝太郎とゆりかにはそれぞれ用事があった。孝太郎はクラスの友人達と一いつ緒しよにテーマパークへ遊びに行く予定があり、ゆりかは晴はる海みと会う約束があった。だからそろそろ出で掛かける用意をしないと、待ち合わせに遅れてしまう時間だった。

「仕方ない。ゆりか、勉強は一旦終わりだ。続きはまた後でな」

「たっ、助かった………」

　疲れ切ったゆりかは、その言葉と同時にちゃぶ台に突っ伏ぷした。急いで出掛ける用意をしなければならないのだが、ゆりかはそのまま動けずにいた。

「それと分かっているとは思うが、門限までには絶対に帰ってくるように。もし門限を破ったりしたら、その時は………」

　ゆりかを見つめる孝太郎の瞳ひとみが、剣けん呑のんな光を宿してきらりと輝かがやく。

「ヒィッ」

　するとゆりかは短い悲鳴を残して、瞬またたく間まに部屋から逃げ出していった。運動が苦手なゆりかなのに、それはあっという間の出来事だった。脱だつ兎との如くとは、まさにこの事だろう。

「ねぇ、孝太郎」

「うん？」

「ゆりかってさ、孝太郎に似てるよね」

「どこが？」

「自分の為ためには、頑張らないところ。やり方や見え方はちょっと違うんだけどさ」

「なるほど………確かにそうかもしれないな………」

　一〇六号室から逃げ出していくゆりかを見送りながら、孝太郎は思う。

　自分に荒あら療りよう治じが必要だったように、ゆりかにも荒療治が必要なのだ、と。










　孝太郎が駅前に辿たどり着ついたのは、九時四十分になった頃だった。待ち合わせの十時まではまだ時間がある。そこで孝太郎は、書店に足を向けていた。

「おっ、あったあった」

　孝太郎が書店を訪れたのは、ゆりかの教材を探す為だった。

　ゆりかの学力は、小学二年生ぐらいから既すでに怪しい。特にまずいのが算数で、きちんとした四則演算が身に着いていないおかげで、他ほかの科目にも悪あく影えい響きようが出ていた。例えば理科の実験では、塩水を言われた通りの濃のう度どで作れない。社会でも円とドルを上う手まく換かん算さんできない。体育で百メートル走の平均タイムを出せと言われても手も足も出ないし、体重を気にする割にカロリー計算が間違っている。

　全ての問題の根幹は、算数のつまずきにある。そう判断した孝太郎は、ゆりかの勉強は算数から始めた。だからこの時探していた本も、算数の問題集だった。

「三年生はまだ早いか？　でもなあ、あいつにもプライドが………いやいや、ここはプライドよりも確実性をだな………」

「なにをやってるんですか、里見君？」

　問題集を手に取った孝太郎の前に、真ま希きが姿を現した。彼女は普ふ段だんの制服とは違って私服を身に着けており、大分印象が柔やわらかい。実は真希も孝太郎と一緒に遊びに出掛けるメンバーの一人だった。

「おはよう、藍あい華かさん。それがさ、少しゆりかを勉強させようと思って」

　孝太郎は手にしている問題集を真希に見せる。その表紙を見た真希は、口元に手を当てて小さく微笑んだ。

「ゆりかさんは勉強が苦手ですもんね」

「だからまずは基本から、って訳なんだ」

「ゆりかさん、漢字も怪しいですよ」

「本当か？　ったく、あいつめ………」

　孝太郎は真希を伴ともない、小学生向けの問題集を一つ一つ手に取って、その内容を確かめていく。欲しいのは今のゆりかに合った問題集。その目星を今のうちに付けておき、テーマパークの帰りに買って帰るつもりだった。

　―――里見君、ゆりかを大事にしてるんだな………。

　真希は孝太郎の様子を見ながら、そんな事を思う。ただのクラスメイトの為に、ここまでする人間はいない。これは親友か、それ以上である証しよう拠こだった。そして傍にいる真希よりも、遠くのゆりかを気にしている。真希にはそれが少しだけ寂しかった。

　―――新しい服………無む駄だだったのかな………？

　真希は自分が着ている服を見下ろし、小さく溜ため息いきをつく。それは多くのフリルがついた、明るい色のワンピース。そして髪かみには服に合わせたフリルつきの大きなリボン。真希としては精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびして可か愛わいくしたコーディネートだった。真希は普段とは違う自分の姿を、孝太郎に気付いて欲しかった。そして何か言葉をかけて欲しかった。別に褒ほめて貰もらえなくても構わない。ただ、普段との違いが分かって貰えれば構わなかった。しかしその孝太郎は別の事に気を取られていて、少しも真希を見ない。真希はそれが寂しい。だがそれはゆりかに嫉しつ妬としているという訳ではなく、孝太郎の中に真希の居場所がない事が寂しいのだった。

「ところでさ、藍華さん」

「………はい？」

　肩を落として床ゆかを見ていた真希は、孝太郎の声に顔を上げる。すると孝太郎は問題集を手に、真希に背を向けていた。その背中を見て、真希は更さらに寂しさを募つのらせる。

「今日に限ってやたらと可愛い感じだけど、金に汚きたない路線は放ほう棄きしたのか？」

「あっ………」

　孝太郎の一言で、真希の中の寂しさは跡あと形かたもなく消し飛んでいた。その代わり、普段の感覚と孝太郎への思し慕ぼが、あっという間に胸を占めた。

「………どうして可愛いってだけを言えませんかね、里見君は」

「すまん。どうやらそれが俺の欠点らしい。最近よく言われるんだ。他人との間に距きよ離りを保とうとするなって」

　他人と一定の距離を保ち、何も期待しない。それは侵略者の少女達に指摘された、孝太郎の性格上の欠点。孝太郎はそれをこの場面でも発揮してしまった格好だった。しかしそれを直したいと思っていたから、ここでは素直に詫わびていた。

「ええと、だからこの場合は………今日の藍華さんは可愛い。これで合ってるよな？」

「さとみくん………」
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　不意に真希の胸の中に、あるイメージが浮かび上あがる。それは編みかけのセーターを抱だき抱かかえた、幼い少年の姿。真希は心の中のその少年をそっと抱き締しめながら、孝太郎に笑いかけた。

「………最後に合ってるかどうかを訊かなかったら、満点でしたよ？」

「厳しいな、藍華さんは」

　孝太郎も真希の方を振り返り、彼女に笑いかける。その時、ほんの一いつ瞬しゆんだけ孝太郎の胸の中にも何かのイメージが浮かびかける。しかしその直後に見た真希の笑え顔がおの印象が明るかったから、そのイメージは明確な形になる前に、何ど処こかへ消え去ってしまった。

「古今東西、女の子が厳しくなかった時はありません」

「ああ。一番大事な時以外は、いつでも厳しいよな、君らは………」

　孝太郎と真希は笑い合う。こうやってただ笑い合っていられるだけで、真希は満足だった。孝太郎が自分に笑ってくれる。こんなに幸せな事はない、そんな風に思えた。

　だが。

『ネイビーさん、魔ま神じんか何かと契けい約やくを結んでいたんですね？』

　昨日のダークグリーンの言葉が、真希の耳の奥おくに蘇よみがえる。その瞬しゆん間かんから、真希の胸の中にじわじわと不安が広がり始めた。

　―――そうだ、それを確かめないと………。

　孝太郎は真希に背を向け、再び問題集を選び始める。真希はその背中にそっと手の平を向け、何事かを小声で呟いた。

「………アナライズマジック」

　それは魔法の効果を調べる魔法だった。真希は魔ま法ほう使つかいの杖つえも衣装も身に着けていないが、その状態でも簡単な魔法なら十分に扱あつかえる。真希はこの魔法で、孝太郎と自分を調べるつもりだった。

　―――グリーンの勘かん違ちがいじゃなかった………里見君と私の間には、確かに契約の魔法がある………。

　真希はグリーンのように情報関係の魔法が専門ではないので、孝太郎に近付いて契約が幾らか活性化するまで、自分の魔法では感知する事が出来なかった。おかげで真希が契約の魔法の存在を確認したのは、今この時だった。

　―――これは………やっぱりあの時に………。

　真希には自分から誰かと契約を結んだ覚えはなかった。すると相手側から、孝太郎の側から契約が形作られた事になるだろう。そして真希にはたった一つだけ、その可能性に心当たりがあった。

　それは数すうヶか月げつ前のスキー旅行の時だった。真希は雪山で重傷を負い、孝太郎から魔法による治ち療りようを受けた。しかし孝太郎は魔法使いではないから、強力な魔法の剣けんに治療を代行させた。すると剣は純白の光を放ち、真希の傷を癒いやしていった。そして真希は、その光の中で一人の少年を見た。それはひとりぼっちで孤こ独どくに震ふるえる少年だった。真希はその少年に伝えた。『大だい丈じよう夫ぶよ、私がずっと一緒にいてあげるから………』と。

　―――あれが契約であったのなら………つじつまは合う………。

　同じような事が孝太郎にも起こっていて、結果的に契約が成立した。魔法に詳くわしくない孝太郎が意図的にそうしたとは考えにくい。あの時の真希を救う為に必要な手段の一つとして、剣が契約を結ばせたと考えるべきだった。

『精神接続を伴う、等価永続契約………しかも相そう互ごの援えん助じよには制限がかけられていないんですね。これでは、ほぼ一心同体。随ずい分ぶん思い切った契約ですけれど………』

　だが、グリーンの言葉通りに存在している契約が、真希を不安にさせる。

　―――私は本当に、里見君を愛しているの………？

　真希は孝太郎を愛している。しかし今、真希は自分の気持ちを信じ切れないでいた。真希は疑い始めている。今の自分の感情が、契約によってもたらされているのではないか、と。

　真希にはこれまで、孝太郎が自分の心を読んでいると思える瞬間が何度もあった。日常の中でも、戦いの中でも。彼かの女じよはそれを相あい性しようの良さだと思っていた。だからこそ、互いに同じ感性を持ち、孤独を埋うめ合える相手だと考えて、孝太郎へ想おもいを寄せるようになっていった。

　だが、二人の間に契約が実在しているなら、そうではなかったかもしれないのだ。

　相性の良さも、孝太郎を大切に想う気持ちも、全すべてはあの時に契約の魔ま法ほうが作り上げた幻げん想そうかもしれなかった。

　あの時の真希は自分の人生を諦めていて、完全に生きる気力を失っていた。その状態ではたとえ身体の傷を癒しても、生き延のびられたかどうかは分からない。そして孝太郎も、過去に負った心の傷ゆえに、目の前で誰かが死ぬ事には耐たえられなかっただろう。

　そんな二人を共に生き延びさせる為に、剣が契約を結ばせた。互いを大切に思うように仕向けた。真希の心を塗ぬり替かえて希望を与え、治療を成功させ、孝太郎の心を守った。

　つまり真希は自身の治療と孝太郎を守る為に、洗脳されたのかもしれない、という事になるのだ。

　―――この契約を破は棄きすれば、疑問は解けるけれど………。

　二人を繋つなぐ契約の魔法には、強い強制力がある。二人の心を繋ぎ、永遠に互いを助け合う事を強制しているのだ。だが、破棄する事は出来る。魔法の知識を持ち、正しい手順を踏めば、破棄が出来るようにあらかじめ設定されていた。ただし、破棄する時点での双そう方ほうの安全の確認や、双方の同意などがその条件となっている。

　契約を破棄すれば、仮に洗脳されていたのだとしても、その時点で回復するだろう。そうすれば真希は、今の状態が自分の意思によるものなのかどうかを知る事が出来る。

　―――でも、仮に洗脳が真実だったとして………契約を破棄してしまって良いの？　里見君が私に殺されてしまうかもしれないのに………？

　しかし真希は、契約を解除する事をためらっていた。

　今の自分が、別の自分になってしまうかもしれない恐きよう怖ふ。そして自分が再び孝太郎の敵になるかもしれない不安。だから真希は、今すぐ契約を破棄しようという気にはなれなかった。

　―――ただ、洗脳されていないなら、契約は破棄した方がいい………そうすれば、私の気持ちがはっきりする………。

　洗脳を疑う反面、真希は自分の気持ちを信じたいとも思っていた。真希は孝太郎を愛する気持ちが契約の産物ではなく、自分自身の気持ちであって欲しかったのだ。

　だが、契約が存在している以上、常に疑ぎ惑わくはつきまとう。いつまでも気持ちは晴れないだろう。こればかりは、契約を破棄して確かめる以外に方法はない。だからこの意味においては、真希は契約の破棄がしたかった。

　―――私………一体どうしたら………。

　真希は悩なやみ続ける。

　契約を破棄して確かめなければ、ずっと自分の気持ちを疑わなければならない。しかし破棄してしまえば、自分が孝太郎の敵になってしまう可能性がある。そして一いつ旦たん破棄してしまえば、元には戻もどせない。安易な決定は出来なかった。

「どうかしたのか、藍華さん？」

　悩み続ける真希に孝太郎が声をかける。急に黙り込んでしまった真希を、不思議に思っての事だった。

「大丈夫、なんでもないわ」

　真希は慌あわてて笑顔を取とり繕つくろうと、首を横に振った。するとその頭を飾かざるリボンが、大きく左右に揺ゆれる。

「………里見君、そろそろ待ち合わせの時間だから、行きましょう？」

「ん？　ああ」

　真希は孝太郎の服の袖そでを掴つかみ、先導するように先へ行く。同時に顔は伏ふせ気ぎ味みにして、孝太郎からは見えないようにする。

　―――この店を出るまでに、いつもの私に戻らないと………。今日は里見君を守らなければいけないんだから………。

　結局、真希は迷いつつも、現状の維い持じを決めた。

　今の感情が契約の作り出したものだとしても、自分が他の何かに変わるのは恐おそろしい事だ。そして本当に洗脳であった場合のリスクも高過ぎた。今の真希にとって、孝太郎が傷付く事は最優先で避さけたい未来だった。だから洗脳の可能性が排はい除じよできない以上、なおの事契約は破棄できなかった。

　―――この人は絶対に守ってみせる。どんな敵からも………たとえそれが、本来の私であったとしても………。

　長い間孤独の闇やみの中で震え続けた真希だから、もし今手の中にあるぬくもりが幻まぼろしであったとしても、手放す訳にはいかないのだった。










　桜庭さくらば晴海は朝から病院で検査を行う事になっていた。そしてゆりかはそれに付き合い、終わり次し第だい、二人で遊びに出掛ける事になっている。その先は食事をしたり、買い物をしたりといった事が予定されていた。

「そうしたらぁ、里見さんはぁ、私の事を殴なぐったんですよぉ？」

「ふふ、里見君に殴られたって事は、よっぽど長いあいだサボっていたんでしょう？」

「ううっ!?　そっ、そそそっ、そんなことは………」

「ないの？」

「………ノーコメントですぅ」

　二人は今、病院の待合室でお喋しやべりをしている。既に晴海の検査は全て済み、今は会計を待っているところ。晴海の通う病院は利用者が多く計算も複雑な為、支し払はらいまでは毎回十分以上待たされる。その時間を使って二人はお喋りをしていた訳なのだが、その話題は自然と共通の友人である孝太郎の話に移っていた。

「ともかくぅ、悪いのは里見さんですぅ。里見さんはぁ、私に対する愛情がぁ、根本的なところで欠けているんですぅ」

　ゆりかはそう言って軽く頬ほおを膨らませる。

「虹にじ野のさん、本当はそんな事、少しも思っていないでしょう？」

　だが晴海はゆりかの顔を一目見ただけで、ゆりかの言葉が嘘うそだと断じた。そして晴海はゆりかの顔を見つめたまま、優やさしく微笑んでいた。

「そんな事ないですよぅ。里見さんはいつも乱暴で、意地悪ですぅ」

　ゆりかはなおも首を横に振る。

「嘘ですよ。そんなの、絶対に信じません」

　しかしそれでも晴海はゆりかの言葉を信じない。晴海には自信があった。

「そっ、そんなことないですよぉっ！　先せん輩ぱいはどうしてそう思うんですかぁっ？」

「ふふふ………だって、最近の虹野さんが里見君の話をする時は、とっても幸せそうなんですもの」

「ええぇっ!?」

　晴海の指し摘てきを受けた途端、ゆりかはパッと頬を赤らめた。その表情の変化を見て、晴海は自分の想像が当たっている事を確信した。

「自分では気付いてなかった？　今だって里見君に殴られたっていう話を凄く嬉しそうに話してたし………この間のお菓か子しを横取りされたっていう話だって、遊びに出掛けた思い出話みたいに話してくれたもの」

　晴海はしばらく前から、ゆりかが孝太郎の事を話す時には、とても楽しそうである事に気付いていた。ゆりかが孝太郎の話をする時は、たとえ顔を不満げにしていても、目の奥が常に笑っているように感じられたのだ。

　そしてここ数週間で、それが更に大きく変化した。ゆりかは以前と同じように孝太郎の話をするが、その瞳の奥で輝く色が、以前とは雰囲気が違う。楽しそうなのは同じ。しかしそこに、幸せそうな感情が混じるようになっていたのだ。

「まるで私自身を見るようで………だから、分かるの」

「………あぅ………」

「虹野さんも、里見君の事が好き？」

　ゆりかは恋をしている。晴海がそう結論するのに、時間はかからなかった。何故なら自分がそうであったから。研究会活動へ向かう前に、鏡と向かい合って髪型を整えている時の自分の瞳と、そっくりであったから。

「………」

　ゆりかの結論ははっきりしていた。だが、ゆりかにはすぐには答えられない。恥ずかしかったから、というのはもちろんある。だが最大の理由は別にあった。

　―――私………桜庭先輩の好きな人を、好きになってしまった………。

　ゆりかは初め、晴海が孝太郎へ向ける恋心を知り、二人をくっつけようと考えていた。実際に晴海の相談に乗り、何度もアドバイスをしてきた。しかし時が経ち、孝太郎と深く分かり合った結果、彼女自身まで孝太郎を愛するようになってしまった。これはゆりかにとって大きな誤算であり、そして同時に後ろめたい現実でもあった。だからゆりかは、晴海に自分の気持ちを正直に打ち明ける事が出来ないでいた。

「隠さなくてもいいんですよ、虹野さん。虹野さんの気持ちも分かるし………それに、里見君を好きな女の子って、見えないだけで結構沢山いると思うから………」

　晴海はゆりかを非難するつもりはなかった。晴海にとって、出会った順番や、好きになった順番で、恋を諦めるのは悲しい事だった。晴海は誰だれにだって等しくチャンスがあっていい筈はずだと思っている。そして何より里見孝太郎という人が魅み力りよく的てきだと思うから、晴海はゆりかが好きになっても当たり前だろうと考えていた。

「………はい………」

　ゆりかは申し訳なくて、晴海の顔が見られなかった。だが、ともすれば聞こえなくなりそうなほど小さな声で答えを囁ささやき、軽く首を頷うなずかせた。

「そう………よかった………」

　それを見た晴海は嬉しそうに頷いた。

「えっ………よかった………って？」

　そんな晴海の反応が奇き妙みように思え、ゆりかは急いで顔を上げて晴海を見た。すると晴海は穏おだやかな眼まな差ざしでゆりかを見つめている。ゆりかは晴海の意図が知りたくて、その視線を正面から見返した。

「ねぇ、虹野さん………私達たちって、里見君の周りにいる女の子の中では、大分地味だと思いませんか？」

　だが、晴海が口にしたのはゆりかの求める答えではなく、別の質問であった。ゆりかは多少面食らいながらも、その質問に正直に答えた。

「………えと………思いますぅ………」

　晴海の感じている事は、ゆりかも常々感じていた。

　ティアは輝かんばかりに強くて美しい、本物のお姫様だった。

　キリハは群を抜ぬいて賢く大人びていて、女性らしさでは他を圧倒していた。

　早苗は素す直なおで、感情表現もストレート。可愛らしさでは誰にも負けない。

　ルースは真ま面じ目めで一途、目立った力はないものの総合力で優り、家庭を任せるには安心の人物だった。

　静香は格闘技の達人である上に、ころな荘そうを一人で切り盛りする頼れる人物だ。明るくてゴシップ好きという性格も、彼女を目立たせる一因となっている。

　ゆりかが少し思い出してみただけで、孝太郎の周りには魅力的で目立つ女の子が五人もいる。それに比べると、ゆりか自身は悪い部分ばかりで目立ってしまっていて、いい部分に限ればゆりかは地味な少女だった。

　そして同じ事は晴海についても言えた。晴海は元々内気で押おしが弱い。最近は改善傾けい向こうにあるが、それでも内向的な気質は拭えない。おかげで彼女が身の内に抱えている深い愛と優しさが、なかなか表には見えて来ない。

　結果的にゆりかと晴海は、男性へのアピールという意味では、地味な少女達だった。

「だから虹野さん………その、私と二人で力を合わせて、里見君を振ふり向かせない？」

「ええっ………？」

　それは意外過ぎる申し出だった。晴海はゆりかと二人で、孝太郎の気持ちを惹こうとしている。驚おどろきの提案だが、他の少女達に比べて地味な二人には、確かに有効な手段といえるだろう。

　―――そうか、だから先輩は良かったって………。

　ゆりかはここでようやく晴海の意図を理解する。晴海は自分が目立たない少女だと理解していたから、常々何らかの改善が必要だと感じていた。そんな時に、晴海はゆりかの本心を知った。だから彼女は安あん堵どし、ゆりかに協力を求めたのだ。

「それに私と虹野さんの二人でなら、里見君の中にある、なんと言ったらいいのか………どこか悲しい部分を、上手く支えてあげられるんじゃないかと思うの」

　晴海にとって重要だったのは、むしろこちらの方だったかもしれない。彼女にはずっと気になっていた事があった。それは男である孝太郎が、何な故ぜ編み物研究会などに入ったのか、という事だった。晴海はこの一年、ずっとそれについて考えてきた。そして彼女は最近になって、ある結論に達していた。

　孝太郎は編み物の中で、とりわけセーターに関する技術の習得を急いでいる傾向があった。実際、入部する時点から既に、孝太郎はセーターの事を口にしていた。だから晴海は孝太郎にとってセーターを編む事が、何か重大な意味を持つのだろうと考えていた。

　また、孝太郎は研究会の活動中に、ごく稀に酷ひどく寂しそうな顔をする事があった。孝太郎はその顔を見せないように気を遣っていたので、晴海が気付いたのは孝太郎の入部から半年以上が過ぎてからの事だった。それ以降、晴海はその顔を見る度に、何とかしなければならないと感じていた。

　そして晴海は、孝太郎がセーターの技術の習得を急ぐ事と、その胸の内に抱えた孤独とが、関連しているのではないかと考えるようになっていた。もしその二つが同じ理由を共有しているのなら、晴海には助けが必要だった。晴海一人では、孝太郎の心を癒し切れないと思っていたから。

「里見君はセーターに絡からんで、何か悲しい想い出があるんだと思うの。だから男の子なのに、必死で編み物を覚えようとしている。私は編み物を教えてあげられるけど、こんな身体だし、来年には卒業してしまう。だから私では、孤独の方は癒してあげられない。だから虹野さん、あなたの力が必要なの」

「………桜庭先輩………あなたは………」

　この時、ゆりかは晴海の事を心底凄すごいと感じていた。ゆりかはキリハから聞かされたので、孝太郎の過去を知っている。編みかけのセーターが、母親の形見であるという事も。だがそれでも、具体的に孝太郎を癒す方法には気付かないでいた。しかし晴海は孝太郎の過去を全く知らないのに、孝太郎の孤独と、それを癒す方法に気付いていた。キリハ達はゆりかが一番孝太郎の近くにいると言っていたが、実際はそうではなかった。一番近くにいたのは、晴海だったのだ。

　―――里見さんは、お母さんの遺したセーターを完成させたくて、編み物研究会に入った………それは多分、気持ちの整理をする為で………だからその後でなければ、里見さんは他人を完全には受け入れられない筈………だとしたら、このまま里見さんに近付こうとしても、いずれ再び心の壁かべにぶつかる！　きっとこれが、決定的に欠けていたピース！

　そしてこの時、ゆりかは孝太郎の周囲にいる少女達の中で初めて、完全な意味で孝太郎の心を癒す方法に辿り着いていた。

　孝太郎の心を癒すには、キリハの言うようにそれぞれのやり方で孝太郎にぬくもりを注ぎながら、孝太郎自身の手で母親のセーターを完成させる必要があった。晴海が言うように、どちらが欠けても孝太郎は救われない。両方が揃っていなければ駄だ目めだったのだ。

　―――救える………私は………ううん、私達は、みんなで力を合わせれば、里見さんを救える………！

　これまでずっと救って貰うばかりだった。その相手を、今度は救ってやる事が出来る。その確信は、ゆりかの心を強い喜びで満たしていた。そしてゆりかはこの運命の巡り合わせに感謝する。孝太郎に関かかわる少女達が全員揃っていなければ、この結論は得られなかったかもしれないのだ。

「分かりました、桜庭先輩っ！　まずは二人で頑がん張ばりましょうっ！」

　ゆりかはまず、晴海と二人で始めるつもりだった。いずれは六畳じよう間の少女達全員に事情を伝える必要があるだろうが、ゆりかをこの結論を導いた晴海には、幾いくらか先行する権利がある筈だった。それに晴海だけ六畳間に常駐していないハンデもある。

「ありがとうっ、虹野さんっ！」

　晴海は嬉しそうに笑顔を浮うかべる。一番の親友の支持と助力が得られ、これほど心強い事はなかった。そして大好きな男の子の力になれる。だからこの時ばかりは、晴海の笑顔は子供のようだった。

「とりあえず、私も編み物研究会に入りますぅ！　そうすれば最低人数を割らずにぃ、来年も研究会が潰つぶれずに済みますぅ！」

　課外活動の規則では、部活動には最低四名、研究会活動には最低二名の生徒が所属していなければならない。編み物研究会には新入部員が無かったので、来年の春に新入部員が入らないと研究会は消滅する。するとそれまでに孝太郎のセーターが完成していないと、少し困った事になる。それを避ける為に、ゆりかは研究会へ入ろうとしていた。

「ふふ………意外と策士ですね、虹野さん。そうしてくれると助かります」

「でもでもぉ………お邪じや魔まじゃありませんかねぇ？」

　これまでゆりかが編み物研究会と距離を置いてきたのは、晴海と孝太郎の間に割って入らないようにする為だった。その観点からすると、ゆりかの入会は晴海にとって好ましくない筈だった。

「ううん。今は私の気持ちよりも、里見君を何とかするのが先だと思うし。それに虹野さんとは、二人で頑張るって決めたでしょう？」

　確かに晴海は、研究会に他の人間が入ってくると困る。それはこれまでのように孝太郎と仲良くする事が出来なくなってしまうからだ。だが、入ってくるのがゆりかであれば問題はない。ゆりかと二人なら、これまで通りにしても構わないのだから。むしろゆりかと二人でなら、より勇気を出だして大胆になれる分だけ、望ましいとさえ思えた。

「はいっ！」

　ゆりかは安堵して目を輝かせる。晴海の邪魔にならず、力になれるのは嬉うれしかったし、反対にゆりかにとっても有り難がたい状じよう況きようだった。それはゆりかの圧あつ倒とう的な欠点を、晴海が補ってくれるからだ。

「これで私が病院の時にも、研究会が出来ると思うの。期待していますね、虹野さん」

「虹野ゆりか、不ふ撓とう不ふ屈くつの精神でがんばりますぅ！」

　晴海とゆりかは、年頃ごろの少女の笑顔を浮かべてお喋りを続ける。その話題は友情と恋。いささか古い表現ではあるが、二人は今、青春真っ只中だった。

「………あら、楽しそうね、二人とも」

　そんな二人に声をかけた者がいた。つられて声の方を見た二人の目に、上品なスーツを身に着けた婦人の姿が映る。

「佳か苗なえさん！」

「お久しぶりです、東ひがし本ほん願がんさん」

「珍しい組み合わせね。おばさんも仲間に入れてくれないかしら？」

　女性の名前は東本願佳苗。

　ゆりかにとっても、晴海にとっても、親しい人物だった。







ダークネスレインボゥ　四月二十四日（土）







　晴はる海みと佳か苗なえが出会ったのは、数年前に晴海が入院していた時の事だった。その頃はまだ早さ苗なえの症状が軽かったので、早苗と晴海は小児病棟の同じ病室に入院していた。だから晴海は佳苗だけでなく早苗―――正確には『早苗ちゃん』ではなく『早苗さん』の方―――とも面識があった。退院した後も晴海はたまに早苗の様子を見に行っていたから、時々佳苗とも顔を合わせていた。

　佳苗が病院にいたのは、幾つか残っていた早苗の私物を引き取る為。その帰りにたまたま待合室で晴海とゆりかを見付けて、声をかけたのだった。










　それぞれの用件が済み、病院を出た三人は、ファミリーレストランで一いつ緒しよに昼食をとった。今はそれも終わり、のんびりとお喋りの時間に移行していた。

「ふぅん、二人がかりで男の子を仕留めにいく、か………今時の女の子達って、随分大胆な手を使うのね？」

　佳苗はアイスコーヒーのグラスを揺らしながら、上品に微ほほ笑えむ。

「仕留めにって………」

　佳苗の率直過ぎる表現に、晴海は赤面してしまう。まだ十代後半に差し掛かったばかりの晴海には、佳苗ほどの大人の余よ裕ゆうは備わっていなかった。

「違ちがうの？」

　佳苗はからかうような視線を晴海へ向ける。初々しい晴海の姿を見るのは、佳苗にとってとても楽しい事だった。

「違う事はないと思いますけれど………なんだかニュアンスが変わってるような気がします………」

「ふふ、変わってないわよ。………でも羨うらやましいわ。友情と恋か………私にもそんな時代があったっけ………」

　佳苗は想い出を遡さかのぼり、目を細めた。彼女は胸の中に十代だった頃の輝かがやいていた自分を思い描き、自分もそこへ戻れたらと夢想する。

「三十年ぐらい前ですかぁ？」

　しかし十代の気持ちでいられたのはほんの数秒だった。ゆりかの天然かつ無慈悲な一言で、あっという間に佳苗は三十台に引き戻されてしまっていた。

「ゆりかちゃぁん、それは喧けん嘩かを売ってるのぉ？」

　佳苗は笑う。しかしその目の奥は少しも笑っていなかった。

「とっ、とんでもないっ!!」

　ゆりかは慌てて首を横に振った。

　―――やらかしたっ！　またやらかしたっ！

　ゆりかはお金持ちとの敵対はまずいと知っている。それに孝こう太た郎ろうのおしおきも怖い。ゆりかは全力で首を横に振り続けた。

「私は喧嘩を売りに来たわよ、佳苗」

　そんな時、新たな声が会話に加わった。その声の主は藍あい色いろのスーツを着た、二十歳さい前後の女性だった。その女性の姿を見た途端、佳苗とゆりかの表情が凍り付く。

「久しぶりね、佳苗」

「真ま耶やっ!?　あなたどうしてっ!?」

「このひと魔ま力りよくを―――って、ダークネスレインボゥッ!?」

「初めまして、レインボーゆりか。真ま希きがいつもお世話になってるわね。私は真希の師し匠しようの真耶よ」

　ゆりか達の前に現れた女性。

　それは佳苗とゆりかの宿敵、ダークネスレインボゥの魔法使い、真耶だった。










　ゆりかの師匠であるナナと、そのパートナーであった佳苗は、数年前に真耶を倒した。その時に真耶が負った傷は深く、戦せん闘とうには耐えない身体となった。だから弟で子しの真希に、ダークネイビーの名を引き継がせた。

「真耶………その身体は一体………」

「すぐに分かるわよ。すぐに、ね」

　しかし佳苗の視線の先で笑う真耶からは、重い怪け我がの後遺症は全く感じられない。その動きはかつての彼女と同じように見える。そしてその容姿は、かつて以上に若々しい。この数年で年を取った佳苗とは反対に、真耶は若返ったかのようだった。おかげで佳苗は、突とつ然ぜん真耶が姿を現したという以上に驚いていた。

「虹にじ野のさん、これはどういう事なの？　あの人は誰？　どうしてこんな場所に？」

　そして佳苗以上に混乱していたのは晴海だった。

　真耶が姿を現した直後、一同は人気のない廃はいビルへと移動していた。そして互たがいに強い敵意を向けながら、厳しい言葉の応酬を繰くり返かえしている。

　急に全く縁のない危険な世界に放ほうり込まれ、晴海はただ戸と惑まどう事しか出来なかった。

「桜庭さくらば先輩、危ないから離はなれていて下さい」

「危ない………どうしてなの？」

「戦いが始まるんです。あの人は、私と佳苗さんの敵なんです」

「敵!?」

　晴海はゆりかの言葉を冗談だと思いたかった。ゆりかが大好きなアニメの話なのだろうと。しかし周囲に漂う空気が違っていた。これを冗談だというには、あまりに空気が鋭すぎる。それにゆりかの表情と声も真面目過ぎた。演劇の時でさえ、ゆりかはここまで真しん剣けんな表情はしていなかったのだ。

　―――敵………あの人は、虹野さんと佳苗さんの敵………。

　晴海は真耶を見つめて立たち竦すくむ。晴海にもよく分かった。真耶の身体から湧き上がる、得体の知れない邪悪な気配が。だが、晴海の常識が冗談だろうと連呼し続けている。実感と常識の板挟みとなり、晴海の混乱は深まるばかりだった。

「詳しい話は後で。今は言う通りにして下さい、桜庭先輩」

「は、はい。分かりました………」

　晴海はゆりかに言われるままに三人から離れていく。分からない事だらけだが、晴海にはゆりかの言葉を否定する理由はなかった。そして晴海が十分に離れたのを確かく認にんすると、ゆりかは佳苗に近付いていく。その間も、佳苗と真耶の話は続いてた。

「真耶、桜庭さんは帰してやって。あの子は関係ないわ」

「ふふふ、そういう訳にはいかないわ。こちらにも事情があってね？」

　真耶は余裕たっぷりに佳苗の言葉を拒きよ絶ぜつしながらも、内心では別の事を考えていた。

　―――表面上は弱々しい少女。しかし内在する第二の人格が、強大な力を秘めている。それを知っていて、自由にする筈がないでしょう？

　真希から報告を受けているので、真耶は晴海の秘めた力を知っている。真耶の目的からすると、その晴海を自由にするのは有り得ない事だった。

「どうしてもですか？　桜庭先輩はただの人間ですよ？」

　佳苗の横までやってくると、ゆりかも真耶に晴海の解放を願う。

　ゆりかは晴海の力を知らない。晴海が力を発揮した時、ゆりかは気絶していたから。だからゆりかは、少しでも晴海を戦いの場から遠ざけようとしていた。

「どうしてもよ。あの子が何者であろうとも、ねっ！」

　だがやはり真耶は晴海を逃がさなかった。そして真耶は不敵に笑うと、引き裂くようにして着ている服を脱ぎ捨てる。服の下から現れたのは、佳苗にも見覚えがある、真耶の魔法使いとしての装束だった。だが、佳苗に見覚えがあったのはそこまでだった。

「モード変更、戦闘モード！　霊れい波増ぞう幅ふく率は一・五！」

『レディ。戦闘モード、霊波増幅率一・五で起動』

　真耶の言葉と共に、彼女の手首がまるで腕うで輪わのように藍色の光で輝き始めた。すると真耶の身体にタトゥーのように刻まれていたラインからも同じ色の光が溢れ出し、その部分が左右に割れていく。その隙すき間まから覗くのは複雑な機械装置。今の真耶の全身は、殆ほとんどが機械で構成されているのだった。

「真耶っ!?　その身体はっ!?」

　身体に出来た隙間に覗く機械類を見て、佳苗は真耶が復活した理由を悟る。だが、現代科学でそんな事が出来るとは信じられない。佳苗には驚きの光景だった。

「羨ましい？　素す敵てきなエステを見付けたの。綺き麗れいになったでしょう？」

「サイボーグッ!?　佳苗さんっ、離れてっ!!　あれは危険ですぅっ!!」

　立ち竦む佳苗に、ゆりかが警告を発する。すると佳苗はゆりかに言われるまま、慌てて距きよ離りを取った。ゆりかは漫まん画がやアニメに傾倒している分だけ、真耶の身体に対する理解が早かったのだ。

「いい勘しているわっ！　一応はナナの弟子って事かしらねっ！」

　真耶がにやりと笑うと同時に、彼女の身体が更さらに変化する。身体のところどころに出来た隙間から、機械装置が次々と飛び出してくる。それらは排気管であったり、防ぼう御ぎよ用の装甲であったり、攻こう撃げきの為ための武器であったり。今の真耶は美しかった人間の姿を捨て、凶暴な戦闘マシーンへと変へん貌ぼうしつつあった。

「来てぇっ、エンジェルハイロゥ！　エンサイクロペディアッ！」

　そしてゆりかも負けじと自分の杖つえを呼ぶ。

　ゆりかの直感が告げていた。

　晴海に正体を知られてはいけないと、魔法の使用を渋っている余裕などないのだと。










　魔法少女の姿に変じたゆりかが最初に行ったのは、佳苗に武器を与あたえる事と、結界を作り上げる事だった。

「アームド・エンサイクロペディアッ！」

　ゆりかは手にしていた二本の杖のうちの一本を、魔法で弓の形に変形させ、佳苗の方に放り投げた。

「それを使って下さいっ、佳苗さんっ！」

「ありがとうっ！」

　佳苗はその弓を空中で難なく受け止めると、素す早ばやく構える。すると弓は佳苗の感覚に合わせて形と弦の張り具合を再調整していく。

　―――使い勝手はナナちゃんの時と同じ………これならやれるっ！

　そして佳苗が弦を引き絞ると、そこへどこからともなく矢が出現する。佳苗はかつての戦いの呼吸を思い出しながら、真耶へ弓を向けた。

「サンクチュアリ・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル！」

　それと同時に、ゆりかが結界の魔ま法ほうを完成させる。これでこの戦いが、廃ビルの外にいる人々に知られる心配はなくなった。

「二人とも、そろそろ準備はいいかしら？」

　真耶は自身の戦闘準備が済んでいたにもかかわらず、ゆりかと佳苗が準備を終えるのを待っていた。これは結界の魔法が発動するのを待ちたいという事情もあったが、大半は自分の力に対する絶大な自信ゆえだった。

　歳を取って身体的に衰えた佳苗。まだ未熟なナナの弟子。そんな二人が相手では、自分が負ける筈がない。真耶はそう確信していたのだ。

「その自信が命取りよ」

「そうね。あなたのパートナーがナナだったら、そうだったわね」

　かつて真耶が倒されたのは、自身の力に対する過信ゆえだった。それを素直に受け入れられる程ほどに、真耶は落ち着いていた。

「でもあなた達は、かつてのあなたとナナほどには強くはない。そして―――」

　真耶が身構える。

　カチンッ

　すると彼かの女じよの身体の至る所から、スイッチを押した時のような音が聞こえてくる。

　―――来る！

　ゆりかはその音で戦いの始まりを悟る。音は真耶の身体に備わった武器の、安全装置が外れた時の音だった。

「―――今の私は、かつてよりも遥はるかに強いっ！」

　ザッ

　真耶の足が地面を蹴ける。その瞬しゆん間かん、真耶の姿がゆりかの視界から消きえ失うせた。

「速いっ!?」

「上よっ、ゆりかちゃんっ！」

　ゆりかは真耶の姿を見失ったが、動体視力に優れる佳苗は見失わなかった。そしてゆりかに警告を発するのと同時に、手にしていた弓で矢を放った。

「やっぱり少し遅おそいわよっ、佳苗ぇっ！」

　ガガッ

　真耶はビルの天てん井じようを蹴り付つけて進行方向を変える。おかげで矢は真耶に命中する事はなく、そのまま彼方かなたへと飛び去っていった。

「いいサロンを紹しよう介かいしましょうかぁっ!?」

　真耶は天井を蹴った勢いを使って佳苗に突進する。真耶が右みぎ腕うでを大きく振り被ると、その手が変形してブレード―――攻撃用の刃は物が出現する。

「遠慮しておくわぁっ！」

　だが佳苗も黙だまってやられはしない。彼女は左手に持っていた弓に右手も添えると、そのまま思い切り振り回す。それはまるでゴルフクラブか何かのような扱あつかい方だった。

「まだまだ若いものぉっ！」

「あぁら残念っ！」

　ガキィッ

　真耶の右手と、佳苗の弓が激げき突とつする。佳苗の弓がただの弓であれば、この一いち撃げきで折れてしまっていただろう。しかし元々がエンサイクロペディアであった事が幸いして、弓はこの一撃に耐たえた。

「あなたこそっ、もう少し体重を落とした方が良いんじゃないかしらぁっ!?」

　そして弓になったまま、エンサイクロペディアは魔法を発動させる。発動したのは衝しよう撃げき波。佳苗の真耶をぶっ飛ばしたいという意思を読み取っての事だった。

「作った連中にそう言っておくわっ！」

　だが真耶は至近距離で放たれた衝撃波にも余裕を崩さなかった。真耶は衝撃波を避けようともせず、佳苗に左ひだり腕うでを向けた。

　ビキィッ

　その直後、衝撃波は真耶の身体を部分的に覆っている装甲に激突して霧散する。それとほぼ同時に、真耶は左腕の外側の部分から突き出ている銃から発砲した。

　ドドドドドドッ

　銃口から発射されたのは普ふ通つうの銃弾ではなく、藍色に輝く光の弾だった。これは真耶の身体の動力から直接エネルギーを放出する、一種のエネルギー兵器だった。

「まずっ!?」

　佳苗は慌あわてて回かい避ひ行動に移る。だが連射された多数の光弾を全すべてかわすには距離が近過ぎた。このままでは直撃は避さけられない状況だった。

「クイックキャストッ!!　フォースフィールドォォォォォッ!!」

　だが佳苗に命中する直前に、黄色く輝く光の盾たてが光弾の前に立ち塞がった。

　ギギギギィッ、ビキィンッ

　ゆりかが作り出した光の盾は光弾の大半を弾き飛ばした。だが連射に耐えかねて盾は崩壊してしまい、後半の一部がそのまま佳苗に襲いかかった。

「おおぉっとぉっ!?」

　しかしゆりかがほんの一いつ瞬しゆん時間を稼いだおかげで、佳苗は辛かろうじて残りの光弾を回避する事が出来た。佳苗の被害は一発が頬ほおを掠かすめたのと、もう一発が髪かみをひとふさ千切り取ったぐらいだった。

「へぇ………思ったより頑張るじゃないの」

　再び距離を取った真耶は感心した様子でゆりかと佳苗を眺ながめる。だが、相変わらずその余裕は崩くずれていない。

「気を付けて下さい、佳苗さん」

「………助かったわ、ゆりかちゃん」

　ゆりかが真耶を牽けん制せいするように前に出る。その間に佳苗は身体を起こし、再び弓を構えた。すると弓は佳苗の意思に合わせて形状と弦を再調整する。

　―――多少引きづらくても、威力がないとあの速度は捉えられない………。

　真耶の速度はかつてのそれを大きく上回っている。真耶は魔法で身体能力を引き上げる戦法を得意としていたが、その時でさえこれほどまでに早くはなかったのだ。

「………なんだろう………身体といい、武器といい、あの人、得体が知れない………」

　ゆりかは杖を構えて真耶を牽制しながら、改めて真耶の身体を見つめる。

　―――生身の身体じゃないのにあの滑らかな動き、何の魔法もなしにあのスピード。防御力も相当なもの。それにおかしいのはさっきの武器………連射式の銃だって、あんなに簡単にフォースフィールドは破れない筈………きっと魔法ではない、何か変な属性が付与されてるんだ………。

　圧倒的なスピード、防御しにくい攻撃、強固な防御力。ゆりかにはその能力の持ち主に、一人だけ心当たりがあった。

「里さと見みさんと戦っているつもりでいかないと、やられるっ！」

　今の真耶は、ゆりかに孝太郎を思い出させた。早苗の援えん護ごを受け、キリハの籠こ手てと埴はに輪わの―――ゆりかがそこまで考えた時、彼女の脳のう裏りに閃くものがあった。

「そうかぁっ!!　真耶さんっ、あなたのその身体っ、地底の人達が作ったんですねぇっ!?」

　昨日佳苗に見せられた、祭壇の跡。そこに残されていた霊れい力りよくの機械。かつて真耶と地底勢力に繋つながりがあったのなら、今もそうである可能性が高い。そして地底の霊子力技術であれば、生物的な滑らかな動きにも、速過ぎるスピードにも説明がつく。

「ふぅん………真希の言うように、見た目ほど愚かではないようねぇ………」

　真耶はそこで笑え顔がおを消した。

　ガシュシュゥッ

　同時に全身の複数の場所から新たな武器が顔を覗かせる。

「でも、おかげで貴女達には死んで貰もらうしかなくなったわ」

　真耶にとって自身と地底勢力との繋がりは、今の段階では伏ふせておきたい情報だった。それをゆりか達が看破した以上、殺しておかないと真耶に身体を提供した者の立場が悪くなる。ここまでの真耶は時間稼ぎが目的であったが、ここからはゆりか達を殺すのが目的となった。遊びの時間は終わりだった。

「佳苗さんっ、魔法で身体能力を底上げします！　攻撃は頼たのみますっ！」

「分かった！　援護は任せるわっ！」

「はいっ！」

　弓を構えたまま佳苗が前進する。ゆりかでは真耶を捉えきれない。攻撃は佳苗の目と経験が頼たよりだった。

「クイック・アンド・ダブルキャストッ！　ライトニングリフレックスッ、マイティパワー!!」

　そしてゆりかは、佳苗の反射神経と腕わん力りよくを、魔法で強化する。これにより真耶の動きを見切り易くなり、弓が扱い易くなる。本当は他ほかにも強化したいところだったが、既すでに真耶が突っ込んで来ていたので、高速化して強ごう引いんに魔法を起動させても、この段階では強化は二つで限度だった。

「これでどうっ!?」

　佳苗は向かってくる真耶に向けて、次々と矢を放つ。今の佳苗には真耶の姿がはっきりと見えているし、より強い弓を引く腕力もある。佳苗の放った矢は唸りを上げて真耶に殺到した。

「いいわよ佳苗っ!!　あの頃の感じが戻もどってきてるわっ!!」

『自動迎撃システム起動。迎撃を開始します』

　だが真耶の方も無策ではない。両肩かたから突つき出したアンテナのような装置から、強力な電でん撃げきを放った。電撃が飛来する矢に直接命中する事はなかったが、電撃が作る強力な電磁場は金属製の矢尻じりに影えい響きようを与えた。おかげで真耶に命中する筈はずだった矢はその軌道を捻じ曲げられ、明後日の方向へと飛び去っていった。

「けれど今一歩っ!!　衰えたわねっ、佳苗ぇっ!!」

「まだまだぁっ!!」

　その瞬間、佳苗の手の中で弓の形が大きく変形する。弓は元の杖―――エンサイクロペディアの形を取とり戻しながら、佳苗によって大きく振り回まわされた。佳苗は弓と薙刀、二つの武術の心得がある。佳苗は杖を薙刀の代わりに使って、真耶と戦おうとしていた。

「なぁるほどぉっ、武器は以前より良いようねぇっ！」

　そこへ真耶が左腕の銃を連射しながら突っ込んでくる。

「プロテクションフロムソウルエナジー！」

　だが今回はその銃弾をゆりかの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが守り切った。地底勢力の技術だと知っていれば、物理防御の魔法よりも、霊力系の防御魔法の方が有効だと分かるのだ。

「ハアァァァァァァッ!!」

「だあああぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　真耶と佳苗が交錯する。その瞬間、真耶の右手のブレードと、佳苗の杖が激突した。

　ギャアァァァァァッ

　佳苗の杖は木製だが、内在する魔力によって鉄以上の強度を持っている。おかげで杖は無事に真耶のブレードを受け止めてくれた。だがその一撃は重い。真耶の身体は機械仕掛かけで重く、しかもそのスピードは尋常ではない。おかげでゆりかの魔法で強化されている筈の佳苗の力をもってしても、その一撃を支え切れなかった。

「貰ったわよぉぉぉっ、佳ぁ苗ぇぇぇぇえぇぇぇぇっ!!」

　上体が泳いだ佳苗に、真耶はその長い脚を振り回して蹴りを放った。

　ジャキッ

　するとその脚にも手と同じ形状のブレードが出現する。真耶はこの一撃で佳苗を倒すつもりだった。

「クイックキャスト・プッシュゥゥゥッ！」

「きゃあっ!?」

　だが真耶の脚が佳苗に届く直前に、ゆりかの魔法が佳苗を突き飛ばした。おかげで真耶の蹴りは完全に空を切った。

「杖よっ、お願いっ！」

　そして佳苗は杖の魔法を使って、ふわりと軟着陸する。だが危機を凌しのいだにもかかわらず、佳苗の表情にはまるで余裕がなかった。

　―――強い………それに、攻撃のパターンが以前とは全く違う………少しでも気を抜ぬけば、その時点で死ぬ！

　佳苗の手の中で再び杖が弓に変じる。佳苗は弓を握にぎる手にじっとりとにじむ汗を拭ぬぐいたかったが、それをする時間的な余裕はなかった。










　戦いは真耶の優勢で進んでいた。全身に備えた武器を使って変幻自在の攻撃を繰り出す真耶は強く、数の上では優勢な筈のゆりかと佳苗は防戦一方だった。晴海には戦いの事はまるで分からなかったが、そんな彼女であってもはっきりとそう分かるほど、ゆりか達たちは劣勢に追い込まれていた。

「これは、どういうことなの………？　虹野さんと東ひがし本ほん願がんさんは、一体………？」

　晴海は目の前の光景に圧倒されていた。

　事情も分からないまま、いきなり始まった戦い。機械の身体を持つ女性、それと当たり前のように戦う佳苗。そして何より晴海を戸惑わせるのは、ゆりかの姿だった。

「あれじゃあまるで、本物の魔ま法ほう使つかい………コスプレだった筈じゃないの………？」

　戦うゆりかの姿は、アニメの中でしばしば見かける魔法少女そのものだった。そして彼かの女じよ達がその腕うでを振ふるう度に、大地はめくれ、空気が焼け焦げる。それが作り物の特とく殊しゆ効果ではないことは明らかだった。これまで信じてきた現実を根底から覆す光景を前にして、晴海はこれが現実かどうかの自信がなくなり始めていた。

「………あれ………？」

　そんな時、晴海の心の中にある疑問が浮かぶ。それは既視感、デジャビューだった。

　―――私、以前にも、こういうのを見た事があったような………？

　心の中におぼろげな記き憶おくが浮かぶ。それはゆりかと藍色の服を着た女性が、戦っている姿だった。だがその記憶には霞がかかっていて、上う手まく思い出す事が出来ない。しかしそれが過去にあった事だという事だけは、何となく感じ取っていた。

　―――なんだろう………私、何か大事な事を………？

　晴海の注意が自分の内側へ向く。何とかその曖あい昧まいな記憶を呼び起こそうと、心の中を探さぐっていく。

　―――今年じゃない。多分、一回目の演劇の後あたり………虹野さんに里見君の事を相談して、松まつ平だいらさんも一緒に遊びに出掛けた………ううん………その、少し前かな？

　晴海は自身の感覚や、その時の服装、周囲の状況から、時期的なものをイメージする。するとそれを手て掛がかりにして、晴海の記憶にかかった霞が少しずつ晴れていった。

　―――そうだ………私、あの時、この女の人に………じゃない、多分服が同じだけで別の女の子………にさらわれて、身体の自由を奪われて………。

　晴海の額で、何かが輝いている。そして晴海が記憶を探る度に、その純白の輝きが強くなっていく。その純白の輝きは強力な魔力の奔流となり、晴海の記憶にかけられた呪じゆ縛ばくを打ち砕こうとしていた。

　―――そして………

　晴海の脳裏に、大きな火の玉の記憶が蘇よみがえる。それと時を同じくして、現実の方でも同じように巨大な火の玉が出現しようとしていた。

「何のつもりかは知らないけれどっ、何もさせないわよっ！」

　記憶の中で真希が火の玉を作り出したように、現実においても真耶が火の玉を作り出した。真耶は晴海の発する魔力を感じ取り、ゆりか達との戦いに横槍を入れさせない為に、先手を打ったのだ。

「逃にげてぇっ、桜庭せんぱぁいっ!!」

　ゆりかは絶叫する。かつての戦いとよく似た状況だったが、この時のゆりかは魔法を放った直後で、晴海の防御にまで手が回らない。しかもこの時の真耶の攻撃は魔法ではなかったから、真希のそれよりも格段に速かった。また、佳苗の位置からも真耶の攻撃が阻止できない。このままでは晴海の命が危なかった。

「………さようなら、お嬢ちゃん」

　結局、ゆりかの警告は間に合わなかった。晴海は魔法使いではない。戦う力も、心構えもない。普通の女の子でしかない彼女は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくし―――

「さくらばせんぱぁぁあぁぁいぃぃっ!!」

　―――そして、紅蓮の炎ほのおに呑み込まれた。










　ダークネスレインボゥの魔まの手が迫せまっていたのは、ゆりか達だけではなかった。ダーククリムゾンとダークグリーンは、ころな荘そう一〇六号室へ攻撃を仕掛けようとしていた。

　元々ダークネスレインボゥの狙ねらいは一〇六号室にある魔ま力りよく溜だまりの奪だつ取しゆ。真耶が行っているゆりか達に対する攻撃は、足止めや陽動であって、実は本命はこちらなのだった。

「用意はいい、グリーン？」

「ええ。予知は出揃っているわ。金髪の子の『青騎き士し』というキーワードに要警戒。そこから多数の攻撃パターンが分岐しているわ。それと一つだけ注意」

「なによ？」

「エプロンをしている子との格闘を楽しみ過ぎないように。遊び過ぎで足元をすくわれている未来が幾いくつか見えるわ」

「はいはい、あんた大人しい顔して、さり気なく厳しいわねぇ………」

　ころな荘の建っている敷しき地ち内に侵入したクリムゾンとグリーンは、身を隠かくすのに使っていた魔法を解除してその姿を明らかにした。既に人払はらいの結界は張られている。周辺の住人に姿を見られる心配はなかった。

「クリムゾン、今すぐ右へ一歩」

「はいはい、注文も多いわねぇ………」

　二人がそれぞれに右へ一歩踏み出だした、その時だった。

　バシュウゥゥゥゥゥンンッ
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　直前までそれぞれが立っていた場所に、青く輝く光の柱が出現する。光の柱は地面に大きな穴を穿うがち、熱せられた空気が生み出す衝撃波で、近くにいた二人の身体を大きく揺ゆさぶった。

「きゃああああぁぁぁぁっ!?　なによこれぇぇっ!?」

「………敵の攻撃よ。結界を張ったせいで、こちらの接近に気付かれたの」

　頭上からのレーザー砲撃。予期していたグリーンは衝撃波に煽あおられただけだったが、クリムゾンの方は大きくバランスを崩した。そしてクリムゾンは慌ててバランスを立て直すと、グリーンに抗こう議ぎする。

「そういう大事な事は、さっさと言って！」

「大だい丈じよう夫ぶ。ここからはメンタルリンクを使うから」

　そうしてグリーンが新たな魔法を作動させたところで、彼女達に攻撃を仕掛けた人物が姿を現した。それはグリーンやクリムゾンと同じ年頃ごろの、五人の少女達だった。

「ホウ………あれをかわすか………面おも白しろい」

「殿でん下か、奇妙みようです。観測したデータによると、あの二人は発射の直前に回避運動に入っています」

「でも、霊気を読んでる感じじゃないよ。そういう感じはしないもの」

「じゃあ盗聴？　嫌いやだわ、業者を呼ばないと………」

「盗聴ならもっと行動は早かっただろう。もう少し別の何かだ」

　ティア、ルース、早苗、静しず香か、キリハ。一〇六号室の五人の少女達。彼女らはその瞳ひとみに強い闘とう志しを漲みなぎらせ、クリムゾンとグリーンに対たい峙じする。

「でもさあ、いきなり攻撃して大丈夫だったの？」

「問題ない。この状じよう況きようでは敵以外に有り得ぬ」

　早苗はいきなり攻撃した事に問題がないかどうかを心配していたが、ティアにはきちんとした根拠があった。敵の襲来を知らせる兆候があったのだ。

　まず、孝太郎の腕輪と『青騎士』の通信に使われる信号のうち、重力波以外の信号が突然途絶した。これを不ふ審しんに思ったルースが仔し細さいに調査をした結果、孝太郎の周辺で多くの通信が遮断されている事が分かった。また同時にゆりかとも連絡が取れなくなっていた。そんな状況下で、ころな荘の周辺でも通信の遮断が起こった。それと時を同じくして、姿を隠してころな荘の敷地に侵入してきた二人の少女がいる。状じよう況きよう証しよう拠こばかりだが、ここまでやって味方という事はない―――そう判断したティアは、迷わず『青騎士』での砲撃に踏ふみ切きったのだった。

「いいね、その思い切り。気に入ったよ」

　クリムゾンが笑う。強敵との戦いを前にした事で、彼女の瞳は燃えていた。

「当然じゃろう。戦闘の基本は、圧あつ倒とう的な火力による先制攻撃じゃ。不完全な撹かく乱らんごときで安心してノコノコやってきたそなたらが悪い。………無様よの」

　ティアはそう言って上品に笑うと、口元をこれまた上品な扇子で隠す。するとそんなティアの言動に激げつ昂こうしたクリムゾンが両手で杖を構えて吼ほえる。

「だったら今すぐ消し炭にしてやるわっ!!　この私に大口を叩たたいた事を後悔させてやるっ!!」

　クリムゾンにも自身の失策の自覚があった。また、砲撃でよろけて無様な姿を見られたという羞しゆう恥ち心もあった。そこをティアの鋭するどい言葉に切り刻まれ、彼女は完全に頭に血が昇のぼってしまっていた。

「落ち着いてクリムゾン」

「しかし………」

「気持ちは分かるけど、挑発に乗らないで。あの子は計算尽くよ」

「うっ………わ、分かったわ………」

　しかしダークグリーンの冷静な言葉に、クリムゾンはぎりぎりのところで自制を取り戻した。その様子を見たティアは扇子を閉じると、嫌味な笑顔を消した。

「なるほどのう………そなたらはそういう手合いか………」

　グリーンが言うように、ティアの言葉は全て挑発だった。今のティアは必要もなく他人を嘲あざけるような少女ではない。勝負事に長たけているティアは、クリムゾンを挑発する事で多くの情報を引き出そうとしたのだ。

　―――得体の知れない者達じゃが、これで大分分かってきた………やはり撹乱はこの者達の仕し業わざ………緑色の方が情報収集を担当、赤い方は高エネルギー攻撃が出来る。暴走しがちな赤を、緑が冷静さでコントロールしておる。この関係からすると、主導的な立場は緑の方………そして問題は赤い方が攻撃を仕掛けようと構えた杖じゃろう………あの杖、よもや魔法の杖という事はあるまいな………？

　ティアの頭の中に、今の短いやりとりで手にした情報が次々と流れていく。そしてその情報を仔細に検討した結果、ティアはある結論に達する。そしてティアはそれを確かめるべく、傍かたわらのキリハに尋たずねた。

「キリハ、そなたはどう思う？」

「恐おそらくティア殿と同じ結論だ。残念ながら、他には考えられない」

「そうか………やはりな………」

　ティアが強く奥おく歯を噛み締める。ティアとキリハの想像が確かなら、目の前の二人は簡単な相手ではない。

「どういう事なの、ティアちゃん？」

　まだ事情を理解していない静香が早口でティアに尋ねる。

「………あの二人、魔法使いだ」

「ええぇぇぇっ!?」

「うっそおぉぉぉぉっ!?」

　静香と早苗が目を丸くする。その後ろではルースも驚おどろいていた。

「殿下っ、それはまことでございますか!?」

「………馬ば鹿かな事を言っていると思うじゃろうが、十中八九間ま違ちがいない。あれは、いい意味でのゆりかの同類じゃ」

　いい意味でのゆりかの同類。それは早苗の危機を救った時のゆりかに近い力を持つという事。魔法を使うという事なのだ。

　それはつまり―――

「敵は魔法少女。コスプレのつもりで舐なめてかかると、大変な目に遭あうぞ」

　―――酷ひどく柔じゆう軟なん性に富んだ戦い方をする厄やつ介かいな敵であるという事を、意味しているのだった。










　ティアが二人を魔法少女だと判断した理由はその杖と現状ゆえだった。

　二人の少女は、それぞれが形状の違ちがう杖を身に着けている。そしてころな荘の周辺で起きている通信障害は、ゆりかがエンサイクロペディアを使って発動させる結界の魔法によるものと酷似していた。加えて二人が侵入してきた時の透明化はほぼ完かん璧ぺきで、ティア達の設置した光学センサーを全てかいくぐっている。現在の地球の科学力でそれが出来るとも思えなかった。

　ゆりかの杖は孝太郎が別の世界から持ち込んだ―――という事になっている―――のだが、この世界においても問題なく機能している。それはつまり、この世界の物理法則は魔法の存在を許容するという事。だとしたら、本物の魔法使いがいても不思議はない。

　これらの状況を総合すると、二人が魔法使いであるか、フォルトーゼのセンサーを誤魔化せるだけの先進科学を有しているという事になる。そのどちらであるにせよ、危険は明白。そして最悪の場合を想定するなら、二人が魔法使いであるという状況を想定せねばならなかった。先日のゆりかの働きからすると、敵にする場合には使い方が限定されるフォルトーゼの科学よりも、多彩な魔法の方が厄介なのだ。

「そういう事。フフッ、あんた達はこれから、私達の魔法で倒されるのよ」

　クリムゾンは自信ありげな様子で、両手に杖を構える。すると彼女の身に着けている真紅の衣装がぼんやりと赤い光を放ち始める。その姿は、まるで彼女自身が燃えているかのようだった。

「別にあんた達に恨うらみはないけれど………グリーン、準備はいい？」

『ええ。三十三秒後に最初の攻撃が来るわよ』

　グリーンは無言で頷うなずく。だが、その声がクリムゾンに届いている。これは心の声で会話できるようになる魔法のおかげだった。

「どんな攻撃？」

『エプロンの子が前に出てくるわ』

　そしてグリーンが杖を構えると、彼女の周囲に複数の立体映像が現れる。その立体映像は文字や画像で周囲の情報を映し出しており、ちょうどクランが腕輪を使って情報処理を行っている時と似たような姿だった。

「このあいだのゆりかちゃんみたいな敵か………だったら私が前に出るわ。ティアちゃん達は援護をお願い」

「静香、あたしも手伝う！」

「頼むぞシズカ、サナエ。『青騎士』、対人レーザーを起点にして、ウェポンオートセレクト。空間歪わい曲きよく場は対艦戦せん闘とうを想定」

『仰せのままに、マイプリンセス』

「カラマ、コラマ、霊子力フィールドの設定変更、属性への追従性を限界まで上げろ。霊子力兵装の使用を許可。リミッター解除、必要なら壊れるまでやって構わん」

『分かったホー！』

『任せるホー！』

「得体の知れない敵です！　皆みな様さま、情報が集まるまで御無理はなさいませんよう！」

　静香が前衛を担当し、早苗が霊力でその援護にあたる。ティアは火力を生かして遠距離から射撃を担当。キリハは指揮を取りながら高機動の埴輪を使って全体のフォロー。ルースは最後尾で情報の収集と分析にあたる。

　―――これで何とかなってくれればいいのだが………。

　現状で望み得る最高の布陣じんだが、指揮を担当するキリハは、これでもなお不足かもしれないと考えていた。キリハ自身がエンサイクロペディアを使った経験から、魔法というものの柔軟性はよく分かっていたのだ。

「そろそろ準備はいいかしら、お嬢さんがた？」

「………あんまり遊んでは駄だ目めよ、クリムゾン」

　その証しよう拠ことばかりに、五人を前にしてもクリムゾンもグリーンもその余よ裕ゆうを崩さない。二人とも自身の勝利を疑っていないのだった。










　先手を取ったのは侵しん略りやく者しやの少女達だった。

「行くわよっ！」

　身体能力の高さでは群を抜いている静香が、そのスピードに物を言わせて一気に距離を詰つめる。髪やエプロン、スカートの裾すそをなびかせ、静香は相手の前衛を務めるクリムゾンに接近した。

「静香っ、あんたの身体は孝太郎ほどには強化できなかったからっ、あんまり過信しないでねっ！」

「分かったっ、ありがとう早苗ちゃんっ！」

　後方の早苗に礼を言いながら、静香は思い切り地面を蹴って跳躍する。早苗の霊力で更に強化された身体は、まるで弾丸のような勢いで宙を舞った。そして静香は空中で軽く回転して右足を突き出すと、飛び蹴りの姿勢でクリムゾンに突っ込んでいく。

「しゃらくさいっ！」

『この蹴りはめくらまし。本命はこの後の射撃よ。反撃はそれを避けてから』

「りょおかぁいっ!!」

　静香の蹴りが迫る中、クリムゾンは不思議なステップを刻む。一いつ旦たん静香から離れ、回り込むようにして前に出る。

　キュキュキュウゥンッ

　するとクリムゾンが最初に居た位置から、その少し後ろまでを薙ぎ払うようにしてレーザー光が通り過ぎていく。このレーザー光は、ティアが呼び出した武器が放った、攻撃用のレーザーだった。

「まだまだぁっ！　早苗ちゃんゴッドアロー―――って、あれえぇぇっ!?」

　ティアの攻こう撃げきをかわしたクリムゾンに、早苗が霊力による攻撃を加えようとした瞬間、クリムゾンの周囲に多数のクリムゾンが姿を現した。それに驚いた早苗の攻撃が、ほんの一瞬だけ遅おくれる。

『クリムゾン、攻撃が来ないのはこの位置』

「ふんっ、それじゃあ反撃と行きましょうかぁっ！」

　その直後、十数人のクリムゾンが一斉に杖つえを構えた。

「まずっ!?」

　蹴りを外して着地しようとしていた静香は、身体を丸めて両りよう腕うでをクロスさせ、クリムゾンの攻撃に備える。早苗が与えてくれた霊れい能のう力りよくのおかげで、狙いが自分だと分かっていたのだ。

「サナエッ、ただの立体映像じゃっ！　構わず攻撃せいっ！」

「うんっ！」

　早苗は霊力で作りだした弓から矢を放つ。この矢も霊力によるもので、途と中ちゆうで十以上の小さな矢に分ぶん裂れつし、クリムゾンの群れに襲いかかった。

「全部偽にせ物ものっ!?」

　早苗の放った矢の直撃を受けたクリムゾンは、ことごとく消え失せた。ティアの読み通り、それらはグリーンが作り出した幻げん術じゆつ―――立体映像だった。だが、立体映像の数は多く、全てを消し去ることが出来なかった。そしてその中で、クリムゾン本人も健在だった。

「インフェルノファイア・モディファー・ハイコンセントレート」

　残ったクリムゾンは三人。その三人は全く同じ動作で杖を構え、その先せん端たんに赤々と燃える大きな炎の玉を作り出した。そしてその炎の玉は大きく収縮して、テニスボールほどの大きさとなる。すると火力は増し、炎はまるで太陽のように煌々と輝き始めた。

「くらえぇっ!!」

　そして三つの炎の玉は一斉に静香へ襲いかかる。

「きゃーきゃーきゃー！」

　静香にはどれが本物か分からない。また、着地直後で身動きが取れない。だから彼女には悲鳴を上げる事しか出来なかった。

「カラマッ、コラマッ！」

『お任せだホー！』

『静香ちゃん安心するホー！』

　炎の玉が命中する直前、静香の前にカラマとコラマ、二体の埴はに輪わが進み出る。すると埴輪達たちは正面に手を伸のばして、黄色い光を放射し始める。その光はやがて大きな膜となり、静香と埴輪達自身を包つつみ込んだ。

　ドゴオオォォォオオォォォォンッッッ

　埴輪達の光の膜と炎の玉が接せつ触しよくした瞬間、大きな爆ばく発はつが起こった。その衝撃でころな荘一帯がびりびりと激しく揺れる。この爆発のおかげで、静香と埴輪達は爆炎に包まれ、姿が見えなくなってしまう。

「げほっ、げっほげほっ」

『静香ちゃん、すぐに後退するホー』

「分かってるけどっ、げほほっ」

『こっちだホー』

　しかし幸いな事に、静香達たちはすぐに姿を現した。二体の埴輪が、煙を吸って咳き込む静香の手を引いて、ティア達の所まで戻ってくる。静香も埴輪達も爆発で多少汚れていたが、怪け我がはないようだった。

「………私達も相当だと思うけれど、あんた達も相当奇き妙みような連中ね？　普通なら、今ので一人ぐらい死んでるわよ？」

　無事に危機を脱した静香の姿に、クリムゾンは称賛の言葉をかける。彼かの女じよの得意魔ま法ほうであるインフェルノファイア、その直撃を受けてなお無傷であるという事は、驚くべき事だった。

　しかし彼女は驚いただけでは終わらず、その称賛の裏で密かに言葉を使わずにグリーンとの会話を続けていた。

『グリーン、次は？』

『次は十八秒先よ。あの可か愛わいい機械が何かを仕掛けてくるわ』

『詳しい予知が固まったら教えてちょうだい』

『ええ』

　クリムゾンにもグリーンにも勝つ自信はあったが、それは二人がミスなく完全に連携した場合の話だ。二人には油断はなかった。

「殿下、やはり奇妙です。敵はこちらの攻撃の直前に、攻撃が来ない場所へ移動しています。まるで最初から攻撃が来る場所が分かっているかのようです」

「でも、こっちの霊れい波を読まれている訳じゃないよ。霊力を使ってる感じはしないし」

「心理分析じゃろうか？」

「いや………それが出来るほど、向こうが我々の情報を収集したとも思えん。むしろ魔法で手の内を読まれていると考えた方がいいだろう。読まれているのが心なのか、霊波なのかは分からないが………」

　対する侵略者の少女達も、得体の知れない二人の敵を前にして、より連携を強めようとしていた。ここまでの僅わずかな戦いで、五人ともバラバラのままでは勝ち目がない事を感じ取っていたのだ。

「カラマ、コラマ、連中を近付けさせるな」

『ラジャーだホー』

『任せるホー』

「『青騎士』、牽けん制せい攻こう撃げき。迎撃はオートリアクション」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　彼女らはフォーメーションを組み直して二人の魔法少女を牽制しつつ、今後の方策を練る。攻撃を読まれている以上、安易な力押おしは出来なかった。対する二人の魔法少女も、力押しはしてこない。カラマとコラマ、そして『青騎士』による攻撃を防ぎつつ、侵略者の少女達が隙を見せるのを待っていた。

「………あのさ、馬鹿な事を言ってもいいかな？」

　静香が服の埃ほこりをはたきながら、遠慮がちに尋ねる。

「よい。今はどんな策も検討したい」

　ティアは大真ま面じ目めに頷く。今のティアは、藁わらにもすがりたい気分だった。

「あの子達、魔法使いなのよね？」

「そうだ。その点だけは疑いない」

　キリハが頷く。赤い服の少女、クリムゾンが杖から火球を放った時点で、魔法使いである事だけはほぼ間違いのない事だった。火球が発生した時にカラマとコラマ、そして『青騎士』のセンサーが収集した情報によると、科学的な力も霊子力技術の力も、働いていなかったのだ。

「だったら………童話の魔女みたいに、水晶玉で私達を占ってるって事はないかな？」

「未来予知かっ！」

　静香は馬鹿にされるのを覚かく悟ごして、恥はずかしそうにしていたのだが、ティアとキリハは馬鹿にしたりはしなかった。その代わりにティアとキリハは驚いて大きく目を見開き、顔を見合わせる。それは肯定的に捉えているからこその反応だった。

「キリハッ、可能性は!?」

「否定はできない」

　キリハは孝太郎が時間移動を行っている以上、何らかの手段で未来の情報を知る事は可能だろうと考えていた。問題は実際にそれを行っているのかどうか、という点だった。

「………未来予知も含ふくめて、どのように手の内を読まれているのかを、早急に確かめねばなるまい」

「ではどうするのじゃ？」

「それは―――」

　キリハは手早く考えをまとめると、仲間の少女達に伝えていった。すると少女達はすぐにキリハの言葉に従って行動を開始する。その気配を察したクリムゾンは、口元を歪ゆがめてにやりと笑った。

「ようやくやる気になったようね。助かったわ。おもちゃの相手は飽きてきたところだもの」

『一手目は金髪の子がまた機械を呼ぶわ。驚かないでね、小型のミサイルが沢山飛んで来るから。熱源誘導だから、引き付けてからフレアでかわして』

「まったく、びっくり箱みたいな連中ね………マルチプルエナジーボルト！」

　クリムゾンはグリーンの言葉を聞きながら、魔ま力りよくを固めたエネルギー弾で空中にいる埴輪達を攻撃する。しかし埴輪達は攻撃を止めて後退を開始した為ため、エネルギー弾はそのまま虚空へと消えていく。そしてその直後、ティアが動き出した。

「行くぞ、者共！　『青騎士』っ！　対人マルチミサイル！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　ティアの左右に時空の穴が開き、そこから大きな箱が一つずつ出現する。箱は一メートル半程ほどの大きさで、フォルトーゼの物にしてはいささか角ばったデザインをしていた。

『ターゲットロック、攻撃を開始します』

　そして『青騎士』の人工知能の合図と共に箱が開き、五十センチほどの大きさのミサイルが十六発ずつ出現する。

　ゴオォォォォォォッ

　それらは一斉にロケットの炎を噴出させ、箱から飛び出していく。ミサイルの群れは一いつ旦たん急上昇した後に、一斉に向きを変えて二人の魔法少女に襲いかかった。

「行くわっ！」

　ミサイルが向きを変えたのと同時に、静香が走り出す。敵がミサイルを迎撃している間に間合いまで近付こうというのだ。

「フレアッ！」

　クリムゾンは杖を頭上に掲げ、短い呪文を詠唱する。すると彼女とミサイルの間に、明るく輝かがやく光の玉が出現する。

　シュゴォォォォォォッ

　ミサイルはその光の玉を目標と誤認し、追尾を開始した。するとクリムゾンは光の玉を操って、出で鱈たら目めな方向へ進ませる。するとミサイルの群れは光の玉を追って、何ど処こかへ飛び去っていってしまった。

「今度は私の番よっ！」

　クリムゾンがミサイルの対応にあたっている隙に近付いた静香が、その勢いのままクリムゾンに襲いかかる。

「待ってましたぁっ！」

　クリムゾンは杖を両手で構え、静香を迎撃しようと前に出る。強さを求めるクリムゾンにとっては、接近戦や格闘技による戦いも、歓かん迎げいすべき出来事なのだった。

『必要ないわ』

「きゃあぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　あとほんの僅かでクリムゾンとの戦いが始まるというところで、突とつ然ぜん静香の足元の土がへこむ。それは丁度静香が地面に足を着こうとしていたタイミングだったので、地面との距きよ離り感が狂い、彼女は足を踏み外して大きくバランスを崩くずした。

「ちょっとグリーン、少しは私にも楽しませて！」

『もう少し数が減ったらね』

「絶対よ？」

　クリムゾンがグリーンに苦情を言う横を、転倒した静香が勢いよく転がっていく。受け身を取ったおかげで大きなダメージは避さけたものの、静香は息が詰まり身動きが取れなくなっていた。

「まったく………こういう消化試合的なのが一番嫌きらいよ………」

　その静香に向かって、クリムゾンが跳躍する。クリムゾンは空中で足を下にして、静香に向かって落ちていく。両足による蹴りを動けないでいる静香の腹に叩き込み、とどめを刺そうというのだ。

『脚を曲げて、クリムゾン』

「はいよっ」

「あぶない静香ぁっ！」

　だが早苗が放った霊れい力りよくの矢が辛かろうじて静香を救った。矢をかわす為にクリムゾンが両脚を曲げた為、ほんの一いつ瞬しゆんだけ静香への攻撃が遅れた。その間に静香が身体を回転させたおかげで、クリムゾンの攻撃は静香の脇腹を掠めただけで終わった。

『私の後方三メートルまで下がって』

「はいはい、忙いそがしいわねぇっ」

「『青騎士』っ、静香から敵を引き剥がせっ！　攻撃方法は任せるっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　そしてティアが呼び出した『青騎士』の対人武器が、静香とクリムゾンの間に大量の銃弾をばら撒く。だが、クリムゾンは既すでに回かい避ひに移っていた為、銃弾が彼女を傷付ける事はなかった。そのままクリムゾンはグリーンと共に更さらに後方へ下がっていく。

「やはり避けるかっ！」

　単に攻撃を避けられただけであるにも拘かかわらず、キリハが驚きよう愕がくに表情を歪ませる。実は今のティアの攻撃には、重大な真実が潜ひそんでいたのだ。

「ルースッ、どうじゃっ!?」

「彼女達は『青騎士』が設定した攻こう撃げき範はん囲いのぎりぎり外側にいます。まるで『青騎士』の戦闘用アルゴリズムを解析されたかのようです！」

　ここまでの一連の攻撃には、幾つか特別な意図がある攻撃が含まれていた。

　例えば最初のミサイルは、敵が本当に魔法を使ってティア達の手の内を読んでいるかどうかを、確かめる為のものだった。ミサイルの誘導方式は複数あるので、その対策を的確にやってくるかどうかで、何らかの方法で攻撃が読まれているかどうかがはっきりする筈はずだった。そして実際、クリムゾン達はいきなり熱源誘導の対策を取った。誘導方式が分からないなら、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうなどで身を守る筈なので、これで何らかの手段で手の内を読まれている事が明らかとなった。

　そして一番重要だったのが、ティアによる最後の攻撃だった。あの時、ティアは攻撃の全すべてを『青騎士』の人工知能に任せた。つまり当初ティア達が疑った思考や霊波を読みとる魔法や、統計的な心理分析では、この攻撃は読めない筈だった。にも拘らず、クリムゾンとグリーンは的確に『青騎士』が設定した攻撃範囲の外へ出た。この短時間で『青騎士』の攻撃システムが解析されたとは思えない。すると残された可能性は幾つも残っていなかった。

「グリーン、どうやらバレてしまったみたいよ」

「そのようね。凄すごい数の予知が一気に消えたわ」

　クリムゾンとグリーンは、強さのからくりを相手に知られたにも拘らず、その余裕を崩さなかった。驚愕する侵略者の少女達を前に、彼女達はただ悠然と微ほほ笑えんでいた。

「まさかとは思うたが………そなたらは、未来が読めているのじゃな………」

「そうよ。だからさっさと諦あきらめて、やられてしまいなさいな」

　余裕を崩さないのも当たり前だろう。

　二人は知っているのだ。

　未来を予知している事を知られたところで、自分達の優位は決して崩れはしないと。







契約と降臨と　四月二十四日（土）







　アトラクションの出口にある『本日のハイスコアトップテン』という液晶画面の一番上に、孝こう太た郎ろうと真ま希きの名前が表示されていた。そのアトラクションは二人一組になって乗り物に乗り、現れるモンスターを何匹倒せるかを競うゲーム型のアトラクションだった。そして孝太郎と真希は一いつ緒しよにこのアトラクションに参加し、二位以下を大きく引ひき離はなしてのぶっちぎりのハイスコアを叩き出していた。

「………なぁ、コウ。お前、この結果を前にして、何も感じないのか？」

　画面の一番上で燦さん然ぜんと輝く『ＫＯＵＴＡＲＯＵ　＆　ＭＡＫＩ』という表示を見上げながら、賢けん治じは呆れたように肩かたを落とした。

「何もって、どういう事だ？」

「これだよ………こいつときたらもう………」

　賢治は不思議そうにしている孝太郎の肩に手を置いて脱だつ力りよくする。賢治にしてみれば、真希のような女の子らしい女の子がこの手のアトラクションで必死になってくれる事自体が、ある種の特別な合図のように見える。しかし孝太郎はそれを感じていない。もしくは意図的に無視している。賢治が孝太郎を心配したくなる瞬しゆん間かんだった。

「里さと見み君も藍あい華かさんも、ぐだぐだ言ってないで付き合いなさいって。こんなに息の合った二人って、そうそういないわよ？」

「あたしもそう思うなぁ。ちょっと有り得ないぐらい、運命の力を感じるもん」

　賢治と女性陣は、孝太郎と真希は相あい性しようがいいから、そのまま付き合うべしという意見でまとまっていた。特に女性陣の間では、孝太郎と真希の作る雰ふん囲い気きが特とく殊しゆである事は、以前から度たび々たび話題に上がっていた。それがアトラクションのスコアとしてはっきり明示されたので、ここが勝負どころとばかりに孝太郎と真希をけしかけ始めていた。

「そこんとこ、真希ちゃんはどうなの？」

「どうって言われても………その………私はお金に汚きたないヤな女だし………」

　真希は顔を赤くして照れていた。既に真希自身の気持ちははっきりとしていたから。

「おっ、まんざらではないようですなぁ？　このこのぉ」

「………」

　クラスメイトに肘ひじで軽く脇腹を突かれた真希は、反射的に孝太郎の顔を見た。すると孝太郎と目が合ってしまう。

「………あの………わたし………」

「お、おう………」

　初めは困こん惑わく気味だった孝太郎だが、真希の顔、とりわけその瞳を見た時から、彼女の存在が心の中から困惑を追い出だし、代わりにそこでそっと微笑むようになる。

　―――確かに、他ほかとは違う、不思議な感じのする子、だよな………。

　孝太郎は真希を見ていると、いつも不思議な気分にさせられる。守らなければいけないという使命感。同時にこの子なら同じ事を大切にしてくれるという安心感。何が孝太郎にそう感じさせるのかは分からないのだが、その感覚は決して不快ではなかった。それは孝太郎が、侵略者の少女達たちに感じているものと同じかもしれない。そして孝太郎は、その感覚がただのクラスメイトから感じられる事を、不思議だと思っていた。

　―――ただのクラスメイトといっても、秘密を共有している訳なんだけど………それが理由かな………？

　孝太郎に思い当たる事といえば、雪山で命を助けあった事ぐらい。孝太郎は漠然と、それが理由かもしれないと考えていた。

「俺おれは納なつ得とくせんぞっ！　藍華さんが里見と付き合うだなんてっ！」

「そうだそうだっ！　非モテ系同盟の絆きずなを汚けがした男がっ、真っ先に幸せになるなんて許せんっ！」

　だが孝太郎と真希が見つめ合っていられたのはそこまでだった。男性陣から多数の不満が爆発し、孝太郎と真希の間にあったしっとりとした空気を吹き飛ばしてしまう。

「真希ちゃんの運命の人は俺だっ！　勝手な事を言うなっ、女共っ！」

「あんた達たち馬ば鹿かじゃないのっ!?　あのスコアという現実を受け入れなさいっ!!」

「いーやっ、間違いだっ！　あんなデジタル的なものが、人の絆と運命を量るものであってたまるかっ！」

「正論なんだけどっ、今は馬鹿にしか見えないわっ！」

　言い合いは当人達を置き去りにして激しくなる一方。それは孝太郎にとって、置いてきぼりを喰くらったような感覚だった。すると孝太郎は段々おかしくなってくる。その気持ちは次し第だいに大きくなり、笑い声へ変わって口から漏れ出していった。

「ははっ」

「ふふふっ」

　すると孝太郎のすぐ近くからも、小さな笑い声が上がる。孝太郎が目をやると、そこでは真希が笑っていた。やがて二人の目が合い、真希は軽く目を細める。その瞬間、孝太郎は確信した。真希もまた、自分と同じような事を感じているのだろう、と。

　―――なんだろうな、本当に………。

　不思議な感覚だった。そしてそれが真希である事が心ここ地ち良よい。だから孝太郎は素す直なおに認める事が出来た。自分にとって真希は、大切な存在の一人なのだろう、と。

　ブゥゥゥゥゥン

　真希の携帯にメールが届いたのは、そんな時の事だった。










　届いたメールはごく短いものだった。件名に『行動開始』とだけ書かれていて、本文はない。事前の取り決めの通りのメールだった。だから真希は携帯の画面に表示されている件名を見ただけで、何が起こっているのかを悟さとった。

　―――始まるのね………。

　メールは真希の仲間達が行動を開始した事を告げるものだった。そして真希の仕事は、仲間達の仕事が終わるまで、孝太郎をこの場所に足止めする事。最大の戦力と思われる孝太郎を足止めする、それが真希の役目なのだ。そしてこの役目は、真希にとっても意味のある行こう為いだった。真希は孝太郎を誰だれとも戦わせたくなかった。それは命の危険があるというだけではない。孝太郎が敵の悪意に晒さらされて、汚れてしまうのが嫌いやだったのだ。

　―――でも………本当にこれでいいの………？

　しかし真希は、何か釈然としない気持ちを抱かかえていた。孝太郎を裏切っているような気がしてならない。現在の状じよう況きようを知れば、孝太郎はそれを解決しようとするだろう。それが分かっているのに、真希は事実を孝太郎に伝えない。それは孝太郎を守る為だが、孝太郎の願いには反している。だから真希は、上う手まく自分を納得させられずにいた。

　―――何が正しいのか分からない………これも契約のせい？

　そして更に真希の心を乱していたのは、孝太郎との間にある契約だった。契約により心理的な接続があるので、真希は孝太郎の意思を優先する傾けい向こうにある。だから仮に真希自身が孝太郎の身の安全を優先しようとしていても、契約が孝太郎の意思を優先するように真希に刷り込みを行っている可能性があった。

　こうした様々な事情が真希を混乱させていた。だから彼女は、携帯の液晶画面を見つめたまま、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

　ブゥゥゥゥゥン

　そんな時、真希の耳にもう一度、携帯電話が震ふるえる音が聞こえてくる。しかしそれは真希のものではない。彼女の隣となりにいた、孝太郎のものだった。










　実際に震えていたのは携帯ではなく、孝太郎の右手首に嵌まっている腕うで輪わだった。すると孝太郎は右手で携帯電話を耳に当て、同時に腕輪に音声通話の命令を与あたえる。こうすると孝太郎が腕輪を使っていても、傍はた目には携帯を使っているように見えるのだ。

「どうした、クラン」

　腕輪は元々クランに貰もらったものなので、腕輪に連絡してくるのはクランだけだった。他の者達は普ふ通つう、携帯電話に電話してくる。だから孝太郎は通信してきた者の名前を確かめずに、クランの名を口にしていた。

『無事ですのっ、ベルトリオンッ!?』

　孝太郎の予想通り、声の主はクランだった。だが、腕輪から飛び出してきた声は落ち着きがなく、普ふ段だんよりもずっと大きかった。だから孝太郎はその声に驚おどろいて、携帯電話を取り落としそうになっていた。

「なっ、なんだいきなりっ!?」

『さっさとお答えなさいっ!!　無事ですのっ!?』

「あ、ああ………無事だぞ。ここは平和そのものだ」

　孝太郎は一度辺りを見回してからクランの質問に答える。テーマパークは平穏そのもの。騒そう動どうがあるとすれば、未いまだに言い合いを続けているクラスメイト達ぐらいだった。

『という事は、問題は別の場所ですわね!?』

「どういう事だ？　何があった？」

『たった今、パルドムシーハから重力波通信で緊急救難信号が届きましたの！　それでてっきりあなたと一緒だと思って御連絡を差し上げたんですわ！』

「そういう事かっ！」

　クランの言葉で事情を察した孝太郎は、クラスメイト達に背を向けて声をひそめ、クランに指示を伝えていった。

「………クラン、すぐにみんなの所在と状況を確かく認にんしてくれ。ルースさんがお前に救難信号を出すなんてよっぽどの事だ」

　ルースはクランを信じ、許したが、ティアとクランは和解した訳ではない。そんなティアの手前、ルースは頻繁にクランと連絡を取る訳にはいかない状況にあった。そのルースがクランに助けを求めたという時点で、相当な問題が生じている筈だった。

『わたくしもそう思って、既に無人戦せん闘とう機きを発進させておりましてよ。何か分かり次第お伝えしますわ』

「………ありがとう、クラン」

『礼なんて言いっこなしですわよ。主従とは、助け合うものでしょう？』

「………かもな」

　孝太郎はクランの言葉に頷うなずきながら、自分の気持ちの変化を悟る。

　―――俺はクランの家臣も悪くないって思ってるんだな………。

　主従は助け合うもの。そう言われても、孝太郎は違和感を感じない。今の孝太郎はクランに仕える事に抵てい抗こうを感じていないのだ。今のクランは、ティアと同じく皇女としての資質を正しく発揮し始めていたから。

『ま、まぁ、そんな話は後ですわっ！　ベルトリオン、あなたはこの位置へ移動して下さいまし。そこへ鎧よろいを転送致いたしますわ！』

　クランの指示と同時に、孝太郎の眼前にテーマパーク周辺の地図の立体映像が浮うかぶ。そしてテーマパークを出て少し行ったところにある倉庫街の路地裏に、赤いマーカーが点滅していた。

　今のクランは『青騎き士し』のシステムを利用する権限を持っている。それを使って孝太郎に鎧を届けるつもりだった。そしてテーマパークの近くで、一番目立たない場所がその路地裏だったのだ。

「………分かった、すぐに向かう」

　孝太郎は地図の場所を頭に叩たたき込むと通信を終えた。そしてすぐに行動を開始する。

　一刻を争う状況が想像された。残念ながら、楽しい休日はここまでだった。










　孝太郎は友人達に、急用が出来たからと平謝りを繰くり返かえして、テーマパークを飛び出した。そしてクランが指定した倉庫街の路地裏へ向かう。来る時に使った駅とは反対方向なので一見遠回りなのだが、実はこれが吉きつ祥しよう春はる風かぜ市に戻もどる最短ルートだった。

　テーマパークから電車を使って帰ろうとすると、駅までの移動も含めて数十分の時間がかかる。だが緊急事態が予想されるので、そんな呑のん気きな事はしていられない。そこで孝太郎は『青騎士』の鎧を着て、空を飛んで帰ろうとしていた。鎧の能力を使って全速力で飛べば、吉祥春風市に数分で辿たどり着く事が出来る筈だった。

『ベルトリオン、春風市内に二ヶ所、電波が観測できない領域がありますわ！』

「どこだ!?」

『あなたの屋や敷しきと、郊外の再開発地域ですわ！』

「もう少し詳くわしく調べてくれっ！」

　孝太郎は人気のない倉庫街を走りながら、クランとの通信を続けていた。クランは孝太郎の為に刻々と情報を送ってくれている。おかげで孝太郎には、少しずつ侵しん略りやく者しやの少女達の状況が読めてきていた。

　―――今日、外に出ているのは俺とゆりか。という事は、再開発地域にいるのはゆりかか？　病院からも近いし………。残りの五人は多分ころな荘そう………俺とゆりかが家を空けるタイミングを狙ねらって、何者かがころな荘に攻撃を仕掛かけた？　内情が知られている？　だが何な故ぜわざわざゆりかを狙う？　ただのコスプレイヤーだぞ？　いや、ゆりかが魔法を使えるようになった事も知られているのか？

　情報が集まるにつれて、多くの疑問が噴出する。すると疑問と同じだけ不安も募った。六畳じよう間の少女達が危険な目に遭っているかと思うと、簡単にやられるような少女達ではないと知っていても、孝太郎の気持ちは焦あせる。今の孝太郎にとって侵略者の少女達は、それだけ大事な存在なのだった。

『そちらに鎧の転送を開始しますわ！　転送終了と同時に強制起動！　起動時のシステムチェック省略！　個人設定レイオス・ファトラ・ベルトリオン、バージョン二・三八改で起動！』

　孝太郎が倉庫街の路地裏に飛び込むと、その一番奥おくに二メートルほどの大きさの黒い円盤―――時空の穴があるのが見えた。そしてその穴の中から、直立した状態のブルーの鎧がゆっくりと出現する。そして鎧は出現と共に大量の排気を行い、路地裏の埃ほこりを四方に吹き飛ばした。この路地裏のくすんだ色しき彩さいの中では、鎧の放つブルーの輝きだけが、ただただ鮮やかだった。

　キュイィィィィン

　出現した鎧は孝太郎の接近を感知して、正面装甲を展開する。クラシックな騎き士し鎧よろいの外見に反し、中には実に近代的な科学装置が詰つまっている。それはこれまで何度も孝太郎の命を救ってきた、先進科学の結晶だった。

「よしっ！」

　自分を待っている鎧を見て、孝太郎は走るスピードを上げた。これでやっと少女達のもとへ向かう事ができる。孝太郎の気持ちは逸はやった。

　鎧まであとほんの数メートル。

　異変が起こったのは、まさにそんな時の事だった。

「………アクティベート・エンゲージ。生命維い持じに関する特例条項を適用、セーフガード起動。里見君を歩けなくして」

「なっ、なんだっ!?」

　路地裏に聞き覚えのある少女の声が響く。それと同時に、孝太郎の下半身が動かなくなる。おかげで孝太郎は、鎧を目前にして立ち尽くしていた。

「足が動かないっ!?　一体何が起こっているっ!?」

　孝太郎は懸けん命めいに足を動かそうとする。しかし足はピクリとも動いてくれない。まるで地面に根が生えたかのようだった。そしてそれは、外側から強ごう引いんに押さえられているのとは違ちがう。孝太郎が頭で考えた事が、胸から下に伝わっていないような感覚だった。

「………里見君と私を結んでいる契約を活性化したの。あなたを守る為であれば、契約は無制限にあなたを拘束してくれるわ」

　身動き出来ないでいる孝太郎の前に、一人の少女が姿を現す。それは藍あい色いろの衣装で身を包んだ、クラスメイトの少女。さっきまで孝太郎と一緒にテーマパークで遊んでいた、藍華真希だった。

「藍華さんっ!?　これは君がやっている事なのかっ!?」

　孝太郎には訳が分からない。足が動かない事も、目の前に真希がいる事も。真希の口ぶりからすると、それらは彼女の手によるもののようだったが、ただのクラスメイトにそれが出来るとも思えなかった。孝太郎は混乱する頭を抱え、真希に答えを求めた。

「違うわ。やったのはあなた」

「なんだってっ!?」

　だが、真希の答えは孝太郎を更に混乱させた。

「正確に言うと、あなたの剣けんの仕し業わざよ」

「俺の剣―――シグナルティンかっ!?」

　真希に言われて、孝太郎は自分の内側に意識を向けた。そして自分を拘束している力、その源泉を探さぐる。

　―――これは確かにシグナルティンの魔力………陛下の力が働いているっ!!

　すると孝太郎は、自分の身体の中で、シグナルティンの魔力が働いている事を感じ取った。アライアの気配がする白い魔力。あまり魔法の才能に恵まれていない孝太郎でも、間違いようのないものだった。

「だがどうしてっ!?　どうしてシグナルティンが俺の自由を奪うばう!?」

　孝太郎には信じられない状況だった。アライアが与えてくれた力が、孝太郎の自由を奪っている。誰が敵になろうとも、アライアだけは味方で居てくれるのだと信じていただけに、孝太郎のショックは大きかった。

「………それは、あなたが私を助けてくれようとしたから………」

　混乱している孝太郎に、真希は静かに語りかける。そしてこの時の真希の瞳ひとみは、その声以上に落ち着いた、穏おだやかな色をたたえていた。

「だから剣はあなたの意思に応えて、私とあなたの間に、魔ま法ほうの絆を作ったの」

「魔法の絆、だって………？」

「そう………覚えていないかしら？　雪山であなたが私の怪け我がを癒そうとした時、あの白い光の中で、あなたは何かを見た筈よ」

「雪山の………あっ………」

　それは孝太郎の記き憶おくの中に、はっきりと残っていた。雪に閉ざされた山小屋の中で、死にかけていた真希を救う為に、孝太郎はシグナルティンの力を使った。そしてその白く輝く光の中で、孝太郎は見たのだ。傷だらけで、孤こ独どくと寒さに震える、幼い少女の姿を。

「見た………傷だらけで震えている、女の子だった………」

「そう………私もその時、男の子を見たわ。編みかけのセーターを抱だいて泣いている、男の子だった………」

　真希もはっきりと覚えている。真希はあの光の中で、真っ赤な返り血を浴びた少年が、編みかけのセーターを抱き抱えて、呆然と座り込んでいる姿を見たのだ。

「………あの時、私は全てを諦めていた。生きようという意志を失っていた。あのままただ傷を癒いやしただけでは、きっと私は助からなかった。だから剣は私に希望を与えようとした。一人ではないのだという、希望を」

「あの女の子は………君だったのか………」

　あの少女には―――死にかけていた真希には、傷の治ち療りようだけでなく、生きようという意志、そしてその源泉と成り得る他者との絆が必要だった。だからシグナルティンは孝太郎に真希の本当の姿を見せた。真希を救う為に何が必要なのかを、孝太郎に伝える為に。

「そして君は………俺を見た………」

「あなたにも、必要だったんでしょう？　一人ではないのだという、希望が………」

「そう、だと思う………俺は、心の深いところで他人を拒きよ絶ぜつしていたから………」

　孝太郎は母親を失った事で、他人との深い繋つながりを持とうとしなくなっていた。だから孝太郎にも絆が必要だった。決して引き裂かれる事のない、強い絆が。だから真希に本当の孝太郎の姿を見せた。孝太郎を救う為に何が必要なのかを、真希に伝える為に。

『待ってろ、俺が今すぐ助けてやるからっ！』

『大だい丈じよう夫ぶよ、私がずっと一緒にいてあげるから………』

　そして二人は思った。

　抱き締めてやりたいと。冷え切った心と身体を、あたためてやりたいと。その小さな手を握にぎり、一人ではないと伝えてやりたいと。

　目の前の弱々しい存在を、守ってやりたいと思ったのだ。

「だからあなたの剣は、魔法で絆を作った。私とあなたを、共に救う為に」

　二人の共通した想おもいが、シグナルティンから新たな魔法を呼び起こした。

　二人の心を繋ぎ、守り合う契約の力を。永久に切れない絆を。

　あの時点の二人には、どうしてもそれが必要だったのだ。

「魔法の絆………まさか………本当にそんなものが………」

「心当たりはある筈よ。私の行動が先読み出来た事はない？　私があなたの行動を先読みした事はない？　私が不自然な行動をしても、疑わないのは何故なの？」

「それは………」

　確かに、孝太郎には心当たりがあった。

　日常生活でも、一緒に戦った時も、孝太郎は真希が自分の心を読んでいると感じる事があった。そして逆に、真希が何をして欲ほしいのかが分かる事があった。

　―――それに………俺はどうして藍華さんを疑わない………？　藍華さんは雪山で何をしていた？　何故自由自在に魔法の杖つえを使えた？　今もそうだ………彼かの女じよの突とつ拍ぴよう子しもない話を、どうして信じている？

　疑問を感じる事は多い。だが、真希を否定する気持ちは浮かんでこない。心の深いところで、孝太郎は真希を信じているのだ。だから孝太郎はこの時も、真希の言葉を受け入れていた。

「魔法の絆………契約………それを使って、君は俺の足を封じているんだな？」

「そうよ。だからあなたでは決して抜ぬけ出せない。このまましばらく、私と一緒にここに居てちょうだい」

　契約はシグナルティンの力。そしてシグナルティンのやっている事は、シグナルティンを呼んでも解決しない。当たり前の理屈だろう。それはつまり、孝太郎には自力でこの状況を抜け出す手段がないという事を意味していた。

『ベルトリオンッ！　映像が来ましたわっ！　ティアミリスさん達はっ、何者かと交戦中でしてよっ！』

　そんな時、クランの切羽詰まった声と共に、孝太郎の眼前に二つの立体映像が現れる。映像は一つはティア達、もう一つはゆりか達だった。そしてその映像には双そう方ほう共に、何者かと戦っている様子が映し出されていた。

「みんなっ!?　やっぱり敵が―――って、こいつは十年前のっ!?」

　孝太郎は戦う少女達の姿を見て焦り始める。少女達はどちらも劣勢で、敗色は濃厚だった。特に孝太郎を焦らせていたのは、映像の中に十一年前の世界で戦った敵、真ま耶やの姿があった事だった。真耶の実力と危険性は、誰よりもよく知っている。今すぐ駆け付けないと、ゆりか達が危険だった。

「頼たのむ藍華さんっ、すぐに俺を解放してくれっ！　俺はみんなのところへ行かなきゃならないっ！」

　六畳間の少女達の危機を悟り、孝太郎は懸命に真希に解放を訴うつたえた。しかしこの孝太郎の願いに対して、真希は首を横に振ふった。

「駄だ目めよ。そうさせないのが、私の役目なんだもの」

「なんだって!?　それは一体どういう意味だっ!?」

「言葉通りよ。だって私は………」

　真希はそこで一いつ旦たん言葉を切る。そしてその表情に強い意志を漲みなぎらせてから、その先を口にした。

「私はあなた達の敵っ！　ころな荘一〇六号室を狙う、ダークネスレインボゥの一員なんだものっ！」

「嘘うそだっ！　信じられないっ！　藍華さんが俺の敵の筈はないっ！」

　孝太郎は真希の言葉を即そく座ざに否定する。

　孝太郎にとって、真希は仲が良くて信しん頼らい出来る、クラスメイトの女の子。真希が敵であるなど、あってはならない事、そして信じたくない事だった。

「私だって信じたくないっ！　あなたと戦うなんて真っ平よっ！　だからこそ解放は出来ないっ！　あなたを解放したら、あなたと戦わなければいけなくなるからっ！」

「解放したって、戦う必要はないだろうっ!?　戦いなんて止めればいいっ!!　君は戦いをするような子じゃないっ!!」

　一人きりで震えている少女に、戦いは必要ない。必要なのは戦って勝ち取るものではない。誰かがそっと注いでやるものなのだ。

「駄目よっ！　絶対に敵になってしまうわっ！　あなたを解放するという事はっ、契約を破は棄きするという事っ！　そうしたらっ、あなたは私を大事に思わなくなるっ！　私はあなたを大事に思えなくなるっ！　きっとただの敵にしかっ、見えなくなるっ！」

　契約の存在が、真希を追い詰めていた。

　魔法少女の結界を貫いて通信が出来るクランが、予想よりも早く孝太郎に戦いの始まりを告げてしまった。その為ため、真希は強引な手段で孝太郎を足止めしなければならなくなった。だが、真希の魔法では孝太郎を守っているシグナルティンの魔ま力りよくを突破出来ない。だから契約を活性化するしか方法はなかった。

　そして一度契けい約やくを活性化してしまった以上、契約はしばらく通常の状態には戻らない。この状態で孝太郎を自由にする為には、契約者双方の同意の上で、契約自体を破棄するしか方法がなかった。

　しかし真希には契約の破棄は選べない。契約の破棄は、魔法による絆の消失を意味している。すると真希が孝太郎に向けている感情、そして孝太郎が真希に向けている感情、その双方が消失していまう。つまり敵同士であった頃ころの二人に、戻ってしまうという事なのだ。

「そんなの嫌よぉっ！　私は里見君が大好きなのっ！　ずっとこの気持ちのままでいたいのっ！　あなたを殺そうと付け狙っていた私にはっ、戻りたくないっ！」

　真希は泣いていた。

　真希は今の自分を失いたくなかった。彼女は孝太郎に救われた事で、初めて生きる喜びを知った。それが魔法によって作り出された幻げん想そうであっても、ずっと孤独の中で生きてきた真希にとっては、縋すがりたい幻想だった。そして元に戻った自分が、孝太郎を殺そうとする事にも耐たえられない。真希には今の自分が全てだったから。

「これでみんなが死んだらっ、俺は一生君を恨うらむぞっ!?」

「それでも良いわよぉっ!!　だってっ、だってぇっ、それでもあなたと戦わずに済むものっ!!　あなたを好きなままでいられるものぉっ!!」

　今の真希にとって、契約の破棄は死に等しい行為かもしれない。

　契約を破棄して以前の自分に戻る事は、孤独の闇やみの中へ戻るという事。孝太郎に救われた日から少しずつ手に入れた光を、全て手放すという事なのだ。

　だからたとえ孝太郎に恨まれようとも、幻想に縋っているだけなのだとしても、真希には契約を破棄する事が出来なかった。

「みんなが死んでっ、君を恨んでっ!!　その後俺は一人でどうやって生きたらいいんだっ!?　やっと他人と生きる意味が分かってきたのにっ!!」

　このままでは孝太郎は全てを失う。

　愛する家族を無残に失った事で他人を拒絶して生きてきた孝太郎に、それではいけないと教えてくれた少女達。このままでは彼かの女じよ達たちは敗北し、命を落とすだろう。そして彼女達を救いに行かせてくれなかった真希を、孝太郎は恨むようになるだろう。恨みは真希を遠ざけ、結果として孝太郎は身近に暮らす人間をことごとく失う。

　ようやく見付けだした明るい未来を、失ってしまうのだった。

「恨んでもいいっ！　呪ってもいいっ！　それでも私があなたの傍にいるわっ！　あなたが一人にならないようにっ、絶対に私が守るっ！」

　真希は孝太郎の憎悪を一心に浴びても、孝太郎の傍から離れない覚かく悟ごだった。真希にとっては、孤独の闇の寒さに晒されるより、憎悪の業火の方がましだったから。

「だからお願いよっ、里見君っ!!　私をあなたの真希のままでいさせてぇっ!!」

　孤独の寒さに震え、愛情のぬくもりを求め、しかし得られず失うばかり。そして追い詰められ、憎悪の炎ほのおで身をあたためようとしている。

　そんな捨て身の真希に対しては、かつての孝太郎なら何も言えなかったかもしれない。ぬくもりを失う恐きよう怖ふは、孝太郎にもよく分かる。だからこそずっと他人を拒絶してきた、孝太郎なのだから。

「それが君の望みかっ!?　本当にそんな未来でいいのかっ!?」

　しかし今の孝太郎は違う。黙だまってはいられなかった。それでは駄目だという事を、今の孝太郎は知っていたから。

「他にどうしろって言うのよぉっ!?　私達は出会う前から敵同士だったのよぉっ!?　でも大好きなのっ!!　愛してるのぉっ!!　このぬくもりをっ、失いたくないのよぉぉぉっ!!」

「信じろぉっ!!」

　それは真希の為に口にした言葉だった。だが孝太郎は、その一言を叫びながら、自らの進む道を悟っていた。

　―――そうだ………俺は信じなきゃいけないんだ………藍華さんが信じなきゃいけない事を、俺も信じなきゃいけないんだ………。

　真希を救う為に。自分自身を救う為に。そして、孝太郎を救おうとしてくれる、優やさしい人達の為に。孝太郎は信じなければいけない。それは―――

「俺おれ達たちの未来はっ、俺達が思うほど暗くはないっ!!」

　未来はきっと明るい。

　孝太郎と真希が信じなければいけないのは、そんな当たり前の事だった。

「今の俺達の関係が、全すべて魔法の産物だなんてっ、そんな馬ば鹿かげた事があるかっ！　俺達の未来はっ、俺達が作るものだっ！」

「本当にそう思うっ!?　その未来で、あなたはひとりぼっちで泣いていないのっ!?　そして私は地下牢でひとりっ、凍えていないっ!?」

　本当は真希だって信じたかった。しかし信じて失うのはもう嫌なのだ。これまで何度も何度も裏切られ続けた人生だったから。だから雪山で死にかけたあの日も、諦あきらめて死のうとしていた。

「当たり前だっ!!　君が信じてくれればっ、二度とひとりぼっちにはならないっ!!　信じろっ!!　自分から一人になろうとするなっ!!」

　孝太郎にとって、真希はもう一人の孝太郎だった。だから彼女に何が必要なのかは分かっている。それは侵略者の少女達が教えてくれた事。自分から拒絶しなければ、ぬくもりはきっと傍にある。その事を教え、ぬくもりを注ぎ続ける。そうやって真希の未来を肯定してやりたかった。

「魔法が消えたって、今日までの毎日が消える訳じゃないっ！　俺達の関係は、魔法だけで作られた訳じゃないっ！」

「さとみくん………」

　確かにきっかけは魔法だったかもしれない。しかし孝太郎と真希は、その後も共に時を重ねてきた。孝太郎にはそれらが全て消え失せるとは思えなかった。そして孝太郎がそう考えた事には、きちんとした理由があった。

「だってそうだろうっ!?　思い出してくれっ!!　君は今日一緒に遊びに来た連中を、どう思ってるんだっ!?　何とも思っていないのかっ!?　それとも敵かっ!?　違うだろうっ!?」

「あっ………」

　真希は孝太郎のその言葉に愕がく然ぜんとさせられていた。

　孝太郎に救われる前も後も、クラスメイト達に関しては何の変化もない筈はずだった。契約はあくまで孝太郎との間にあるものだったから。だから彼女は今も、クラスメイト達の事を、何も分かっていない愚かで残酷な人間達としか思っていない筈だった。

「………わ、わたしは………いま………みんなの、ことを………とも、だち、だと………おもって、る………」

　真希は激しく動どう揺ようしながら、自らの本心を口にする。

　真希はクラスメイト達の事を、友達だと思っている。春風高校へやってきてからの数すうヶか月げつ間で、真希の心は知らず知らずのうちに大きく変化していたのだ。

「魔法が消えたぐらいで、俺と君の関係は敵に戻ったりはしないっ！　そんなことあるもんかっ！　それにもし君の言う通りであったとしてもっ、君には友達がいるっ！　ひとりぼっちになんてならないっ！」

　孝太郎には自信があった。

　かつて真希が孝太郎を敵視していたとしても、クラスメイト達と同じように孝太郎への気持ちが変化していれば、敵同士に戻ったりはしないと。だが、敵同士にはならなくても、多少孝太郎とよそよそしくなったりはするかもしれない。けれど今の真希には友達がいる。たとえ孝太郎と疎そ遠えんになったとしても、彼女は決して孤独にはならないのだ。

　―――そうだ………。俺は、みんなに期待しているんだ………クラスのみんなの未来に、期待しているんだ………。

　そして孝太郎が真希に告げた言葉は、同時に孝太郎自身に対する言葉でもあった。真希が信じなければいけない事は、そのまま孝太郎が信じなければいけない事。真希を救おうとする事で、孝太郎は自分自身も少しずつ変化している事を感じ始めていた。

「俺と多少仲が悪くなったって、いずれ立て直せばいい！　君は一人じゃない。それをする時間はいくらでもあるんだっ！」

「本当に、ほんとうに、そう思うっ？　わたしはっ、ひとりじゃないっ!?」

　真希は無意識のうちに、一歩ずつ孝太郎に近付いていく。

　真希はもう分かっていた。自分は一人ではないのだと。孝太郎との契けい約やくを破棄したとしても、冷酷な自分に戻る事はないのだと。けれどひとつだけ不安があった。そしてその不安を乗り越えるだけの勇気が欲しかった。

「信じろっ！　目を開けて周りを見ろっ！　諦めて心を閉ざすなっ！」

「里見君もっ、友達のままでいてくれるっ!?　わたしが変わってもっ、しばらく我が慢まんしてくれるっ!?」

　真希が感じている、たったひとつの不安。それは契約を破棄する事で、自分自身の中にある孝太郎への気持ちが、揺らぐかもしれないという事だった。だから真希は、それが起こらないと信じる、勇気が欲しかった。

「きっと酷い事をするわよっ!?　里見君に冷たい事を言ったりっ、傷付けたりするかもしれないっ！　それでも嫌きらいにならないでくれるっ!?」

　そして勇気を与えてくれるのもまた、孝太郎だと思うから。

　真希は大声で懸命に訴えながら、孝太郎の前に立ち、真正面からその瞳を見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶだっ！　君は俺達のクラスメイトッ、藍華真希だっ!!」

「………」

　孝太郎の強い瞳、強い言葉。それを心の深いところで受け止めた真希は、自分自身の胸を抱き締しめるかのようにして、顔を伏ふせた。するとその顔から幾いくつもの水滴が足元に零こぼれ落ち、まだら模様を描いていく。そして真希は一歩ずつ前に進み、やがてその額が孝太郎の胸に押おし当あてられた。

「………さとみくん………おねがい………今だけで、いいから………その腕うででっ、思い切り私を………抱き締めてっ………」

「藍華さん………」

　相変わらず、孝太郎の胸から下は動いてくれない。しかし腕は動いてくれた。だから孝太郎は真希の求めに応じ、目の前で泣いている彼女を両りよう腕うででしっかりと抱き締めた。

　―――絶対にこの子を守らなくては………俺をずっと守るって、誓ってくれた子なんだから………。

　孝太郎は強い想いを込め、真希の身体を抱き締めた。すると真希は孝太郎の身体にしがみつき、少しでも隙すき間まを埋うめようと身体を摺り寄せてくる。

「………さとみくっ、わた、し………わたし………」

「大丈夫だ、藍華さん。その不安と悲しみが、魔法の産物である筈がない。君のその涙なみだは、間ま違ちがいなく君自身のものだ」

「………さとみくん………」

　真希は溢あふれる涙をそのままに、孝太郎を固く抱き締める。そんな真希を、孝太郎も同じように抱き返してやった。

　―――きっと大丈夫………これだけの想いが、魔法である筈がない………これだけ深い悲しみを、魔法なんかで作れやしない………さとみくんの言う通りよ………。

　そして孝太郎のぬくもりを感じながら、真希はようやく決意を固めた。
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「………さとみくん………わかった………私………信じてみる………今日まで、私自身が育んできた、この、想いを………」

　真希は自分が孝太郎へ向けている想いを信じた。契約がなくなっても、この想いを完全に消し去る事は出来ないのだと。

「その代わり………ひとつ、お願いしても、いい………？」

「ああ」

「………契約の破棄が済むまで、ずっと、こうしていて欲しいの………」

「分かった………このままでいるよ………」

「………ありがとう。里見君………」

　真希は涙を流しながら、孝太郎に身体を預ける。だが、その顔には恐怖や悲しみは浮かんでいない。彼女は自分の想いを信じ、未来へ踏み出すと決めたから。

　だから真希は、迷わず宣言する事が出来た。

「………ディスエンゲージ、孝太郎アンド真希………」

　それは一つの絆きずなの終しゆう焉えんを告げる言葉であったが、同時に別の絆の永遠を誓う言葉だった。










　真希がディスエンゲージ―――契約の破棄を宣言すると、かつてと同様に純白の光が二人を包つつみ込んだ。すると抱き合っていた筈の二人は引き離され、光の中で一人きりになってしまった。

　だが次の瞬しゆん間かん、孝太郎の前には幼い少女が、真希の前には幼い少年が、それぞれ姿を現した。その少年と少女は瞬またたく間まに大きく成長し、今の孝太郎と真希の姿へ変わる。そして二人はいつしか、純白の光の中で向かい合って立っていた。

「………どう、して………？」

　真希は自分の胸に両手を押し当て、驚いた様子で孝太郎の事を見つめていた。

「なにがだい？」

　孝太郎は真希に笑いかける。混乱気味の真希とは反対に、孝太郎は落ち着いていた。それは二人を包む光から、アライアの気配がするからかもしれなかった。

「おかしいのよ、里見君………契約を破棄したのに、何も変わらないの………」

「変わらない？」

「ええ………」

　真希はしきりに首を傾かしげながら言葉を続けた。

「………今も、さっきと同じぐらい里見君が大好きだし………殺したいなんてちっとも思わない………破棄の影えい響きようで、多少は気持ちが変化すると思っていたのに………」

　契約は既すでに破棄されている。実際、孝太郎は自由を取とり戻していた。だから破棄に伴ともなって、真希にも変化が起こる筈だった。しかしそれが起こらない。その事に、真希は戸と惑まどっていた。

　真希は契約を破棄したとしても、自分の愛情が完全に消滅するとは思っていなかった。けれど、全く変化が無いとも思っていなかった。どうしても多少の変化は起こるだろうと思っていたのだ。

　しかし実際に契約を破棄してみれば、その心配は全くの杞き憂ゆうだった。真希の気持ちは、微動だにしなかったのだ。

「ふっ、ふふふふっ、あはははははっ！」

　すると孝太郎は突とつ然ぜん笑い出だした。孝太郎には、こうなった理由がなんとなく見当がついたのだ。

「そうかっ、そういうことかっ！　冷静になって考えればっ、当たり前だったかっ！　あははははははっ!!」

　孝太郎は自分と真希が、難しく考え過ぎていた事に気付き、笑いが止まらなかった。

「さとみくん？」

　笑い続ける孝太郎に、真希が怪け訝げんそうな表情を向ける。すると孝太郎は必死に笑いを噛み殺しながら、事情を説明してやった。

「………くくくっ、俺おれにこの力を与あたえてくれた人の事を、忘れていたなって思ってさ」

　そうして孝太郎は自分達たちを包む光に目を向ける。

「その人は聡明で徳高く、慈悲に溢れた方だったから………その方の想いと誓ちかいを宿した剣が、藍華さんの心を勝手に書き換える筈がない。最初にどうしても必要だった時期が過ぎたら、元に戻したんだと思う」

　シグナルティンにはアライアの想いと誓いが込められている。その剣が真希を洗脳するという事は、アライアが真希を洗脳するに等しい。孝太郎には、アライアが洗脳などという人の道から外れた手法を好むとは思えない。だとしたら、当初の目的通りに真希が一人で生きられるようになった段階で、少しずつその効果を弱めていった筈。言ってみれば契約は最初から、孝太郎と真希の間に作られるであろう絆の前借りをするだけの効果しか持たされていなかった、という事になるだろう。

「じゃあ………洗脳なんて始めから心配する必要がなかったということですか？」

「ああ。それ以外、藍華さんの心が変化しない理由も思い付かないし」

「ううん、そんなことないです」

　真実を理解した真希は、嬉しそうな笑え顔がおを作る。

　自分の心は、あくまで自分の心だった。自分自身の心で、孝太郎を愛した。

　その実感は、彼女の心にとても大きな喜びを呼び起こしていた。

「あなたを敵視する気持ちよりも、好きな気持ちの方が何百倍も大きいから、変化が感じ取れないだけかもしれないじゃないですか」

　真実がどちらなのかは分からない。そして分からないなら、真希は自分の気持ちが強かったのだと信じたかった。その方がロマンチックだと思うから。

「お、おい………」

　真希の直接的な愛情の表明に、孝太郎は思わず顔を赤らめる。契約は破棄された筈なのに、この時の真希の気持ちは、ダイレクトに孝太郎に伝わっていた。二人の相あい性しようの良さに関しても、契約破棄の影響は殆ほとんどないようだった。

「ふふふっ、ごめんなさい」

　真希は多くの苦しみから解放され、清すが々すがしい笑顔を浮かべていた。その笑顔は、無む垢くな赤子のようであり、同時に慈愛に満ちた母親のようでもあった。

「本当はもう少し、里見君をからかっていたかったんですけれど………もう行って下さい。あなたの助けが必要な人間は、もうここにはいませんから………」

　真希は、これ以上孝太郎を引き留めてはいけないと思っていた。孝太郎にはやらなければならない事があったから。真希はこの場所で、孝太郎を見送るつもりでいた。

「馬鹿野郎」

　ゴンッ

「いだぁっ!?　いきなり何をするんですかぁっ!?　人がせっかく真ま面じ目めに決めた時にぃっ!!」

　真希は真っ赤になった額を両手で押さえ、頬ほおを膨らませる。この時の孝太郎の拳骨は、ゆりかにやる時の七割近い威力があった。だから普ふ通つうの女の子にはいささかやり過ぎと言えるだろう。真希の抗こう議ぎはもっともだった。

「ちっとも分かってないな、藍華さん」

「えっ………？」

　しかし真希の抗議に対して、孝太郎から返ってきたのは謝罪の言葉ではなく、厳しい怒いかりの言葉だった。

「えっ、じゃないっ！　ほらっ！」

　そして孝太郎は、真希に向かって右手を差し出した。

「さとみ、くん………？」

　真希は孝太郎の行動の意味が分からず、まんまるになった瞳で、孝太郎の顔と差し出された右手を交こう互ごに見つめる。

「言っただろうっ！　自分から一人になろうとするなってっ！」

　真希はそこで理解する。

　孝太郎は本当に、真希を一人にするつもりはないのだ、と。

「藍華さん、君はもう戦う必要はないっ！　だが一いつ緒しよに来て、近くで俺が勝つように祈っていてくれっ！」

　その言葉が真希の耳に届くのと同時に、孝太郎の右手が彼女の左手を握り締める。

「あっ………」

　その瞬間、真希の胸は爆ばく発はつしたかのような勢いで鼓こ動どうを刻み始めた。そしてその鼓動が、真希の全身に沸騰した血液を際限なく送り出していく。

　―――わたしは………このひとのためにうまれてきたんだ………このひとをあいして、あいされるために………ぜったい、ぜったいにそうだ………。

　真希は気持ちが激しく昂たかぶり、まったく落ち着かなかった。何かをしなければと気ばかりが急せくが、何をしたらいいのかが分からない。考えようにも頭はクラクラして、考えが上う手まくまとまらない。そして何度呼吸を繰くり返かえしても、息苦しさが消えてくれなかった。

　これだけ悪条件が揃えば、普通は不快に感じるだろう。にもかかわらず真希の心を占めているのは幸福感。それも圧あつ倒とう的に大きな、幸福感だった。

「………分かったわ、里見君」

　真希は頷うなずく。

「私、祈るわ。でも、あなたの勝利をじゃない。あなたの未来が………ずっとずっと、幸せでありますようにって………」

　そして真希はただ、孝太郎の手を握り返す。今はそれが全てだった。










　真耶が作り出した炎に包まれた晴はる海みは、悲鳴を上げる事すらできずにその場に倒たおれ伏した。何の防ぼう御ぎよ手段もないままに高温の炎に晒さらされた晴海の身体は、部分的に炭化する程ほどの火傷やけどを負っていた。それは医療の心得のない人間であっても、一目で死ぬと分かるほどの大火傷だった。

「桜庭さくらば先せん輩ぱいっ、桜庭先輩っ！」

　もちろんそれは、晴海のもとへ駆け付けたゆりかにも分かっていた。ゆりかは晴海の姿を一目見た瞬間、このままでは死ぬと確信した。ただしゆりかの場合は、魔ま法ほう使つかいであるが故ゆえに、通常の意味よりも一歩踏み込んだ深い意味を持っていた。

　―――こんなに酷ひどい火傷では、一番強力な回復魔法でも間に合わない!!　このままでは桜庭先輩が死んでしまいますぅっ!!

　ゆりかは怪け我がの治療をする魔法の心得がある。その効果は現代医療を大きく上回る。だが、それらを使っても癒し切れないほど、晴海の傷は深かった。まだ息があるのが奇蹟のような状態だった。

　―――どうやったら、桜庭先輩を救えるだろうっ!?

　ゆりかは必死に頭を働かせる。頭の中で習得した魔法を順番に思い返し、晴海を救う可能性を検討していく。だが、晴海を救える魔法は思い付かない。死にゆく晴海を前にして、ゆりかは気ばかりが焦っていた。

　―――正攻法じゃ無理っ！　何かこう、上手く組み合わせて、桜庭先輩の命を繋ぎ止めて………いや、いっそのこと、早さ苗なえちゃんみたいに幽ゆう霊れいとして固定化をっ!?

　続いて複数の魔法の組み合わせが検討されていく。だが、それでも晴海の命を繋ぎ止める方法が思い付かない。追い詰つめられたゆりかは、早苗のように幽霊として晴海の魂たましいを現世に繋ぎ止め、その間に身体を修復する事を考え始めた。

　―――待って、早苗ちゃん!?　そうだ、早苗ちゃんみたいにすればもしかしてっ！

　しかしそこでゆりかの脳のう裏りに電でん撃げきのように解決策が閃ひらめいた。それは早苗の事を考えていた延長で生まれたアイデアだった。ゆりかはその閃きに自信があった。彼女はその表情に強い決意を漲らせ、自らの杖を堅く握り締めた。

　―――早苗ちゃんみたいに合体すればっ、桜庭先輩を治せる可能性があるっ!!

　ゆりかがやろうとしていたのは合体の魔法だった。

　合体の魔法によって二つの生物を一つにした場合、心は一つに混ざり合い、身体は両者の中間の状態になる。従って、怪我の具合も両者の中間となる。つまり重傷の晴海と無傷のゆりかを合体させれば、晴海とゆりかが融ゆう合ごうした少女が出来上がり、その身体には晴海の火傷の半分が刻まれる。その状態でなら、回復魔法が効くかもしれない。そして治療の後、再び分離すればいいのだ。

　しかし、これは非常に危険な賭けだった。合体して火傷を半分にしても、回復魔法が効く保証がない。また、ゆりかと晴海が合体した存在が、魔法を使えるかどうかも分からなかった。また、激痛の中、意識が保てるかどうかも疑わしい。加えて合体後に回復魔法に失敗した場合、ゆりかごと死んでしまう可能性もあった。だが、ゆりかはこの微かな可能性に賭けた。あらゆるリスクを承知の上で、晴海を助けたかったのだ。

「テンポラリーフュージョンッ！　モディファー・スタビライズッ、エフェクティブタイムハーフッ！」

　ゆりかは杖を頭上に掲げ、魔法の呪文を詠唱する。この魔法は通常の合体の魔法に二つの修正を加えたものだ。回復魔法をかける時間があればいいので、効果時間を大幅に短縮し、その分で浮いた魔力を安定性の向上に当てている。後は合体後に意識を保ち、また、回復の魔法が発動できる事を祈るばかりだった。

　―――おねがいっ、うまくいってっ！　どうか桜庭先輩をっ、救えますようにぃっ！

　ゆりかの杖の先せん端たんに集まったオレンジ色の光が、彼女と晴海の身体を包み込む。するとゆりかと晴海の姿が次し第だいに輪郭を失い、オレンジ色の輝きの中に溶とけていく。代わりにオレンジの光は輝きを増し、やがて二つの大きな光の塊へと変化していった。

　そうやってゆりかが晴海を救おうとしている間にも、真耶と佳か苗なえの戦いは続いてた。

「………愚かな事を。そんな事をして一体何になるというの？」

　だがゆりかの魔ま法ほうの発動を感じ取り、真耶はほんの僅わずかな時間だけ動きを止めた。彼女は光に転じた二人の少女を見ながら、呆れたような表情を作る。するとその時の真耶の大きな隙を見逃さず、佳苗が杖を振り回して攻こう撃げきを仕掛かけた。

「邪じや魔まはさせないっ！」

「邪魔をするつもりなんてないわ。放っておけば、レインボーは魔力を使い切る。魔法の使えないあの子は、何の役にも立たない」

　杖は佳苗の急ぎたい気持ちを感じ取り、彼女の足の速さを上げる魔法を発動させた。また、真耶はゆりか達に気を取られていて大きな隙があった。しかしそれでもなお、真耶の方が一枚上手だった。再び動き出した彼女は、楽々と佳苗の杖をかわし、右手のブレードで攻撃を繰り出した。

「そしてあなた一人では私には勝てない。………私の勝ちよ、佳苗」

「くぅっ!!」

　佳苗はそれを受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。だからそれに続く真耶の蹴りをかわす事が出来ず、まともに食らってしまった。その一いち撃げきで跳ね飛ばされ、佳苗は地面に叩たたき付けられてしまう。力の差は歴然。真耶の言う通り、佳苗一人で太刀打ち出来る相手ではなかった。

「どうやらあなたの弟で子しも、あなたと同じ運命を辿たどるようね、ナナ………」

　身動きが取れなくなった佳苗をそのままにして、真耶はゆりか達の様子を眺ながめる。真耶の視線の先で、ゆりか達が変じた二つの光の塊は、一つに重なってより大きな塊へと変化していく。ゆりか達の合体の完成は間近だったが、真耶はそれを妨害するつもりはなかった。その方が自身にとって有利になると分かっていたのだ。

　真耶は仮にゆりかが晴海の治ち療りように成功したとしても、合体の魔法と回復の魔法で、ゆりかは魔力の大半を使い切るだろうと踏んでいた。合体の魔法は高位の魔法だし、回復にも最上級の回復魔法が必要になる。これまでの戦いで多くの魔法を使っているゆりかが、それらを使った後に、真耶と戦えるだけの魔力を残しているとは思えない。幾つか魔法を使うだけで精一杯だろう。だから邪魔するよりも、このまま好きにやらせた方が、真耶にとって有利な状じよう況きようになる筈なのだった。

「なかなかどうして、良い弟子だった、ということかしら………」

　かつてナナは、無力なゆりかを救う為に、自らの魔法使いとしての人生を捨てた。そして今、ゆりかは死にかけた晴海を救う為に、自らを勝ち目のない状況へ追い込もうとしている。結局、ナナとゆりかはよく似ている。同じ運命を辿る。真耶は人の形を取り始めたオレンジ色の光を眺めながら、そんな事を思っていた。

　だが、ここから運命は真耶の予測を大きく外れていく事になる。

「………っ!?　なんなのっ!?」

　突然、オレンジ色の光に別の色が混ざり始めた。それは青と白。新たに現れた二色の光がオレンジ色の光を取り巻き、三色のストライプに変わる。そしてそこからオレンジ色の輝きが衰え始め、入れ替わるように青と白の輝きが強さを増していった。

「ただの合体ではなかった!?　変身!?　それとも召喚!?　いやっ、そんな事はどうだっていいっ!!　させないわよっ、レインボーゆりかぁっ!!」

　真耶は両腕を前に突き出すと、魔法の呪文の詠唱を開始する。

「マルチプルエナジーボルトッ！　ターゲットオプション・サイドワインダーッ!!」

　真耶は身体の大部分を機械に置き換えたおかげで、魔力の大部分を失っている。だが、全く使えないという訳ではない。回数は限られるのだが、ここぞという時には魔法を使う事が出来る。そして今こそが、ここぞという時だった。

　―――あれが何であれ、ゆりかの思い通りにさせてはまずいっ！

　真耶の戦士としての勘が告げていた。今、真耶の前に出現しようとしている者は、とても危険な存在であると。だから真耶は迷わず魔法の使用を決めた。

　右みぎ腕うでに内蔵されている小型の魔法の杖つえに魔力が集中し、多数の赤い光が彼かの女じよの腕を取り巻き始める。同時に真耶は左ひだり腕うでの銃を構え、狙ねらいを定める。右手の魔法と、左手の銃、両方を使った同時攻撃だった。

「くらいなさいっ!!」

　ドドドドドドドッ

　ゆりかと晴海が合体を終えるよりも、真耶が攻撃を仕し掛かける方が僅かに早かった。魔法で作りだされたエネルギーの矢と、左腕から発射された多数の銃弾がゆりかと晴海に殺到する。どちらも必殺の威力を秘めた攻撃であったから、無防備なゆりか達には致命的な攻撃である筈だった。

「そんなっ!?　消滅したっ!?」

　しかし、エネルギーの矢と銃弾は、ゆりかと晴海の直前でまるで幻まぼろしのように消失してしまった。弾き返したのでも、逸そらしたのでもない。真耶の攻撃は全て、文字通りの意味で消失してしまっていた。

「ありえないっ！　出現の余波だけで、こっちの攻撃を全部掻き消すだなんてっ！　一体何が出てこようとしているのっ!?」

「ゆりかちゃん………桜庭さん………」

　攻撃を防がれた真耶も、ようやく身体を起こした佳苗も、眼前の光景から目を離す事が出来ない。青と白、二つの輝きに目を奪われ、二人は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

　オオオオオオォォォォォッ

　青と白の光が強まり、轟音と共に大地と大気とが激しく震動を始める。それをきっかけにして、膨ふくれ上がるばかりだった光が一気に収縮を始めた。するとその中心に、一人の少女が姿を現す。それは真耶にも佳苗にも見覚えのない少女だった。

「あれが………ゆりかちゃんと桜庭さんが合体した姿………？」

「違ちがうっ！　あれはそんな生易しいものじゃないっ！」

　その少女は、ゆりかと晴海が合体した姿である筈だった。しかしその顔には二人の面影はない。その長い髪かみは美しい純白だが、時折そこに青い色が躍る。また、着ている服はゆりかや晴海のものではなく、青と白を基調とした、着物や巫女の装束を思わせる独特のデザインの衣装だった。

　そして一際目を引くのが、彼女の周囲を惑星のように回っている二つの球体だろう。それはどちらもバレーボールほどの大きさで、ガラスのような透き通った素材で出来ている。球体はそれぞれ色が異なり、青と白、二つの色で輝かがやいていた。

　どう見てもゆりかと晴海の合体した姿には見えない。加えて、その身体には火傷も刻まれていない。それはまるで、ゆりかと晴海が、丸ごと別人に入れ替わってしまったかのようだった。

「………あれは間違いなく高位の存在………一体何をしたのっ、虹にじ野のゆりかぁっ!?」

　真耶は悔しそうに奥おく歯を噛み締める。経験から分かるのだ。目の前の少女には、自分の力では敵かなわないと。それだけの力を感じさせる存在だった。

『………私は、何を………確か、私を助けようとして、私と私が合体して………？』

　だがこの時、出現した少女の方も戸惑っていた。記き憶おくが混濁していて、自分が何者なのかすらよく分からない。周囲にいる人間の事も、ここがどこなのかも、何が起こっているのかも、少女には分からなかった。

「くらえぇっ、化け物っ！」

　呆然と立ち竦んでいる少女を見て、好機を悟さとった真耶が、再び攻撃を仕掛ける。攻撃方法は先さき程ほどと同じだった。

　―――これで倒せなければ、勝機はないっ！

　真耶が考えるに、これが少女に勝ち得る唯ゆい一いつにして最後の機会だった。

『きゃあぁっ!?』

　しかし少女が危険を感じ、悲鳴を上げた瞬間、真耶の放った攻撃は再び霧散する。少女は何もしていない。ただ、悲鳴を上げただけだった。

「馬鹿なっ!!　魔法でも霊れい力りよくでもないっ、道具を使った訳でもないっ!!　ただ無造作に掻き消したっ!!　この世にあんな力があるだなんてっ!!　力の次元が違いすぎるっ!!」

　真耶は愕然として立ち尽くす。これでは戦いにもならない。真耶は諦めて敗北を受け入れていた。まるで象に踏み潰つぶされる蟻の如く、自分は敵と認識される以前に、倒されてしまうのだろう、と。

『………何が起きているの………？　分からない………何も………』

　しかし少女は真耶を攻撃しなかった。少女は攻撃を受けた事で更さらに混乱し、そして何も分からない事に恐怖する。だが次の瞬間、彼女は突然視線を上げた。

『………でも、分かる………あの人が近付いて来ている………』

　少女の瞳ひとみには、廃はいビルの壁かべが映っている筈だった。しかし彼女はまるでそこに壁がないかのように、その向こう側、遥か彼方かなたを見つめている。そしてそこに何かを見付けて、彼女はその表情を緩ゆるめ、ぽつりと呟つぶやいた。

『………もう大だい丈じよう夫ぶ………あの人なら、私を助けてくれる………』

　その時だった。彼女の周りを回っていた二つの球体が音もなく消滅する。それと同時に少女の輪郭が薄れ始め、再びオレンジ色の大きな光の塊へと変化していった。やがて光の塊は二つに分かれ、それぞれが人の形を取り始める。一つは晴海に、もう一つはゆりかに。一つになっていた少女達は、元の姿を取り戻もどしていった。

「はっ、はははっ、なによっ、そういうことだったのっ！　とんだ張子の虎ねっ！」

　未知の強力な敵の出現に一度は敗北を覚悟した真耶だから、その敵が突然消え去ってしまうと、拍ひよう子し抜ぬけして思わず笑い始めていた。

　―――あれだけのものを維い持じするには、莫ばく大だいなエネルギーがいる。すぐに維持できなくなるのも当然だわ！　慌あわてる必要などどこにもなかったのよ！

　真耶は無む駄だに恐れおののいていた自分自身がおかしくてたまらない。そして危機を脱した事への安あん堵どと、事情を理解した事による馬ば鹿か馬ば鹿かしさとで、その笑いはしばらく治まらなかった。

　そして無事に元の姿を取り戻したゆりかも、真耶と同じ事に驚おどろいていた。

　―――わっ、私達っ、今、何かに変身してましたっ！　多分、合体の時に生じた余分なエネルギーのせいだと思いますけど………でも、変身後の姿があまりに強力過ぎて、すぐにその変身を維持できなくなった！　それでこうして元に戻ってしまった!!

　ゆりかにも何が起こったのかは、明確に理解できていなかった。何に変身していたのかも、その時何を思ったのかも、今はよく分からない。分かっているのは、予想外の出来事が起きたという事だけだった。

「あっ!?　そっ、そうだっ、桜庭先輩はっ!!」

　ゆりかはそこで晴海の存在を思い出した。ゆりかは疲つかれ切きった身体に鞭むちを打つようにして強ごう引いんに身体を起こすと、近くに倒れている晴海に這い寄っていった。

「………よかった、治ってる………」

　這はい寄ったゆりかが晴海の全身を確かめると、身体に刻まれていた筈の火傷は、全てが跡あと形かたもなく消え失せていた。ゆりかはそれを変身の余波か、変身中の再生能力によって治癒したのだろうと解かい釈しやくした。

「………何が起こったのかは分からないけれど、桜庭先輩を助ける事が出来た………」

　晴海が普ふ段だん通りの美しい身体を取り戻した事に安堵したゆりかは、その大きな瞳に涙をにじませる。すると丁度その時、晴海が目を開けた。

「………虹野さん」

　晴海はゆりかの顔を見付けると、身体を起こそうとする。ゆりかは慌てて手を伸のばし、彼女の身体を支えてやった。

「桜庭先輩っ!!　大丈夫なんですかっ!?」

「ええ。虹野さんのおかげで、ね」

　晴海は笑顔を作ると、ゆっくりと頷く。

「分かるんですかっ!?」

「うん。虹野さんと一つになっていたせいかな………虹野さんの記憶が幾らか、私の中に残っているの」

「言われてみれば、私の方にも、桜庭先輩の記憶が………」

　晴海の言葉を受けてゆりかが自分の心の中を探ってみると、自分の記憶の中に時折流れを無視して全く別の記憶が紛れこんでいた。それは編み物をしている記憶や、病院に通っている記憶であったから、すぐに晴海の記憶だという事が分かった。

　そしてこの記憶の共有により、晴海はある事実に辿り着ついていた。

「虹野さんは、本物の魔法少女だったのね………」

「それは………はい、黙だまっていて済みませんでしたぁ………」

　ゆりかは晴海の指し摘てきを一度は否定しようとしたが、すぐに思い直して肯定した。

　晴海の中には魔法少女としてのゆりかの記憶が混じっている。もはやどんな言い訳も通用する状況ではなかった。

「ううん、気にしなくていいの。隠かくしておきたい気持ちは分かるわ。だって………あの人の為ためだもの………」

「桜庭先輩………」

　晴海の言葉に、ゆりかは顔を赤らめる。そんなゆりかと向かい合う晴海も、同じように顔を赤らめていた。二人は同じ人物を好きになった。そして今、互たがいの記憶を共有した事で、それぞれがその人物を好きになった理由を知った。

　―――里見君とプロレスごっこ………痛いけど、あったかくて楽しい感じ………。私も里見君に、技わざをかけてみようかな………。虹野さんにしてくれるなら、私だってやって貰もらえるかもしれないし………。さぶみっしょんかぁ………。

　―――桜庭先輩と里見さん、こんな風に出会ったんだ………敵兵に囲まれてる時に里見さんが颯さつ爽そうと現れて………少女漫まん画がみたい………って、違った、これは演劇の記憶だ。初めて会ったのはこっちの勧誘の時のだよね………。でもでもぉ、こっちはこっちで少女漫画みたい………いいなぁ、こういうの………。私なんてね、私なんてね………。

　それはこれまで見えていなかった、好きになった人間の別の側面。互いの記憶が気持ちを高め合い、二人の恋れん愛あい感情は、これまでよりもずっと大きく膨れ上あがっていた。

　だが、二人が笑顔でいられたのはそこまでだった。

「治療に成功したところを申し訳ないけれど、そろそろあなた達には死んで貰うわ」

　両手の武器を構え、真耶が近付いてくる。今の真耶は、最優先で二人を殺してしまうつもりだった。ゆりかと晴海の合体と変身を見ているだけに、たとえ魔ま力りよくを使い切っていようとも、何が飛び出してくるか分かったものではない。そうでなくても、逃がせば後々厄やつ介かいな事になる。不安要素は間違いなくここで除くべき―――真耶は冷静だった。

「桜庭先輩っ、私の後ろに！　絶対に守りますぅっ！」

「駄だ目めよ虹野さんっ！　あなたはあの人と戦えるほどっ、魔力を残していないじゃありませんかっ！」

　晴海を守るべく前に出ようとしたゆりかを、その晴海が制止する。晴海はゆりかの記憶を持っているから、知っているのだ。ゆりかにはもう、戦う力は残されていないと。

「逃にげなさいっ、二人ともっ!!」

　だが真耶が実際に攻撃を繰り出すよりも早く、残された力を振ふり絞り、佳苗が真耶の行く手を遮った。

「東ひがし本ほん願がんさんっ!?」

「でもっ、佳苗さんっ!!」

「三人でやられる事はないのよっ!!　行きなさいっ!!」

　佳苗は杖を弓に変えると、真耶に向かって次々と矢を放つ。しかし真耶は飛来する矢を銃で撃ち落とし、素す早ばやい動きでかわし、ブレードで払はらいのけてしまう。ゆりかの魔法による支し援えんを失い、また自身も大きなダメージを負っている佳苗では、無傷の真耶を捉える事が出来なかった。

「その根こん性じようだけは以前と同じね、佳苗」

「あの子達を殺させやしないっ！　娘の友達なんだからっ！」

「もうじっとしていなさい、佳苗。あなたまで死ぬ事はないのよ」

　反対に真耶の攻撃はあっさりと佳苗を捉える。佳苗は杖を使って防御を試みたものの、真耶の攻撃は防ぎ切れなかった。

「ぐぅっ、ああぁっ！」

　佳苗は真耶の膝蹴りをまともに受けてしまい、その場に崩れ落ちた。それでも佳苗は立ち上がろうとしたが、そこが彼女の限界だった。今度ばかりは彼女にも立ち上がる事は出来なかった。

「さようなら、二人とも。あなた達にしては頑がん張ばったわ」

「桜庭先輩っ！」

「虹野さんっ！」

　真耶が残された二人に別れの言葉を告げる。そして左腕の銃の銃口が二人に向けられ、右腕の周りに再び魔力が集中し始める。それを見たゆりかと晴海は、互いの身体をかばおうとするかのように、きつく抱き締めあう。この時二人は、自身の死を覚かく悟ごしていた。

「エネルギージャベリン・モディファー・エリアエフェクト」

　真耶の淡たん々たんとした声と共に、多数の銃弾と赤い光で形作られたエネルギーの槍が、ゆりかと晴海に襲いかかる。

「………すみません、桜庭先輩。巻き込んでしまって………」

「気にしないで。あなたは私の親友だもの………」

　全すべての力を使い果たしていた二人には、もはやどうする事も出来ない。二人はしっかりと抱き合ったまま、両目を堅く閉じる。そして二人は思う。最後の時が、一人きりでなくて良かった、と。

　ガガガガガガガッ

　だが結局、どちらの攻撃もゆりかと晴海には届かなかった。届いたのは、道路工事に使う破砕機のような、連続した打撃音だけだった。

「あ、あれ………？」

　その事を不ふ審しんに思ったゆりかが、そっと顔を上げる。するとそこには、真っ青な鎧よろいに包まれた、大きな背中があった。

「クラン、銃弾がきちんと防げなかったぞ。お前っ、弄いじり過ぎでバリアーを壊したんじゃないのか？」

『違いますわっ！　歪わい曲きよく場は正常に作動中！　敵の攻撃が普通じゃないんですわっ！』

　続いてその声が聞こえてきた瞬間、晴海もハッとした表情で顔を上げる。そして晴海もまた、ゆりかと同じものを見付けた。

「だろうな。相手は魔法使いだ」

『それを考こう慮りよに入れても、銃弾の突破力が異常ですわ！　データが揃うまで力押おしは避さけて下さいまし！　その鎧の装甲でも、そう何度も持ちませんわっ！』

「お前の食事の世話ぐらいには気を付けてみよう」

『ベルトリオンッ、あなた今日は意地悪ですわよっ!?』

　目に鮮やかなブルーの鎧。頼たよりがいのある広い背中。聞いているだけで勇気が湧いてくる力強い声。それでいてどこかとぼけた雰ふん囲い気きの会話。忘れようにも忘れられない、その姿、その振る舞い。溢あふれる懐かしさと、深い安あん堵どに駆られて、晴海は思わずその名を叫んでいた。

「コータロー様ぁっ！　クラン様ぁっ！」

「里見さんっ!?」

　そんな驚きに満ちた晴海とゆりかの声に、二人に背中を向けていた人物―――孝太郎はちらりと背後を振り返った。

「無事ですか、桜庭先輩。それにゆりかも」

「はいっ！　虹野さんが助けて下さいましたっ！」

　晴海は涙なみだ混じりではあったが、笑顔を取り戻していた。

　―――この方が一緒なら、きっと大丈夫………ううん、そうじゃない………この方のもたらす未来なら、どんな未来でも受け入れられるっ！

　欠けていたパズルのピースがはまり、自分の世界が完成したような感覚。自分は居るべくしてここにいる。そんな強い運命の導きを感じて、晴海は今、深い喜びに包まれていた。

「そうでしたか。………ゆりか、よくやったな」

　ゆりかがまた頑張った事を知り、孝太郎は小さく笑みを浮うかべる。日ひ頃ごろ出来が悪いゆりかが頑張ったと聞くと、孝太郎は不思議と嬉うれしくなる。それは兄が出来の悪い妹に向ける感情に、よく似たものだった。

「は、はいっ！」

　そしてそれは妹の方にとっても同じ事。嬉しくなったゆりかは、瞳に涙をにじませながら、何度も首を縦に振った。

「でもでもぉっ、里見さんっ、どうしてここがっ!?」

　ゆりかにとって、孝太郎の登場は驚きだった。連絡は出来なかったし、霊れい波の追跡が得意な早苗が一緒という訳でもない。そしてゆりかが作った人払いの結界の内側の様子は、外からは分からない筈はずだった。

「………ゆりか、お前達たち魔ま法ほう使つかいが作る結界は、電波や音を綺き麗れいに遮り過ぎて、かえって目立つらしいぞ」

　人払いの結界は完全な空白地帯を作ってしまうので、クランのセンサーであればかえって探知が容易であった。もし、これにダミーの電波や自然音が混じっていれば、クランでも見付けるのに苦労した筈だった。

「お前達魔法使いって………里見さん、まっ、まさか………」

　孝太郎の答えを聞いたゆりかはとても驚き、その顔が強張り、血の気が引いて真っ青になってしまった。不安と恐きよう怖ふ、そして大きな焦りがその胸を支配していた。

　ゆりかが驚いたのは孝太郎が結界を見付け出した方法についてではない。驚いていたのは、孝太郎がその直前に口にしていた部分だった。

　―――知られてしまった………里見さんにだけは、知られてはいけない事を………知られてしまった………！

　孝太郎が口にした『お前達魔法使い』という言葉。その言葉が遠回しに肯定しているもの。それはゆりかがコスプレイヤーの居い候そうろうではなく、本物の魔法少女であるという事実だった。

「ちっ、違うんですっ、これはっ！　私っ、まっ、魔法使いなんかじゃっ！　あのあのぉっ！　里見さんがくれた杖でぇっ、コスプレでぇっ!!」

　かつては全力で肯定した言葉。しかし今のゆりかは、それを全力で否定した。ゆりかがあまりに激しく首を横に振るものだから、その髪は乱れ、涙が周囲に飛び散っていく。

　ゆりかには肯定できる筈もなかった。それは、これまでの日々を失う事を意味しているから。生まれて初めて見付けた、ゆりかを必要としてくれる人。そしてゆりかもまた、その人を必要としている。ゆりかはこのままずっと、支え合って生きていきたいと思っていた。その為には、魔法少女であるという事だけは、隠し通さなければならなかった。それは相手の為だけではない。ゆりかはその相手に、自分の事をごく普通の、そしてできれば可か愛わいい女の子だと思っていて欲ほしかったのだ。

「駄目な子なんですぅっ！　私ぃっ、駄目な子なんですぅっ！　違うんですっ！　本物の魔法使いとは違うんですぅっ！」

　だらしないと叱って欲しかった。悪さをしたら気兼ねなく殴なぐって欲しかった。暇ならプロレスの相手をしたかった。そして少しだけ成績が上がったら褒ほめて欲しかった。体育祭で最下位じゃなかったら、頭を撫でて欲しかった。二人で漫画を読んで、感想を言い合いたかった。お菓か子しの取り合いをしたかった。ゆりかはただ、二人で同じ時を過ごして、なんでもない事に一いつ喜き一いち憂ゆうしたかったのだ。

　けれどそれを失おうとしている。魔法少女であると知られれば、絶対に見る目が変わってしまう。ゆりかは何とかそういう日々を繋つなぎ止めようと必死だった。見苦しく、そして懸けん命めいに。家族と引き離されんとする幼子のように、ゆりかは泣き叫んでいた。

「落ち着け、ゆりか」

「違うんですっ、ちが―――」

　ゴンッ

「あうぅっ!?」

　孝太郎の制止も耳に入らず、なおも言い募ろうとしたゆりか。だが、慣れた痛みが頭を直撃すると、ようやくその言葉を途切れさせた。

「ゆりか、俺おれが知りたい事は一つだけだ」

　額を押さえたゆりかが目を上げると、孝太郎の真まっ直すぐな視線とぶつかる。それは力強く優やさしく、そして信しん頼らいに満ちた眼まな差ざしだった。

「お前の卒業後の進路は何だ？」

「あっ………」

　孝太郎が口にした言葉が、ゆりかの胸の中へ飛び込んでくる。すると呆あつ気けないぐらい簡単に、ゆりかの感じていた不安や恐怖、焦りを粉々に打ち砕いてしまう。代わりに胸を満たしたのは、安堵と希望、そして強い幸福感。

　―――このひとは、ほんとうに………わたしの………わたしのぉっ!!

　そしてゆりかは瞳から涙を溢れさせながら、しかしその表情を全力の笑え顔がおに変えて、力ちから一いつ杯ぱい答えた。

「私の進路はっ、吉きつ祥しよう大ですぅっ！　里見さんと桜庭先輩と一緒にぃっ、吉祥大に通いたいですぅっ！」

　ゆりかには言いたい事や、言わなければならない事が沢山あった。けれど吉祥大へ行きたいという一言が、その全ての代わりとなってくれた。孝太郎が進路を尋たずねた意味が、ゆりかにはよく分かる。今の孝太郎とゆりかには、それが全てだった。

「………分かった。後は任せろ。お前は掛け算ざんでもしながら待ってろ」

「はい………掛け算はヤですけど、がんばり、ます………」

　頷いた直後、ゆりかは全身から力が抜ぬけてしまい、その場にぺたりと座り込んだ。そして孝太郎の言い付けを守って、頭の中で掛け算を始める。孝太郎とゆりかが出会って、もたらされたもの。結果など計算するまでもない。ゆりかはただ、幸せだった。










　ゆりか達たちに背を向けた孝太郎は、一歩一歩真耶に近付いていく。そんな孝太郎の姿を、真耶は腰こしに手を当てた姿勢で、悠然と待ち構えていた。

「待たせたな」

「そうでもないわ。まぁ………これがあらかじめ約束したデートなら、平手打ちものだけど」

　ここまで真耶が孝太郎を攻撃しなかったのは、その出現に驚かされたからというだけではない。孝太郎の実力は分かっていたから、それに対応すべく自身の機械の身体の設定を変更しなければならなかったのだ。

　―――パワーアップと引き換えに、戦せん闘とう可能時間が大幅に減ってしまったけど………この坊やとのデートなら、仕方のないところね………。

　通常、真耶の身体には、自身の速度と力で壊れてしまわないように、リミッターがかけられている。真耶は孝太郎と戦う為にそれを解除した。その結果真耶は、戦える時間が短くなったものの、先程までよりも更に強くなっていた。

「お前の弟子とのデートがあったんでな」

「君がここにいるという事は………真希は死んだの？」

　真耶の目が軽く細められる。それは僅かな変化なのだが、その一いつ瞬しゆんだけ彼女の表情に鋭さが増した。そんな真耶に、孝太郎は首を横に振った。

「いいや。捕まえてある。色々と訊ききたい事があったんでな」

「そう。なら、可愛がってあげてちょうだい。あれで器量はいい方だし」

　そして真耶は笑う。直前の鋭さは和らいでいた。

「それが師し匠しようの言う言葉か？」

「捕まった時点で、情報漏洩のリスクでしかなくなったわ」

「聞かなかった事にしておこう。弟子が可哀想だ」

「相変わらずお優しい事で………」

　真耶は懐なつかしそうにそう言うと、軽く微ほほ笑えむ。

「それにしても………真希からの報告を聞いて、もしかしてとは思っていたけれど、本当に君だったとはね。驚いたわ」

「かれこれ十一年ぶりか？」

「デートで女の子を待たせていい時間じゃないでしょう？」

「女の子って歳か？」

「そういう言い方は佳苗が可哀想よ？」

　真耶は離れた場所に倒たおれている佳苗を指して、小さく笑う。実は真耶と佳苗は同い年なのだ。

「私の場合はご覧の通り、身も心も若いもの。女の子でいい筈だわ」

　真耶は見た目の可愛らしさを強調すべく、ポーズを取ってみせる。それはアイドルの写真集の一ページのようで、確かに女の子で通用すると思わせるだけの魅力があった。

「そうは言っても、少し見ないうちに随ずい分ぶん雰ふん囲い気きが変わって、得体の知れない女の子になっちまったな？」

　孝太郎は真しん剣けんな眼差しで真耶の身体を観察する。

　確かに真耶の身体は少女のように美しい。だが、身体のところどころにマーキングや金属パーツがあったし、肩かたや脛すねのあたりなどは身体のパーツが左右に割れて、中から機械装置が飛び出だしている。身体の殆ほとんどが作りものである事は、科学に弱い孝太郎の目でも明らかだった。

　―――義手に義足………胴どう体たいもそうか？　殆どロボットみたいな感じだが………。

　これでは幾いくら魅み力りよく的てきな姿であっても、孝太郎が胸を高鳴らせる事はない。緊きん張ちようと恐怖とで、胸を高鳴らせるのがせいぜいだろう。

「坊や、イイ男は、そんな風に女の子の身体をじろじろ見ないものよ。それに得体の知れなさはお互い様でしょ？」

　真耶は顔では柔やわらかく微笑みながら、瞳だけは真剣に孝太郎の身体を見つめる。

　―――元々スペシャルな少年だったけれど………十一年経って姿が変わっていないのはどういうこと？　それに、この鎧も怪あやしいわね。真希の報告にはなかったし………さっきの感じからすると、幾つも怪しい力を隠してそうだわね………。それにエネルギージャベリンも無効化している………坊やの元々の能力か、それとも鎧の力か………真希を退けてここにいる以上、魔法も使ってくるわね………。

　真耶は先程、孝太郎が廃ビルの壁と天てん井じようを破は壊かいしながらこの場所へ現れ、ゆりかと晴海を守ったのを目撃していた。だからそこから鎧の力が多少想像できる。その力を以前戦った孝太郎にプラスすると、厄介な戦いになる事が予想された。

「確かにな。俺も随ずい分ぶん得体の知れない男の子だろう」

　孝太郎も笑う。しかしやはり目の奥は笑っていない。本気で笑える相手ではない事は、骨身に染みているのだ。

「そこで提案なんだけど………私達、今日のデートだけじゃなくて、本格的に付き合わない？」

「なんだと？」

「お互いに、得体の知れない相手との消耗戦は避けたい筈じゃなくて？」

「………仲間になれという事か？」

「あら、ちゃんとした恋人よ。私、坊やみたいな子は嫌きらいじゃないし。私達二人が一いつ緒しよなら、どんな敵にだって勝てるわ」

　真耶は本気だった。真耶はこれまで真希が戦ってきた少年が、十一年前に自分が戦った少年と同一人物らしいと分かった時から、彼女自身も仲間に引き入れたいと考えるようになっていた。しかしこれは真希の理由とは違う。純粋に孝太郎の力を求めての事だった。そしてこの事も、真耶が孝太郎に攻撃を仕掛けなかった理由の一つだった。

「私達は別に君達を殺したい訳じゃない。君の部屋に集まっている、膨ぼう大だいな魔力が欲しいだけ。その手段は何でも構わないのよ。戦う事でも、恋人になる事でも、ね」

「魔力………」

　孝太郎はその時、かつてのゆりかの言葉を思い出した。

　―――そういえばゆりかの奴やつ、悪の魔法少女が部屋の魔力を狙ってるって………あいつが本物の魔法少女である以上、それも本当であった訳か………。

　おかげで孝太郎は、真耶のその言葉が一定以上の真実である事を理解した。

「君が私の恋人になってくれたら、他ほかの子達の命は保証するわ。そこのゆりかもね。もちろん、君に彼かの女じよ達たちを説得して貰う必要はあるんだけれど………」

　真耶は孝太郎が部屋の魔力をある程度コントロール出来る事を知っている。つまり部屋の魔力を奪うばう事と、孝太郎を味方に付ける事は、殆ど同じ行こう為いなのだ。加えて部屋の魔力を解析してコントロール方法を発見する手間が省ける。また、孝太郎を手駒に出来れば、真耶は再びダークネスレインボゥ内で主導的な立場に立てる。これに対して、解析してコントロールした場合は真耶の力にはならない。だから孝太郎との取り引きは、真耶にとって得な事ばかりだった。

「なるほど、そういう事か………」

　真耶の内々の事情までは分からないが、孝太郎は真耶が本気で自分を仲間にしようとしている事だけは理解する事が出来た。

「どうかしら？　坊やにとっても決して悪い話ではない筈よ。君の仲間達を無傷で守れる訳だし………」

　真耶はしなをつくり、甘あまい声で孝太郎に囁ささやきかける。それは男なら誰だれでも心揺さぶられる、魅惑的な声だった。

「断る」

　しかし孝太郎は、一瞬も迷う事なく真耶の提案を拒否してしまった。すると納なつ得とくのいかない真耶はなおも言い募る。

「どうしてっ!?　一体何が不満なのっ!?」

「正直、いい話だと思った。あんたは綺麗だしな」

「だったらどうしてっ!?」

「簡単だ。あの部屋をお前達から守りたいという奴がいるからだ」

「ゆりかなのっ!?　君はっ、私よりあの子がいいっていうのっ!?」

　プライドの高い真耶は激昂する。他の理由なら簡単に退いて、戦いを選ぶ事が出来ただろう。しかし孝太郎の理由は、よりにもよってゆりかだった。真耶はあらゆる部分でゆりかを圧倒している自信があった。強さも、女としても。だから真耶には受け入れられない。戦士として、女として、プライドが許さなかった。

「あんたには一生分からないだろう。ゆりかがどれだけ凄すごい奴なのかはな」

「分かる筈がないわっ！　あんな出来そこないっ！」

　真耶は激しい口調で孝太郎の言葉を拒きよ絶ぜつしながら身構える。その身体に備わった武器が、次々と孝太郎の方に向けられた。

「そうさ。俺おれ達たちはみんな出来そこないなんだ。あんたとは違ってな………」

　今の孝太郎には、ゆりかが本心で望んでいるというだけで、戦う理由になる。

　孝太郎にそう感じさせる理由は一つではない。出来そこない同士の、語り尽くせぬ日々の積み重ねが、孝太郎をそこへ導いたのだ。

　だから孝太郎は戦う。

　守るべきは、言葉に出来ないあやふやなもの。力の強弱、才能の有無、知識の大小、生まれの良よし悪あし、そんなものは関係ない。何な故ぜならそうしたものに関係なく、孝太郎と少女達は、互いの手を取り合うようになったのだから。

「………『揺ゆり籠かご』、俺の剣けんを寄越せ」

『仰せのままに、マイロード』

「来いっ、シグナルティンッ！」

　ゆえに、剣は輝くだろう。

　そこに込められた誓ちかいと願いを、叶かなえる為に。







絆　四月二十四日（土）







　クリムゾンとグリーンの連携が乱れたのは、ほんの三十秒ほどの事だった。

　それまでは鉄壁の連携で少しずつティア達を追い詰つめていたのだが、その三十秒ほどの時間だけ、二人は目に見えて動きが悪くなっていた。

「どうしたのグリーンッ!?　予知が外れているわよっ!?」

『ごめんなさいっ、クリムゾンッ！　さっきまで一時的にこの世界に高位存在が降臨していたみたいで、予知が滅茶苦茶になってしまっていたの！』

「いったいどこの世界から来たのよっ、この忙いそがしい時にぃっ！　………って、ああっ、もしかして例の真ま希きの契けい約やく相手ぇっ!?」

『多分そうだと思いますが………真ま耶やさんの方であれば少し厄介です………』

　グリーンの声が曇る。問題の高位存在を真希が召喚したのでなければ、真耶は危機的状じよう況きようにあると想像されるのだ。

「まさか、あのゆりかって子が召喚したっていうの!?」

　身体の大半を機械に置き換えた真耶では、大規模な召喚魔ま法ほうは使えない。だから真希が契約相手を召喚したのでなければ、高位存在はゆりかが召喚したという事になるのだ。

『その可能性も拭ぬぐえません。だから早くこの場を片付けましょう！』

「わかったっ！」

　クリムゾンとグリーンは、早急に六畳じよう間の少女達を片付けて、真耶や真希のフォローに回るつもりでいた。既すでに乱れていた連携は回復していたので、それはそう難しくはない筈だった。

『金髪の子がエネルギー弾で攻こう撃げきした後、前方のマンホールの上を通過するわ』

「エクスプロージョン・モディファー・タイムトリガー！」

「フォースフィールド・モディファー・エリアエフェクト！」

　グリーンの予知に従い、クリムゾンは時限式の攻こう撃げき魔ま法ほうを設置し、グリーン自身は防ぼう御ぎよ魔法を発動させる。

「『青騎き士し』っ！　可変速粒子砲！　最高速度で撃ち込んでやれぇっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　するとグリーンが予知した通りに、ティアが行動を開始した。ティアは『青騎士』から呼び寄せたビーム砲を連射する。しかしティアが射撃する前の段階で、クリムゾン達は既に十分な強度を持った防御用のバリアーを展開させていたので、ティアの砲撃は全て防がれてしまっていた。

「ちぃっ!!」

　攻撃が防がれた事を悟ると、ティアは次なる攻撃の為に前進する。だが、ティアがマンホールのところへ差し掛かった瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん彼かの女じよの周辺で爆ばく発はつが起こった。

　ズドンッ

「殿でん下かっ!?」

　ルースの悲鳴が上がる。爆発はクリムゾンがあらかじめティアの進路上に仕掛かけておいた攻撃魔法だった。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶじゃっ！　心配ないっ！」

『アラートメッセージ、歪わい曲きよく場の負荷増大。これ以上の戦闘継続は危険』

　しかし幸いな事にティアは無事に爆炎の中から姿を現した。そしてそのままキリハ達の所へ戻ってくる。とはいえ、そのドレスには爆発による焼け焦げや汚れが付着していた。敵の攻撃に晒さらされ続けた事で、彼かの女じよが防御に使っているバリアーには、限界が近付いていた。

「キリハッ、また攻撃が当たらなくなったようじゃっ！」

　ティアは状況を報告しながら、身体やドレスに付着した汚れを叩はたき落とす。

「ティアちゃんの動きも読まれているみたいよっ！」

　敵に接近戦をさせて貰もらえない静しず香かは、悔しそうに歯噛みする。連携が回復した今、静香には手の出しようがなかった。

「予知が回復したか………」

「先さき程ほどの二度目の重力震が、回復の時期だと予想されます」

　ルースの解析したデータをもとに、キリハは戦況を分析していく。

「………二度の重力震、予知の乱れと回復………それにどうしてもっと………」

　その時の彼女の顔には、孝こう太た郎ろうの洗せん濯たく物ものを畳たたんでいる時のような穏やかさはない。戦闘の指揮官としての、厳しい顔がそこにあった。

「どうするの、キリハッ!!　このままだとあたし達やられちゃうよっ!?」

　早さ苗なえには戦況が誰よりも分かっている。彼女は霊波の状態から、全員の体力や気力、戦意を把握している。現在の状況は多くの点で魔法少女達が上回っている。このまま続ければ敗北は必至だった。

「………攻撃する」

「何か分かったのかっ!?」

「ああ。おおよそだが………やはり、神はサイコロを振るようだ」

　キリハは笑う。その横顔には自信が漲みなぎっている。しかし早苗にはキリハの言葉の意味が理解できない。彼女は身を乗り出してキリハに説明を求めた。

「そんな言い方じゃ分かんないよっ！　もっとちゃんと教えてっ！」

「了解だ。これからは我の言う通りに行動してくれ。まず―――」

　キリハは自身の考案した作戦をティア達に伝えていく。

「………そんな事でいいの？」

「ああ。これまでの事からすると、これで問題はない筈だ」

　それは聞かされた静香達たちにとっては意外なものであったが、キリハの表情には相変わらず自信の笑顔が刻まれていた。










　クリムゾンとグリーンが感じた最初の違和感は、細かい反撃を喰らうようになった事だった。相変わらずグリーンの予知は正確で、クリムゾンの強力な攻撃は敵にダメージを与あたえ続けている。だが、ふとした瞬間に挟み込まれる敵の反撃が、少しずつクリムゾン達を傷付け始めていた。

「くぅっ、またなのっ!?」

　クリムゾンは顔をしかめながらマントを翻す。すると埴はに輪わ達たちの繰くり出した電でん撃げきと火炎が弾き飛ばされる。だがクリムゾンは軽い火傷やけどを負い、手には僅わずかなしびれが残った。

「グリーン！　何かおかしいわっ！」

『ごめんなさいっ！　私にもよく―――きゃああああぁぁっ!!』

「グリーンッ!?」

　そして次なる異変は、これまでは喰らう事のなかった、大きな攻撃の直撃を受け始めた事だった。それらはどれもグリーンの予知にない攻撃ばかり。これまで予知に頼って戦ってきた二人には、かわせない攻撃だった。

『だっ、大丈夫っ！　なんとかっ！』

「どういう事なのっ、一体!!」

　クリムゾンとグリーンは完全に混乱状態に陥っていた。予知は正常に機能しているのに細かいダメージを受け続け、更さらには稀まれに予知にない攻撃が襲ってくる。これはクリムゾンとグリーンが全く想定していなかった状況だった。

「………これがコロンブスの卵というやつか………」

　ティアは歴史の授業で覚えたばかりの言葉を口にしながら、面おも白しろいように命中していく自分達の攻撃に感心していた。これまでの苦戦が嘘うそのようだった。

「あなた達っ、一体何をしたのっ!?」

　距きよ離りを取ったクリムゾンは、ティア達に疑問を投げかける。万全の予知をしてなお、それを上回る敵がいる。敵に答えを求めたくなるほど、今の彼女は困こん惑わくしていた。

「何も。強いて言えば、汝なんじらよりもこの世の理に詳しかったというだけだ」

　その疑問に答えたのはキリハだった。キリハは油断なくクリムゾン達を観察しながら、彼女らの疑問に答えてやる。キリハは油断していない。彼女はこの事実を明かしても、再び予知が有効に働き始める事はないと知っているのだ。

「ありえないわっ!!　グリーンの予知は完かん璧ぺきなのにっ!!」

「確かに汝らの予知は完璧だ」

　キリハはクリムゾンの言葉を肯定する。だが、グリーンの予知が完璧である事は、キリハ達にとって勝機でもあった。

「だが、それでも限界はある。世界の不確定性ゆえに見える範はん囲いは狭せまいし、予知が無限ループになるから自分達のリアクションまでは予知に含める事が出来ない」

　未来は不確定だから、予知を行った場合、複数の未来が見える。そしてグリーンはその中から確率の高い幾つかの未来を参考にして、クリムゾンへ指示を出している。そして同じ理由で、少し先までの未来しか見通せない。

　また、自分達から攻撃を仕掛けた場合、自分自身の行動が次の予知に影えい響きようを与えてしまう為ために、予知の正確性が失われる。カウンター気味に戦うのが、もっとも予知を正確にする戦い方だった。

「加えて予知をする魔法の使用回数には制限がある。また、予知した事を、全て汝に伝えられている訳ではない」

　未来予知も魔法である以上、使用回数には限りがある。そして精神を繋げる魔法でダイレクトに情報を伝達しても、伝えられる情報には限りがある。魔法少女達は、無限のエネルギーを持ち、完全なコミュニケーション力と、瞬間的な思考力を持っている訳ではないのだ。

「そうした事に我らが気付く前に、決着を着けるべきだったな」

　そして最大の問題は、そうした予知の性質を、キリハが理解する時間を与えてしまった事だった。今のキリハは、魔法少女達以上に未来予知の性質を理解している。そしてその理解を元に作戦を立てた。侵しん略りやく者しやの少女達の攻撃が命中し始めていたのは、それが原因だった。

「馬ば鹿かなっ!!　そんな事がっ!?」

「所しよ詮せん、予知も情報でしかないという事だ。使う者が予知に振ふり回まわされていては、勝てるものも勝てなくなる」

　キリハが立てた作戦は至ってシンプルだった。

　まず、比較的広い範囲を攻撃して、魔法少女達を常に動き回らせる。これにより魔法少女達自身の回かい避ひ運動が未来を変えてしまい、予知の正確性が乱れていく。

　そして侵略者の少女達は役割を分担し、先制攻撃を仕し掛かける者と、クリムゾンが攻撃した後に攻撃する者に分かれた。すると元々あまり先の未来は見通せない事と、クリムゾン自身の攻撃が予知を乱し、その後の攻撃が回避しにくくなる。

　つまりキリハが予知の性質を知り尽くしている為に、予知が正確であればあるほど、クリムゾンとグリーンは予知に振り回されてしまう。魔法少女達がもう少し予知に頼らずに戦っていれば、こうはならなかった。これは予知を過信したが故ゆえに招いた危機だった。

「汝らは魔法ばかりではなく、もう少し世の中の事を勉強しておくべきだったのだ。箱入り娘ではそのあたりが限界だろう」

「耳が痛いな、キリハ」

　ティアは笑う。六畳間にやってきた当初、ティアも世間知らずだった。今でこそその殻を破ったが、かつての我が身を見るようで、ティアは恥はずかしい気持ちにさせられる。

「殿下、設定の変更が済みました」

「よぅしっ！　『青騎士』っ！　攻撃しろっ！　やり方は全部任せるっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　そして切り札となる攻撃は、ティアとルースが担当する。

「何をする気っ!?」

「さあのう。それはわらわにも分からぬ」

『すぐにそこから逃にげてっ、クリムゾンッ！　何百種類もの攻撃が見えるのっ！　どれが来るか、見当もつかないわっ！』

「なんですってぇっ!?」

　キリハの指示に従い、ルースは『青騎士』の攻撃システムに変更を加えた。

　通常『青騎士』はティアやルースの指示に従い、人工知能が状況に合わせて適切な武器を選せん択たくして攻撃する仕組みになっている。従って理に適かなった攻撃をするので、未来予知で先読みする事は難しくなかった。

　しかしルースは攻撃システムが完全にランダムで武器を選択するように手を加えた。そのため全すべての武器が等確率で使用されるようになり、予知される未来が武器の数だけ増えてしまった。地上なのに、宇宙用の武器が使われるかもしれない。どの武器なのかティアにも分からない。攻こう撃げき範はん囲いもターゲットも武器ごとにバラバラ。そんな不条理な状況に、グリーンの予知は悲鳴をあげた。

　分かり易く言うと、未来予知とは相手の癖くせを読む究極の手段と言えるだろう。だから攻撃者のティアがサイコロを振ってしまえば、予知は成り立たなくなる。しかも意地の悪い事に、そのサイコロは数百の面を持つ。正確な予測など出来よう筈もなかった。

　この状況でクリムゾンとグリーンに出来たのは、大急ぎで後退する事だけ。だが、その行動さえも、キリハの掌の中だった。ティアには実際に攻撃をする必要はなかった。予測不能の未来を作り出し、クリムゾンとグリーンを後退という行動に追い込むのが狙ねらいだったのだ。

「早苗ちゃんっ、らぶらぶぶーすとおんっ！　いけぇぇぇっ！　静香ぁぁぁぁっ!!」

「………未来が見える占い師を、頭だけで追い詰めるなんて………キリハさんって、一体どういう頭をしているのかしらね………？」

　早苗の支し援えんを受けた静香が、クリムゾンとグリーンを追う。早苗の霊れい能のう力りよくで身体能力を底上げされているから、単純に後退している魔法少女に追い付くのは簡単だった。

「マインドブラス―――」

「今いま頃ごろ気付いても遅おそいっ！」

　静香の狙いは予知能力者のグリーン。比較的足の遅いグリーンを間合いに捉えた静香は、反撃を試みようとするグリーンに向かって右の拳こぶしを突つき出した。すると静香の拳は呪じゆ文もんを詠唱中のグリーンの顎あごに命中する。

「グァッ!?」

　そしてその衝しよう撃げきで宙に泳いだグリーンの身体に、静香は連続攻撃を叩きこんでいく。左右を打ち分けるコンビネーションから肘ひじ打ち、最後は回し蹴げり。最初の一いち撃げきから合わせて七発の打撃を受け、グリーンは地面に崩れ落ちた。

「グリーンッ！」

「来たわねっ!?」

　静香が飛び退いた瞬間、直前まで彼女がいた位置にクリムゾンが降ってくる。

　ビキィッ

　するとクリムゾンの杖つえが地面を直撃し、その表面を覆っていたアスファルトに大きなひびを刻んだ。

「ああぁああぁぁぁぁあぁぁぁっ!?　駐車場がぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　静香が絶叫する。静香達が戦いを繰り広ひろげていたのは、ころな荘そうの裏にある大きな駐車場だ。もちろん両親の遺産であるから、静香の思い入れは深い。その表面をばらばらに砕かれた静香は、まるで自分が砕かれたかのように大きなショックを受けていた。

「………ま………前に言ったわよねぇ………うちを壊したらぁ………生きている事を後悔させるってぇ………」

「言ってない、言ってない！　言ったのはあたし達にだよ、静香ぁっ！」

「………骨砕きの拷ごう問もんって知ってるぅ………？　手足の先のぉ、小さい骨から順番にばらばらに砕いていくんだってぇ………うふ、うふふふ、うふふふふふふふっ！」

「さっさと逃げろ赤いのっ！　こうなったら、あんたにはもう勝ち目はないっ！」

「望むところよっ！」

　強さだけを追い求めるクリムゾンだから、格闘技の達人の相手は望むところだった。特に今はグリーンを救うという目的もあるので、誰に咎とがめられる事もない。クリムゾンは杖を両手に構えて静香に突進する。

　すると真希の杖が両手剣に変化したように、クリムゾンの杖は先せん端たんに突き刺し用の槍やりの穂先を備えた、大きな斧おのへ変化していく。槍の穂先と斧の刃はの部分は、魔法で作り出した実体を持たない攻撃エネルギーの塊。重さや取り回しは杖のまま、威力は大斧という危険な武器だった。

　クリムゾンは持ち前の腕わん力りよくを生かして、その大斧を両手で風車のように振り回し、静香に斬きりかかる。

「くらえぇぇぇぇっ!!」

　ゴォッ

　長大な斧は空気を切り裂きながら静香に迫せまった。

「ふんっ！」

　だが、駐車場を破壊されて怒いかりに燃える静香は、それよりもなお速かった。この時の静香は、予知の支援のないクリムゾンには、捉えられない速さだった。

「はぁあぁあぁぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　斧の刃が描く軌道の内側へ飛び込んだ静香は、裂れつ帛ぱくの気合いと共に両手を突き出した。ほぼ密着状態からの掌打。前進する力と全体重を乗せて繰り出されたその一撃は、クリムゾンがまとっていた防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを苦もなく粉砕した。

「まだまだぁっ！」
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　しかしクリムゾンもそのままやられはしない。クリムゾンは迷わず大斧を手放すと、腰の後ろからナイフを引き抜いて静香を攻撃する。ナイフの方が大斧よりも圧あつ倒とう的に速く、しかも密着状態の間合いでも使用できる。銀色の刃を煌きらめかせ、クリムゾンは目の前の静香を刺し貫こうとする。

「あなたが一人で私に勝つにはね―――」

「うわっ!?」

　だが静香は難なくクリムゾンの腕うでを捕まえると、そのまま腕の関節を極きめて投げ飛ばしてしまう。クリムゾンには受け身を取る時間すら、与えられなかった。

「―――純粋な戦士か、純粋な魔ま法ほう使つかいであるべきだったのよ」

「ばかなっ!!」

　ドスンッ

　鈍い衝撃音と共に、クリムゾンの身体がグリーンの真横の地面に叩き付けられる。

「ぐあぁっ!?」

　受け身も取れずにアスファルトへ叩き付けられたクリムゾンは、その一撃で意識を失った。完全に昏こん倒とうしたクリムゾンはぴくりとも動かない。未来予知と遠距離からの魔ま法ほう攻こう撃げきという大きなアドバンテージを失くした時点で、実力の差は歴然。それぞれの長所を存分に発揮した侵略者の少女達の勝利だった。

「さて、この子達をどうしてくれようかしら………」

　叩き伏ふせてなお、未まだ怒りに燃える静香は、倒れている二人の少女を睨にらみ付ける。

「アスファルトを修理するのって、魔法で出来るのかしら？　ああ、出来なきゃ自分の手でやらせればいいかぁ………」

　ころな荘とその関連施設は、静香にとって家族の形見。そして今は、新しい家族の帰ってくる場所でもある。それを少なからず傷付けた魔法少女達を、静香は気絶させたぐらいで許すつもりはなかった。

「クイックキャスト・ミスティックミストッ!!」

　だが次の瞬間、倒れている二人の少女を濃密な霧が包つつみ込む。

「クリムゾンッ、しっかり！」

「ああっ!?　逃げるっ!?」

　霧はグリーンが生み出した撹かく乱らん用の魔法の霧。静香にも早苗にも、その先を見通す事ができない。そして静香達が視界を塞がれた隙すきを突いて、グリーンはクリムゾンを連れてこの場から脱出していく。

「『青騎士』っ！　攻撃せいっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　唯ゆい一いつ、『青騎士』の熱源センサーとレーダーで魔法少女達を追尾していたティアだったが、その攻撃は散発的なものに留まった。レーザーやビームは霧によって大きく減衰してしまうし、実弾系兵器は市街地での使用に向かない。そうこうしている間にグリーンは新たな撹乱魔ま法ほうを発動させ、完全にその気配を絶ってしまった。

「ああっ、悔しいっ！　駐車場を修復させる前に逃げられちゃったっ！」

「死んだふりだったのか、それとも偶ぐう然ぜん意識を取とり戻もどしたか………我らも甘いようだ」

「今度は倒れたのには網をかけようよ」

「そうじゃな………確か『青騎士』にあった筈はずじゃ」

「はい。暴徒鎮圧用のネットガンがございます。用意しておきます」

　魔法少女達を逃がして悔しそうな一同。だが、気絶したグリーンに止めを刺しておくべきだったという声は上がらない。誰もが感じている。この場所も、この場に居る人間も、血に染まるべきではないのだ、と。

『静香ちゃん、おいら達に任せるホー！』

『そうだホー！　その手の工事は得意だホー！』

「ほんとっ!?　おねがいっ!!」

　やがて風が霧を吹き流していく。そこにはやはり誰の姿もない。侵略者の少女達たちは、魔法少女達を完全に取り逃がしてしまっていた。

「それにしても………あの二人、やけにあっさりと引き下がったが………」

　ティアは油断なく索敵を続けながら首を傾かしげる。ティアの感覚からすると、霧を利用してもう少し攻撃をしていっても良さそうな感じがしたのだ。

「それこそ、予知のせいかもしれないな」

　キリハがティアの疑問に答える。

「予知？　この期ごに及およんでか？」

「うむ。未来予知の性質がああしたものである以上、本来は戦せん闘とうなどのミクロ的な未来よりも、戦略や経済などのマクロ的な未来の方が有効に予知を活用できる。戦略的には、ここが引き際であった可能性は高い」

「戦略………という事は総力を結集して、先にユリカやコータローを狙う場合もあるという事か」

「そうだ。我々もすぐに向かおう」

　魔法少女達の目的が明らかでない以上、彼女達の狙いを絞るのは難しい。

　だがそれがどういう目的であっても、孝太郎やゆりかの身を守る事は決してマイナスにはならない。そして侵略者の少女達にとっても、孝太郎とゆりかの身は大切だった。

「ルースと静香はここに残ってくれるか？　万が一という事はある」

「はい、キリハ様」

「わかったわ。気を付けてね、三人とも」

「うんっ！　すぐに孝太郎達を連れて帰ってくるから！」

「ではゆくぞ、者共ッ！」

　こうしてキリハとティアと早苗の三人は、孝太郎とゆりかを救うべく、ころな荘を飛び出していった。










　呼び出しに応じて孝太郎の目の前に出現したのは、騎き士し剣けんが一本と、懐中電灯を思わせる金属棒が一本ずつだった。

「クラン、これは？」

『あなたの鎧よろいの二刀制せい御ぎよのテストモデルですわ！　シグナルティンとビームソードを併用する形ですのっ！』

「そういう事かっ！」

『左手が実体のないビームソードなら、慣性に振り回される心配はありませんわ！　それに刀身を消しておく事で、動きがシグナルティンと干かん渉しようする心配もありませんのっ！』

「やっぱりお前は天才だっ、クランッ!!」

　刀身が実体を持たず、軽くて扱あつかい易やすいビームソードには、一つ重大な欠点があった。それは刀身は実体のある剣と同じ長さなのに、振り回すのが楽なせいで、使い手自身を傷付けてしまう事が多い事だった。

　実際、この武器が登場してすぐの頃ころには、そうした事故が頻ひん発ぱつした。おかげで便利さに比して利用者は少なく、何十年にも亘わたって非常用の武器の座に甘んじていた。この武器が一いつ般ぱん的てきなものになるのは、実用に耐たえ得る安全装置が開発されてから十年近くが経ち、初期の不評を払ふつ拭しよくした頃の事だった。

　ビームソードの安全装置は常に周囲の状況を観察し続け、使い手の身体を傷付けそうな時には刀身を消す仕組みになっている。またそれとは逆に、敵に斬り付ける時にだけ刀身を生成する機能もある。この安全装置が組み込まれたおかげで、ビームソードは飛ひ躍やく的に安全で便利になった。両手に一本ずつ持って使う者も少なくない。安全装置のおかげで二刀流にも特別な訓練を必要としないのだ。

　クランは騎士剣の二刀流を実現するにあたり、そのうちの一本をビームソード的に運用できないかと考えた。孝太郎は一本なら片手でも騎士剣をコントロールできる。だからもう一本がビームソード的であれば問題は起こらない筈だった。

　騎士剣をビームソードのようにする為には、剣の慣性や質量を制御した上で、時空の穴を使って刀身の長さをコントロールする必要がある。その一段階前にあたる技術が、実際に騎士剣とビームソードを併用するこのテストモデルだった。

　今回は実際にテストをしようとしていた矢先に、敵が真耶だと分かった。真耶との戦いではビームソードが必要になるので、この組み合わせはある意味必然であった。

『騎士剣の二刀制御の為に組んだアルゴリズムはまだ不完全なので、ところどころ不具合が出ると思いますわ！　だからビームソード側の自動制御は、あまり信用しないで下さいましっ！　重要な局面では、なるべく手動でコントロールをっ！』

「分かった！」

　孝太郎は右手でシグナルティンを、左手でビームソードの柄つかを掴つかむ。すると聞き慣れた人工知能の声が孝太郎に向けられる。

『青騎士閣下、当艦「揺り籠」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御身の御武運と栄光をお祈り致いたします』

「………ありがとう」

　孝太郎がシグナルティンの柄を握にぎった瞬間、大量に純白の魔ま力りよくが溢れ始める。だがこの時にシグナルティンが発していた魔力は、普ふ段だんの何分の一かでしかなかった。

　―――いつもより魔力が弱い………。さっきの藍あい華かさんとの契約に関するごたごたのせいか、それとも陛下が誰かの危機を救って下さったのか………。

　シグナルティンは魔力が低下していたが、孝太郎は特に気にせずに構える。孝太郎は特とく殊しゆな状況を除けば、武器は二本の騎士剣しか使うつもりはなかった。誓いが込められている武器はその二つだけだったから。だから剣の魔力が落ちていても関係はなかった。

　シグナルティンには孝太郎の知らない、謎の部分も多い。しかし孝太郎はアライアの誓いと想おもいが込められたこの剣を信じているから、多少魔力が低下していてもそれほど気にならない。きっと何かに必要だったのだろう、孝太郎が感じたのはその程度だった。

「以前も見たわね、その白い光………でも、あの時より光が強い………そうか、それが本体なのね？」

「そういう事だ」

　それに多少魔力が低下していても、シグナルティンは並みの武器よりもずっと強い。現実的な意味からも、孝太郎が他ほかの武器を使う理由はないのだった。

「でも、十一年前のように見み逃のがしたりはしないわ！　殺すわっ、絶対にっ！」

　真耶は凶暴な表情を作り、孝太郎を睨み付ける。今の真耶は先程までとは違ちがって、自分を拒絶し、ゆりかを選んだ孝太郎を生かしておくつもりはなかった。女性としての激しい嫉しつ妬とと、プライドを傷付けられた烈火の如き怒りが、彼女の中に渦巻いていた。

「俺おれは見た事がないぞ、今のお前の姿は………」

　孝太郎は右手を前にして剣を構え、左手にビームソードの柄を握った格好で、機械仕掛けの真耶の身体を眺ながめる。真耶の身体は戦いに備えて動き出だし、排気や廃熱といった微び妙みような変化が現れ始めていた。

　―――あの身体、どこまでが生身なんだ？

　孝太郎は攻撃しても大丈夫な範囲が知りたくて、早苗に与えて貰もらっている霊れい視の力を作動させる。すると孝太郎の目に、意外な物が映った。

　真耶は頭の中身と、胴どう体たいの中央付近は生身の身体だった。はっきりと霊気が通っているのが見て取れた。奇き妙みようだったのは、機械の身体の方にも、霊気が通っているのが見えた事だった。それを見た瞬間、孝太郎の脳のう裏りに嫌いやな予感がよぎる。

　―――この身体、まさか………。

　使い慣れた義手や義足には、多少の霊れい力りよくが通う事がある。だが、これはそのレベルを遥はるかに超えている。生身のそれには及ばないものの、明らかに生物の霊気の流れを思わせるものだったのだ。

　―――確かめてみるしかないな………。

　孝太郎は剣の柄を握り直す。孝太郎の想像した通りなら、真耶は尋常ならざる力を持っている筈だった。

「だったら死ぬまでの間に、この身体の魅力を存分に覚えておいてっ！」

「それは随ずい分ぶんゆっくりとした話だなっ！」

　二人は同時に前に出た。その直後、真耶は左ひだり腕うでの銃を連射する。銃弾は距離を詰めようと前進する孝太郎に襲いかかった。

「頼たのむっ、シグナルティンッ！」

　孝太郎はシグナルティンに、防御魔法の展開を願う。

　キキキンッ

　鎧のバリアーで勢いを弱められた銃弾は、全てシグナルティンの防御魔法で弾き飛ばされた。シグナルティンの魔力は落ちているのだが、鎧のバリアーを抜ぬけてきた銃弾を防げばいいだけなので、問題は起こらなかった。

「相変わらず楽はさせて貰えないわねぇっ！」

「それはお互たがい様だっ！」

　真耶は銃撃が効かない事を悟ると、左の武器を変更する。左腕が開閉して銃が腕の中へ戻ると、左手から攻撃用のブレードが現れる。右手のそれと同じものだった。真耶はより大きなダメージが期待できる接近戦で勝負をするつもりだった。

「タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・タッチトリガー！」

　そして両手のブレードが藍あい色いろの光をまとう。するとその直後、孝太郎の耳に女の子の声が届いた。それは音として届いた声ではなく、魔法によって届けられた声だった。

『里さと見み君っ！』

『藍華さんかっ！』

　孝太郎も同じように返事をする。声の主は藍華真希。孝太郎と真希の間には、彼女の魔法によって、事前に心のリンクが作られていた。

『真耶様の手の光は記き憶おく喪失の魔法よっ！　触さわると数秒記憶が飛ぶわ！　真耶様と私の得意技なのっ！』

『あの時間が飛んだような感じは、記憶喪失だったのかっ！』

『気を付けて！　あれを喰らうと、連続攻撃に晒されるわよ！』

『分かった！　でも藍華さん』

　孝太郎はビームソードを作動させると小さく笑う。

『………そんなに心配しなくて大丈夫だよ』

　孝太郎の心には、真希の言葉だけでなく、孝太郎の身を案じる感情まで伝わってきている。それは強く、深い。胸の奥おくに降り積もった想いの分だけ、真希は孝太郎を心配していたのだ。

『ばかっ、人の気も知らないでっ！』

「へらへらしてるんじゃないわよっ！」

　真希の心の声と、真耶の怒りの声が重なる。真耶は孝太郎の笑いが自分へ向けられたと考えて、更に怒りを滾たぎらせていた。

「俺の天使様が随分お怒りなものでなっ！　おかしくって！」

『いじわるっ！　そういう言い方ってないじゃないっ！』

「馬鹿にしてぇっ！　後悔させてやるぅっ！」

　ギィンッ

　孝太郎のビームソードと、真耶の左のブレードが激げき突とつする。だが、ビームソードの刀身は実体を持たないので、真耶の魔法が作動する事はなかった。しかし今度の真耶はそこでは止まらない。右手を突き出し、孝太郎を貫こうとする。

「喰らえぇぇっ！」

　真耶の右手は孝太郎のビームソードの刀身の陰かげにある。これではビームソードが邪じや魔まをして、孝太郎は右の剣けんを使えない。だから真耶は攻撃の命中を確信し、その表情を暗い喜びに歪ゆがませた。

「上手いがっ、しかしっ！」

　だが、孝太郎は気にせず右手のシグナルティンを振り下ろした。そして同時にビームソードの刀身を消す。おかげで剣の軌道が遮られる事はなくなった。

「ちぃぃっ！」

　真耶は驚おどろきに顔を歪めながらも、強ごう引いんに右手の軌道を変更する。

　ギィンッ

　今度は右の武器同士が交錯する。シグナルティンは実体を持つ剣だが、魔法を分解する性質を持つ。おかげで今回も真耶の魔法が発動する事はなかった。

「こういう事か………クラン、助かったぞ」

「やっぱり反則だわっ、その武器っ！」

　真耶は孝太郎を蹴けり付つけるようにして距離を取ろうとする。孝太郎は追撃すべくビームソードを振ったが、真耶は宙返りをするようにしてそれをかわし、間合いの外へ逃れていった。

　―――参ったな、スピードでは圧倒的に向こうが上か………。

　孝太郎は真耶を見送りながら胸の中でそう呟つぶやく。機械の身体を得た真耶の動きは、かつてよりも更に速い。孝太郎は霊能力で身体能力の底上げをし、霊視で攻こう撃げきの先読みをしていたのだが、真耶の動きが速過ぎて捉え切れない。悪い状じよう況きようだった。そしてそこへ、更なる悪い知らせが続いた。

『ベルトリオン、相手の手の内が読めてきましたわ。その女が行動する度に放射するエネルギーのパターンが、手持ちのデータと一致しましたの』

「………何と一致した？」

『キィがいつも連れているロボットですわ』

　クランが言うキィとは、もちろんキリハの事を示す。そしてロボットは二体の埴はに輪わの事を示している。それはつまり。

「反則はお互い様だ。………お前のその身体、地底の連中が作ったものなんだろう？」

「流石さすがは私の坊や………そこまで知っているとは………」

　孝太郎の言葉を聞くと、真耶は目を細め、その瞳ひとみから激情の色を薄れさせる。真耶は孝太郎の危険性を再認識した事で、普段の冷静さを取り戻し始めていた。

「でも、それだけに、死んで貰わないとね？」

　真耶は酷薄な笑みを浮うかべる。美しいが、ぞっとする笑え顔がおだった。

「まずい………俺おれ達たちは思った以上に複雑な状況にいるぞ………」

　これまでは個別の敵に対応していればよかった。しかし真耶の身体が霊力の機械である以上、ゆりかの敵である悪の魔ま法ほう少女達と、キリハの敵である地底の過激派は、共闘体制にある事が疑われる。するといずれは合同で攻撃してくるだろう。その想像は、目の前の真耶の強さ以上に、孝太郎に危機感を与えるのだった。










　孝太郎と真耶の戦いを見ていたゆりかは、今なら佳か苗なえを助けにいけると考えた。佳苗は先程から地面に倒たおれたままになっている。傷を負っているなら癒さなければならない。佳苗の手にはエンサイクロペディアが握られているから、魔法を使い切ったゆりかであっても、佳苗のもとへ行けば治ち療りようは出来る筈だった。そしてエンサイクロペディアがあれば、幾いくらか孝太郎の援えん護ごも出来るようになる。ここは何としても佳苗のもとへ向かいたいところだった。

「桜庭さくらば先せん輩ぱい、ここに居て下さい」

「佳苗さんを助けに行くのね？」

「はいですぅ」

「私も行くわ」

「動くと真耶さんの気を引いてしまいますぅ。今の私では桜庭先輩は守り切れません。このままここに居て下さい」

「………でも………ううん、分かった、気を付けてね、虹にじ野のさん」

　本当は晴はる海みもゆりかと一いつ緒しよに行きたかった。生きるも死ぬも、ゆりかと一緒だと思っていた。だが、晴海は自分が足手まといである事を理解していたし、二人で行けば目立ってしまう。無理についていけば、危険ばかりが増す。だから晴海は涙なみだを呑のんでゆりかの言葉に従った。

「行ってきます」

「慎しん重ちようにね、虹野さん」

「はいっ」

　―――もし、虹野さんが失敗したら、その時こそ私の番………今は虹野さんを信じなきゃ………。

　晴海はそう自分に言い聞かせ、ゆりかを送り出した。ゆりかは晴海の言葉に従って、物陰を伝って、慎重に進んでいった。

「私はここで………」

　晴海は戦い続ける孝太郎と真耶に視線を戻す。真耶がゆりかの移動に気付いたら、警告を発するつもりだった。

　―――里見君、強いんだな………まるで本物の青騎き士しみたい………。

　そのまましばらく戦いを眺めていた晴海は、不意にそんな事を思った。晴海の胸の中には、ゆりかの記憶がある。その記憶にも戦う孝太郎の姿があるが、今の孝太郎の戦いぶりは、その内容を大きく上回っているように見えた。そして身に着けている青い鎧と、右手に握り締しめている騎士剣。晴海にはそれらが気になって仕方がなかった。

　―――何でこんなに気になるんだろう？　それにあの胸に刻まれた称しよう号ごう………『ティアミリスの青騎士』って書いてあるみたいだけど………。あれって、里見君のお友達のティアミリスさんのことだよね………？

　青い鎧と剣を身に着けた孝太郎を見ていると、晴海は次し第だいに落ち着かない気持ちになってくる。孝太郎に対する気持ちが胸の奥からどんどん湧きだしてきて、こんな所でじっとしていていいのかと晴海を急せき立てる。かといって何をしたらいいのかも分からない。混乱した晴海は落ち着かない気持ちのまま食い入るように孝太郎達を見つめている。おかげで彼かの女じよは、孝太郎の胸に刻まれている称号は、自分では読めない文字で書かれている事にも気付かなかった。

　―――青騎士………ティアミリスの青騎士………里見さん………コータロー様………なんだろう、私、何かを知っているような………一体何を………わたくしは………剣………あれはシグナルティン………？

　自身の心を彷徨さまよい続ける晴海の額に、剣を模したマークが薄うつすらと浮かび上あがる。すると晴海の心の中に、様々な記憶が蘇よみがえってきた。

　―――古い神殿でん………朽ちた剣………里見君とわたくし………私は剣を蘇らせて、コータロー様に渡して………これは演劇のシーン？　ううん、演劇ではこんな場所じゃなかった………。だったらこれは何？　私の夢？　紛れ込んだ虹野さんの記憶？　それとも本当にわたくしなの？

　晴海の中に不思議な記憶が蘇るにつれて、彼女の混乱は増していく。演劇のような、演劇でないような。しかし現実というにはあまりに今とはかけ離はなれた現実。演劇とも現実とも言い切れず、晴海の混乱は収まる気配を見せなかった。

　そんな時だった。

「しまったっ!?」

「もらったぁっ!!」

　左腕のビームサーベルが上う手まく作動せず、孝太郎は無防備なまま真耶の前に立たち尽つくしてしまった。すると真耶はその隙を逃さず、孝太郎に刃を突き立てようとする。

「里見君っ！　さとみくぅぅぅぅぅんっ！」

　晴海は絶叫する。だがそんな事では真耶は止まらない。今の晴海には現実の力が必要だった。孝太郎を救う事が出来る、強い力が。そうしないと、セーターの編み方を、教えてあげられなくなってしまうから。

　だが、晴海には何も出来ない。無力感に苛さいなまれながら、孝太郎に突き刺されようとする刃を見ている他はなかった。それはほんの一いつ瞬しゆんの筈なのに、まるで永遠とも思える時間だった。それほどに、彼女はこの時間を苦痛に感じていた。

「いやああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁっ!!　コータロー様ぁぁぁぁぁっ!!」

　そして苦痛に耐えかねた晴海が、もう一度絶叫した時の事だった。

『ハルミ』

　何者かの声と共に、晴海の世界が静止する。孝太郎と真耶の動きが止まり、佳苗の傍に辿たどり着こうとしていたゆりかも立ち止まったまま。動いているのは晴海一人。それも晴海の心だけだった。

『誰だれっ!?　誰なのっ!?』

　視線を動かす事が出来ない晴海は、聞こえてきた声の主に呼び掛かける。しかし言葉も発する事が出来なかったから、結局周囲に響いたのは晴海の心の声だけだった。

『わたくしはあなた………あなたはわたくし………』

　すると晴海の視線の先に、一人の少女が姿を現す。その少女は、まるで鏡に映したかのように晴海そっくりの姿をしていた。だが奇妙だったのは、その髪かみの色と身に着けた衣服だ。少女の髪は鮮やかに輝かがやく銀色。そして身に着けている服は、晴海の舞台衣装を思わせる、純白のドレスだった。

『どっ、どういうことなんですかっ!?』

『申し訳ありません。それを説明している暇がないのです………』

　銀色の晴海は申し訳なさそうに首を横に振る。

『ハルミ………あなたはコータロー様の事が好きですか？』

　そして彼女は、静止したままの孝太郎に目をやった。

『もちろんよっ！　だから早く何とかしないとっ！　このままじゃ、里見君がやられてしまうわっ！』

　晴海も叫ぶ。

　静止している世界では、孝太郎に今にも真耶の刃が突き立とうとしていた。

『そう………あなたはあの方を助けたいのですね？』

『そうよっ!!　あなたは違うのっ!?　あなたも私なんでしょうっ!?』

『はい………わたくしもあの方を助けたいと思っています………あなたと同じぐらい、あの方を愛していますから………』

『だったら手伝って！　一人より二人よっ！　里見君が死んでしまう前にっ！』

『………確かに、わたくしにはあの方を助ける力があります。しかし、わたくしにはもう自分でする事が出来ません。誰かに力と記憶を託して、役目を引き継がねばならないのです』

　銀色の晴海は、悲しそうに目を伏せる。彼女はそうする事を、罪深い事だと思っていたから。

『だったら私がやるわっ！　それで里見君を救えるならっ！』

『わたくしの役目を引き継げば、あなたはもう普ふ通つうの人生を歩めなくなりますよ？　それでも構いませんか？』

　普通の女の子の人生を捨て、戦いに身を投じる。銀色の晴海は、それを幸せな事だとは思わない。そこに幸せを見出すだけの、強い想いと誓ちかいがなくば、不幸を背負っただけで終わってしまうのだ。

『たとえそうであってもっ、その人生はっ、里見君と一緒なんでしょうっ!?』

『はい。たとえ幾百万の刻と、幾千万の道程に隔てられようとも―――』

『それなら私はどうなっても構わないわっ！　里見君と共に歩めるのなら！』

　そして晴海には、強い想いと誓いがあった。大切な人を守りたい。セーターの編み方を教えてあげたい。その為ためになら、全てを擲なげうつ覚かく悟ごがあった。

　―――ハルミ………あなたもやはり………。

　銀色の晴海には、晴海の気持ちが痛いほど分かる。それはまるで、かつての自分を見るようで。だから彼女は決断する事が出来た。

『………分かりました。ハルミ、あなたに全てを託します』

　銀色の晴海は頷うなずくと、晴海に笑いかける。晴海ならやれる、任せられる。そんな風に思えたから。そして銀色の晴海の身体は純白の光に包まれた。その光の中で、彼女の身体は少しずつ形を失い、光へ同化し始める。

『でも………忘れないで下さい。あなたの人生は、あくまであなたのもの。わたくしの記憶に引き摺られてはなりません。わたくしの記憶など………そう、演劇の役作りの産物だと思って下さい』

『演劇？　役作り？　ちょっと待ってっ、あなたはもしかして―――』

『わたくしはあなた。かつて、あなたの前にあなたであった者。そしてあなたと同じく、あの方を愛した者』

　その瞬しゆん間かん、銀色の晴海は完全に輪郭を失い、純白の光へと変わる。

『もしかしてっ、白銀の―――』

　そしてその光は全すべて、晴海の身体の中へと吸い込まれていった。

『さようなら、ハルミ………もう、会う事はないでしょう。あなたはあなたの人生を生きて………そして願わくば、今度こそ最後まで、あの方と共に………』

　その純白の光と一つになった瞬間、晴海が感じたのは、自分と同じぐらい深く大きな、孝太郎への愛情だった。
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　孝太郎と真耶の戦いは激しくなる一方だった。スピードで圧倒する真耶に対して、孝太郎は鍛え上げた剣の技と戦闘経験とで追い縋すがっていた。鎧や武器の威力まで含めると、両者の実力はほぼ拮きつ抗こうしている状態だった。

『まずいですわよっ、ベルトリオンッ！　アルゴリズムのエラー補正が追い付かなくなってきていますわっ！　一いつ旦たん距きよ離りを取って、アルゴリズムのリセットを！』

「そんな暇をくれる相手じゃないぞっ！」

　孝太郎はクランにそう怒鳴りながら、心の中で真希に呼び掛ける。

『藍華さんっ、俺にかかってる魔法は後どれぐらいもつんだ!?』

『そろそろ切れるわっ！　真耶様はまだいくつか魔法を残している筈だからっ、その後に勝負に出られたらきっと防ぎ切れないっ！』

「くぅっ、やはりこのままいくしかないかっ！」

　孝太郎は苦々しい気持ちでそう呟つぶやきながら、右手のシグナルティンで真耶に斬りかかった。だが真耶の動きは速く、やや重量があるシグナルティンの軌道の内側に潜り込んでしまう。

「どうしたの坊やっ！　そろそろ動きが鈍くなって来ているわよっ！」

「まだまだぁっ！」

　―――サーベルでは間に合わないっ！　ええいっ、このまま行けぇっ！

　孝太郎はビームソードを握ったままの左手で、真耶を殴り付ける。

　ガシャァッ

　この一いち撃げきは真耶も予想外だった為に、孝太郎の拳こぶしは真耶の胴体を捉えていた。だが、真耶もただでは殴なぐられてくれない。彼女が離れ際に振ふり下ろした両手のブレードが、孝太郎の鎧に大きな傷を残していった。

「どうしてくれるのよ坊や。胸の形が歪んでしまったじゃない」

『アラートメッセージ、胸部装甲のダメージが七十八パーセントを突破。次回の同一部位へのダメージは、着用者の致ち命めい傷しようである可能性が九十パーセント以上と推定』

　真耶と鎧の人工知能が、同時に孝太郎に苦情を言う。

　孝太郎と真耶は、お互いに攻撃が命中すれば倒せる相手だった。真耶は魔力が落ちたおかげでかつてほど強固な防ぼう御ぎよ力はなかったので、シグナルティンから身を守る方法はなかった。反対に、孝太郎の鎧のバリアーと真希の施した防御魔法では、真耶が接近戦で使っている霊力をまとったブレードを防ぎ切れない。どちらも一撃必殺の状況で、スピードと技術だけでのせめぎ合いが続いていた。

「………いいじゃないか。胸を大きくする口実が出来ただろう？」

「ふぅん、安心したわ。息が上がっているようだけど、その口ぶりならまだもう少しデートを楽しめそうね？」

　しかしこの状況は孝太郎が不利だった。身体を殆ほとんど機械に置き換えた真耶とは違って、孝太郎は鎧の下に生身の身体がある。その分だけ身体の動きには制限があるし、動けば動くほど疲ひ労ろうが溜たまっていく。このまま互角の戦いが続くなら、最終的に孝太郎が負ける。それが分かっているから、真耶は余よ裕ゆうの笑顔を崩さなかった。

　―――まずい………一気に勝負に行くしかないか？

　二本の剣を操あやつるシステムは悲鳴を上げ、鎧はダメージの警告を続けている。また、孝太郎の呼吸は乱れ、身体には重たい疲労がべったりと絡からみついている。今の孝太郎には、無む茶ちやが出来る時間はそう残っていなかった。

　―――しかし………どうやってあいつを捕まえる？　ここまで強化して貰って、なお向こうの方が速いんだぞ？

　機械の身体を手に入れた事で、真耶は人間の限界を超えた動きをする。孝太郎は肉体の枷かせから逃れられないから、人間の限界のところに踏ふみ止とどまっている。この状況で孝太郎が真耶の動きを捉えるには、何か上手い方法を考えなければならない。だが、真耶は考える時間を与あたえてはくれなかった。

「時間はたっぷりあるわっ！　もっと楽しみましょうっ、私の愛しい坊やっ！」

「ふざけるなっ！　こっちはあんたの弟で子しとのデートを抜け出してきたんだぞっ！」

　笑顔のまま突進してきた真耶は、両手のブレードを赤い光で包んでいた。孝太郎の視界の中で、その光が赤い線を作る。

『里見君っ、両手にエネルギー系の攻こう撃げき魔ま法ほうが込められてるっ！　真耶様は止めを刺す気よっ！　言葉に惑わされないでっ！』

『来るのかっ！　だったらっ！』

　孝太郎は真希のアドバイスに合わせて戦い方を変えた。

　真希は真耶の事や魔法の事をよく知っているので、ここまで何度も孝太郎の危機を救ってきた。そして今、彼女の助言は孝太郎に最後の勝機を与えてくれていた。

　―――止めを刺す気なら、狙ねらいは大きく破損している胸である筈!!　そこを狙ってくると分かっていれば!!

「うおおぉおぉぉぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎は思い切りシグナルティンを振る。銀色に輝く軌跡は、うなりを上げて真耶に襲い掛かる。

「おっとぉ、こわいこわいっ♪」

　しかし真耶は僅わずかに姿勢を下げ、それをかわしてしまう。

　―――かかった！

　だが、それこそが孝太郎の狙い。シグナルティンを振って真耶の進路を塞ふさぐ事で、彼女の行動を制限するのが狙いだったのだ。今の彼女が孝太郎の胸を狙うなら、取り得るコースは幾つもない。

「今度はこっちの番よっ！」

　真耶は孝太郎の予想した通りの進路を進んでくる。孝太郎は左手を動かして、真耶の進路をビームソードの刀身で塞ぐような位置へ持っていく。後は刀身が生成されれば、孝太郎の狙い通りの結果となる筈だった。

　だが。

　ビー―――

　けたたましい音と共に、鎧のシステムがビームソードのシステムエラーを告げる。不調のまま使い続けていた為に、この致命的なタイミングでビームソードはその機能を失ってしまっていた。

「しまったっ!?」

「もらったぁっ!!」

　ビームソードの刀身は生成されず、孝太郎は身を守れないままの無防備な状態。真耶はそのままの勢いで突っ込んでくる。そして右手のブレードは、不吉な赤い光をまとって煌きらめいている。狙うは孝太郎の胴体。亀裂の入った胸の装甲。

「バイバイ坊や。大好きだったわ」

　ヒュッ

　真耶の右手が突き出される。

　―――駄だ目めかっ！

　孝太郎は覚悟を決めた。真耶が装甲の亀裂に手を突き入れれば、孝太郎は為なす術もなく即死するだろう。それはもはや避さけられない状況だった。

『嫌ああぁぁぁぁっ！　里見君っ、里見くぅぅんっ!!』

　孝太郎の心に、真希の絶叫が届く。その間も真耶の手は伸び、孝太郎の胸に迫せまる。真耶の顔が醜く歪む。彼女の魂たましいは、暗い喜びに満みち溢あふれていた。

「だめえぇぇぇええぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　キィンッ

　その瞬間だった。孝太郎の右手のシグナルティンが、突とつ然ぜん強く輝き始める。それは辺りに響き渡った少女の声と同じくらい、強く、勢いがあった。

「きゃあぁぁっ!?」

　すると真耶の身体は大きな衝しよう撃げきを受けて跳ね飛ばされていく。それはまるで、輝きと声に吹ふき飛とばされたかのようだった。

「なんだっ!?」

　しかし近くにいた孝太郎にはなんの影えい響きようもない。孝太郎はその光に包まれたまま、ただ立ち尽くしていた。そして孝太郎はその光が脈動している事に気付く。その脈動が人の鼓こ動どうのようだと思い至った時、孝太郎の脳裏にある一人の少女の名前が浮かんだ。

「………これ、は………陛下………？　ア、アライア、へい、か………？」

　かつてシグナルティンをアライアが直接コントロールしていた時に感じた、独特のぬくもり。今のシグナルティンにはそれがある。だがそれはありえない事だった。アライアは幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなた。この場にいる事などあり得ない。だが、アライアの剣は輝いている。誓いと願いをそのままに、輝いているのだ。

「陛下っ!!」

　孝太郎は輝きに導かれるままに背後を振り返かえった。するとそこには一人の少女が立っていた。それは額に刻まれた剣の紋章を輝かせている、髪の長い少女。孝太郎は最初、その人物の髪の色が銀色に見えた。

「アライア―――いや違うっ！　あれはっ!?」

　だがすぐにそれが見間ま違ちがいだと気付く。少女の髪は黒い。そこにいたのは、孝太郎の求めていた人物ではなかった。

「………桜庭、せん、ぱい？」

　孝太郎は求める人物ではなかった事に一度は落らく胆たんしたが、すぐに別の事に驚かされる事となった。

　―――何な故ぜ桜庭先輩がシグナルティンをコントロールしているんだっ!?　それにあの額の紋章は陛下と同じ………一体何がどうなっているんだっ!?

　そうやって混乱した孝太郎が何も言えないでいると、当の晴海がぽろぽろと涙を零し始める。同時に口から出てきた言葉も、殆ど泣き声のようだった。

「………よかった………いきてる………さとみくんが、いきて、る………」

　晴海は額を輝かせながら、安あん堵どの涙を流し続ける。死ぬ筈はずだった孝太郎が無事に生きている。その事に安堵した晴海は、ただただ泣き続けていた。

「………よかった………ほんとうに、よかった………」

「桜庭先輩っ、これは一体!?　どうして先輩がシグナルティンをっ!?」

「………わから、ない………わたしにもなにが、なんだかっ………」

　孝太郎に問われると、晴海は大きくかぶりを振る。彼女も混乱していた。晴海は孝太郎が危険な攻撃を受けるのを見て、助けなければと思った。ただそれだけを願った。すると突然晴海の身体から光が溢れ出し、孝太郎の剣を輝かせて敵を跳ね飛ばした。晴海にとってもこれは完全に予想外の状況で、安堵と混乱に振り回まわされ、ただ泣く事しか出来ないでいた。

「………でも………でもね、さとみくん………ひとつだけ………わかってる………」

　晴海は泣きながら孝太郎を見る。

「………これからはっ、わたしがさとみくんをまもって―――」

　その瞳に宿るのは強い決意と、深い愛情。

　晴海はその激しくも深い想いに衝つき動かされ、孝太郎に告げた。

「―――ずっといっしょに、いきていくんだって………」

　その瞬間、晴海の額の紋章が更さらに強く輝き始める。それと同時に、シグナルティンの力も増していった。

　―――一体何が起こってるんだ!?　ここにいるのはアライア陛下じゃなくて、桜庭先輩なのにっ!?　なのに何故、陛下と同じように………いや、それ以上にシグナルティンを操るっ!?

　シグナルティンは輝いている。

　それは孝太郎がこれまで見た事もないような、強い輝きだった。

「………だから勝ってっ、里見君っ！　私が守るからっ！　どんな敵からもっ！　どんな辛い事からもぉっ！」

　そしてその言葉が晴海の口から飛び出してきた時、孝太郎の中から混乱と迷いとが吹き払われる。

　―――それが誰で、何故なのかなど、問う意味はない筈だっ!!　朽ち果てた鉄てつ屑くずが今もなおこうして輝いているのならっ、そこに込められた誓いと想いがっ、そのままであるのならっ!!

「だったら俺はっ、この命でみんなの力を束ねてっ、俺達の未来を守りますっ!!　桜庭先輩っ!!」

　幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方。

　それだけの刻と道程を隔てて今、かつての主従は先輩と後輩に姿を変え、その誓いと想いを再び繋いだのだった。










　体勢を立て直した真耶は、力を増したシグナルティンを見ても怯ひるむことなく孝太郎に向かっていった。

「いかに魔ま力りよくが増大してもっ、当たらなければ同じ事だわっ！」

　真耶は自身の身体で出せる最高のスピードで孝太郎に襲い掛かる。メカニズムが悲鳴を上げ、システムが多くの警告を発していたが、真耶はそれを振り払はらうように大きく腕うでのブレードを振るった。

　シグナルティンの魔力は増大していたが、元々が少し衰え気味だった事もあり、真希が事前に報告してきたものとそれほど大差はなかった。そして真耶には攻撃を喰らわない自信もあった。人間の枠を超えた真耶にとっては、それほど恐れるべき相手ではない筈だったのだ。

「………お前は考え違いをしている」

「なんですってぇっ!?」

　キンッ

　シグナルティンは難なく真耶のブレードによる攻撃を受け止める。もちろん真耶の動きが速過ぎるので、孝太郎は剣そのもので受け止めた訳ではない。真耶の攻撃は、シグナルティンが張ったバリアーによって受け止められていた。

　―――どうしてっ!?　真希の報告とは大差ないんだから、これでフォースフィールドを突き破れない筈がないっ!!

　真耶は驚きよう愕がくする。

　真耶が身に着けている霊れい子力兵装は、魔力による防ぼう御ぎよを効率的に突破できる。真希が報告していたシグナルティンの防御魔ま法ほうの威力なら、楽々突破できるだけの力があった。多少力が増大した今も、それは変わらない筈だった。にもかかわらず、ブレードは全く歯が立たない。考えられない事だった。

「これは元々、こういう剣なんだ」

「そうかっ、あの娘が何かをしているのねっ!?」

　真耶の目が、孝太郎の背後にいる晴海を捉える。晴海は両目を閉じたまま、両手を組み合わせて祈るような姿勢で立っていた。

　真耶には晴海の身体から立ち上る魔力のラインが、シグナルティンに繋がっているのが見える。そしてかつて真希が孝太郎と戦った時の、晴海についても報告を受けている。だから、晴海が得体の知れない魔力を操る事も知っていた。この状況がそれとは無関係とは思えなかった。

「………その通りだ」

　真耶の様子から隠かくし切れない事を悟さとった孝太郎は、彼女の言葉を肯定する。

「この剣は本来こうして二人で扱あつかうもの。これまではそれが出来ていなかった。だからお前が知っているこの剣は、不完全なものでしかなかった。考え違ちがいだったな、真耶」

　孝太郎が剣を振り、もう一人がそれに合わせてリアルタイムで剣の魔力をコントロールする。常時垂れ流しになっていた魔力の放出タイミングを攻撃や防御の瞬間に合わせ、また敵の攻撃や防御の手段に合わせて魔力の性質を変更する。更には剣の余剰魔力を利用して魔法を使い、援護を行う。

　二人で一つ。

　それがシグナルティンの真の姿。孝太郎を守らんとしたアライアが与えた、力の形なのだった。

「馬ば鹿かなっ！」

『いいよ、里見君っ！　好きなようにやってくださいっ！　こっちで合わせます！』

「だから、ただ魔力が強まっただけだと思っていると―――」

　剣から伝わってくる晴海の声を聞きながら、孝太郎は驚愕に顔を歪ませる真耶に向かって無造作にシグナルティンを振るう。するとその直後に防御に使われていた魔力が形を変え、剣の攻こう撃げき範はん囲いを拡大する。それも、かわそうとする真耶の動きに合わせて。しかもそれは真耶の機械の身体に最も効率よくダメージを与えられる、電でん撃げきの性質が与えられていた。

　バシィッ

「きゃあぁあぁぁぁぁっ!?」

　その一撃は真耶がまとっていた防御魔法を突破し、その身体に大電力を送り込む。その衝撃は凄まじく、彼女は感電しながら地面に叩たたき付けられた。

「―――そういう事になる」

　孝太郎の攻撃はそこまでだったが、晴海は止まらなかった。彼女の口からは、フォルトーゼの上位古代語の呪文が紡がれる。

『集い来たれ風の精霊っ、腕かいなに宿り塊となりて、我が敵を打ち滅ぼせぇっ!!　轟けぇぇぇっ!!　大気の大槌ぃぃぃぃっ!!』

　それによって編み直されたシグナルティンの余剰魔力は、巨大な空気のハンマーとなって、倒れたままの真耶に振り下おろされた。

「こっ、こんな事がっ!?　さっきまでとはまるで違うっ!?」

　真耶は必死に身体を動かし、晴海の放った大気のハンマーから逃れようとする。

　ゴシャアッ

　間一髪のところで、真耶は晴海の攻撃から逃れる。それは人間を超えたスピードを持つ真耶だからこそ。そうでなければこの一撃で負けていただろう。

『ごめんなさいっ、里見君っ！　少し手間取っちゃいましたっ！』

「いいえ上出来ですっ、桜庭先輩！」

　孝太郎は笑いながら剣を構える。実は孝太郎には、晴海の攻撃が外れた理由が分かっていた。いかに機械の身体とはいえ、晴海は人間を狙って攻撃する事を躊躇したのだ。だからこそ真耶はそのスピードで逃れる事が出来た。しかし孝太郎はそれでいいと思っている。晴海には戦いは似合わない。それはゆりかに対する気持ちと同じものだった。

「攻撃は俺おれがやります！　先輩は援護に集中して下さい！」

『はいっ、わかりましたっ！』

　孝太郎は真耶を追って前進する。すると起き上がった真耶は、左ひだり腕うでの武器を銃に切り替え、晴海に狙いを定めた。

「だったらこうするまでよっ！　あの娘が坊やのアキレス腱けんっ！」

　そして晴海とは違って、真耶は躊躇なくトリガーを引く。銃口からは大量の銃弾が吐き出だされ、後方で祈るような姿勢で立っている晴海に向かって襲いかかった。

「プロテクションフロムソウルエナジー!!　それとお願いっ、エンサイクロペディアァァッ!!」

　だがその銃弾の群れの前に、二つの防壁が立ち塞がる。ゆりかの作り出した霊れい力りよくに対する防御魔法と、その手の中にある杖つえが作り出した物理的な攻撃を防ぐ防御魔法。二種類の複合防御により、真耶の銃弾は完全に防がれた。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ、桜庭先輩っ!?」

「ありがとうっ、虹野さんっ!!」

「里見さんっ、桜庭先輩は私が守りますぅっ！　心配しないで下さぁいっ！」

　ゆりかにはもう、真耶を倒せるだけの魔力は残っていない。だが、何度か防御魔法を使うぐらいの力はあったし、佳苗のところでエンサイクロペディアを回収した。だから僅かな時間であれば、盾たて役ぐらいはこなせる。そして今、その役割が必要とされていた。

「ゆりかっ、そっちは任せる！」

「はいぃっ！」

　必要な時に、必要な事をしてくれる。

　孝太郎にとって、ゆりかはそんな心強い存在だった。

「おのれぇっ、おのれぇっ、ゆりかぁぁぁあぁぁぁっ!!」

　ゆりかに思惑を潰つぶされ、そして孝太郎のゆりかへの強い信しん頼らいを見せ付けられ、真耶は激しい怒いかりと嫉しつ妬とに駆られる。たとえ相手が誰であっても、ゆりかより下に見られるのは、真耶にとって耐たえ難がたい屈辱だった。

「殺すぅっ！　殺すわぁっ！　坊やもっ、ゆりかもっ、何もかもぉっ!!」

　怒りと嫉妬は憎悪へ変わり、真耶を攻こう撃げきに駆り立てる。その姿にはもはや、彼女がかつて心を操る魔ま法ほう使つかい、ダークネイビーであった面影はなかった。

『真耶様………』

　その姿を見守る真希の気持ちは複雑だった。

　―――きっと私も、あんな風だったんだろうな………。

　今の真耶の姿を見ていると、真希は悲しい気持ちになる。そして同時に、かつての自分がそうであった事も悲しかった。だから真希は願う。

『お願い、里見君。真耶様を、殺さないであげて………』

『心配ない。ちゃんと分かってる。あの人は藍華さんのお師し匠しよう様だもんな？』

　感情的になって隙だらけ、そしてひとりぼっちの真耶。

　心の平静を保ち、仲間達たちと共に戦う孝太郎。

　この時点で既すでに、決着は着いていると言ってよかっただろう。

『ありがとう、里見君………』

『いや、助かるよ。俺は自分からは人が殺せない、半端者の戦士だからな』

　そうして孝太郎は、実際に決着を付けるべく、晴海が操るシグナルティンを振り上げた。同時に左腕に意識を通わせ、そこにあるキリハの籠こ手てで火球を発生させる。早苗のくれた霊視で真耶の動きを捉え、ティアとルース、クランの鎧よろいの力と、ゆりかや真希の魔ま法ほうの力で身を守る。そして帰るべき場所は、今も静香が守ってくれていた。

　―――十対一………早苗は正義の味方は徒党を組む権利があると言っていたが………これは流石さすがにやり過ぎだろう………。

　孝太郎は真耶に向かって剣けんを振り下ろす。狙いは彼女の腕。

　ザンッ

　シグナルティンは、真耶が繰り出そうとしていたブレードによる攻撃ごと、彼女の右みぎ腕うでを斬り落とした。

「ぐあぁっ!?」

　そして一瞬動きが止まった彼女に、左腕で作り出した火球を押おし付つける。

　ドゴォッ

　火球は彼女の胴どう体たい中央部で爆ばく発はつし、彼女を弾き飛ばした。

「う、く、くそっ………この私がっ、ナナ以外にここまで追い詰つめられるなんてっ！」

　地面に叩き付けられた真耶は、残った左腕を使って身体を起こしたものの、その胴体を覆っていた装甲板は無残に破は壊かいされ、内部の機械装置が完全に露出していた。ダメージは大きく、真耶にはもう、まともに動く事は出来なかった。

「勝負あったな」

　孝太郎は剣を降ろし、真耶と向かい合う。

「諦あきらめてもう帰れ」

「………殺しなさい。でないと何度でも坊やの命を狙うわよ？」

　真耶の身体は大破したが、その瞳ひとみの憎悪は衰えていない。まるで自分を裏切った恋人を見るように、真耶は孝太郎へ激しい殺意を向けていた。

「だろうな………」

　危険は承知していたが、孝太郎は真耶を殺さなかった。そのまま剣を鞘さやにしまう。

　シャキン

　すると真耶は、侮辱されたと感じて更に憎悪を募つのらせた。

「後悔するわよっ!?」

「ああ。ずっと後悔してきた。これまでずっとそういう人生だった。慣れてるよ」

　孝太郎はそう言って苦く笑しようすると、視線を近くにあるコンクリートの柱へ向けた。

「それとさっきからそこに隠れている二人、お前達はまだ俺おれ達たちと戦うつもりか？」

　孝太郎が柱に向かって呼び掛けると、その陰かげから二人の魔法少女―――クリムゾンとグリーンが姿を現す。だが、彼かの女じよ達たちは戦せん闘とう体勢は取っていなかった。

「冗談でしょ。あんたみたいな化け物と戦うなら、ちゃんと準備をしてからよ」

「………私達は真耶さんを助けに来ただけ」

「そうか。だったらさっさと連れて帰れ」

　少女達の言葉からも、霊視からも、攻撃の意思は感じられなかった。だから孝太郎は数歩下がって場所を空ける。すると少女達は敵意に満ちた瞳を孝太郎に向けながら、真耶に駆け寄った。

「大丈夫ですか、真耶さん」

「手を貸すわ」

「………ええ………」

　真耶は二人の少女に支えられ、何とか立ち上がる。だがそれでもなお、彼女の気持ちは仲間達ではなく、孝太郎に向けられていた。それが自分の敗因なのだと、認められないままに。

「………坊や、名前は？」

「孝太郎」

「………孝太郎………次は必ず殺すわ………私のこの手で………」

「そうしたいのなら、一人では来ない事だ」

「フンッ」

　そっぽを向いたまま、真耶は二人の少女達に連れられて去っていく。やがて三人は廃屋の奥おくに広がる闇やみの中へと消えていった。

『………ベルトリオン、あのまま逃がして良かったんですの？』

　通信機の向こう側で、クランが心配そうな表情を作る。

「クラン、お前が家臣にしたいのは、戦う気のない相手を一方的に殺す騎き士しなのか？」

『違いますわっ！　わたくしはただっ、あなたの身を心配しただけですわっ！　だから捕まえたりしなくていいのかって！』

「………信じてくれ。次も俺が勝つってな。俺はそう信じる事にしたよ」

　俺達の未来は明るい。

　孝太郎は真希に告げたその言葉を、自分でも信じようと思っていた。

『………んもぉ………あなたは本当に、女心が分かりませんのね？』

「よく言われる」

　そうして孝太郎が笑った時、目の前に時空の穴が現れる。

「クラン？」

『シグナルティンを回収しますわ。そちらにティアミリスさん達が向かっていますの』

「そいつはまずいな」

　孝太郎はクランの意図を悟ると、穴の中にシグナルティンを押し込む。すると時空の穴はシグナルティンごと消えていった。

『あとはティアミリスさんが来るまでに、そちらで必要な事をなさって』

「悪いな、何から何まで」

『本当ですわ。一体、いつからわたくしはこんな役回りに………』

　立体映像のクランの頬ほおが、不満げに軽く膨らむ。孝太郎はそんなクランの顔を見てクスリと笑うと、日ひ頃ごろから感じていた事を正直に告げる。

「そりゃあ、お前が皇女様に相応ふさわしくなった頃ころからだろう」

『ばっ、ばかぁっ！』

　ぷつん

　するとクランは顔を赤くして孝太郎を怒鳴り付け、一方的に通信を切ってしまった。

「また怒おこらせちまったか………褒めたつもりだったんだが………」

　何も映さなくなった通信用の立体映像を見ながら、孝太郎は苦笑する。そして孝太郎は自分の側も通信を終了させると、クランの言葉に従って、必要な事をすべく行動を開始した。

「………さて………一体何から話したものか………時間もないし………」

　孝太郎はティアがこの場所へ姿を現す前に、自分を見つめる幾いくつかの瞳に、話しておかなければならない事があるのだった。
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　その夜、一〇六号室に集まったのは全部で十一人。家具の置かれている六畳じよう間にこれだけの人数が集まると、それだけで殆ど身動きが取れない状じよう況きようだった。

　孝こう太た郎ろうのすぐ傍に、少し居い心ごこ地ちが悪そうにしている真ま希きとクラン。その横に晴はる海みとゆりか。それと向かい合うようにしてお茶を飲んでいるティア、ルース、キリハ、静しず香か。そして最後は早さ苗なえと佳か苗なえの親子コンビだった。

「ねぇ、コータロー。わたくし、場違いじゃありませんこと？」

「そうよ里さと見み君。私もさっきまでみんなの敵だった訳だし………」

「いいから黙だまって座すわってろ」

　孝太郎は真希とクランの事を、一同に紹しよう介かいしようと思っていた。二人とも今は孝太郎の味方をしているものの、これまでの経緯もあって六畳間の少女達とは距きよ離りを置いてきた。しかしそれはあまりよくない事だと思うから、孝太郎はこの機会に二人の問題をまとめて解決してしまうつもりだった。

「それでだな………まずは名前から紹介だな。こっちがクランで………」

　孝太郎はそう言うと、右手でクランの頭を何度か叩く。居心地の悪さから、クランは顔が上げられない。自分が数すうヶか月げつ前までティアや孝太郎達たちの命を狙っていた事が引け目となって、目の前のちゃぶ台に視線を落としたまま、ぴくりとも身動きできずにいた。

「こっちが藍あい華か真希さん」

　孝太郎は今度は左手で真希の頭を叩く。真希の方もクランと事情は殆ど同じで、先さき程ほどから顔を強こわ張ばらせて、身を硬くしていた。加えて佳苗と早苗、真ま耶やとの間であった事を知っているが為ために、二人の方には目も向けられない。そして不安のあまり、孝太郎の服の裾すそを握にぎり締しめたまま離せずにいた。

「クランは演劇の時に俺と一いつ緒しよに行方不明になってたろう？　その時に嫌いや々いや協力しあっているうちにだな、だんだん敵同士って感じじゃなくなってな。それ以降、こっそり助けてくれてる。このあいだの早苗の時みたいにな。………おい、黙ってないで何とか言え、クラン」

「言えったって、な、何をですの？」

　クランには言う事が見付からない。友好を求める事が許されないぐらいの事をしてきた自覚があったから。

「名前とかでいいだろ」

「………クラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼですわ」

「本当に名前だけか」

「あっ、あなたが言えって言ったんでしょうっ!?」

　クランが緊きん張ちようしながら口にしたのは名前だけだったが、この時の孝太郎とのやりとりのおかげで、その性格や孝太郎との関係はその場の人間に正しく伝わっていた。

「まあ、いいか………それで藍華さんの方なんだけど………藍華さんはみんな知ってるよな？　クラスメイトだし………でも彼かの女じよは驚おどろいた事に、今日襲ってきた悪の魔法少女の一味だったんだ」

「………」

　孝太郎が真希の正体を口にすると、真希は息が止まり、孝太郎の服を握る力を強める。彼女は自分が罵ば倒とうされる立場にある事をよく知っていた。

「藍華さんは命の恩人が悪の魔法使いだった流れで、悪の魔法少女になったんだけど、結局は悪事が肌はだに合わなくてな。藍華さんは俺を助けてくれたんだ。性根が真まっ直すぐないい子だから、助けられた恩と、他ほかに居場所がないってだけでは、悪事が続けられなかったってところだ」

「………里見君、私やっぱり帰るわ。ここは、私のいていい場所じゃないもの………」

　緊張に耐えられなくなった真希は、孝太郎の服を引っ張って、一〇六号室からの退出を申し出る。しかし孝太郎は真希の腕を掴むと、首を横に振ふった。

「いいから、そのまま座ってろ。ここから逃にげて、どこへ行くつもりだ？」

「そ、それは………」

「藍華さんは新しい生活を始めなきゃいけない。分かるだろう？」

「………はい」

　立ち去りかけていた真希は、孝太郎に説得されて、その場に座り直した。

　真希はダークネイビーである事よりも、藍華真希である事を選んだ。だからダークネスレインボゥにはもう彼女の居場所はない。真希は自身が望む藍華真希である為に、自分の過去と向き合う必要があるのだった。

「藍華さんはほとぼりが冷めるまで、俺が捕まえて人質にしている形になる。そうしないと裏切り者として狙われるからな。しかし実態はこれまで通りクラスメイトだ」

　孝太郎はそう言うと一度この場の全員の顔を見回し、改めて口を開いた。

「そしてこれは俺からの頼たのみなんだが………感情的に難しいのは分かるが、これからはこの二人とも仲良くしてやって欲ほしい。頼む、この通りだ」

　孝太郎はそう言いながらちゃぶ台に手を突き、頭を下げる。すると孝太郎の左右にいる二人も一緒になって頭を下げた。クランも真希も、その姿勢で身体を硬くしている。自身の罪と向き合う、審判の時がやってきたのだ。

「わらわにひとつ、言いたい事があるのじゃが」

　ティアが手を挙げる。すると伏せられたままのクランの表情が青ざめた。

「あっ、あたしもあるある！」

「わたしもひとつだけぇ」

　続いて手を挙げたのは早苗とゆりか。すると真希の方も表情が固まる。

　自分の罪を追及する者が現れた。

　クランと真希はその事に恐きよう怖ふしながらも、甘んじてその非難を受け入れようと覚かく悟ごを決める。それがこれからの人生に必要な、通過儀礼だと思うから。

「言ってくれ」

　頭を上げた孝太郎が、手を挙げた三人に発言を促す。すると彼女達はちゃぶ台に手を突いて身を乗り出すようにして告げた。

「それはつまりっ、クランもこの部屋の掃除のローテーションに組み込んでよいという事かっ!?」

「ねぇねぇ真希ぃっ!!　あんたも魔法少女なんでしょっ!?　あんたのも新しい衣装作ろうよっ!!　あたし達とおそろいのやつっ!!」

「里見さんっ、これ以上押し入いれでの生活は無理ですっ！　真希ちゃんが来るのを期に、私も押し入れから出て、こっちに住みたいんですけどっ！」

『………へっ？』

　しかし三人の口から勢いよく飛び出してきた言葉に、クランと真希の口から同時に呆あつ気けに取られたような声が漏れる。二人の目は点になり、慌あわてて顔を上げてそれぞれの相手に視線を向けた。

「あー、まぁ、そうなるな」

「よぉしっ！　これでわらわの掃除が週一で済むようになるっ！」

「それはよろしゅうございましたね、殿でん下か」

「里見さんっ、今こそ私の居住エリアの拡大をっ！」

「それはダメだ」

「なんでですかぁっ!?」

「藍華さんを押し入れに入れる訳にはいかないからだ」

「ママ！　型紙型紙！」

「はいはい。真希ちゃん、そういう事らしいから、今度のお休みは暇かしら？」

　ティアやゆりか、早苗親子は、クランや真希を一言も非難しなかった。他の少女達も同様で、非難どころか、むしろ歓かん迎げいしているような節があった。

「藍華さん、住む場所がないならうちに来ない？　この上の部屋だから便利よ？」

「良かったですね、クラン殿下。これでわたくしもコソコソしなくて済みます」

「ど………どうして………？」

「何故、誰だれも何も仰おつしやりませんの………？」

　真希にしても、クランにしても、この状況は不可解だった。敵だった筈の自分達を、この部屋の住人達は簡単に受け入れてしまった。意味が分からず、二人は混乱したまま呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

「………何故なら、我らは大半が元々敵同士であったからだ」

　二人の疑問に答えたのはキリハだった。彼女は軽く目を細め、クランと真希に笑いかける。そしてその視線には明確な友情が込められていた。特に十一年前に出会っているクランに対しては、強い信頼の感情が込められていた。

「その我らが汝なんじらを非難するなら、我らは今の我ら自身を否定する事になる。我らにはそれは出来ない」

　最初は誰もが傷付け合う関係だった。それを乗り越えてここにいる。だからこの部屋の者達は、クランと真希を非難しない。心を入れ替えていれば、それだけで構わない。大事なのは今なのだ。

「けれどキィ、それにしたって―――」

「もちろん、理由はそれだけではない」

　クランからキィと呼ばれ、キリハの表情はもう一段優やさしげなものに変わる。

「里見孝太郎が汝らの為に頭を下げた。ならば我らはそれを信じる。我らは孝太郎の判断なら、無条件で信じられるのだ。………汝らも、そうなのだろう？」

「それは………」

「ええ、そうですわ」

　真希はまだ半信半疑といった所だったが、ここでクランの表情が僅わずかに緩んだ。やはりこの場所に旧知の相手がいるのが大きかった。

「ティアミリスさん、これまでの行こう為いを正式に謝罪致いたしますわ」

　そしてクランは改めて、ティアに向かって頭を下げた。それに対して、ティアは笑え顔がおで頷うなずいた。

「謝罪を受け入れよう。もう気にせずともよい。それにそなたとはライバル同士じゃが、憎み合う相手と競うよりも、尊敬できる相手と競う方が、より高みを目指せよう」

「ティアミリスさん………そうですわね、決して負けませんわ！」

「ふふふ………その意気じゃ。わらわも負けはせぬぞ！」

　クランとティアは笑い合う。するとそんな二人の様子を見ていた真希が、ゆりかや早苗親子にちらちらと視線を送り始める。

「里見君」

「はい」

　それに気付いた晴海と孝太郎が、ゆりかと真希を向かい合わせた。ゆりかは不思議そうにしているだけだったが、突とつ然ぜんの事に真希の方は逃げ出そうとする。しかし孝太郎は両手で真希を捕まえて逃がさなかった。するとようやく観念した真希は、重い口を開いた。

「悪かったわ、虹にじ野のゆりか。あなたには色々と酷い事をしたわね？」

「いいんですよ、真希ちゃん。私達の命の恩人が逆だったら、詫わびているのは私の方だったかも知れないんですから………」

　ゆりかも真希の謝罪を受け入れた。ゆりかを救ったのはナナだったが、それはたまたまそうだったというだけ。真希の変化を間近で見てきたゆりかだから、既に彼女個人に対する敵意は殆ほとんどなくなっていた。今は真希が未いまだにダークネスレインボゥの構成員である、というところが僅かに引っ掛かっているぐらい。しかし状況からして今すぐ抜ぬけられないのも事実なので、ゆりかはそこは考えないようにしようと思っていた。

「それと佳苗さんと娘さんには、師匠が酷い事をしてしまったみたいで………」

「それはあなたのせいじゃないでしょう、真希ちゃん」

「ママ、昔なにかあったの？」

「あったけど、無事に解決したし、真希ちゃんとは関係ない話なのよ」

「ふーん。じゃあいいか」

「………ありがとうございます」

　真希は最後にもう一度二人に頭を下げた。

　こうしてクランと真希は六畳間の少女達に受け入れられ、無事に新たな生活へと踏み出したのだった。










　クランと真希の問題は片付いたものの、孝太郎にはもう一つ問題が残っていた。それは孝太郎達の問題に巻き込まれてしまった、桜庭さくらば晴海をどうするのかという問題だった。

　晴海は先程から突然、魔法とシグナルティンの力を操あやつる事が出来るようになった。しかし何な故ぜそれが可能なのかは彼女自身にもよく分かっていない。晴海にしてみれば、ゆりかと合体した後に、急に出来るようになったという感覚だった。他に理由らしいものも見当たらないので、孝太郎達は晴海の変化を合体が生み出した偶ぐう然ぜんの産物だろうと考えるようになっていた。ゆりかが合体時に奇き妙みような現象が起きたと証言しているし、その時に起きた時空震を『青騎士』が観測していたので、これには一定の説得力があった。

　晴海はゆりかと真希に続く第三の魔法使いという事になる。そしてシグナルティンのコントロールが―――この事については孝太郎の要請で、現場にいた者達以外には伏せられているのだが―――可能でもある。だから晴海は孝太郎達にとって、またとない助っ人になる筈はずだった。そして晴海自身は、その力を孝太郎達の役に立てたいと思っていた。

　だが、それに待ったをかける人物がいた。

　それは他でもない、孝太郎だった。

「………俺は反対です。桜庭先せん輩ぱいは身体が弱いし、運動も苦手です。常に俺達の傍にいるのは危険過ぎます」

　孝太郎は晴海の身体を心配していた。魔法の使用が彼女の身体に負担をかけるのは明らかだったし、運動が得意ではない彼女を戦いの中に置く事にも抵てい抗こうがあった。

「だから時々お手伝いして貰もらうぐらいに留めた方がいいと思います」

　孝太郎としては、これまで通り孝太郎達とはある程度の距離をおいて、晴海が戦いに巻き込まれないようにするのが理想だった。

「そんな………里見君っ、知っていて黙って見ているなんて、私には無理ですっ！」

　孝太郎が晴海を心配するように、晴海も孝太郎やゆりか、そして侵しん略りやく者しやの少女達を心配していた。晴海にとって侵略者の少女達は、内向的だった自分を演劇を通じて外の世界へ連れ出してくれた特別な人達だ。そして今の晴海には彼かれらを助ける力がある。だから晴海は、これまでの日々の恩を返し、そしてこれからの日々を守る為に、出来る事から少しずつ手伝いたいと思っていたのだ。

「里見君やみんなは私の大事なお友達ですっ！　どうか私だけを仲間外れにはしないで下さいっ！　お願いしますっ！」

　そして晴海を一番衝つき動かすのは、孝太郎達と共に歩みたいという強い感情だった。仲良くなった人達の手助けがしたい。大好きな男の子と一緒に生きていきたい。病弱な彼女だから、遠くから眺ながめているだけの人生は、寂さびしいものだと誰よりも知っていた。

「桜庭先輩………」

　晴海の懸けん命めいの訴うつたえに、孝太郎は迷い始める。

　晴海を遠ざけるのはその身を案じての事ではあったが、他人を遠ざけようという孝太郎自身の欠点が影えい響きようしているような気もしていた。どうする事が一番正しいのか、今の孝太郎にはその判断が出来なかった。

「………里見君、ちょっといいですか？」

　考え込んだ孝太郎に、傍らの真希が手を挙げて発言を求めた。

「なんだい、藍華さん」

「今日の事からすると、恐おそらく桜庭さんも他の皆さんと同じく、ダークネスレインボゥの標的になります。その場合、むしろ身近に置いておく方が安全だと思うのですが」

「そいつは………」

　真希の意見はもっともだった。晴海を遠ざけるという事は、守りにくいという事でもある。ダークネスレインボゥという明らかな脅きよう威いがある今、常に目の届くところにいて貰うのは必要な事だった。

「いや、しかし………」

　だが孝太郎にはまだ決断できない。晴海はゆりか同様に、戦いの似合わない少女だ。できれば平和な世界に、居続けて欲しかった。

「孝太郎、あんた、晴海の事がキライ？」

　悩む孝太郎に、早苗が尋ねる。すると孝太郎は首を横に振った。

「そんな訳ないだろ。ただ、なるべく安全な方がいいと思うだけだ」

　すると早苗は孝太郎の鼻先に右手の人差し指を突き付け、珍めずらしく大真ま面じ目めな顔で意見を述べた。

「あのさぁ、孝太郎。大事なものは、自分で守った方がいいよ。大事なものほど遠くに置こうとするの、あんたの悪い癖くせだよ？」

「そうですよ里見さんっ！　桜庭先輩には絶対に無理はしないって約束して貰ってぇ、それでみんなで守ればいいじゃないですかぁっ！」

　ゆりかも早苗の意見に同調する。そしてそれはゆりかだけでなく、この場の少女達の全員の総意でもあった。晴海と同じ気持ちは、誰もが抱かかえている。だから少女達には、身体のハンデだけで晴海を遠ざける訳にはいかないのだった。

「お願いします、里見君っ！」

　晴海の懸命の訴え、そして真っ直ぐな瞳が孝太郎に注がれる。

「ふぅ………」

　そこでようやく、孝太郎は考えを改めた。

「分かりました。桜庭先輩は可能な限り俺達の目が届く場所にいて下さい」

「ありがとうっ、里見君っ！」

「ただし！　戦いが起こっても、無理して戦おうとはしない事。これだけは絶対に約束して下さい」

「分かりました！　約束しますっ！」

　そして晴海は喜びに軽く涙なみだをにじませつつ、大きな笑顔を作った。










　こうして新たに三人の侵略者を迎える事になった一〇六号室は、かつてない人口密度に達していた。今日は更さらに佳苗もいたので、夏でない事を感謝したい状況だった。

　しかし人口密度が高かったのは夕食の後までだった。食事が済むと、侵略者の少女達は一人ずつ一〇六号室を後にした。少女達にはそれぞれ用事があった。それは新たな生活へ向けた準備であったり、地位に絡からんだ用事であったり。そうした様々な用事の為に、一度一〇六号室を離れる必要があった。だからこの日、一〇六号室に残ったのは、孝太郎とゆりかの二人だけだった。

「みんなが帰っちまうと、随ずい分ぶん広いんだな、この部屋………」

　ちゃぶ台の前に座って玄げん関かんの方を見ながら、孝太郎はぽつりと呟つぶやく。二人きりであったから、その小さな呟きはゆりかのところにも届いていた。

「みんながいる時には、そんな事はちっとも思わないのに………」

「さとみさん………」

　ゆりかはこの時の孝太郎の背中がやけに寂しげに見え、何とかしてやりたいという気持ちに駆られた。そしてゆりかはその気持ちに逆らわず、後ろからゆっくりと孝太郎に近付いていった。

「うりゃっ」

　孝太郎の真後ろにやってきたゆりかは膝立ちになり、両手で孝太郎の目を塞ぐ。それはちょうど後ろから抱き締めているような格好だった。

「ゆりか？」

「ふふ………ねぇ、さとみさん………」

　ゆりかは孝太郎の耳元に囁く。今は二人きり。そして距離はかつてないほどに近い。だからそれは、込められた優しさに反比例するかのように、とても小さな声だった。

「………私って………居なくなりましたか………？」

「そんな訳ないだろう。見えてないだけだ」

　ゆりかの声が聞こえている。両手が顔に押し当あてられている。背中にはゆりかの身体が当たっている。見えていないだけで、ゆりかがそこにいる事は明らかだった。

「だったら、他のみんなもそうです。今は見えていないだけ。気持ちだけはみんな、今もその辺に座っていると思いますよ？」

「………ゆりか………」

　ゆりかにそう言われると、孝太郎も段々そんな気がし始める。姿が見えないだけで、決して一人ではない。それは孝太郎にとって、とても心地の良い感覚だった。

「ふふふ」

　感じられるのはゆりかの笑い声とぬくもりだけ。そしてその声がとても優しくて穏おだやかであったから、孝太郎は無性にゆりかの顔が見たくなる。しかしその反面、ずっとこのままの格好でいたいとも思う。それは孝太郎がこれまで感じた事のない、不思議な気持ちだった。

　―――そうか………これが本当のゆりかなんだな………。

　日頃、様々なものに覆い隠され、なかなか見えてこないゆりかの本質。こうして二人だけの時間を持って初めて、孝太郎はそれに触ふれる事が出来た。だから孝太郎は、これまで受け入れる事が出来なかった事を、受け入れる事が出来るようになっていた。

「ゆりか」

「はい？」

「お前………本当に魔法少女だったんだな？」

　ずっと認めたくなかった、ゆりかが魔法少女であるという真実。孝太郎はこの時、ようやくそれを受け入れる事が出来た。

「はい………ずっと黙っていて、済みませんでした………」

「気にするな。それが何の為だったのかは、ちゃんと分かっている」

「さとみさん………」

　ゆりかとの日常を守ろうとした孝太郎。ゆりかはずっとそれに合わせてくれていた。だから孝太郎は責めるつもりはなかったし、むしろその反対の事を考えていた。

「ありがとう、ゆりか」

「はい………」
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　ゆりかは孝太郎の言葉に答えながら、目隠かくしをする力を僅かに強める。それで孝太郎には、ゆりかが何を思っているのかが伝わってきた。そしてゆりかは目隠しを止め、自身の目元を拭う。ゆりかはずっと目隠しをしていたかったが、泣きながらでは難しかった。涙を拭い終えたゆりかは、その手を孝太郎の肩かたに置く。するとそれを待っていたかのように、孝太郎は言葉を続けた。

「だが………たとえそれが真実であっても、俺おれは認めない。ゆりかは俺のクラスメイトで、コスプレ好きのアホな居い候そうろうだ」

　それが孝太郎の望みだった。ゆりかは魔法少女ではなく、あくまでクラスメイト。孝太郎はそうであって欲しかった。それは今のこの空気だから、お互たがいに向かい合っていないから、口にする事が出来た想おもいだった。

「さとみさん………」

　ゆりかは孝太郎の肩に手を置いたまま、再び涙を流し始める。だがゆりかはもう涙を拭おうとはしない。

　嬉うれしくて、あったかくて、幸せで。

　拭うだけ無む駄だだと、分かっていたから。

「………わたしも………それがいいです………」

　ゆりかはナナの跡を継ぎ、立派な魔ま法ほう少女になりたいと思っている。

　だがその反面、里見孝太郎という人物の前では、ごく当たり前の少女でいたかった。孝太郎と、ごく当たり前の日々を積み重ねていく。そうすれば、どんな困難が現れても、乗り越える勇気が湧いてくると思えたから。

　こんな風に、ゆりかの望みは、孝太郎の望みと完全に一致しているのだった。

「だから俺は………お前がなるべく魔法少女でいなくて済むようにする」

　敵が来るなら、協力して追い払はらう。

　果たすべき任務があるなら、手伝ってやって一刻も早く片付ける。

　そうやってゆりかが魔法少女である時間を可能な限り少なくする。孝太郎は今、そんな事を考えていた。

「はいっ………」

　気持ちが溢れたゆりかは、孝太郎の身体に両りよう腕うでを回し、きつく抱だき締める。

　今のゆりかには、早苗の気持ちがよく分かった。

　これだけしっかりとくっついているのに、なお距離を縮めたい。身体を脱ぎ捨てれば近付けるなら、そうしたいくらいに。けれどそれが出来ないから、ゆりかは両腕に力を込める。それ以外に、気持ちを伝える方法が分からなかったから。

「………だからお前は、安心してコスプレしていていい………」

「………しんじます………さとみさん………」

　結局、ゆりかはコスプレイヤーなのだ。ゆりかは魔法少女という現実から離れ、クラスメイトで居候というコスプレを続けている。ゆりかがそれを求め、孝太郎もまたそれを求めている。それは二人で望んだ未来、共通の夢だった。

　そのまま、ただ時間だけが流れていった。孝太郎もゆりかも、ただ流れゆく時間に身を任せ続ける。気持ちが繋がった二人だから、他には何も必要なかった。

　―――もしかしたら、わたし………このままさとみさんと………。

　しかしある時から、ゆりかの胸がドキドキと高鳴り始める。そしてその鼓こ動どうがゆりかに訴える。ただ優しく支え合うだけの関係ではなく、想い合い求め合う関係に―――恋人という新たな関係に、飛び込んでしまえ、と。

　―――さとみさんとキス………できるかも………。もっときょりをちぢめて………。

　ゆりかが孝太郎を愛しているのは明らか。孝太郎に大切にされている確信もあった。だからもう一歩踏み込めば、その先へ行ける気がした。そうしたいと、心が叫んでいた。

「ゆりか、そろそろ………」

「は、はいぃぃ………」

　だから孝太郎が囁ささやいた時、ゆりかは心臓が止まりそうになった。孝太郎もそれを望んでくれているのかと、喜びでどうにかなってしまいそうだった。

　―――わたし………いましんでも、きっとこうかいしない………。

　孝太郎はゆりかの腕うでを解くと、その腕を掴んでやや強ごう引いんに引き寄せる。ゆりかは抵抗せずに孝太郎に身を任せた。そして何が起こるのだろうかと、ただ期待に胸を膨らませる。ゆりかは今、幸福の頂点にあった。

「ペンを持て。始めるぞ」

「………あれっ？」

　しかし現実はゆりかの期待通りにはならなかった。

　孝太郎の真横に座らされたゆりかは、ボーっとしている間にその手にシャープペンシルを握らされた。その事に驚いたゆりかは、慌てて孝太郎の方を見る。すると孝太郎の両手には、いつの間にか大量の問題集が抱えられていた。

「ちょ、ちょっと里見さぁんっ、それは早いんじゃないですかねぇっ!?」

　ゆりかは焦り始める。

　期待と現実のギャップについていけず、必死に孝太郎を制止しようとする。

「遅すぎるぐらいだっ！　今夜中には各種立体の体積の求め方は突破するぞっ！　お前にはもう時間がないんだっ！」

　だが孝太郎は応じない。既すでに孝太郎からは、先程までの雰ふん囲い気きが綺き麗れいに拭ぬぐい去られている。今朝の怖い孝太郎が、戻もどってきてしまっていた。

「そうじゃなくってぇっ!!　もう少しっ、もう少しだけぇっ、絆きずなや愛情の確かく認にんに時間を取っても良いんじゃないですかねぇっ!?　スキンシップって大事ですよぉっ!?」

　ゆりかには自信があった。この時ばかりは、ゆりかの方が何もかも正しいと。物事には適切な加減が必要なのだと。

「そんなものは後で幾らでも出来るっ！　だが、勉強は今しか出来んっ！　ただでさえ遅おくれているんだぞ、ゆりかぁっ！　分かっているのかぁっ!?」

　しかし孝太郎はそれをあっさりと却きやつ下かする。孝太郎は加減が出来ない男なのだ。

「分かってないのはあなたですぅぅぅっ!!」

　こうやって二人きりの夜は更けていく。だがこの現実が受け入れられず、ゆりかはちゃぶ台を両手で叩たたきながら、泣き叫び続ける。

「普ふ通つうはラブラブになるところですぅっ！　瞳ひとみをキラキラさせて見つめ合ってぇっ、抱き合ってそっとキスするところですぅっ！　違ちがいますぅっ、これは全然違いますぅぅぅぅぅぅっ!!」

「うるさいっ、さっさと始めろっ！　成績が上がるまで、お前には人権はないっ！」

「いやああぁぁぁぁっ、こんなのいやあああぁぁぁぁぁっ!!」

　けれどゆりかが大人になって、この日の事を思い出だした時、彼女は間ま違ちがいなくこう思うことだろう。この日こそが、ずっと続く素す敵てきな日々の、始まりであったのだ、と。










　そうやってゆりかが激しくも切ない夜を過ごしている頃ころ。『青騎き士し』の格納庫にある整備用の区画で、ティアとキリハが顔を突き合わせていた。二人は工作機械を操りながら、何かの作業の最中だった。

「間違いない。これは確かに霊れい子力技術だ………」

「確かか？」

「ああ。しかもこれは、現行の生産モデルよりもずっと優れている。別の場所で模造されたものではない」

　二人は真耶が落としていった義手を分解し、その技術を解析していた。その結果が、たった今出たところだった。

「となると、大地の民が開発した、試作品という事になるのかのう？」

「その筈だ。使われているパーツはどれも高品質、しかも不必要に高品質なものまでふんだんに使われている。テストモデルに特有の特徴だ」

　真耶の義手はキリハの故郷、大地の民の技術で作られていた。しかもそれには最新の技術が用いられており、カラマやコラマに使われている技術を大きく上回るものだった。そしてこれを真耶が持っていた事が、ある一つの事実を示していた。

「そして高コストな試作品が提供される程ほど、魔ま法ほう使つかいと大地の民双そう方ほうの過激派が、密な協力体制にある訳か………厄やつ介かいな状況じゃの………」

「十一年前の事件が真耶の仕し業わざであった以上、その頃から協力して何らかの準備を進めていたとみて間違いないだろう」

　キリハはこの人間の姿を模した霊子力技術を知らなかった。だからこれはキリハの敵対勢力が内密に開発した技術という事になる。つまり大地の民の急進派と、ダークネスレインボゥは、協力体制にあるのだ。

　そして子供の頃にキリハが真耶に誘拐された事件では、既に霊子力技術が使われていたという。これについては先程、ゆりかと佳苗から報告を受けていた。つまり、十年以上前から既に両者は協力体制にあったという事なのだ。

「………キリハよ、そなたはどこまで事態が進んでいるとみる？」

「試作品を魔法使いに提供した段階で、量産型を生産する為のデータ収集は終わっている筈だ。今いま頃ごろは量産型の初期モデルがロールアウトしていてもおかしくはない。それらも魔法勢力に提供していくのなら、その見返りに得るものは大きい筈だ」

「そうなると、汝らは根本的な所から戦略の見直しが必要になるぞ」

「ああ。早急に族長に報告しなくては………」

　キリハは悔しそうに奥おく歯を噛み締める。

　―――間に合ってくれればいいが………。

　大地の民の急進派が、ダークネスレインボゥに技術の提供をしたのなら、当然その逆も行われていると考えるべきだろう。急進派はキリハ達たちの知らないところで、魔法の力を手に入れているのだ。しかもそれは相当大きな規模に及およんでいる筈だった。そしてその力が権力争いに投入されたら、魔法を知らない穏健派はひとたまりもないだろう。キリハ達穏健派は、急進派が実際に行動を起こす前に、対策を練る必要があった。

　ブゥゥゥゥゥン

　そんな時だった。ティアの腕うで輪わが震ふるえ始める。ティアが腕を軽く持ち上げると、顔の前に立体映像のウィンドウが開き、フォルトーゼ本国から通信が入った事が告げられた。

「どうした？」

「本国から手紙が来たようなのじゃ」

　ティアは近くの端末に歩み寄ると、長距きよ離り通信のシステムを呼び出した。

　―――重力波通信の秘匿回線？　暗号強度は特Ａじゃと………一体何事じゃ？

　届いた通信のセキュリティの厳重さに一抹の不安を覚えながらも、ティアは通信を開封する。その瞬しゆん間かん、ティアは驚きに目を見張った。

「そっ、そんなっ、まさかっ!?」

「何があった!?」

　表情を失ったティアを案じ、キリハが駆け寄ってくる。するとティアは慌てた様子で通信の内容をキリハに説明した。

「母上がっ、母上がお倒たおれになったらしいのじゃっ！」

「なんとっ！」

　セキュリティが厳重になるのも当然だろう。

　通信の内容は、神聖フォルトーゼ銀河皇国の現皇こう帝ていエルファリアが、病に倒れた事を告げるものだった。
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あとがき







　あけましておめでとうございます、作者の健速です。

　今回は十二巻をお届けしました。魔法勢力の動きが活発化し、ストーリー構造が再び変動し始めます。事態は孝太郎達の知らないところで………という内容です。




　このシリーズも遂ついに四年目、実に感かん慨がい深いものがあります。本作は企画段階から長編ストーリーとしてデザインしましたが、どうしても打ち切りの可能性はあったので、三巻打ち切り版と六巻打ち切り版のストーリーを、並行してデザインしてありました。

　三巻打ち切り版は、皆さんが一巻を読んで想像した通りの話をそのまま二巻三巻と続けて終わるものです。埋うめた伏線は埋めたままで終わる予定でした。

　六巻打ち切り版は、二巻まで長編版と同じ話を展開しつつ、四人の侵略者達のエピソードを一周回して終わるものでした。そこまでで見えた伏線だけを回収して終わります。

　この為、一巻にはこの三タイプのストーリー全てに共通する内容しか書けません。キャラクターの設定や本音は三タイプのどれになるかによって違っていますので、一巻は行動と台詞しか書けない状況も多く、大変苦労した覚えがあります。

　幸い皆さんの多くの御ご支し持じを頂き、シリーズは順調に巻を重ねる事が出来ました。その過程で、三巻で一度、続く七巻でもう一度表現上の制限が緩かん和わされ、更さらには埋めておいた伏線も徐じよ々じよに利用できるようになってきました。おかげで現在は当初に比べて非常に楽な状況にあります。今は埋めておいた伏線を掘り返しつつ、書きたいものを書いていて大丈夫です。作家としての実績が殆ほとんどないにもかかわらず、強引に長編作品を作ろうとするものだから、こういう要らない苦労が必要だった訳です。まぁ、自業自得ですね（笑）




　おっと、今回はページがかさんであとがきが二ページなので、そろそろお別れです。楽になったからといって気を抜かず、今後も皆さんの御期待に応えられるよう努力をしていきたいと思いますので、四年目も引き続き御支援をお願い致します。

　それでは十三巻のあとがきでまたお会いしましょう。


二〇一三年　一月

健速



　追伸：遅ればせながらツイッター始めました。







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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